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  本电子书的封面和插图等图片，可能会在您下载后因为版本更新而无法显示。

  本電子書籍を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

  本电子书采用的是竖排版式。

  本電子書籍は縦書きでレイアウトされています。

  此外，由于您使用的阅读器版本可能较旧，因此在显示时可能会出现图片无法显示的情况。

  また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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  序章

  プロローグ

  『翔君为什么会一个人悠闲地开始玩这款游戏呢？』

  『ショウ君はどういう理由で一人のんびりプレイを始めたんです？』

  「诶，嗯，男人有时候会想一个人待着」

  「え、うーん、男って一人になりたい時があるんだよ」

  　听了我的回答，美音直播的评论栏里瞬间刷屏。

  　俺の答えに、ミオンのライブ配信のコメント欄が一気に流れる。

  【麦格纳】「呜，我懂」

  【マグナ】「ぐうわかる」

  【钱包男】「同意」

  【サイフマン】「同意」

  【雷德伦】「成为贤者是必要的」

  【レッドルン】「賢者になるには必要」

  　持相同意见的观众好像大多是男性？

  　同意見の視聴者さんは男性が多いかな？

  『那么，你其实不喜欢实况转播吗？』

  『じゃあ、実況中継は実は嫌だったりしますか？』

  「没有啊。反正我在这里做什么也不会有人来骂我」

  「いや別に。ここで俺が何かしても誰も怒鳴り込んでこないし」

  　这里是无人岛。不过只是游戏……VR的MMORPG就是了。

  　ここは無人島。まあゲーム……ＶＲのＭＭＯＲＰＧだけど。

  　在大家忙着赚取经验值的时候，我选择在这座岛上悠闲地享受慢生活。

  　皆があくせくと経験値稼ぎをしている中、俺はこの島でのんびりスローライフっていうスタイルでプレイしている。

  「那你就去玩单机游戏啊」

  「じゃ、オフゲしてろよ」

  　虽然可能会有人这么说，但正因为有其他玩家在，我才能悠闲地享受游戏……

  　と言われそうだが、そういう他のプレイヤーがいるからこそ、のんびりを満喫できるっていうか……

  『如果有人来了怎么办？』

  『もし誰か来たらどうしますか？』

  「嗯，这可难办了。如果对方的目的也是慢生活的话倒还好……」

  「うーん、それは悩むなあ。同じスローライフが目的ならいいけど……」

  【角鲸】「三个人在一起就会产生政治」

  【ツノエイ】「人間三人いると政治始まる」

  【诺桑】「分开住不就好了」

  【ノサン】「住み分けすればいいじゃん」

  【弗伊弗伊】「不，还是一个人住比较好吧」

  【フォイフォイ】「いやー、一人のがいいでしょ」

  　评论栏里有赞有弹。

  　コメント欄では賛否両論。

  　话虽如此，我也不知道实际遇到这种情况时该怎么办。

  　とはいえ、俺も実際その時になってみないとどうするかわからない。

  「为了应对有人来的情况，得想个去其他无人岛的方法……」

  「誰かが来た時のために、別の無人島に行ける方法を考えとかないとな……」

  『不愧是翔君！』

  『さすがショウ君！』

  【豹狮】「做个木筏吧」

  【レオポン】「いかだ作ろうぜー」

  【加里逊】「不愧翔出现了」

  【ガリソンヌ】「さすショウ入りました〜」

  【贾森】「〈造船费用：500日元〉」

  【ジャズン】「〈造船費用：５００円〉」

  【迪特隆】「〈追加造船费用：5000日元〉」

  【デイトロン】「〈追い造船費用：５０００円〉」

  【麦格纳】「Nice造船费用×2」

  【マグナ】「ナイス造船費用×２」

  　从一个人的打赏开始，打赏就像连锁反应一样不断出现。说实话有点吓人。

  　一人の投げ銭から連鎖反応でゴリゴリと投げ銭が連投される。正直怖い。

  　不过，这些钱也不是打赏给我的……

  　まあ、そのお金が届く先は俺じゃないんだけど……

  『如果来了女性玩家，频道就会被关闭』

  『もし女性プレイヤーが来たらチャンネル閉鎖になります』

  「好的」

  「はい」

  【雷德伦】「爆炸吧」

  【レッドルン】「爆発しろ」

  【贾森】「活下去」

  【ジャズン】「生きて」

  【梅塞伦】「美音酱，加油」

  【メッセレン】「ミオンちゃん、がんばえ〜」

  【头巾】「要是爆炸了，我会帮你收尸的」

  【ターバン】「爆発したら骨は拾ってやるぞ」

  　那个女孩正在实况转播我的孤独生活。

  　俺のぼっち生活をあの娘が実況中継しています。

  　为什么会变成这样……

  　どうしてこうなった……

 
  01　星期日

  01　日曜日

  「太好了！无人岛开局，大！成！功！」

  「やった！　無人島スタート、大！　成！　功！」

  　完全潜行型VR的新作MMORPG『Iris Revolution Online』，简称IRO。

  　フルダイブ型ＶＲの新作ＭＭＯＲＰＧ『
    
     Iris
    アイリス 
    
     Revolution
    レヴォリューション 
    
     Online
    オンライン』、略称ＩＲＯ。

  　一般可选择的初期起始点有三个，帝国、王国、共和国的首都。绝大多数玩家都会选择其中之一。

  　普通に選ばれる初期スタート地点は三つ。帝国、王国、共和国の首都。ほとんどのプレイヤーがそのどれかを選ぶ。

  　不过，我将地图扩大到最大，从头到尾仔细调查的结果，发现有好几个非常小的地点可供选择。我研究了那些地点与周边环境，最后决定选这里。

  　けど、俺はそのマップを最大まで拡大し、隅から隅まで調べまくった結果、いくつかのごく微小な地点を選べることを発見。それらの場所と近辺を検討した結果、この場所に落ち着いた。

  〖发现无人岛！〗

  〖無人島を発見しました！〗

  【发现无人岛：获得10SP】

  【無人島発見：10ＳＰを獲得しました】

  【最初的登陆者：获得10SP】

  【最初の上陸者：10ＳＰを獲得しました】

  【最初的岛民：获得10SP】

  【最初の島民：10ＳＰを獲得しました】

  「哦哦！意外的幸运。」

  「おお！　予想外のラッキー」

  　没想到竟然能获得30SP。加上初期SP，总共40SP。

  　まさか
    
     ＳＰ
    スキルポイントを30もゲットできるとは。これで初期ＳＰと合わせて40ＳＰ。

  　要在这座岛上生活，必须取得各种各样的技能，能获得大量SP真是太好了。

  　この島で生活してくにはいろいろとスキルを取得しないとだし、ＳＰがたくさんもらえるのはめっちゃありがたい。

  「总之先取得元素魔法吧。」

  「とりあえずは元素魔法を取っとくかな」

  　我从选单中选择取得技能，确认【元素魔法】。发动元素魔法所需的装备……太好了，只要有初期装备的新手戒指就没问题。

  　メニューからスキル取得で【元素魔法】を確認。元素魔法の発動に必要な装備……良かった、初期装備の初心者の指輪があれば大丈夫っと。

  　我消耗1SP获得【元素魔法】，学会了能生成清水的〈净水〉和点火的〈着火〉。

  　ＳＰを１消費して【元素魔法】を獲得すると、
    
     綺
    き
    
     麗
    れいな水を出す〈
    
     浄
    じょう
    
     水
    すい〉と火をつける〈
    
     着
    ちゃっ
    
     火
    か〉ができるようになった。

  「安全区域看起来像这片沙滩，得稍微往深处探索一下」

  「セーフゾーンはこの砂浜っぽいし、ちょっと奥を探索しないとな」

  　一直孤身一人的话自言自语就会变多，这可不行。不过反正也没人听，就无所谓了。

  　ぼっちが続くと独り言が多くなっていけない。まあ、誰も聞いてないからいいか。

  　往深处走的话，一般都会遇到怪物吧。

  　奥へ進むとして、まあ普通にモンスターが出てくるよな。

  　虽然只要在安全区域登出，就不用担心被怪物袭击，但那样就得在沙滩上睡觉起床，不太方便。

  　セーフゾーンでログアウトしておけば、モンスターに殴られる心配はないけど、それだと砂浜で寝起きしないといけなくなっていまいち。

  　就算现在这样也行，但还是想在近期建个小屋。

  　当面はそれでいいとしても、近いうちに小屋ぐらいは作りたいところ。

  　我一边想着这些一边穿过沙滩，右手边出现了一片树林。说是密林可能更准确。在那之前先确认一下装备吧。

  　そんなことを考えながら砂浜を越えていくと右手側に林が見えてきた。密林っていう方が正しいかな。と、その前に装備を確認しとこう。

  【主武器：新手短剑】

  【主武器：初心者のダガー】

  【头防具：无】

  【頭防具：なし】

  【身体防具：新手皮甲】

  【胴防具：初心者の
    
     革
    かわ
    
     鎧
    よろい】

  【手防具：无】

  【腕防具：なし】

  【腿防具：新手靴子】

  【足防具：初心者のブーツ】

  【饰品：新手戒指】

  【アクセサリ：初心者の指輪】

  　毫无疑问是新手装备。

  　まごうことなき初心者装備。

  　哥布林之类的应该能赢，总之先取得【短剑】，顺便也取得【解体】吧。

  　ゴブリンとかなら勝てるはずだけど、とりあえず【短剣】を取得。ついでに【解体】も取っておこう。

  　如果能打倒兔子，鹿，野猪的话，应该能得到食用的肉。

  　
    
     兎
    うさぎとか鹿とか
    
     猪
    いのししを倒せたら食用の肉がえられるはず。

  「嘶——！」

  「シャー！」

  　马上就发现了猎物，是蛇啊。虽然看上去像是普通的蝮蛇，但名字是【南方蛇】。

  　さっそく獲物発見、蛇かー。普通のシマヘビっぽいけど【サウスネーク】って名前。

  　这下应该先取得【毒耐性】吧。总之先打倒它吧。然后，进行解体。

  　これは【毒耐性】を取っておくべきだったかな。ともかく倒してしまおう。サクサクっと。で、解体実行。

  　哦哦，好像得到了肉。嗯，就是这个吧。取得【鉴定】！

  　おお、なんか肉確保。えーっと、これだな。【鑑定】を取得！

  【南方蛇的肉】

  【サウスネークの肉】

  　诶？就只有这样？不提升技能等级的话就只有这样吗？

  　え？　それだけ？　スキルレベル上げないとなのか？

  　想着用着用着就会提升等级，我继续前进，然后看到了一些树果。

  　使ってるうちに上がるだろうと先へと進むと、ちょいちょいと木の実なんかが見えてきた。

  【帕普果实】

  【パプの実】

  　帕普是什么啊……姑且先收集起来吧。

  　パプって何だ……。一応、集めておくか。

  取得【投掷】，捡起脚边的石头。

  【
    
     投
    とう
    
     擲
    てき】を取得し、足元に転がってた石を拾う。

  　虽然一开始没能打中，但按照技能辅助的指示投掷了几次之后，得到了几个帕普果实。

  　いきなり当てたりはできなかったが、スキルアシストに従って何度か投げてるうちに、いくつかのパプの実ってのを確保。

  　虽然还没有进入空腹状态，但随便烤些蛇肉来吃的话应该能撑一段时间吧。

  　まだ空腹状態にはなってないが、蛇肉を適当に焼いて食べればしばらくはもつだろう。

  「哔哔！」

  「ピスピス！」

  　好的，出现了，约定俗成的兔子怪物。两根角的兔子。名字是……【双角兔】吗。

  　はい、出てきました、お約束のウサギモンスター。二本角の兎。名前は……【バイコビット】か。

  　扔石头……没打中。扔石头……没打中。扔石头。打中了！

  　石を投げる。……当たらない。石を投げる。……当たらない。石を投げる。当たった！

  　因为被盯上了，所以用短剑刺它。然后解体。

  　タゲられてこっちに来たのでダガーでザクザク。そして解体。

  【双角兔的肉】

  【バイコビットの肉】

  「很好很好」

  「よしよし」

  　感觉比蛇肉要好吃，先回海岸附近，赶紧开始料理吧。

  　蛇肉と比べても美味そうな予感がするので、いったん海岸付近に戻り、さっそく調理開始といきますか。

  　我一边收集着掉在地上的枯枝，一边回到了起始点的海岸。

  　落ちてる枯れ枝なんかを集めながらスタート地点の海岸へと戻ってきた。

  　首先需要生火，用点火魔法轻松搞定。

  　まずは火を起こす必要があるんだけど、着火の魔法であっさりと。

  　赶紧把肉……没有串啊。

  　さっそく肉を……串がないな。

  　随便找根树枝，用短剑做成串……失败。

  　適当な木の枝をバッサリやって、ダガーで串っぽい何かに……失敗。

  　这需要技能吧。嗯，是这个吧。取得【木工】后再次挑战……木串完成。

  　これはスキルが必要なんだろう。えーっと、これかな。【木工】を取って再チャレンジ……木の串完成。

  　我还以为会显示最初的制作者，但没有。已经被别人拿走了吧。

  　最初の製作者とか出るかと思ったけどダメか。もう誰かが取ったんだろうなあ。

  　总之，把兔肉和蛇肉串起来放到火上烤。嗯，想要再有点炉灶的感觉。所以取得【石工】，随便堆些石头做出炉灶。

  　ともかく、兎肉と蛇肉に串をぶっ刺して火にかける。うーん、もうちょいかまどっぽい感じにしたい。ので【石工】を取得し、適当な石を積んでかまどを作成。

  「……只要实用就行了吧」

  「……まあ実用に耐えればいいよな」

  　这样的话，肉就不会因为串烤焦而掉进火里了。

  　これなら串が焼けてしまって肉が火にドーンもなさそうだし。

  　在烤好的这段时间里，做些木杯子吧。

  　焼き上がりまでの時間に木のコップでも作っておくか。

  　烤得差不多了，赶紧……从蛇肉开始吧。赌没有毒。

  　いい感じの焼色になったので、さっそく……蛇肉からにしよう。毒はない方に賭ける。

  「嗯，味道好淡。应该说几乎没有味道……」

  「ふーむ、淡白。ってか味がほとんどしない……」

  　看来没有毒，可以放心了。接下来是兔肉。

  　どうやら毒も無さそうで一安心。次は兎肉。

  「哦，这还可以。肉的简单味道还是有的。不过，还是想要调味料啊……」

  「お、これはまずまず。シンプルな肉の味がちゃんとする。けど、調味料が欲しいな……」

  　食衣住中，「衣」有初期装备所以暂时没问题。「食」也确保了。那么，最后的「住」该怎么办呢……

  　衣食住のうち『衣』はまあ初期装備でひとまず大丈夫。『食』も確保できたと考えてよし。さて、最後の『住』をどうするか……

  　嗯，我开始调查列表中像山一样多的技能。调查。调查。

  　んー、一覧に山のようにあるスキルを調べる。調べる。調べる。

  「木工和木匠的组合好像可以建木屋？但是，需要圆木啊」

  「木工と大工の組み合わせでログハウスを建てることができるっぽい？　けど、丸太が必要だよなあ」

  　能确保圆木的技能。采集……不对，是伐木吧。然后，伐木需要斧头。我可没有斧头……

  　丸太を確保できそうなスキル。採集……ではなくて伐採か。で、伐採には
    
     斧
    おのが必要。斧なんてないし……

  「算了。总之先收集漂流木做个简易帐篷吧」

  「まあいいや。とりあえず流木集めて簡易テントでも作ろ」

  　我在海岸上闲逛，收集了几根大小合适的漂流木。

  　海岸をぶらぶらして、それっぽい大きさの流木を数本集める。

  　因为不能在安全区域里搭帐篷，所以我移动到了进入密林的入口前。

  　セーフゾーンにはテントを作れなかったので、密林へと入る手前に移動。

  　在我制作骨架的时候，

  　骨組みを作っていると、

  【美音开始观看】

  【ミオンが視聴を開始しました】

  　显示出了这样的信息。

  　と表示が出た。

  『你好。我是第一次看』

  『こんにちは。初見です』

  　啊，直播……

  　あ、配信……

  　对了。这个游戏默认是直播的。算了。

  　そうだ。このゲーム、デフォルト設定で配信するんだった。まあいいか。

  　打招呼的声音听起来像是女性的合成音，但本人不一定就是女性。倒不如说，也有可能是大叔。

  　その挨拶の声は女性の合成音声に聞こえるが、本人がそうだとは限らない。むしろ、おっさんの可能性もある。

  「你好」

  「こんにちは」

  　我一边回以稳妥的问候，一边再次确认设定。观众的评论也还是语音，我是不是有点太粗心了……

  　無難な挨拶を返しつつ、設定を再確認する。視聴者コメントも音声のままだし、ちょっとうかつだったかな……

  『这是ＩＲＯ吧？』

  『これってＩＲＯですよね？』

  「是的」

  「そっすよー」

  『感觉氛围不太一样啊？』

  『なんだか雰囲気が違いませんか？』

  「啊，怎么说呢，这里是个完全不同的地方。今天差不多该下线了」

  「あー、なんていうか、全然違う場所なんですよ。ま、今日はそろそろ上がるので」

  『好的，我还会再来的』

  『はい、また来ます』

  　我花太多时间寻找这个地方了，今天就到此为止吧。感觉马上就要换日了。

  　この場所を探すのに時間を食いすぎたので、今日はここまで。日付変わりそうだし。

  　明天搭好帐篷之后就探索一下岛屿吧。

  　明日はテント作ってから島の探索かな。

  　我登出游戏，摘下ＶＲＨＭＤ从床上起身。

  　ゲームをログアウトし、
    
     ＶＲ
    バーチャルリアリティ
    
     ＨＭＤ
    ヘッドマウントディスプレイを外してベッドから起き上がる。

  　边桌上的平板电脑上显示着刚才的直播信息。来访者只有一人，美音小姐。

  　サイドテーブル上のタブレットにはさっきの配信情報が出ている。来訪者は一人、ミオンさんだけ。

  　虽然因为是限定开放，所以对新玩家有所限制，但应该还是有将近五万人在直播。她是怎么找到我的……

  　限定オープンということで新規プレイヤーは制限されてるけど、それでも五万人近くが配信してるはず。どうやって俺のを見つけたんだろ……

 
  02　星期一

  02　月曜日

  「早。」

  「おは」

  　我一进教室就向坐在后面的损友奈特——柏原直斗打招呼。

  　教室について後ろに座る悪友ナット、
    
     柏
    かし
    
     原
    はら
    
     直
    なお
    
     斗
    とに挨拶する。

  「早。你昨天只创角就下线了吗？」

  「おは。昨日はキャラクリだけで終わったのか？」

  「不，我有好好登入游戏。」

  「いや、ちゃんとインしたぞ」

  「角色名请说。」

  「キャラ名プリーズ」

  「悠太。」

  「ゆうた」

  「别闹了。」

  「ふざけんな」

  　我随口敷衍过去，这时上课钟声响起，我们只好留到下课时间再聊。

  　はぐらかしたところでチャイムが鳴ったので、続きは休憩時間に持ち越しになった。

  「所以你角色叫什么名字？」

  「で、キャラ名なんなんだよ」

  「跟之前一样，叫翔。」

  「いつもと同じショウだよ」

  「你从哪里开始玩的？」

  「どこでスタートした？」

  　唔……要是之后被发现会很烦，还是先跟奈特说实话吧。

  　うーん、後でバレるとうるさいし、ナットには本当のことを話しておくか。

  「啊～其实……」

  「あー、実はな……」

  　如此如此这般这般……

  　かくかくしかじか……

  「真的假的？那个发现无人岛的全球公告是你发的吗？」

  「マジか。あの無人島発見とかいうワールドアナウンスお前か」

  「真的，就是我。」

  「マジ。それ俺」

  「唔～我也重创一个角色好了？」

  「うーん、俺もキャラ作り直すか？」

  　奈特认真地烦恼起来，我连忙阻止他。

  　ナットが真剣に悩み始めたので慌てて止める。

  　话说回来，发现无人岛的事还被做成全球公告啊？算了，没差。

  　てか、無人島発見はワールドアナウンスで流れてたのか。まあいいけど。

  「别闹了。你别来啦，我要在ＩＲＯ享受孤岛生活。」

  「やめとけ。つか、来んな。俺はＩＲＯでぼっちを楽しむんだ」

  「你很别扭耶。算了，反正我迟早会渡海去找你。」

  「ひねくれてんな。まあいいや。そのうち海を渡って押しかけてやるからな」

  　加油吧。从那张地图来看，你还没抵达我的岛，游戏就会结束了。

  　頑張れ。あの地図を見た限り、俺の島にたどり着くまでにサ
    
     終
    しゅうするから。

  「伊势同学，可以打扰一下吗？」

  「
    
     伊
    い
    
     勢
    せ君、ちょっといい？」

  　我跟奈特闲聊时，突然有人向我搭话。对方是班长鹿岛同学。

  　ナットとだべっているところに急に声をかけられた。相手はクラス委員長の
    
     鹿
    か
    
     島
    しまさん。

  「嗯，班长，怎么了？」

  「ん、いいんちょ、どうしたの？」

  「你今天是值日生吧。看你一直在聊天，有好好报告上课内容吗？」

  「あなた、今日の日直でしょ。おしゃべりしてたけど、ちゃんと授業報告出したの？」

  「哇，真的假的。抱歉抱歉」

  「うわ、マジか。ごめんごめん」

  　值日生必须在每节课结束后向班主任报告上课内容，但我完全忘了。

  　日直だと授業ごとにその内容を、担任に報告しないとなんだけど、すっかり忘れてた。

  　反正学校那边也掌握着上课情况，我觉得没必要让学生一一报告，但这是惯例，没办法。

  　どうせ学校で把握してるんだから、いちいち生徒を経由させるなよって思うんだけど、しきたり的なものだからしょうがない。

  「咦？已经结束了」

  「あれ？　終わってる」

  　看来另一位值日生出云同学已经帮我报告完了。

  　っていうか、もう一人の日直、
    
     出雲
    いずもさんがやってくれたっぽい。

  　我环顾教室，想向她道歉，但没看到她的身影。

  　ちゃんと謝っとかないとと思ってクラスを見回すが姿が見えない。

  　嗯，算了，下次休息时间再道歉吧……

  　うーん、まあ、次の休憩時間に謝るか……

  　第二节课结束后，我立刻冲到最前排，与出云同学面对面。

  　二限の授業が終わって速攻ダッシュ。一番前の席の出雲さんと対面できた。

  「刚才对不起。第二节课的报告由我来吧。轮流做就行了吧？」

  「さっきはごめん。二限の授業報告は俺がやるから。交互でいいよね？」

  　她那蓬乱的头发是不是没梳啊。真让人在意……

  　ぼさぼさの髪は
    
     梳
    とかしてないのかな。気になる……

  「啊，好的……」

  「ぁ、はぃ……」

  　出云同学用几乎听不见的声音回答，然后直接离开了教室。

  　消え入るような声でそう答えた出雲さんは、そのままふいっとクラスを出ていく。

  「咦？出云同学呢？」

  「あれ？　出雲さんは？」

  「哦，我说要报告上课内容，她就走了」

  「ああ、俺が授業報告出すって言ったら、どっか行ったけど？」

  　班长路过时问我，我就把刚才发生的事如实告诉他。

  　通りかかったいいんちょから聞かれたので、あったことをそのまま言う。

  　听到我这么说，班长露出有些为难的表情。

  　それを聞いたいいんちょはちょっと困ったような顔をした。

  「我说，出云同学她怎么了？」

  「なあ。出雲さん、なんかあったの？」

  「怎么了是什么意思？」

  「なんかって何よ？」

  「不是，你看，比如被欺负之类的……」

  「いや、ほら、イジメとかさ……」

  「啊？我这个班长在，怎么可能发生那种事！她只是还没融入班级，所以我有些在意而已……」

  「はあ？　私が委員長してるのにそんなことあるわけないでしょ！　彼女、まだクラスに
    
     馴
    な
    
     染
    じめてないから気になってるだけよ……」

  　不愧是班长。全心全意地掌握着班级……

  　さすがいいんちょ。クラスの掌握に余念がない……

  「总之，班长你和她做朋友不就行了」

  「とりあえず、いいんちょが友達になればいいじゃん」

  「我也是这么想的，但总是找不到时机。想和她说话的时候她又不在」

  「そう思ってるんだけど、なかなかタイミングが合わなくて。話しかけようと思ったらいないんだもの」

  「诶——，嘛，之后总能聊上吧」

  「へー、まあ、そのうち話せるでしょ」

  　我这么回答后，班长深深地叹了口气。

  　そう返すと、めちゃくちゃ大きなため息をつかれた。

  　诶，我说了什么不该说的话吗？

  　え、俺、なんか間違えたこと言ったっけ？

  「你今天午饭怎么解决？」

  「お前、今日の昼飯どうすんの？」

  　第四节课结束，进入午休的瞬间，奈特这么问我。

  　四限が終わり昼休みに入った瞬間、ナットが聞いてくる。

  　既然问我怎么解决，那奈特自己也还没定吧。

  　どうすると聞いてくると言うことは、ナットも未定なんだろう。

  「嗯——，去小卖部买就行了吧」

  「んー、購買でいいんじゃね」

  「OK，走吧」

  「おけ、行こうぜ」

  「等等，我今天是值日生，你先去吧」

  「待て待て、俺は日直だから先行け」

  　我这么说着，把奈特赶了出去。

  　そう言ってナットを追い払う。

  　第三节课的上课报告由出云同学做了，所以第四节课轮到我。

  　三限の授業報告は出雲さんにやってもらったので、四限は俺の番になる。

  　我看向出云同学，点头表示没问题，她看到后似乎也放心了，离开了教室。

  　出雲さんの方を見て大丈夫と頷くと、出雲さんはそれを見て安心したのか教室を出ていった。

  　我赶紧做完上课报告，走向小卖部，那里已经排起了长队。

  　さっさと授業報告を提出して購買へと向かうと、そこには既に人だかりができている。

  　哦，奈特在前面。不过，从这里插队是违反规则的，我不会这么做的。

  　お、前の方にナットいるじゃん。まあ、ここから頼むのはルール違反だしやんないけど。

  　这所学校的小卖部，人气商品虽然很快就会卖完，但所有商品都不会卖完，所以慢慢等就行了。我没什么喜欢不喜欢的。几乎没有。

  　この学校の購買、人気商品はすぐ売り切れるけど、全商品完売になることはないのでまったりと待っていれば大丈夫だ。俺に好き嫌いはない。あんまり。

  　前面的人群散去，我环顾四周，想着要买什么，这时出云同学拿着面包慌慌张张的样子映入眼帘。

  　前方の人だかりがはけて、さて何を頼もうかなと見回すと、出雲さんがパンを持ってあわあわしているのが目に留まった。

  　声音太小了，卖东西的阿姨没注意到吗……

  　声が小さくて売り子のおばちゃんに気付いてもらえてないのか……

  「出云同学，你要买这个吗？」

  「出雲さん、これ買うの？」

  「诶，啊，是的……」

  「ぇ、ぁ、はぃ……」

  「阿姨！这孩子，这个！」

  「おばちゃん！　この子、これ！」

  「啊，好的。对不起，没注意到你」

  「ああ、はいよ。ごめんね、気がつかなくて」

  　顺利买到面包的出云同学，不停地低头致谢后离开了。

  　無事に買えた出雲さんは、何度も何度も頭を下げてから去っていった。

  　那么，我该买什么呢……

  　さて、俺は何にしようかな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「我回来了」

  「ただま」

  　听到这个声音，妹妹美姬从二楼跑下楼梯。

  　その声に二階から妹の
    
     美
    み
    
     姫
    きが階段を駆け下りてくる。

  「兄长！我肚子饿了！」

  「兄上！　お
    
     腹
    なかが空いたのだ！」

  　做晚饭是我的工作。不，什么工作啊。

  　夕飯を作るのは俺の仕事だ。いや、仕事ってなんだ。

  　因为家里的顶梁柱妈妈长期出差，专职主夫的老爸也跟着去了……还是别想太多了吧。

  　うちの大黒柱である母さんの長期出張に、専業主夫の
    
     親
    おや
    
     父
    じがついていってしまったせいであって……深く考えるのはやめよう。

  「这我知道……不过你明年不是要考试吗？」

  「それは了解なんだけどさ。……お前、来年受験じゃなかったっけ？」

  「正是！」

  「いかにも！」

  　她已经过了中二的年纪，哥哥我本以为她应该已经从『中二病』毕业了……

  　中二は過ぎたはずなので、中二病は卒業するべきなんじゃないかと、兄は愚考するわけだが……

  「算了。晚餐你想吃什么？」

  「まあいいや。晩飯何がいいの？」

  「我想要咖喱！食材已经买好了！」

  「カレーを所望する！　具材は購入済みだ！」

  「好好好，就照妹妹君说的做……」

  「はいはい。妹君のおっしゃるままに……」

  　我一进厨房就看到各种根茎类蔬菜和鸡腿肉。她想要吃鸡肉咖喱啊，真麻烦……

  　台所に行くと根菜各種と鳥もも肉が置いてあった。チキンカレーを御所望か、めんどくせえ……

  「你至少要帮忙洗个碗或打扫浴室吧？」

  「お前、洗い物か風呂掃除のどっちかはやれよ？」

  「明白！浴室就交给我来打扫吧！」

  「心得た！　風呂掃除は任されよ！」

  　太奇怪了。我实在不觉得这个中二妹妹是初中全国顶尖的天才。

  　おかしい。この中二妹が中学の全国トップの天才とは思えない。

  　不，天才和笨蛋果然只有一线之隔吗……

  　いや、やはり天才となんとかは紙一重というやつなのか……

  「话说回来，兄长开始玩ＩＲＯ了吗？」

  「ところで兄上はＩＲＯを始めたのか？」

  「嗯，是啊，我开始玩了。」

  「ん、まー、始めたけど」

  「我也想玩耶？」

  「我もプレイしたいのだが？」

  「你有抽中限定开放的资格吗？」

  「お前、限定オープンに当選してんの？」

  　现在能玩ＩＲＯ的只有封闭测试的一万人，以及抽中限定开放的五万人。我是因为抽中了才能玩……

  　今、ＩＲＯをプレイできるのはクローズドベータ組一万人と、限定オープンに当選した五万人。俺はそれに当選してるからプレイできてるんだけど……

  「当然，我抽中了哦。」

  「無論、当選しておるぞ」

  「我想也是。」

  「だよなあ」

  　以这家伙ＬＵＫ＝幸运值的高数值来说，这也是理所当然的。

  　こいつのＬＵＫ＝幸運値の高さからしたら当然だよな。

  「那你玩不就好了？你考的高中多少玩一下也没关系吧？」

  「なら、やればいいじゃん。お前、多少遊んでてもいい高校行けるだろ」

  「我打算和兄长上同一所高中哦？」

  「高校は兄上と同じ高校にするのだが？」

  「喂，等等。你考美都大附属高中也太轻松了吧？老爸同意了吗？」

  「おい、待て。お前、
    
     美
    み
    
     杜
    もり大附属は余裕すぎだろ？　それ親父が納得してんの？」

  「当然。我辩赢他了哦？」

  「もちろん。言い負かしたが？」

  　对啊。老爸对这家伙超溺爱的，她不可能辩输。

  　そうだった。親父はこいつにめちゃくちゃ甘いし、弁論で勝てるはずもない。

  「算了。你找到我的角色后，我就陪你玩。」

  「まあいいよ。俺のキャラ見つけたら一緒に遊んでやるから」

  「哼哼哼，你说的哦！」

  「クックック、言質とったどー！」

  　行了，你给我乖乖坐着……

  　いいから、大人しく座ってろ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「终于进来了。直播该怎么办呢……」

  「やっとインできた。配信どうするかな……」

  　昨天的美音说她还会来。

  　昨日のミオンさんはまた来るとか言ってたんだよな。

  　嗯，要是被很多人发现，感觉会很麻烦，到时候再停止直播吧。暂时就保持默认设置，放着不管吧。

  　うーん、まあ大勢に見つかってめんどくさくなったら、配信やめればいいか。当面はデフォルト設定のまま垂れ流しにしとこう。

  　先不说这个，得把昨天做到一半的帐篷给做好。

  　それはそれとして、昨日作りかけだったテントを作らないと。

  　放着不管的漂流木……还在啊。很好很好，暂时可以放心了。

  　放置してあった流木は……っと残ってるな。よしよし、一安心。

  「哼哼哼♪」

  「ふんふん〜♪」

  　用漂流木做了两组三脚架，然后把作为脊梁的漂流木放在上面，这样框架就完成了。接下来就是找用来代替布的……果然只有叶子啊……

  　流木を三脚に二組作ると、その上に背骨となる流木を渡してフレーム完成でいいだろう。あとはこれに布がわりの……やっぱ葉っぱしかないかな……

  　算了，一边在帐篷附近找叶子，一边探索岛屿吧。这时，观众只剩下一个了。

  　ま、テントに近いところから葉っぱ探しつつ島の探索かな。と、視聴ユーザーが一人になった。

  【美音开始观看】

  【ミオンが視聴を開始しました】

  『你好』

  『こんにちは』

  「你好」

  「こんちわ〜」

  『我有点在意，所以过来看了』

  『気になったので見に来ました』

  「你好。虽然我觉得没什么意思」

  「どもっす。あんまり面白くない気がするけど」

  『没这回事』

  『そんなことないですよ』

  　我一边想着这人真是个怪胎，一边竖起了大拇指。

  　酔狂な人だなと思いつつサムズアップしておく。

  「那么，先从岛的东南侧开始探险吧」

  「さて、まずは島の南東側から探検しますか」

  　安全区域在南边的沙滩。我决定逆时针绕岛一圈。

  　セーフゾーンは南の砂浜。反時計回りに行くことにする。

  　昨天稍微往里走了一点的森林里，基本上都是茂盛的南国系树木，看来只要把这附近的叶子带回去就行了。

  　昨日ちょっとだけ奥へ進んだ林は基本的に南国系の樹木が生い茂っているので、このあたりのでかい葉っぱを持って帰れば良さそうだな。

  「哦，是兔子」

  「お、兎だ」

  　投石之后用短剑。好，解体。肉到手了。

  　投石からのダガー。はい、解体。お肉ゲトー。

  　我把肉放进道具栏，继续往深处前进。

  　インベに放り込んでさらにさらに奥へと進む。

  「嗯，道具栏能增加吗？」

  「んー、インベントリって増えるのかな？」

  『好像可以装备背包之类的』

  『バックパックとか装備するらしいです』

  「哦，原来如此。这样的话，得找个地方学裁缝技能了」

  「おー、なるほど。となると、裁縫スキルどっかで取らないとかな」

  『你打算一个人学会所有技能吗？』

  『一人で全部できるようになるつもりですか？』

  「是啊。我的目的是在这座岛上悠闲地生活」

  「そっすよー。俺はこの島で一人のんびりするのが目的なんで」

  『我还是第一次听说有人在MMORPG里悠闲地生活』

  『ＭＭＯＲＰＧで一人のんびりなんて初めて聞きました』

  「哈哈哈……」

  「ははは……」

  　我意识到，如果和很多人一起玩，我通常会成为辅助角色，无法充分享受游戏。

  　どうも多人数でプレイするとサポート役に周りがちで、いまいち楽しめない自分に気づいてしまう。

  　尤其是老姐和美姬在的时候，和在家几乎没什么区别。我得为了取悦她们而四处奔波……

  　特に姉貴と美姫がいると、家にいるのとほとんど変わらない。二人を楽しませるために奔走するはめになるし……

  　我轻快地向深处前进，但出现的都是兔子怪物双角兔。我迅速地打倒它们。

  　サクサクと奥へと進んでいくが、出てくるのはウサギモンスターのバイコビットばかり。サクッと倒して、

  【角色等级提升了！】

  【キャラクターレベルが上がりました！】

  「哦，角色等级提升了！」

  「お、キャラレベ上がった！」

  　在ＩＲＯ里，等级提升后会得到BP，可以用来分配给SP或提升能力值。

  　ＩＲＯはレベルが上がると
    
     ＢＰ
    ボーナスポイントがもらえて、それをＳＰかステータス上昇に割り振れる。

  　一旦分配出去就无法变回BP，所以需要注意，但BP最多只能累积到100。

  　振っちゃうとＢＰには戻せないので注意が必要なんだけど、ＢＰは１００までしか
    
     溜
    ためておけないと。

  『恭喜您。』

  『おめでとうございます』

  「谢谢。总之先全部分配给能力值吧。」

  「どもども。とりあえずは全部ステータスかな」

  　在无人岛开局时得到的特殊奖励SP还有剩，就优先提升基础能力值吧。

  　無人島スタートした時に特殊褒賞でもらったＳＰがまだ余ってるし、基礎となるステ上げを優先しよう。

  　STR3、DEX・INT・VIT各2、AGI1、LUK则跳过。毕竟我得一个人做各种事情，所以不能极端强化。

  　ＳＴＲに３、ＤＥＸ・ＩＮＴ・ＶＩＴに２ずつ、ＡＧＩに１、ＬＵＫはスルー。一人でいろいろやんなきゃだし、極振りはなしっと。

  「嗯？」

  「ん？」

  　总觉得好像有什么东西在树丛的另一边，是我的错觉吗？

  　なんか茂みの向こうにいたような気がしたけど気のせいか？

  『刚才树丛里是不是有什么东西？』

  『今、茂みの奥に何かいませんでした？』

  「果然有什么东西在……」

  「やっぱ、なんかいたよな……」

  　我让焦急的心冷静下来，浏览可取得技能一览。呃……有了有了。这应该是第一个要取得的技能。

  　焦る心を落ち着かせ、取得可能スキル一覧を眺める。えーっと……あったあった。これ最初に取っておくべきだったな。

  　我点选【气息感知】。基本技能似乎大多SP1就能取得。应该把所有看起来很方便的常驻技能都取得吗？

  　ポチッと【気配感知】を取得。基本的なスキルはだいたいＳＰ１で取れるっぽい。常時発動になるスキルは便利そうなの全部取っておくべきか？

  「嗯？果然有啊……」

  「ん？　やっぱりいるな……」

  　我进一步取得【气息遮断】并发动。虽然可能只是自我安慰。

  　さらに【気配遮断】を取得して発動させる。気休めかもしれないけど。

  　我蹑手蹑脚地朝着气息传来的方向前进。

  　そろそろと足音を消してるつもりで、気配がする方へと進む。

  「是那个吗？」

  「アレか」

  　我蹲下身从树丛中窥视，发现了一只显而易见的哥布林。

  　しゃがんで茂みから
    
     覗
    のぞく先には、わかりやすいゴブリンがいる。

  『终于有点RPG的感觉了呢』

  『やっとＲＰＧっぽくなりましたね』

  「确实如此」

  「確かにそうっすね」

  　我苦笑着回答美音酱。

  　苦笑いしつつミオンさんに答える。

  　哥布林东张西望了一会儿，然后就放弃了似的离开了。

  　ゴブリンはしばらくキョロキョロしたのち、諦めたのか去っていく。

  『咦？不打倒它吗？』

  『あれ？　倒さないんですか？』

  「嗯，你看着吧」

  「まー、見てて」

  　我从勉强能跟上的位置追踪离开的哥布林……

  　去っていくゴブリンをギリギリの位置から追跡すると……

  「看吧，果然是哥布林的聚落」

  「ほら、やっぱりゴブリンの集落だ」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　总之，我数了数视野中的哥布林数量，然后偷偷回到了原来的地方。

  　とりあえず、目につくゴブリンの数を数えた後、コソコソと元の場所まで戻ってきた。

  『不战斗吗？』

  『戦わないんですか？』

  「嗯，光是能看到的就有二十只左右吧。单人的话实在是打不过」

  「んー、見えるだけで二〇匹ぐらいいたでしょ。さすがにソロじゃ無理だろうなって」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  「虽然总有一天想打倒它们，但得先想想办法……」

  「いずれは倒したいけど、何か方法を考えないとな……」

  　嗯，现在就先保留吧。

  　ま、今のところは保留。

  　反正这座岛上只有我一个人，先提升一下等级，做好准备之后再考虑。

  　この島には自分しかいないんだし、しばらくレベル上げとかして、ちゃんと準備してからだな。

  　我避开哥布林的聚落，继续探索岛屿东侧。海岸沿线基本上都是岩场，没有什么新奇的东西。

  　ゴブリンの集落を避けつつ島の東側の探索に戻る。海岸沿いは大体が岩場になってて、目新しいものは特になし。

  「感觉可以钓鱼。嗯，有点犹豫要不要学……」

  「釣りとかできそうだけど。うーん、スキル取るか迷う……」

  『钓鱼不错呢！』

  『釣り、いいですね！』

  「是啊。说起慢生活，就会想到钓鱼。我有木工技能，应该能做个钓竿……啊，可是没有鱼钩和鱼线啊」

  「いいよね。スローライフっていうと釣りって感じあるし。木工あるし
    
     釣
    つり
    
     竿
    ざおぐらいは作れるはずだけど……。あ、でも針も糸もないじゃん」

  　沿着海岸线在树木之间穿梭前进，最后来到了悬崖峭壁。

  　海岸沿いを
    
     樹
    き
    
     々
    ぎの合間を縫うように進んでいくと、やがて断崖絶壁へとたどり着いてしまった。

  「嗯，感觉有什么特别的路可以去北侧。还是说要完成什么任务？」

  「んー、北側に行く方法、なんか特別な道がありそう。それかクエスト？」

  『是吗？』

  『そうなんです？』

  「感觉是游戏的惯例吧。美音不怎么玩游戏吗？」

  「ゲームのお約束って感じかな。ミオンさんはあんまりゲームとかしないの？」

  『我喜欢看别人玩，但自己不怎么玩。因为我的反射神经不太好』

  『見るのは好きですけどあんまり。反射神経とか良くないので』

  「这样啊，那玩玩看有时间思考的回合制策略游戏可能不错」

  「へー、じゃあ、じっくり考える時間があるターン制ストラテジーとかいいかも」

  『那不就没办法来看直播了吗？』

  『このライブを見に来られなくなるじゃないですか』

  「嗯，我觉得比看直播更有意义吧？」

  「うーん、この配信見てるよりも有意義じゃない？」

  『没这回事。而且我还在上学，不能长时间玩游戏』

  『そんなことないですよ。それに学生なので長くゲームできないですし』

  　啊，嗯，我也是学生。对不起。

  　あ、うん、俺も学生です。ごめんなさい。

  　我和美音闲聊着，避开哥布林的聚落，采了几片大叶子回来。

  　ミオンさんとぐだぐだと会話しつつ、ゴブリンの集落を避け、大きな葉っぱを何枚も採集して戻り。

  「嗯，大概这样就行了吧」

  「まあ、ざっくりでいいか」

  　我把叶子编成绳子，挂在帐篷（暂定）的骨架（暂定）上，姑且算是有点样子了……吧。

  　葉っぱをテント（仮）のフレーム（仮）に編んでぶら下げていくと、一応それっぽい物に……見えなくもない。

  「哦哦！里面遮住了阳光，感觉不错……呃，这不就是地面吗！」

  「おお！　中は日差しが遮られていい感じだ……って地べたじゃん！」

  『啊哈哈』

  『あはは』

  　她能笑出来就好。先不说这个，得铺点什么才行。

  　ウケたようで何より。それはいいとして、まあ何か敷かないと。

  「嗯——没有稻草啊……」

  「うーん、
    
     藁
    わらなんてないしなあ……」

  『兔子先生的皮不能拿来用吗？』

  『兎さんの皮って手に入らないんですか？』

  「说起来也是。为什么拿不到呢？是不是解体的等级不够？」

  「そういやそうだ。なんで手に入らないんだろ。解体のレベル上がれば？」

  『因为它们太小了吗？』

  『小さいからでしょうか？』

  「啊，有可能。要是有野猪就好了。虽然不知道能不能打倒」

  「あー、それもあるか。猪とかいればなー。倒せるか微妙だけど」

  　不过，我的技能和等级在狩猎南方蛇和双角兔的过程中，微妙地有所提升，所以值得一试。

  　まあ、スキルもレベルもサウスネークやバイコビットを狩って、微妙に上がってはいるので試す価値はあるか。

  　明天要去调查西侧，也得想办法处理哥布林的聚落。

  　明日は西側を調べるとして、ゴブリンの集落もどうにかしたいしなあ。

  　第二天要做的事太多了，真糟糕……

  　二日目にしてやることありすぎてヤバい……

  『差不多要到换日的时间了，我先下线了』

  『そろそろ日付が変わりそうなので、今日はお先に失礼します』

  「啊，好的」

  「あ、はーい」

  　话说，我也差不多该睡了。先在这里睡一觉，然后登出吧……

  　てか、俺もそろそろ寝ないと。試しにここで寝てログアウトするか……

  　这个游戏如果不『就寝登出』，登出期间好像不会恢复MP。

  　このゲーム、『就寝ログアウト』でないと、ログアウト中はＭＰが回復しないらしい。

  　昨天我站在安全区域的沙滩上登出，结果MP完全没有恢复。

  　昨日は立ったままセーフゾーンの砂浜でログアウトしたら、ＭＰ全然回復してなかったし。

  　要是明天进来的时候，帐篷坏了，人也死了，我会哭的……

  　明日入ったら、テントも壊れてて死んでたら泣く……

 
  03　星期二

  03　火曜日

  　我从自家到美杜大附属高中都是坐电车上学。

  　自宅から学校、美杜大附属高校まで電車通学。

  　步行到最近的车站要花十分钟左右，坐电车要十五分钟，步行到学校要花十分钟左右。总共需要三十分钟以上。

  　最寄り駅まで一〇分弱歩き、電車に一五分ほど乗って、学校まで五分弱歩く。所要時間三〇分強。

  　虽然也想过骑自行车上学，但下雨天就麻烦了。

  　チャリ通もありかなと思ってるけど雨降るとキツいんだよな。

  　电车准时到站，车门打开后，排队上车的人们从前门开始上车。

  　いつも通りの時間の電車が来てドアが開くと、整列乗車に従って並んでいる人たちが前から乗り込んでいく。

  　我看着排在我前面的人……那是出云同学吧。没想到我们是同一站。

  　自分の前に並んで流れていく人を見ていると……あれは出雲さんかな。同じ駅だったとは。

  　排在最后的我也上车了，虽然不到满员电车的程度，但还是相当拥挤。

  　最後尾だった自分も乗り込むと、まあ満員電車というほどではないが、それなりの混雑。

  　我稍微环顾了一下四周，出云同学后面有个看起来快退休的上班族大叔，距离很近。

  　軽く見回すと、出雲さんの後ろに定年間近のサラリーマンっぽいおっさんがいて、妙に近い。

  　出云同学感觉很胆小，看到这种情形会很烦躁吧……

  　出雲さん、気が小さい感じだし、こういうの見てるとイライラする……

  「早安。」

  「おはよ」

  　我穿过人群，挤进出云同学和大叔之间。

  　スルッと人混みを抜けて、出雲さんとの間に割り込んだ。

  「啊，早安……」

  「ぁ、ぉはよぅ……」

  　出云同学回过头来，脸上明显露出松了口气的表情，看来刚才情况很危险。话说，后面的大叔好臭……

  　振り向いた出雲さんが明らかにホッとした表情を浮かべているので、危ないところだったようだ。つか、後ろにいるおっさんが臭い……

  　我忍耐了十五分钟，终于从电车上下来。

  　一五分の我慢タイムをクリアして電車から降りる。

  「没事吧？」

  「大丈夫？」

  「嗯……那个人，味道好重……」

  「ぅん……、ぁの人、匂ぃ嗅ぃできて……」

  　那个大叔，到底有什么性癖啊……

  　どんな性癖なんだよ、あのおっさん……

  　在闻别人的味道之前，先想办法处理一下自己的臭味吧。

  　人の匂い嗅ぐ前に自分の臭いをなんとかしろっての。

  「太好了。不过，那个时间的电车和我一样，要是有什么不妙的就叫我吧」

  「良かった。まあ、電車あの時間なら俺と同じだから、ヤバそうなら声かけて」

  「谢谢……」

  「ぁりがとぅ……」

  　这种时候要是老姐在的话就能照顾她了，但老姐已经毕业了。

  　こういう時に姉貴がいたら面倒見てもらえるんだけど、入れ替わりで卒業しちゃったからなあ。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「早啊」

  「おは」

  「你这家伙，背叛了啊……」

  「貴様、裏切ったな……」

  　我刚在教室里坐下，奈特就突然对我说道。至少也回个招呼吧。

  　教室で席に着いたところでナットにいきなり言われた。挨拶ぐらい返せ。

  「为什么啊」

  「なんでだよ」

  「你和出云同学一起上学了吧」

  「出雲さんと登校してきただろ」

  「那是因为同一辆电车上有变态，我只是帮了她而已」

  「あれは同じ電車に変態がいたから助けただけ」

  「为什么你能这么轻易地立起Flag啊！」

  「なんでお前はそんな簡単にフラグを立てられる！」

  　不不不，才不是什么Flag。

  　いやいやフラグとかないから。

  　说到底，要是我放着不管这件事被老姐知道了……我都要打冷颤了。

  　だいたい、あれを見過ごしたことが仮に姉貴にバレでもしたら……寒気が走る。

  「我说啊，奈特。要是女孩子遇到困难，我不去帮她的话会被杀掉的。被老姐」

  「あのな、ナット。俺は女の子が困ってたら助けないと
    
     殺
    やられるんだよ。姉貴に」

  「这我知道。话说回来，那位美女姐姐最近还好吗？」

  「それは知ってる。ところでその美人のお姉さんは元気にしてますか？」

  「应该还好吧？因为是女子大学的女生宿舍，我也没办法联系她……」

  「してるんじゃないの？　女子大の女子寮だから俺からは連絡取れないし……」

  　只有女性才能打电话。连父亲都无法联系的大小姐女子大学的女生宿舍。

  　電話していいのは女性だけ。父親ですら連絡できないというお嬢様女子大の女子寮。

  　我非常担心那个粗暴的老姐能不能适应。毕竟面试通过了还被说是奇迹。

  　あの粗暴な姉貴が行っていいのかどうか激しく不安だ。面接通ったのが奇跡って言われたしな。

  「班会要开始了哦——」

  「ホームルーム始めますよー」

  　铃声响起，班主任熊野老师走了进来，闲聊到此结束。

  　チャイムが鳴り、担任の
    
     熊
    くま
    
     野
    の先生が入ってきたので、おしゃべりは終了。

  「早上好。从今天开始就是社团招募周了，请大家加入自己感兴趣的社团吧」

  「おはようございますー。今日から部活勧誘週間が始まりますのでー、皆さん何かしら興味のある部活に入ってくださいねー」

  　麻烦的是，我们学校美社大附属高中不允许学生不参加社团。

  　面倒なことに、うちの高校、美社大附属高校は帰宅部が許されない。

  　所以，我打算选择一个符合自己兴趣的社团。不过，我已经决定好了。

  　なんで、俺としては趣味に合致した部活を選ぼうと思っている。ま、もう決めてるけど。

  　班会结束后，老师离开教室，奈特转过头来问我。

  　ホームルームが終わり、先生が出ていくと、ナットが振り返って聞いてくる。

  「你已经决定好要参加哪个社团了吗？」

  「お前、もう部活どこにするか決めてんの？」

  「我打算参加电脑社」

  「電脳部の予定」

  　根据学校介绍，这是一个使用电脑进行文化活动的社团。

  　学校案内には
    
     ＰＣ
    パーソナルコアを使った文化的活動をする部活となってた。

  　如果能玩到ＩＲＯ就再好不过了，不过玩其他游戏也行。就算不能玩游戏，应该也能看直播。

  　ＩＲＯができればベストだけど、まあ他のゲームでも。ゲームがダメでも配信見るとかはできそうだし。

  「你呢？还是田径社吗？」

  「お前はどうすんの？　やっぱり陸上？」

  「我是这么打算的，不过还在烦恼」

  「そのつもりだけど悩んでてなー」

  「你又不是那块料」

  「ガラでもない」

  「要你管。虽然想玩，但我喜欢跑步。我打算在不影响比赛和记录的情况下参加」

  「うっせ。まあ、遊びたいけど走るのも好きだし。試合とか記録には入れ込まない程度でやる予定」

  「运动社团要是认真起来可就辛苦了」

  「運動部系はガチでやると大変だしな」

  　就在我们聊着这些的时候，铃声响起，闲聊也结束了。

  　そんなことを話しているうちに、チャイムが鳴って雑談はお開きになった。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　文化社团活动楼的走廊上，有不少来参观的一年级学生，以及正在带路的二、三年级学生。

  　文化部部室棟の廊下。様子を見に来た一年生や、案内中の二、三年生が結構いる。

  「电脑社在这里吗？」

  「電脳部はここか」

  　电脑社的活动室好像在三层楼活动室楼的二楼最里面。

  　三階建ての部室棟の二階の一番奥が電脳部の部室らしい。

  　虽然活动室看起来不大，但能放得下电脑吗？我是不是有点太期待玩ＩＲＯ了……

  　あまり大きな部室ではなさそうだけど、ＰＣは置けてるのか？　ＩＲＯで遊べるかもとか、ちょっと期待しすぎたかな……

  　我正准备敲门，门却突然猛地打开，吓了我一跳。

  　とりあえずノックするかと手を上げたところで、先に扉が勢いよく開いてびっくりする。

  　出现在我面前的……是个黑发公主式直发，胸部很大的美女。从领带的颜色来看，应该是二年级的前辈。

  　目の前に現れたのは……胸でかいな。それに合わない黒髪ストレート姫カットの美人だ。二年生の先輩かな。タイの色からして。

  　比我高的女性会让我想起老姐，所以有点害怕……

  　自分より背の高い女性は姉貴がチラついて、ちょっと引き気味になる……

  「哎呀？难道是想入社吗？」

  「あら？　ひょっとして入部希望かしら？」

  「那个，我是来听说明的。总之先来活动室看看……」

  「えっと、どういう部なのか説明を聞きに。とりあえず部室に来ましたっていう……」

  　听到我这么说，她微微一笑……不，是得意地笑了，我感到一阵恶寒。

  　そう言われてニッコリ……いやニンマリという顔をされて背筋に悪寒が走る。

  　这下还是逃走比较好……

  　これは逃げた方がいいかもしれな……

  「哎，不是，等！」

  「え、いや、ちょっ！」

  　下一秒，我的手臂被紧紧抓住，被拖进了活动室。

  　次の瞬間、腕をがっしりと
    
     摑
    つかまれ、部室へと引きずりこまれる。

  「欢迎来到电脑社。来，看看我们引以为傲的设备吧」

  「ようこそ電脳部へ。さあ、我が部自慢の設備をご覧なさい」

  　我环顾四周。

  　そう言われて見回した部室内。

  　最先映入眼帘的是出云同学的身影。

  　一番最初に目に留まったのは、出雲さんの姿だった。

  「伊濑同学……」

  「ぃせくん……」

  　她轻轻向我挥手，我松了一口气。

  　そう小さく手を振ってくれて、めちゃくちゃホッとする。

  「１年Ｂ班，伊势翔太君。是出云同学的同班同学呢」

  「１年Ｂ組、伊勢
    
     翔
    しょう
    
     太
    た君。出雲さんのクラスメイトなのね」

  　在我发呆的时候，公主髮式的前辈似乎抢走了我的入社申请书。

  　
    
     呆
    ぼけてる間に姫カットの先輩に入部届を奪われていたらしい。

  「啊，是的。那个……」

  「あ、はい。えーっと……」

  「我是２年Ａ班的香取铃音。是这个社团的部长。请多指教」

  「２年Ａ組の
    
     香
    か
    
     取
    とり
    
     鈴
    すず
    
     音
    ねよ。この部の部長やってるわ。よろしく」

  「你好」

  「どうも」

  　前辈都伸出手来了，我也不好拒绝，只好握了握手。

  　さすがに先輩に握手を求められると答えないわけにもいかず応じてしまう。

  　这下看来是逃不掉了……

  　これは今から逃げるわけにもいかないか……

  
   [image: ]
  

  「来，再好好看看活动室吧」

  「さあ、改めて部室をご覧なさい」

  　我这才想起来，重新环顾了一下活动室……

  　そういやそうだったと思い出し、改めてちゃんと部室を見回すと……

  　诶，这是最高级的电脑和ＶＲＨＭＤ！？　也就是说，能玩ＩＲＯ？

  　え、これって最上級のＰＣとＶＲＨＭＤ!?　ってことは、ＩＲＯできるの？

  　不不不，这可不是普通社团经费能买得起的吧。这和我上高中时父母买给我的最新款电脑和ＶＲＨＭＤ一样啊。

  　いやいや、それ以前に普通の部費で調達できるレベルじゃないでしょ、これ。俺が高校入学祝いで買ってもらった最新のＰＣ＆ＶＲＨＭＤと同じだし。

  「那个，社团经费好像很高，所以我想还是放弃吧……」

  「えーっと、部費がお高いようなので辞退させていただきたいかなーと……」

  「你在说什么啊。我们不会向学生征收社团经费和器材的。这些都是用学校拨下来的社团经费，还有社团活动赚来的钱买的」

  「何言ってるのよ。生徒から部費や機材を徴収なんかしないわ。これは学校からおりてくる部費と、部活動で手に入ったお金で
    
     揃
    そろえたのよ」

  　社团活动？赚来的？诶？

  　部活動で？　手に入った？　え？

  　大概是看到我脑袋一片空白，香取部长继续说道。

  　俺の脳内が真っ白になっているのを見てとったのか、香取部長が続ける。

  「好了，既然你都进来了，那我就告诉你吧，不过这件事可不能外传哦」

  「さて、入ってもらう以上は話さないといけないんだけど、このことは他言無用でね」

  　她这么说着，停顿了一下后，

  　そう言って一呼吸置いたのち、

  「我在网络上的名字是『贝露』。游戏实况虚拟偶像『魔女贝露』就是我」

  「私のネットでの名は『ベル』。ゲーム実況バーチャルアイドル『魔女ベル』とは私のことよ」

  「啊，原来如此……呃，诶诶诶诶诶！！」

  「はあ、なるほど……って、えええええ!!」

  　虽然游戏实况系的虚拟偶像有很多，但这一年来粉丝急剧增加，成为前段班的『魔女贝露』就是这位香取部长……吗……

  　ゲーム実況系のバーチャルアイドルは数多くいるけれど、ここ一年で急激にファンを増やして上位勢になった『魔女ベル』がこの香取部長……だと……

  　当然这种事不能对别人说。不提及里面的人是理所当然的。

  　もちろんこんなことを他の誰かには言えない。中の人について言及しないのは当然のこと。

  　我无力地瘫倒在地上，有谁的手抚摸着我的头。是出云同学。

  　がっくりと崩れ落ちた俺の頭が誰かの手で
    
     撫
    なでられる。というか出雲さんだ。

  　出云同学在来这里之前就知道了吗？不，我无法想象出云同学会如何表达惊讶的感情。

  　出雲さんはここに来る前にこれを知ってたのか。いや、驚いたっていう感情を出雲さんがどう表すか想像できないな。

  　不过，如果是这样的话，就能理解为什么活动室的电脑和VRHMD都是最新的了。

  　ただ、そういうことなら部室のＰＣやらＶＲＨＭＤやらが最新なのも理解できる。

  　她把虚拟偶像活动赚的钱，打赏和广告收入之类的钱作为社团经费返还了吧。

  　彼女はバーチャルアイドル活動で得たお金、投げ銭や広告収入なんかを部費として還元してるんだろう。

  「我明白了……里面没有人……」

  「把握……。中の人などいない……」

  「很好」

  「よろしい」

  　虽然有很多细节想问，但大致上理解了。

  　細かく聞きたいことは山ほどあるけど大筋は理解。

  　我慢慢地站了起来，向出云同学道谢。

  　俺はゆっくりと立ち上がると、出雲さんにありがとうと声をかけた。

  「嗯……」

  「ぃぃ……」

  　出云同学对我微笑着。我有点心动，但要保密。

  　そう
    
     微
    ほほ
    
     笑
    えんでくれる出雲さん。ちょっとドキッとしたのは内緒で。

  「你们俩认识真是太好了。出云同学看起来不擅长与人交往呢」

  「二人が顔見知りで良かったわ。出雲さん、人付き合いが苦手そうだものね」

  　嗯，我也这么觉得，但有必要在本人面前说出来吗？不过，出云同学也点了点头。

  　うん、俺もそう思うけど、それ本人の前で口に出す？　まあ、出雲さんもコクコク
    
     頷
    うなずいてるけどさ。

  「好了，伊势同学也随便找个地方坐吧。站着说话也不好，我给你们倒茶」

  「さて、伊勢君も適当なところに座って。立ち話もなんだし、お茶ぐらい出すわよ」

  　香取部长的座位上已经有很多自定义的痕迹，出云同学坐在她的对面。

  　香取部長の席は既にいろいろとカスタマイズされた形跡があり、その対面に出雲さんが座っている。

  　剩下的空座位还有两个，我先坐在了出云同学的旁边。总觉得坐在部长旁边有点可怕……

  　残り空いている席は二つあるので、とりあえず出雲さんの隣に座った。なんか部長の隣は怖い……

  「来，请用」

  「はい、どうぞ」

  　竟然还有冰箱啊，我正这么想着，放在我和出云同学桌上的东西是……别把能量饮料说成是茶啊！

  　冷蔵庫まであるのかよ、などと思っている俺と出雲さんの机に置かれたのは……エナドリをお茶って言うな！

  「谢，谢谢」

  「ど、どうも」

  　我用僵硬的笑容回应，但香取部长似乎完全没看出来。真难对付。

  　軽く引きつった笑いで返してみたものの、香取部長には全く通じてないようだ。
    
     手
    て
    
     強
    ごわい。

  　还有，出云同学喝能量饮料没问题吗？感觉她的情绪会突然改变，有点不安。

  　あと、出雲さん、エナドリ飲んで大丈夫なのかな。急にテンション変わったりしそうで不安。

  「好了，关于社团的主要活动，在说明之前……你们俩都有穿戴式ID吧？」

  「さて、部の主な活動についてだけど、説明の前に……二人ともウェアアイディは持ってるわよね？」

  　穿戴式ID是PC＆VRHMD用的佩戴者固有编号。

  　ウェアアイディとはＰＣ＆ＶＲＨＭＤ用の装着者固有番号。

  　在完全潜行的黎明期，各种规格乱立，后来在六条集团的主导下统一，整合成了一个共通规格。为了将基于共通规格的个人数据与本人绑定，而分配了穿戴式ID。

  　フルダイブ
    
     黎
    れい
    
     明
    めい期に乱立した規格は六条グループの主導によって統一され、共通規格として一本化された。その共通規格に基づく個人データを本人と
    
     紐
    ひもづけるために割り振られたのがウェアアイディ。

  　只要使用过PC＆VRHMD的游戏或软件，应该都会在那之前创建穿戴式ID……

  　ＰＣ＆ＶＲＨＭＤを使ったゲームなりソフトなりを使ったことがあれば、必ずその前にウェアアイディを作っているはずなので……

  「我有」

  「俺は持ってます」

  「我也是……」

  「はぃ……」

  　出云同学也有吗……不过，既然想加入这个社团，那肯定有吧。

  　出雲さんも持ってるのか……って、この部に入ろうっていうなら持ってるか。

  「太好了。那个的初始设定很麻烦呢。那么，我们来交换社员之间的穿戴式ID吧」

  「良かったわ。アレの初期設定は面倒だものね。じゃ、部員同士のウェアアイディ交換会と行きましょう」

  　啊，糟了。交换了穿戴式ID的话，我在ＩＲＯ里单人游玩的事不就暴露了吗？

  　あ、しまった。ウェアアイディ交換したら、俺がＩＲＯでぼっちプレイしてるのがバレるのでは？

  　不不不，从今天开始不直播不就行了！　我本来就没打算靠直播来聚集人气，没问题没问题！

  　いやいや、今日からもう配信しなければいいんだよ！　もともと配信も人を集めようとかそういうつもりなかったし大丈夫大丈夫！

  　香取部长戴上VRHMD，以现实视野模式启动。这是为了能够识别现实世界，只将系统窗口以全息图显示的模式。

  　香取部長がＶＲＨＭＤを
    
     被
    かぶり、リアルビューモードで起動する。現実世界の方を認識できるように、システムウィンドウだけがホログラム表示されるモードだ。

  　她就这样用『快点』的表情催促我和出云同学，我做好觉悟戴上了VRHMD。

  　そのまま俺と出雲さんに『はよやれ』という表情で促すので、覚悟を決めてＶＲＨＭＤを被る。

  　启动声响起后，虹膜认证跑完，我用穿戴式ID成功登录了。显示名称『翔』在全世界来看是个很常见的名字，应该没问题吧。

  　起動音がすることしばし、
    
     虹
    こう
    
     彩
    さい認証が走って俺のウェアアイディでのログインに成功した。ディスプレイネーム『ショウ』は世界的に見ればありふれた名前だから大丈夫だよな。

  「那么，我来申请好友，拜托了」

  「じゃ、フレンド申請するのでよろしくね」

  　香取部长右手对着我，左手对着出云同学。向附近的人申请好友时，需要将手掌对准对方正在佩戴的VRHMD。

  　香取部長が右手を俺に向け、左手を出雲さんに向ける。近くにいる人間にフレンド申請する時は、その相手が装着中のＶＲＨＭＤに手のひらを向けるという手順があるからだ。

  　话说回来，如果香取部长是『魔女贝露』的话，那我就是和相当稀有的人登录了好友呢。这事要是被狂热的粉丝知道了，我会被捅死的……

  　それにしても、香取部長が『魔女ベル』だとすると、相当レアな人がフレンド登録されることになるんだよな。これ熱狂的なファンにバレたら刺されるぞ……

  　叮的一声，好友申请对话框出现在眼前。

  　ポロンと音がして、フレンド申請ダイアログが目の前に現れる。

  【是否接受最近的用户「贝露」的好友申请？】

  【最寄りのユーザー「ベル」のフレンド申請を受諾しますか？】

  　我毫不犹豫地按下了【是】。如果这时按了【否】，就会暂时被加入黑名单，变得很麻烦。这是个因为恶作剧而尝到苦头的陷阱。

  　迷わずに【はい】を押す。ここで【いいえ】を押すと、いったんブラックリストに行ったりして面倒なことになる。ネタでやって痛い目を見るトラップだ。

  　右侧的好友一览中，在线的最上面显示着「贝露」。如果有相同名字的好友，也可以自定义这个显示，但目前没有这个必要。

  　右側のフレンド一覧のオンラインの一番上に「ベル」と表示された。同一名のフレンドがいた場合にこの表示をカスタマイズすることもできるが、今のところその必要はない。

  「那么，从伊势君开始，向出云同学」

  「じゃ、伊勢君から出雲さんへ」

  「了解」

  「りょっす」

  　我将右手对准出云同学，发送好友申请。出云同学怎么僵住了？

  　俺は右手を出雲さんに向けてフレンド申請を送信した。と、出雲さんが固まっているのだが？

  「咦？没发送出去吗？」

  「あれ？　送れてない？」

  「啊，不是……」

  「ぁ、ぃぇ……」

  　好友申请受理的声音响起，我确认了好友一览……名字是「美音」……诶？

  　ポロンとフレンド申請が受理された音がしたので、フレンドリストを確認……「ミオン」って名前なんだ……え？

  　不不不，美音这个名字可能很常见吧？是别人吧？

  　いやいや、ミオンって名前ならありふれてるかも？　別人だよね？

  「结束了吗？」

  「終わったかしら？」

  「啊，是的。没问题……」

  「アッハイ。大丈夫デス……」

  「好的……」

  「はぃ……」

  　香取部长露出有些惊讶的表情，但总之现在先不管了。

  　香取部長が少し
    
     怪
    け
    
     訝
    げんな顔をしているが、とりあえず今は置いておく。

  「那么，我邀请你们进入网络上的活动室，进来吧」

  「じゃ、ネット上の部室に招待するから入ってね」

  　随着这句话，活动室邀请发了过来。

  　その言葉とともにルーム招待が送られてくる。

  【贝露邀请您进入活动室「美杜大附属高中电脑部活动室」。要进入吗？】

  【ベルからルーム「美杜大附属高校電脳部部室」に招待されました。入室しますか？】

  　这里我也毫不犹豫地按下了【是】。

  　ここも迷わずに【はい】を押す。

  　因为是现实视野模式，所以没有特别的变化，如果这是虚拟视野模式的话，应该就能看到虚拟的活动室了吧。

  　リアルビューモードなので特に変化はないが、これがバーチャルビューモードなら仮想の部室が見えるんだろう、多分。

  「那么，在线中无论是在活动室还是在家里，我们都用昵称互相称呼。可以吗？」

  「さて、ログイン中は部屋からでも家からでも、お互いにディスプレイネームで呼び合うことになってるわ。よろし？」

  「了解」

  「りょ」

  　我回答道，出云同学点了点头。

  　俺が答え、出雲さんはコクリと頷く。

  　嘛，就像我经常把损友柏原直斗叫成「奈特」一样。那家伙也叫我「翔」。

  　まあ、俺が悪友の柏原直斗を常に「ナット」と呼んでるのと同じだ。あいつも俺を「ショウ」って呼ぶしな。

  　香取部长是「贝露」，出云同学是「美音」

  　香取部長は「ベル」で、出雲さんは「ミオン」

  　那么，出云同学就是来看我直播的「美音」酱吗？

  　で、出雲さんが俺の配信を見に来てくれてた「ミオン」さんなのか？

  　感觉出云同学看到我的昵称「翔」的时候，好像有点吃惊。

  　俺のディスプレイネーム「ショウ」を見て、出雲さんが少し驚いていた気がする。

  　是因为和昨天看到的直播主的昵称一致吗？

  　あれは昨日見てた配信主のディスプレイネームと一致してたから？

  「那么，先来个自我介绍和确认个人资料的时间吧。首先从伊势同学，翔君开始」

  「じゃ、まずは各々の自己紹介＆プロフィール確認タイムにしましょ。まずは伊勢君、ショウ君からお願いね」

  「好的。那个，我是一年B班的伊势翔太。喜欢的东西当然是游戏。现在在玩前天开始的《IR0》」

  「はい。えーっと、一‐Ｂの伊勢翔太です。好きなものはもちろんゲーム。今は一昨日から始まったＩＲＯやってます」

  　我这么说着，瞥了一眼出云同学……她好像笑嘻嘻的……

  　俺はそう言ってちらっと出雲さんを見ると……なんかニコニコしてる……

  　然后，香取部长则是一边点头一边嗯嗯地应和着。好像在看我的个人资料和游戏的游玩履历。

  　で、香取部長はというと、うんうんと頷いている。俺のプロフからゲームのプレイ履歴を見てるっぽい。

  「那么，接下来是出云同学，美音酱请说」

  「じゃ、次は出雲さん、ミオンさんお願い」

  『我是一年B班的出云澪。喜欢看游戏直播。最近一直在看《IR0》的直播』

  『一‐Ｂの出雲
    
     澪
    みおです。ゲームの配信を見るのが好きです。最近はＩＲＯの配信ばかり見てます』

  　说话了啊啊啊啊啊！……用聊天的合成音。

  　シャベッタアアァァァ！　……チャットの合成音声で。

  　原来如此。只是不擅长出声说话，但还是有好好表达想法的意思。

  　なるほど。声に出すのが苦手なだけで、ちゃんと考えを伝えようって気はあるんだ。

  　不过，那个「美音」酱也能正常地说话啊。而且，声音和美音酱非常像。应该说是一模一样……

  　まあ、あの「ミオン」さんも普通にお話しできてたしな。で、ミオンさんの声にとても似てる。というかそっくりだ……

  　香取部长则是一副笑嘻嘻的样子，我只有不好的预感。

  　香取部長はというと、何やらニヤニヤしていてどうにも嫌な予感しかしない。

  　话说，社团活动是「虚拟偶像活动」啊……难道是想让出云同学出道吗？

  　というか、部活動って「バーチャルアイドル活動」なんだよなあ……。出雲さんをデビューさせようとか考えてたりすんの？

  〈今天也要直播吗？〉

  〈今日も配信しますか？〉

  　耳边突然传来声音，我差点跳起来。

  　そう耳元で聞こえて飛び上がりそうになる。

  　虽说是合成音，但被不认识的女孩子私聊还是第一次啊！

  　合成音声とは言え、知らない女の子から
    
     ウィスパー
    個人間チャットされるなんて初めてなんだよ！

  〈啊，嗯，要直播。你说今天也要，也就是说，你昨天也来看了我的无人岛生活吗？〉

  〈あ、うん、するけど。今日もってことは、やっぱり俺の無人島生活を見に来てたミオンさん？〉

  〈是的！我很期待哦〉

  〈はい！　楽しみにしてますね〉

  　啊，糟糕，超害羞的。

  　あー、やばい、めっちゃ恥ずい。

  「你们两个好像对ＩＲＯ有兴趣，真是太好了。我从封闭测试就开始玩了，直播也广受好评，所以暂时以这个为主。

  「二人ともＩＲＯに興味があるようで良かったわ。私はクローズドベータから始めてるし、配信も好評なのでしばらくはこれメインね。

  　那么，翔君你选了哪里作为起点？角色的配置方针是什么样的？」

  　で、ショウ君はどこをスタートに選んだの？　キャラのビルド方針はどういう感じ？」

  　果然会问这个问题啊，嗯……

  　やっぱ、その質問来ますよね、ええ……

  　不过，也只能老实说了，然后用香取部长是「魔女贝露」的秘密来抵消了。

  　まあ正直に話した上で、香取部長が「魔女ベル」である秘密とで相殺してもらうしかないか。

  　正当我这么想的时候，社团活动室的门静静地打开，出现了一位穿着西装的女性。

  　そんなことを考えていると、部室の扉が静かに開いてスーツ姿の女性が現れた。

  「哎呀，伊势君和出云同学要加入这个社团啊」

  「あらー、伊勢君と出雲さんがこの部に入ってくれるんですねー」

  　高兴地这么说着的是我们班的班主任熊野老师。她是语文老师，二十七岁单身。短发，戴着红框眼镜。虽然个子有点矮，但似乎很受学生欢迎。

  　そう
    
     嬉
    うれしそうに言うのはうちのクラス担任の熊野先生。国語教師。二七歳独身。ショートボブに赤縁メガネ。ちょっと小柄だが生徒の人気は高いらしい。

  　顺带一提，听说她也是我老姐伊势真白的班主任……

  　ちなみに卒業した姉貴、伊勢
    
     真
    ま
    
     白
    しろの担任だったと聞いている……

  　这位老师坐在活动室最里面的生日席上。

  　その先生が部室の一番奥のお誕生日席に座った。

  「那个……难道熊野老师是顾问吗？」

  「えーっと……ひょっとして熊野先生が顧問です？」

  「是的。赶紧加个好友吧」

  「ですよー。早速フレンド登録しましょー」

  　老师戴上了VRHMD，似乎已经认证完毕，她向我和出云同学伸出了手。

  　ＶＲＨＭＤを被って認証を済ませたのか、俺と出雲さんに手を向ける。

  【最接近的用户「雅塔」申请成为好友，是否同意？】

  【最寄りのユーザー「ヤタ」のフレンド申請を受諾しますか？】

  　我当然选择了【是】。

  　もちろん【はい】を選ぶ。

  　好友列表的在线栏里，继「美音」「贝露」之后，又追加了「雅塔」。

  　フレンドリストのオンライン枠に「ミオン」「ベル」に続いて「ヤタ」が追加された。

  「那么，老师也来了，就来说明社团活动吧。机会难得，我们去虚拟视野吧。翔君，能帮我锁门吗？」

  「じゃ、先生も来たので部活の説明をしましょうか。せっかくなのでバーチャルビューに行きましょ。ショウ君、鍵をかけてくれるかしら？」

  「啊，好的。但是，不会有人像我一样来申请入社吗？」

  「あ、はい。でも、俺みたいに誰か入部希望で来たりしないです？」

  　如果所有人都去虚拟视野，而现实中有人来的时候就会被强制返回现实视野，所以锁门是基本操作。但是，社团活动招募时间还没有结束……

  　全員でバーチャルビューに行くと、リアルで誰か来た時に強制的にリアルビューに戻されるので、部屋の鍵をかけるのが基本。けど、部活勧誘時間はまだ終わってないわけで……

  「没问题的。我已经设定成有人来敲门就会知道」

  「大丈夫ですよー。誰か来てノックしたらわかるようにしてありますからー」

  　雅塔老师说，她已经和安防系统联动，有人来敲门就会在VRHMD里收到通知。

  　ヤタ先生
    
     曰
    いわく、セキュリティーと連動してＶＲＨＭＤ内に通知が飛ぶようになっているらしい。

  　连活动室都改造过了吗……

  　部室まで改造済みってことですか……

  「好的」

  「りょっす」

  　确认我锁好门回到座位后，香取部长宣布道。

  　俺が鍵を閉めて元の席に戻ったのを確認し、香取部長が宣言した。

  「那么，大家一起去虚拟视野吧」

  「じゃ、みんなでバーチャルビューに行くわよ」

  　从现实视野切换到虚拟视野的瞬间，一般都会闭上眼睛。因为世界突然改变，大脑会出BUG。

  　リアルビューからバーチャルビューに切り替わる瞬間、普通は目を閉じる。なんかこう、世界が急に変更されるので脳がバグるからだ。

  「呃……」

  「っと……」

  　睁开眼睛后……我发现自己在某个常见的RPG酒馆兼食堂一样的地方，座位和现实的座位顺序一样。

  　目を開くとそこは……なんかよくあるＲＰＧの酒場兼食堂みたいなところで、その一角にリアルの席順と同じように座っている。

  　香取部长变成了我认识的魔女贝露。尖尖的魔女帽和长袍是标配，不过她本人也是个美女，所以真的很合适。

  　香取部長は俺も知っている魔女ベルの姿。とんがり魔女帽にローブというお約束ではあるが、この人リアルも美人だったし、正直かなり似合っている。

  　雅塔老师和现实一样穿着西装。应该说，服装一模一样，不知道她是怎么找到的。

  　ヤタ先生はリアルと同じようなスーツ姿。というか、同じ服装、どうやって探したんだろうってぐらいそっくりだ。

  　我和出云同学则是默认的男性和女性服装。虽然外形和现实的我们很像，但发型和发色有些微妙的不同。

  　逆に俺と出雲さんはデフォルトの男性・女性の衣装だ。姿形も現実の俺たちに近いが微妙に髪型とか髪色とかは変えてある。

  　我不会在虚拟形象的服装上花钱，所以穿默认服装很正常，但出云同学穿默认服装让我很惊讶。再打扮得漂亮一点也没关系吧……

  　俺はアバター衣装に金を突っ込む人間ではないので当然として、出雲さんがデフォ衣装なのには驚いた。もうちょっと着飾ってもいいような……

  「好了，欢迎你们来到电脑社。首先，我先让你们了解一下我们社团至今为止的活动内容」

  「さて、二人ともようこそ電脳部へ。まずは、今までの部活動について知ってもらうわね」

  　香取部长，不对，贝露部长弹了一下手指，一个窗口出现在下座的位置，开始播放视频。

  　香取部長、もとい、ベル部長がパチンと指を鳴らすと、下座の位置にウィンドウが現れ、そこに動画が再生され始めた。

  『耶伊——！　魔女贝露的ＩＲＯ实况开始啦——！』

  『いえーい！　魔女ベルのＩＲＯ実況はっじまっるよー！』

  「……」

  「……」

  　我无言地看着贝露部长，她完全没有害羞的样子。

  　無言でベル部長を見たが、照れたりする様子も全くなし。

  　我偶尔会看虚拟偶像的直播，同时观看人数轻松超过一万……

  　バーチャルアイドルのライブはたまにしか見ないんだけど、同時視聴者数が余裕で万超えるんだな……

  　明明是昨天的直播，播放次数却轻松超过十万，不愧是游戏实况系的前段班。

  　昨日の配信なのに再生回数はすでに一〇万を軽く超えてるし、さすがゲーム実況系の上位勢。

  　她玩的游戏是ＩＲＯ，当然，和我所知道的ＩＲＯ完全不同。

  　やってるゲームはＩＲＯだけど、当然、俺が知ってるＩＲＯとは全く違う。

  　她很普通地在街上买东西，去冒险者公会接任务，然后打倒哥布林和半兽人，就是这么普通的ＭＭＯＲＰＧ。

  　普通に街中で買い物をしたり、冒険者ギルドでクエストを受けたり、そのクエストでゴブリンやらオークやらを倒すという普通のＭＭＯＲＰＧだ。

  　即便如此，贝露部长的角色贝露用魔法击倒小头目级别的怪物时，打赏的金额还是飞快地增加。好可怕……

  　それでも、ベル部長のキャラのベルが小ボスクラスを魔法で撃破すると、投げ銭がバンバンと飛んでいる。怖い……

  『我们也要帮贝露部长的忙吗？』

  『私たちもベル部長のお手伝いをするのが部活ですか？』

  　没错，我也想问这个问题。

  　そう、俺もそれが聞きたかった。

  　说实话，我觉得这样也挺好的。能近距离看到知名虚拟偶像的直播也很有趣。

  　ぶっちゃけ、俺はそれでいいかなと思ってる。有名バーチャルアイドルがどういう配信してるのかを間近で見られるのも面白そうだし。

  　但是，

  　だが、

  「这并不是强制的。本来就是因为设备太寒酸了，才想出这个苦肉计来解决电脑社名不副实的问题」

  「それは強制しないわ。もともと備品がしょぼすぎて、電脳部と呼ぶにふさわしくないのをどうにかするための苦肉の策だったもの」

  　雅塔老师也对苦笑着的贝露部长用力地点了点头。

  　そう苦笑するベル部長にヤタ先生も大きく頷く。

  「电脑社差点就要废社了，多亏了贝露同学加入才勉强撑了下来。

  「電脳部は廃部寸前だったんですがー、ベルさんが入ってくれたおかげでなんとか持ち直したんですよー。

  　然后因为社团经费几乎为零，所以就通过虚拟偶像来赚取社团经费，结果感觉赚得太多了」

  　それで部費もほぼゼロだったのでー、バーチャルアイドルで部費を稼ぐっていう感じだったんですけどねー。稼ぎすぎちゃった感じですー」

  　赚得太多……光是看到刚才的视频，我就已经充分理解了！

  　稼ぎすぎちゃったって……さっきの動画を見ただけでも、それは十分わかるけど！

  　这里的器材费也是用这些钱支付的吧，到底赚了多少啊……

  　ここの機材費もそれで賄われてるんだろうし、どんだけ稼いだんだよって話……

  「嗯，那我们该做什么呢？」

  「んー、じゃ、俺たちは何をすれば？」

  「关于这个，如果你们没有什么特别想做的事，要不要尝试和我一起开展虚拟偶像活动？」

  「それなんだけど、特にこれがしたいっていうのがなければ、私とは別のバーチャルアイドル活動を始めてみない？」

  　也就是说美音同学吗？

  　ということはミオンさんかな？

  　我则是在幕后做些杂活……我一边这么想着一边看向美音，她也有些不知所措。

  　俺は裏方に徹する感じで……と思いつつを見てみると、彼女もちょっと面食らっている。

  『我不擅长玩游戏，所以想看翔君玩』

  『私はゲームをプレイするのは苦手ですし、ショウ君のＩＲＯプレイを見ていたいです』

  　哎，啊，嗯，好吧。有那么有趣吗，那个……

  　え、あ、うん、まあ、はい。そんな面白いかな、あれ……

  「原来如此，美音同学是观众型的啊」

  「なるほどー、ミオンさんは見る専なんですねー」

  「对对，刚才说到一半呢。翔君是从哪里开始玩的？帝国？王国？还是共和国？」

  「そうそう、その話の途中だったわ。ショウ君はどこ所属で始めたの？　帝国？　王国？　共和国？」

  　啊啊啊啊啊！又回到刚才那个话题了！

  　あああああ！　うやむやになってた話題に戻ってきた！

  　怎么办？不，这下子我无计可施了吧？

  　どうする？　いや、どうしようもないよな、これ？

  「呃……那个，我哪里都不是……」

  「えーっと……、その、どこでもないです……」

  　我瞥了一眼美音同学，她一脸开心的样子。这表示我可以坦白吗？是吗？

  　ちらっとミオンさんを見ると楽しそうな顔をしている。これはバラしてもいいということなの？　どうなの？

  〈可以坦白哦。你有第一次见面那天的存档吗？〉

  〈話していいですよ。初めて出会った日のアーカイブはありますか？〉

  　美音同学对我私聊道。谢谢……

  　ウィスパーしてくれるミオンさん。ありがとう……

  「哪里都不是是什么意思？」

  「どこでもないってどういうことなの？」

  「你才刚创建角色吗？」

  「まだキャラクリしたばかりですかー？」

  　我下定决心，

  　俺は心を決め、

  「呃，请看这个」

  「えっと、これを見てください」

  　说完，我将第一天的直播存档设定为仅限房间成员观看，然后播放。

  　そう言って、初日の配信アーカイブをルームメンバー限定にして再生する。

  「哎，这是……」

  「え、これって……」

  　贝露部长好像知道那个世界公告。

  　ベル部長は例のワールドアナウンス知ってるっぽいな。

  　画面上，只是降落在沙滩上的我得到了总计30SP的特殊奖励。

  　画面ではただの砂浜に降り立っただけの俺が合計30ＳＰもの特殊褒賞を得ている。

  　部长和老师都沉迷于我的第一天直播存档。

  　部長も先生も俺の初日配信アーカイブに夢中だ。

  　美音同学还没来直播间，所以应该没看过吧。

  　ミオンさんもまだ配信に来る前だから見てない部分だったんだろう。

  　被别人看到我自言自语，感觉好羞耻……

  　独り言ぶつぶつ言ってるのとか見られてめっちゃ恥ずかしい……

  　直播到了最后，美音同学出现在了评论区。

  　と、最後の方に差しかかって、コメント欄にミオンさんが登場した。

  「「哎？」」

  「「え？」」

  　两人同时发出惊呼，直播到此结束。

  　二人同時にそう漏らし、そのまま再生は終了した。

  「刚才那个是美音同学吗？」

  「ひょっとして、今のはミオンさん？」

  『是的。我偶然看到的ＩＲＯ直播是翔君的』

  『はい。たまたま見つけたＩＲＯ配信がショウ君だったんです』

  「呃，美音同学在找ＩＲＯ的直播，然后“偶然”看到了翔君的直播，是这样吗？」

  「えーっと、ミオンさんがＩＲＯの配信を探してたら『たまたま』ショウ君の配信を見つけたってことでいいのかしら？」

  『是的。真的是偶然看到的，然后好奇是什么游戏就看了起来』

  『はい。本当に偶然見つけて、なんのゲームだろうって覗いたら』

  「那真的是偶然啊」

  「じゃ、本当に偶然だったんだ」

  　嗯，是啊。除了偶然，应该没有别的方法能找到我的直播。

  　いやまあそうだよなあ。偶然以外、見つける方法はなかったはずだし。

  「等等。说起来，翔君是怎么到无人岛的？」

  「待って。そもそもショウ君はどうやってこの無人島に？」

  「唉，这个说说倒是没问题，但请不要告诉别人。特别是ＩＲＯ的玩家……」

  「はぁ、まあ、それ話すのはいいんですけど、他の人に言わないでくださいよ。特にＩＲＯプレイヤーには……」

  　我告诉她们无人岛开局的方法，以及我为什么要这么做。

  　俺は無人島スタートをする方法と、なんでそんなことをしたのかを話す。

  　开始游戏的时候我到处寻找，找到了几座可以登陆的无人岛，然后选了一座。

  　開始時にめちゃくちゃ探しまくって幾つかの上陸可能な無人島を見つけ、そのうちの一つを選んだこと。

  　说到底，我就是不想像普通MMORPG那样玩，所以才选择了这种奇怪的玩法。

  　そもそも、普通にＭＭＯＲＰＧをプレイする気がないからこそ、こんな変なゲームプレイをしているということ。

  　第一天直播的时候完全没注意到直播的默认设置……

  　初日に配信してたのは完全にデフォで配信するの気づいてなかっただけだし……

  「原来如此，我明白了。如果是这样的话，确实不能和我们一起玩呢……」

  「なるほど、わかったわ。確かにそういうことなら私たちと一緒にプレイするというわけにもいかないわね……」

  　贝露部长陷入了沉思。

  　ベル部長が考え込んでいる。

  　难道她打算现在重新创建角色，然后来我的岛上吗？

  　今からキャラを作り直して、俺の島に来ようっていう気なの？

  　那样的话无人岛的乐趣就会减少，还是算了吧……

  　それはちょっと無人島の楽しみが減るので勘弁して欲しいんだけど……

  「嗯……」

  「うーんー……」

  　然而，雅塔老师却抱着胳膊，一脸为难地沉吟着。

  　だが、ヤタ先生は腕を組み、困った顔で
    
     唸
    うなる。

  「有什么问题吗？」

  「何か問題がありますか？」

  「去年的实绩太多了。我希望两位新社员也能进行相应的活动。虽然没有结果也是没办法的事」

  「去年の実績がありすぎるんですよねー。新入部員のお二人にもそれなりの活動をして欲しいんですー。結果が出なくてもしかたないですけどねー」

  　啊，站在顾问的立场上，社团活动需要展示成果，如果社员不参加的话会很困扰吧。

  　あー、顧問の立場的にも、部活動としてアピールする場があって、それをしない部員がいるのは困る感じか。

  「我明白了。但是，我实况游戏怎么样？虽然在无人岛上玩游戏可能很稀奇，但游戏本身应该很普通……」

  「わかりました。でも、俺が実況プレイってどうなんでしょ？　無人島でのゲームプレイは珍しいかもですけど、プレイ自体は多分すごく地味っすよ……」

  　就算直播也没人看，存档的播放数也都是个位数，就算“没有结果”也会让人感到悲伤。

  　ライブやっても人は来ない、アーカイブも再生数一桁ばっかり、とか続くと『結果が出なくても』とはいえ悲しいものが。

  　雅塔老师和贝露部长应该也是这么想的吧。她们都在沉思。

  　ヤタ先生もベル部長もそれについては「いまいち」と思っているのだろう。考え込んでるし。

  　我突然看向美音，她正笑嘻嘻地看着我……真搞不懂。

  　ふと、ミオンさんを見ると、俺の方を見てニコニコしてた。……謎。

  　突然，雅塔老师猛地站了起来，两眼放光地说道。

  　と、ヤタ先生がガバッと立ち上がり、キラキラした目でこう言った。

  「翔君玩游戏，美音酱实况，然后直播怎么样？」

  「ショウ君のプレイをー、ミオンさんが実況して配信はどうでしょー」

  「感觉像是无人岛游戏实况转播？」

  「無人島プレイ実況中継という感じでしょうか？」

  　原来如此。我觉得挺有趣的，

  　なるほど。面白いとは思うんだけど、

  〈我倒是无所谓，出云同学没问题吗？〉

  〈俺はいいけど、出雲さん大丈夫？〉

  　她比较内向，不擅长和人说话。

  　引っ込み思案っていうか、人と話すの苦手っぽいからなあ。

  　突然在很多人面前说话，希望她不会觉得痛苦……

  　いきなり大人数を前に
    
     喋
    しゃべるのとか、苦痛じゃないといいけど……

  〈我试试。用这个的话就能好好发出声音了〉

  〈やってみます。これを通せばちゃんと声も出せますから〉

  〈是吗？那也别勉强自己〉

  〈そう？　まあ、無理はしないで〉

  〈嗯，谢谢……〉

  〈ぅん、ぁりがとぅ……〉

  　突然用真声在我耳边低语，我会吓一跳的，所以请别这样……

  　いきなり生声の方で
    
     囁
    ささやかれるのはビクッとするのでやめてください……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「拍得不错。不过，美音酱只有默认服装吗？」

  「いい感じに映ったわね。でも、ミオンさん、デフォ衣装しか持ってないのかしら？」

  　在雅塔老师的指导下，美音开始了仅限群组的直播。

  　ヤタ先生の指導のもと、ミオンさんがグループ限定での配信を開始した。

  　她们俩在虚拟工作室里进行准备，而我和贝露部长则在看直播。

  　二人はバーチャル上のスタジオでセットアップしているが、残る俺とベル部長でその配信を見ている。

  　画面中央映出美音的上半身，这确实很有虚拟偶像直播的感觉，但服装还是默认的，确实不太合适……

  　画面の中央にバストアップが映ってるのは、いかにもバーチャルアイドルの配信って感じだが、確かに衣装がデフォのままなのはいただけない……

  『美音，你有默认以外的服装吗？』

  『ミオンさんー、デフォルト以外の衣装は持ってませんかー？』

  『没有。我对衣服没什么兴趣……』

  『持ってないです。服とか興味ないので……』

  　画面中的美音这样回答。

  　画面上のミオンさんがそう答える。

  　嗯，感觉她对现实中的衣服也没兴趣，不过至少把头发再梳得整齐一点比较好吧。

  　まあ、リアルの方でも興味ないんだろうなあって感じだけど、せめて髪はもう少し梳かした方がいいと思うんだよな。

  『贝露，你能借她一些多出来的衣服吗？』

  『ベルさん、ちょっと余ってる衣装とか貸せませんかー？』

  「我的衣服很容易凸显身体曲线，不能让她穿……」

  「私の衣装ってボディーラインが出やすいから、そんなの着せられませんよ……」

  　啊，果然是那种类型的服装。

  　あ、やっぱりそういうの意識した衣装なんだ。

  　毕竟贝露部长的身材凹凸有致……

  　ベル部長はいろいろと凹凸が激しいもんな……

  『那我用社团经费出钱，我和贝露来选衣服可以吗？』

  『じゃー、部費で出すのでー、私とベルさんで服を選んでいいですかー？』

  『好的』

  『はい』

  　听到这个回答，贝露部长也去了虚拟视野。她们俩会怎么搭配美音呢……

  　その答えを聞いて、ベル部長もバーチャルビューに行ってしまう。二人はミオンさんをどうコーディネートするんだろ……

  　我一个人发着呆思考着这些事情，直播画面中的美音小姐的衣服变成了不管谁看到都会觉得是「偶像！」的轻飘飘的梦幻服装。

  　一人ボーッとそんなことを考えていたら、配信に映っているミオンさんの服が誰が見ても「アイドルです！」というフリフリでファンシーな物に変わった。

  『翔君觉得怎么样？』

  『ショウ君的にはどうですかー？』

  「……这是雅塔老师的兴趣全开吗？虽然我觉得很可爱」

  「……ヤタ先生の趣味全開なんですか、それ？　そりゃ
    
     可
    か
    
     愛
    わいいとは思いますけど」

  　还有，果然还是把头发再梳得整齐一点比较好……

  　あとやっぱり髪はもう少し梳かした方が……

  『那么，接下来轮到我了』

  『じゃ、次は私の番ね』

  　听到这句话的下一秒，美音小姐的服装变成了OL，不对，是新闻主播风格的套装。嗯……

  　そう聞こえた次の瞬間に、ミオンさんの衣装はＯＬっぽい、いや、ニュースキャスターっぽい感じのスーツに変わる。うーん……

  「虽然这样也不错……」

  「これはこれでいいんですけど……」

  　怎么说呢，和美音小姐的形象不太搭。应该更……

  　なんというか、ミオンさんのイメージに合わない。もっとこう……

  『真是不干脆呢。这种优柔寡断的态度可是会被女性讨厌的哦？』

  『はっきりしないですねー。そういう優柔不断な態度は女性に嫌われますよー？』

  『没错没错，要更直接地说出「好可爱！」之类的夸奖才行』

  『そうそう、もっと直球で「可愛い！」とか褒めないと』

  　你们两个能不能别用拳头打我肚子？话说，我本来就没给女性选过衣服啊……（姐姐和妹妹不算）

  　二人してボディーブローはやめてもらえますか？　っていうか、俺そもそも女性の服を選んだことなんかないんすよ……（姉・妹はカウントしないとする）

  『那个……可以请翔君来选吗？』

  『あの……ショウ君に選んでもらっていいですか？』

  　啊啊啊啊啊！饶了我吧！

  　あああああ！　勘弁してください！

  　但是，现在也不是能拒绝的气氛……唉……

  　でも、断れる雰囲気でもないし……はあ……

  「我知道了。我过去那边」

  「わかりました。そっち行きます」

  　我闭上眼睛……过了一会儿睁开眼，发现自己站在工作室的角落。

  　目を閉じて……しばらくして目を開けるとスタジオの隅の方に立っていた。

  　美音看到我后挥了挥手。呜呜，压力好大……

  　それを見つけたミオンさんが手を振ってくれる。うう、プレッシャーが……

  「呃，服装架是这个吗……」

  「えーっと、衣装棚はこれか……」

  　我打开就在旁边的服装架，眼前出现一排排的服装。虚拟形象的服装还挺贵的啊。

  　すぐ近くにあった衣装棚を開くと、目の前に衣装一覧がずらーっと並ぶ。結構高いんだよな、アバター衣装。

  　我不会上下分开搭配这种高级技巧，所以只能选择套装。而且套装还有折扣。

  　上下個別にコーディネイトとか高等な技は無理なので、セット衣装一択だろう。セット割引もあるし。

  　我一边仔细地看一边滚动画面，看到了贝露部长和雅塔老师选的服装。

  　つらつらと眺めながらスクロールする途中に、ベル部長やヤタ先生の選んだやつもあった。

  　那两个人也选了套装啊……

  　あの二人もセット衣装選んでたのかよ……

  「嗯……」

  「うーん……」

  　大家的视线都集中在我身上，我继续滚动画面，感觉好难受。

  　ひたすらスクロールを続けている俺に視線が集まっていてつらい。

  　不过，这是美音小姐在重要场合穿的服装，不能随便决定。

  　とはいえ、ミオンさんの晴れ舞台の衣装だし、安直に決めていいものやら。

  「啊，这件怎么样？」

  「あっ、これどうかな」

  　我拿出一件服装，递给美音小姐。

  　俺は一つの衣装を取り出して、ミオンさんに渡す。

  　这种时候，幸好试穿是免费的。

  　こういう時、試着だけなら無料なのはありがたい。

  『嗯，就这件吧。』

  『うん。これにします』

  　不是，你还没试穿吧？总之先试穿一下吧？

  　いや、まだ着てないよね？　とりあえず着て欲しいんだけど？

  「哦，不错呢。」

  「おー、いいですねー」

  「嘿，挺厉害的嘛。」

  「へえ、やるわねえ」

  　我交给她的服装是探险家风格。

  　俺が渡したのは探検家っぽい衣装。

  　卡其色的衬衫，胸前有两个口袋，腰间系着棕色的宽皮带。

  　カーキーのシャツに胸ポケットが二つあり、腰にはブラウンの太いベルト。

  　下半身是短裤，不过直播的时候应该看不到吧。

  　下はハーフパンツだが、まあこれは配信では見えないか。

  「啊，那个不够啊」

  「あー、あれが足りないのか」

  　我再次翻找衣柜，找到目标物后，把它递给了美音小姐。

  　衣装棚をもう一度
    
     漁
    あさって目的のものを見つけると、それをミオンさんに手渡した。

  「这个怎么样？」

  「これ、どうかな？」

  『嗯』

  『うん』

  　红色的头巾缠在脖子上……嗯，魅力一下子增加了。

  　赤いネッカチーフが首に巻かれると……うん、グッと魅力が増した。

  　探险家风格的服装，和头发有些卷的美音小姐很搭。

  　いかにも探検家って感じの服装が、少しくせっ毛なミオンさんにあってる感じ。

  「感觉输了……」

  「なんか負けた気がするんですけどー……」

  「是啊……」

  「そうですね……」

  　两人垂头丧气。

  　うなだれる二人。

  「我只是觉得既然是在无人岛实况，这种衣服应该正好合适」

  「無人島だし実況中継っていうことなら、こういう服だとちょうどいいかなって思っただけで」

  『合适吗？』

  『似合ってますか？』

  「当然。我觉得运动服之类的也很合适。网球服之类的怎么样？」

  「もちろん。他にもスポーティーな服とか合うと思うよ。テニスウェアっぽいのとか？」

  『下次穿穿看』

  『今度着てみます』

  　她笑着这么说，我很高兴，但难得的笑脸被乱糟糟的头发遮住，太可惜了。

  　そうにっこり言ってくれるのは嬉しいんだけど、せっかくの笑顔がぼさぼさの髪で隠れててもったいないんだよな。

  「抱歉。让我整理一下你的发型」

  「ごめん。ちょっと髪型いじらせて」

  『好，好的……』

  『は、はい……』

  　乱糟糟的头发是天生的卷发吗？我把遮住眼睛的刘海往左右分开……咦？有种像猫一样的可爱……

  　ぼさぼさなのは天然でウェーブヘアなのかな？　前髪が目元まで隠しがちなのを左右にわけて……あれ？　なんか猫みたいな可愛さが……

  「咳咳」

  「こほん」

  　我听到贝露部长故意的咳嗽声，慌忙动起手来。

  　ベル部長のわざとらしい
    
     咳
    せき
    
     払
    ばらいが聞こえ、慌てて手を動かす。

  　虽然我觉得用全身扫描制作虚拟形象的技术很厉害，但我觉得没必要连睡乱的头发都还原出来吧。

  　全身スキャンでアバター作る技術はすごいと思うけど、寝ぐせっぽいところまで再現しなくてもいいと思うんだよな。

  　不过，一般来说这种发型应该自己调整吧……好！

  　まあ、普通はそういうの自分で直すんだろうけど……よし！

  「这样可以吗？」

  「こんなもんすかね？」

  「不错呢。感觉很清爽」

  「いいですねー。すごく
    
     垢
    あか
    
     抜
    ぬけた感じがしますしー」

  「真好啊。我不管怎么弄都只能弄成直发，所以很憧憬波浪卷这种有点成熟的发型」

  「いいわねえ。私なんて何やってもストレートにしかならないから、ウェーブヘアでちょっと大人っぽい感じは憧れるわ」

  　美音小姐拿出手镜，笑眯眯地看着我。这倒没什么，但贝露部长和雅塔老师的压力好大。

  　ミオンさんが手鏡を取り出してにこにこしてくれてるのはいいんだけど、ベル部長やヤタ先生の圧がやばい。

  　我开始觉得还是先逃为妙，于是决定赶紧去ＩＲＯ。

  　とりあえず逃げた方が良さそうな気がしてきたし、俺はさっさとＩＲＯに行こう。

  「那我先去ＩＲＯ了。美音小姐，我开个人直播就行了吗？」

  「じゃ、俺はＩＲＯ行ってきます。個人限定配信でミオンさんにすればいいです？」

  「嗯，就这样。雅塔老师会把直播连到工作室的屏幕上」

  「ええ、それで。ヤタ先生の方でスタジオのスクリーンに
    
     繫
    つないでくれるわ」

  「好」

  「りょっす」

  　我留下这句话后就脱离了！

  　俺はそう言い残して離脱！

  　离开工作室后，我进入了ＩＲＯ。

  　スタジオを抜けてＩＲＯへとインする。

  　说起来，昨天我是在简易帐篷里登出的，不知道现在怎么样了……

  　そういや、昨日は簡易テントで就寝ログアウトしたけど、どうなってることやら……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「嗯……看来没问题。很好很好」

  「ん……、大丈夫だったか。よしよし」

  　睁开眼睛后，我看到了简易帐篷的顶部。说是顶部，其实只是叶子而已。

  　目を開けると簡易テントの天井が見えた。天井っていうかただの葉っぱだけど。

  　好了，打开直播的设置，首先把【自动开始直播】改成手动。然后把【个人限定：美音】设置好，开始直播……

  　さて、配信の設定を開いて、まずは【配信開始：自動】を手動に変更。次に【個人限定：ミオン】にセットして配信開始っと……

  「今天ＩＲＯ的天气也不错啊」

  「今日もＩＲＯはいい天気だなあ」

  　走出帐篷，眼前是一片蓝天和美丽的海洋，我再次感受到完全潜行的厉害之处。

  　外に出ると青い空と綺麗な海が広がっていて、改めてフルダイブのすごさを実感する。

  【美音开始观看】

  【ミオンが視聴を開始しました】

  『你好』

  『こんにちは』

  「你好，美音同学」

  「はい、ミオンさん、こんにちは」

  『我已经把屏幕连接到工作室了哦。接下来就随你便吧』

  『スタジオのスクリーンとの接続はしましたよー。あとはお好きにー』

  　我通过群组通话听到了雅塔老师的声音。

  　グループ通話でヤタ先生の声が聞こえる。

  　原来如此，这个通话不会出现在直播里，所以可以用来下达指示。我点点头表示明白。

  　なるほど、この通話なら配信に乗らないから、指示出しできるってことか。了解の代わりに頷いておく。

  　不过，因为选衣服花了点时间，接下来应该没法进行长时间的探索了……

  　ただ、服選びに手間取っちゃったから、これから時間かかる探索とかは無理だよな……

  『现在是社团活动限定，如果改成全体公开的话，就会变成公开直播了，要注意哦』

  『今、部室限定にしてるのを全体公開にすると、公開ライブになっちゃうから注意してね』

  『好的』

  『はい』

  　嗯，也就是说现在是，

  　えーっと、つまり今は、

  ［翔］—（个人限定）—［美音］—（社团活动限定）—［雅塔老师，贝露部长］

  ［ショウ］─（個人限）─［ミオン］─（部室限定）─［ヤタ先生・ベル部長］

  　将来的话，

  　ってなってるけど、将来的には、

  ［翔］—（个人限定）—［美音］—（全体公开）—［普通观众］

  ［ショウ］─（個人限）─［ミオン］─（全体公開）─［一般視聴者］

  　会变成这样。

  　こういう風になる予定と。

  「直播的评论会传到工作室那边吧？没问题吗？」

  「ライブのコメントはスタジオの方に届くんですよね？　大丈夫です？」

  　希望美音同学不会被奇怪的人缠上。

  　ミオンさんが変な絡まれ方されたりしないといいんだけど。

  　不过，雅塔老师和贝露部长应该会帮美音同学吧。

  　まあ、ヤタ先生とベル部長でミオンさんのフォローしてくれるかな。

  『频道刚创建的时候，比起直播，还是投稿编辑好的视频更好哦。因为首先得满足收益化的条件』

  『チャンネルを立ち上げたばかりのうちはー、ライブよりも編集した動画を投稿する方がいいですよー。まずは収益化のための条件をクリアしないとですからー』

  「原来如此。不过，我觉得ＩＲＯ的视频已经多到烂大街了……」

  「なるほど。でも、ＩＲＯの動画なんて腐るほどあると思うんですけど……」

  『如果投稿翔君的无人岛开局的解说视频，我想应该会有很多人看』

  『ショウ君の無人島スタートに解説をつけた動画を投稿すれば、見てくれる人はかなりいると思います』

  『是啊。发现无人岛的世界公告至今还是个谜，光是整理这些情报，我觉得就很有价值了』

  『そうね。
    
     未
    いまだに無人島発見のワールドアナウンスは謎のままだし、その情報をまとめるだけでも十分価値はあると思うわ』

  　嗯，有那么有价值吗？我觉得对普通的玩游戏完全没有帮助啊。咦？

  　うーん、そんなに価値があるものかな？　普通のゲームプレイに全く役に立たない気がするんだけど。あれ？

  「这种情况下，谁来编辑视频？」

  「その場合って誰が動画編集するんです？」

  『当然是我们两个啦。因为是这样的社团嘛』

  『もちろん二人でですよー。そういう部ですからー』

  「也是……」

  「そうでした……」

  　毕竟是电脑社啊。不过，我自己没有编辑过视频，正想着要一边学一边做呢，

  　電脳部だもんな。けど、俺自身、動画の編集なんてやったことないし、教わりつつかなと思ってたら、

  『没问题的。交给我们吧』

  『大丈夫ですよ。任せてください』

  　美音同学的声音充满了自信。和平时怯懦的感觉不同，非常可靠。

  　ミオンさんの自信たっぷりの声。普段の気弱そうな感じとは違って頼もしい。

  　既然都加入这个社团了，而且也说过自己是看游戏取乐的类型，那应该对视频编辑之类的东西有兴趣，也接触过吧。

  　この部に入るぐらいだし、ゲームは見て楽しむ方だって言ってたから、動画編集とかも興味あって触ったことあるのかな。

  『请你们两个商量一下决定吧。如果在编辑视频的时候遇到困难的话，就来问我或者贝露小姐吧。不用着急』

  『二人で話し合って決めてくださいー。動画編集で困ったことがあったらー、私かベルさんに聞いてくださいねー。焦る必要はないですよー』

  「好」

  「りょっす」

  『好的』

  『はい』

  　也是啊。社团活动和ＩＲＯ都才刚刚开始，没必要着急。

  　そうだよな。部活もＩＲＯもまだ始まったばかりだし、慌てる必要もないか。

  『那就当自己在直播，开始吧。对于来自工作室的问题，要尽可能回答』

  『じゃ、ライブしてるつもりで始めてみましょ。スタジオからの問いかけには、できるだけ答えるように』

  　原来如此。

  　なるほど。

  『翔君，今天要做什么？』

  『ショウ君、今日はどうしますか？』

  「嗯，收集木工的材料，然后沿着东边的海岸走吧。西边的话，我想等安定一点的时候再去」

  「えーっと、木工の材料集めと、東側を海沿いにって感じかな。西側はもうちょっと落ち着いた時に行きたいし」

  『那个帐篷是翔君做的吧？有就寝登出的效果吗？』

  『そのテントはショウ君が作ったのよね？　ちゃんと就寝ログアウトの効果はあるのかしら？』

  「啊，有哦。只要躺下来睡着就行了吧」

  「あー、ありますよ。横になって寝られりゃいいんじゃないですかね」

  　不过，只要登入就有自然回复，所以不搭帐篷也没问题。

  　まあ、ログインしてれば自然回復があるから、別にテント作らなくても問題ないっちゃないんだけど。

  『普通玩家都是好好付钱住旅馆登出的呢。虽然好像也有人很抠门』

  『普通のプレイヤーはちゃんとお金を払って宿に泊まってログアウトしてますねー。ケチってる人もいるみたいですがー』

  　嘿……在城里的话，感觉也没必要住旅馆啊。

  　へえ……。街中なら別に宿に泊まる必要もなさそうなんだけど。

  『在帝国的话，听说在广场或者小巷里站着登出的话，会被NPC扒手偷钱哦』

  『帝国だと広場とか裏道で立ったままログアウトすると、ＮＰＣのスリに金を取られるらしいわよ』

  「真的假的」

  「マジすか」

  『好可怕』

  『怖いです』

  　奈特好像是从帝国开始的吧。

  　ナットが帝国スタートだったっけ。

  　不过，那家伙不是会在这种地方小气的人，应该没问题吧。

  　まあ、あいつはそういうところでケチるタイプじゃないから大丈夫か。

  『ＩＲＯ会用各种方法从玩家身上赚钱呢……』

  『ＩＲＯは結構いろんな方法でプレイヤーからお金を取ろうとしてくるのよね……』

  「是为了防止通货膨胀吧」

  「インフレ対策ってやつかと」

  『通货膨胀？』

  『インフレ？』

  　美音问道。如果不是玩家的话，应该没什么实感吧。

  　とミオンさん。プレイする側じゃないとあんまり実感はないのかな。

  「玩家玩得越多，钱就会变得越多，不这样的话就不好玩了吧？」

  「プレイヤーって遊んだ分、お金持ちになるし、ならないとつまんないでしょ？」

  『嗯』

  『うん』

  「通过狩猎怪物，制作药水来赚钱，然后用这些钱买新装备，然后不断重复这个过程」

  「モンスター狩ったり、ポーション作ったりして
    
     儲
    もうけたお金で、新しい装備を買ってって繰り返していくよね」

  『嗯』

  『うん』

  「大家等级提升，变得有钱之后，稀有掉落武器的价格就会变得让人难以置信。卖家也想卖个好价钱」

  「みんなレベルが上がってお金持ちになると、レアドロップ武器とか信じられない値段になったりするんだ。売る方も高く買って欲しいわけだし」

  『原来如此……』

  『なるほどです……』

  　然后，为了得到稀有掉落物而狩猎怪物，钱也会存起来。

  　で、レアドロ当てたくて狩りしてると、お金も
    
     貯
    たまるしっていうね。

  『稀有掉落物还算好的吧。还有人会把价格比自己卖得便宜的药水全部买断哦』

  『レアドロはまだいい方じゃないかしら。自分が売る値段よりも安く売ってるポーション買い占めるなんてのもあるわよ』

  『然后高价卖出买断的药水？』

  『その買い占めたのを高い値段で売る？』

  『嗯，没错』

  『ええ、そうよ』

  「真是过分啊」

  「えげつないっすよね」

  　在现实世界里也有转卖商垄断限量商品，然后在拍卖网站上高价出售，我非常理解MMORPG被称为经济的缩影。

  　リアルでも転売ヤーが数量限定品を買い占めて、高い値段でオークションサイトに出すなんてのがあるし、ＭＭＯＲＰＧが経済の縮図なんて言われるのがよくわかる。

  『也就是说，刚才说的那些话，是NPC在回收玩家的钱吗？』

  『つまり、さっきの話はＮＰＣがプレイヤーのお金を回収してるということですか？』

  「嗯，为了不让玩家立刻变成有钱人，每天一点一点地回收？要是做得太过火，游戏就会变得无聊，所以很难拿捏吧。」

  「うん、すぐ金持ちにならないように、日々少しずつでも削る感じ？　やりすぎるとゲームがつまんなくなるから難しいんだろうけど」

  『在王国的话，便宜旅馆的住宿费是一万艾莉丝，大概就是打倒两、三只哥布林卖掉魔石，或是卖掉一份双角兔肉的价钱。』

  『王国だと安宿なら素泊まり一万アイリスだし、ゴブリン二、三匹倒して魔石を売るか、バイコビットの肉一つ分ね』

  　也就是说，即使是刚开始的新手也能轻松负担。要是连这点都做不到，那就伤脑筋了。

  　始めたばっかりの初心者でも十分やっていける安さってことかな。そこでつまずかれても困るもんな。

  『翔，你没有花钱吧？』

  『ショウ君、お金は使わないですよね？』

  「嗯。应该说，我手头的钱是0日圆，不对，是0艾莉丝。因为无人岛开局好像拿不到钱……哎呀！」

  「うん。っていうか、所持金は〇円、じゃなくて、〇アイリスだよ。無人島スタートすると、お金もらえないっぽい……おっと！」

  「哔嘶哔嘶！」

  「ピスピス！」

  　我躲开用角发动跳跃攻击的双角兔，用短剑迅速将其打倒。这样就赚到一晚的住宿费了。

  　角を向けてジャンプ攻撃を仕掛けてきたバイコビットを避け、サクッとダガーで倒す。これで素泊まり一泊分か。

  　虽然东侧是新手装备也能安全通过的区域，但还是得想办法凑齐武器和防具才行。

  　東側は初心者装備でも大丈夫ゾーンなんだろうけど、どうにかして武器と防具を揃えないとなんだよな。

  『没有追加那方面的装备吗？』

  『その分の装備が追加されてるとかはないんですかー？』

  「啊，我也不知道游戏开始时的初期装备和持有物品是什么样的」

  「あー、普通にスタートした時の初期装備とか所持品を知らないんで」

  　我想着给她看看会比较快，于是打开了装备菜单。

  　見せた方が早いだろうなと思って、装備メニューを開く。

  　放在这边她应该能看清楚吧？

  　この辺に置けば見やすいかな？

  『我觉得和我那时候没什么区别……』

  『私の時と変わらないと思うわ……』

  「贝露部长是从封闭测试开始玩的吧。你一开始有多少钱？」

  「ベル部長はクローズドベータからやってるんでしたっけ。最初の所持金っていくらだったんです？」

  『三万艾莉丝。包含住宿费和伙食费在内，就算暂时没有收入也能生活一段时间』

  『三万アイリスね。宿代や食費も含めて、しばらくは無収入でも暮らせる感じよ』

  　我突然感觉好像损失了三万日元。

  　なんか、三万円損した気分になってきた。

  「不过，我倒是得到了相应的SP……」

  「まあ、俺はその分、ＳＰごっそりもらったんで……」

  『能让我看看你的状态和技能吗？』

  『ステータスとスキルを見せてもらえますかー？』

  「好」

  「りょっす」

  ＮＡＭＥ：翔　ＬＶ2

  ＮＡＭＥ：ショウ　ＬＶ２

  ＨＰ：155　ＭＰ：155

  ＨＰ：１５５　ＭＰ：１５５

  ＳＴＲ：15　ＤＥＸ：15　ＡＧＩ：12

  ＳＴＲ：15　ＤＥＸ：15　ＡＧＩ：12

  ＩＮＴ：14　ＶＩＴ：14　ＬＵＫ：10

  ＩＮＴ：14　ＶＩＴ：14　ＬＵＫ：10

  元素魔法：1　短剑：1　解体：1

  元素魔法：１　短剣：１　解体：１

  鉴定：1　投掷：1　木工：1

  鑑定：１　投擲：１　木工：１

  石工：1　气息感知：1　气息遮蔽：1

  石工：１　気配感知：１　気配遮断：１

  剩余ＳＰ：31　剩余ＢＰ：0

  残りＳＰ：31　残りＢＰ：０

  　嗯，好寒酸。

  　うーん、しょぼい。

  　第一天花时间创建角色，第二天才好不容易升了一级。

  　一日目はキャラ作成に時間使ったし、二日目になってやっとキャラレベルが１上がっただけだもんなあ。

  『还剩31SP呢……』

  『ＳＰが31も余ってるのね……』

  「我打算接下来好好利用一下」

  「これからガンガン使うことになると思いますけどね」

  　说实话，我甚至担心31SP都不够用。

  　っていうか、正直、31あっても足りるかどうか不安。

  　在这个无人岛上，要怎么提升角色等级呢。

  　この無人島でキャラレベ上げるのってどうすりゃいいんだっていうね。

  　果然，只能一点一点地去打倒之前发现的哥布林了吗……

  　やっぱり、この前見つけたゴブリンをちまちまと倒していくしかないのかなあ……

  『你有预定要取得的技能吗？』

  『取る予定のスキルとかはあるんですかー？』

  「嗯——钓鱼之类的？」

  「うーん、釣りとか？」

  『昨天你有说过呢。』

  『昨日、話してましたよね』

  「对对。要是能弄到钓钩和钓线就好了。」

  「そそ。針と糸を調達できればなあ」

  　随便挖挖土，找几条蚯蚓当鱼饵就行了，老爸和爷爷教我的各种知识应该能派上用场。

  　適当に土を掘り返してミミズでも見つけて餌にすりゃいいし、親父やじいちゃんにいろいろ教わったことが役に立ちそう。

  　这时，我正好来到了能看见岛东边断崖绝壁的地方。

  　と、ちょうど島の東の断崖絶壁が見える場所に出た。

  「哦哦——」

  「おおー」

  　风光明媚指的就是这种地方吧，风景好漂亮。我不禁觉得完全潜行好厉害啊。

  　風光
    
     明
    めい
    
     媚
    びってこういう場所のことをいうんだろうなってぐらい綺麗。フルダイブってすげーなーと思ってしまう。

  『好漂亮的风景……』

  『すごい綺麗な眺めです……』

  『真的，亏你能找到这样的岛呢。』

  『ホント、よくこんな島を見つけたわね』

  『就是说啊——』

  『ですねー』

  　我自己也觉得真亏我能找到。

  　俺自身もホントよく見つけたなあと思う。

  『你从一开始就打算在无人岛开局吗？』

  『最初から無人島スタートするつもりだったんですか？』

  「嗯。不过，我原本只是想说要是能办到就好了。知道开始地点选择的地图可以放大和卷动之后，我花了四个小时……将近五个小时在找。」

  「うん。まあ、できたらいいなぐらいだったけど、スタート地点選択のマップがズームとスクロールできるってわかってから四時間……五時間弱は探してたよ」

  　听到我的回答，大家陷入了沉默。好像被吓到了。

  　なんかその答えに沈黙が流れる。ドン引きされてるっぽい。

  　不过，当时的我确实有点不正常。

  　まあ、あの時の俺はちょっと壊れてたとは思うけど。

  『可以问你这么想一个人玩的理由吗？』

  『そこまでしてソロで遊びたかった理由を聞いてもいいかしら？』

  「……就是想一个人悠闲地玩吧？」

  「……ちょっと一人でのんびりしたかった的な？」

  　虽然和别人一起玩游戏也很开心，但我好像总是优先考虑和我一起玩的人。

  　人とゲームするのも楽しいんだけど、どうも俺は一緒にいる相手が楽しむことを優先しちゃうらしい。

  　奈特很清楚这一点，所以总是很照顾我，但这也让我感到很抱歉……

  　ナットはそれをよく知ってるから、結構気をつかってくれるんだけど、それがまた申し訳ないなってのもあったり……

  『我实况不会给你添麻烦吗？』

  『私が実況して迷惑じゃないですか？』

  「完全不会。虽然我本来打算一个人享受游戏，但和美音聊天玩游戏也很开心。」

  「いや全然。ソロを楽しむつもりだったけど、ミオンさんと話しながらゲームするの楽しいし」

  『太好了……』

  『良かったです……』

  　在后面看着别人玩游戏也很开心，反过来也挺开心的。

  　人がゲームしてるのを後ろで見るのも楽しいけど、逆も結構楽しいもんだなと。

  　如果是美姬或真白姐的话，应该会一直催我这样做那样做吧……

  　これが美姫や真白姉だったら、ああしろこうしろってうるさいんだろうけど……

  『有罪。』

  『ギルティ』

  『有罪呢。』

  『ギルティですねー』

  「诶？」

  「えっ？」

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「呼……」

  「ふう……」

  　回到现实视野后，大家似乎已经摘下了VRHMD，我也慌忙摘下。

  　リアルビューに戻ってくると、みんなは既にＶＲＨＭＤも外しているようで、俺も慌ててそれを外す。

  「电脑社基本上在下午五点四十五分结束社团活动，这点要记住哦。」

  「電脳部は基本的に午後五時四五分で部活終了だから覚えておいてね」

  「之后收拾一下，下午六点离开活动室吧。」

  「その後に片付けをしてー、午後六時には退室しましょうねー」

  　原来如此，我记住了。

  　なるほど、把握。

  　听说运动部的社团活动会持续到晚上七点左右，文化部中像管弦乐部这种认真的社团好像也会持续到那个时间。

  　運動部なんかは午後七時近くまで部活やってるみたいだし、文化部でも吹奏楽部みたいなガチなところはそれくらいまでやってるらしい。

  　相比之下，我们社团的活动时间算是相当短的。太好了太好了。

  　それに比べたら随分とホワイトな部活だ。良かった良かった。

  　简单地打扫了一下桌面后，今天的社团活动就结束了。

  　軽く机の上の掃除をしたりしたところで、本日の部活は終わり。

  　全员走出活动室，最后由雅塔老师锁上了门。

  　全員が部室を出て、最後にヤタ先生が鍵を閉める。

  　我和尸妖跟在雅塔老师和贝露部长后面，走在文化部活动室楼的走廊上……这两个人真是显眼啊。我能感觉到周围的人时不时地向她们投去视线。

  　文化部部室棟の廊下をヤタ先生とベル部長を先頭に進むと……二人とも目立つんだよなあ。美女の並びにチラチラと視線が飛んでいるのがわかる。

  「今天晚上八点贝露小姐有直播，你们两个就去虚拟活动室观看直播，作为今后的参考吧」

  「今日は午後八時からベルさんの配信がありますのでー、今後の参考に二人ともバーチャル部室で見てくださいねー」

  　……回家后才是重头戏。

  　……帰宅してからが本番だった。

  　不过既然要做，那就应该认真对待，把魔女贝露的直播作为范本来学习。

  　まあ、やるからには真面目に、魔女ベルの配信をお手本として見ておくべきだよな。

  「平时直播的时间有多长呢？」

  「普段はどれくらいやるんですか？」

  「在开始玩ＩＲＯ之前，每周两次，周二和周四的晚上八点开始直播一个小时左右」

  「ＩＲＯが始まるまでは週に二回、火曜と木曜の二〇時から一時間ほどだったわね」

  「现在不一样吗？」

  「今は違う？」

  「因为是当红游戏，所以这周我想一直玩……」

  「旬のゲームだから、今週はずっとやりたいところなんだけど……」

  　雅塔老师微笑着……瞪了贝露部长一眼。

  　とヤタ先生がベル部長をニッコリと……
    
     睨
    にらんだ。

  「最多只能每周直播三次。两位新生也请记住这一点」

  「週三回までが配信していい回数ですー。新入生のお二人も覚えておいてくださいねー」

  「……了解」

  「……りょ」

  　我回答的同时，出云同学也点了点头。

  　俺の返事と共に出雲さんもコクリと頷いた。

  　嗯，也就是说不要在奇怪的时间进行社团活动吧。

  　まあ、あんまり変な時間に部活すんなってことだろうな。

  「这周的直播预定在周二和周四。刚才给你们看的是开放日周日的直播。然后，今天周二和后天周四预定直播。时间大概是一个多小时吧」

  「今週はあと火、木の予定よ。さっき見てもらったのがオープン日の日曜ね。で、今日火曜と
    
     明後日
    あさって木曜に配信予定。時間は一時間ちょっとってところかしら」

  「直播绝对要在22点结束。因为有规定未满18岁的人只能在22点前直播」

  「配信は二二時には絶対に切りますよ。一八歳未満が生放送に出ていいのは二二時までって決まりがありますからね」

  　雅塔老师真是可靠啊。

  　ヤタ先生、しっかりしてるなあ。

  　嗯，按照这个节奏的话，我和美音同学就算不怎么受欢迎也没关系，感觉可以当成一种小小的娱乐。

  　まあ、そういうペースで良くて、かつ、俺とミオンさんは特に
    
     流行
    はやらなくてもいいんなら、ちょっとしたお遊びって感じで楽しめそうかな。

  「说起来，直播以外的时间也可以玩ＩＲＯ吧？」

  「そういや、配信してない間もＩＲＯしていいんですよね？」

  「当然了。倒不如说，直播前的准备工作可是很辛苦的哦」

  「それは当然よ。というか、配信の時に
    
     美味
    おいしい絵になるような下準備って大変なのよ？」

  　啊，好的……

  　あ、はい……

  　想要在一个多小时的直播中展示出精彩的部分，就必须提前做好准备。

  　一時間ちょいの配信で美味しいところを見せようと思ったら、その前の準備とかは先に終わらせとかないとまずい。

  　就在我们聊着这些的时候，走出了活动室楼。

  　そんな話をしているうちに部室棟を出ると、

  「那么，我回办公室了，大家回家路上注意安全」

  「ではー、私は職員室に戻りますのでー、みなさんは気をつけて下校してくださいねー」

  　雅塔老师离开了。

  　とヤタ先生が去っていった。

  　工作辛苦了……

  　お仕事お疲れ様です……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「我回来了」

  「ただまー」

  「兄长，你回来得好晚啊！」

  「兄上、遅いではないか！」

  　我家的公主大人很生气，这也没办法。

  　うちの姫様がご立腹だがしょうがない。

  「社团活动啦，社团活动。以后大概都会在这个时间回来」

  「部活だよ、部活。これからだいたいこの時間になるから」

  「你说什么！」

  「なんだとー！」

  　我回到家的时候是晚上七点前。公主大人会生气也是没办法的。

  　帰宅したのは午後七時前。これは美姫が怒るのもしかたないか。

  　而且，如果我做家务的话，晚上八点上线就有点勉强了。

  　それに、俺が家事をやると午後八時にインするのはギリギリだな、これ。

  「晚饭准备好了吗？今天吃昨天剩下的咖喱就行」

  「夕飯の用意してくれてたりは？　今日は昨日のカレーの残りでいいんだけど」

  「没有」

  「ないのう」

  「我知道了……」

  「わかったよ……」

  　她欢呼着消失在了餐厅。

  　そういうとわーいとダイニングの方へと消えていった。

  　你啊，真是无忧无虑啊……

  　お前、ホント気楽でいいな……

  　我用微波炉解冻加热了冷冻的咖喱，浇在早上煮好的饭上，第二天的鸡肉咖喱就做好了。

  　冷凍してあったカレーをレンジで解凍・加熱し、朝仕込んであったご飯にかけて二日目チキンカレーのできあがり。

  　然后就是蔬菜室……把卷心菜切碎做成沙拉吧。

  　あとはまあ野菜室に……キャベツ刻んでサラダってことにするか。

  「做好了。帮我端过去」

  「できたぞー。運んでくれ」

  「明白！」

  「心得た！」

  　嗯，第二天特有的炖煮鸡肉和蔬菜非常棒。

  　うむ、二日目特有の煮込み込まれた
    
     鶏
    とり
    
     肉
    にくと野菜が素晴らしい。

  　鸡肉咖喱，刚做好的时候总是差强人意，所以总是想放一晚上。

  　チキンカレー、どうしても作り立てはイマイチだから、常に一晩寝かせたい欲。

  「那么，我开动了」

  「じゃ、いただきます」

  「我开动了！」

  「いただきます！」

  　她津津有味地大口吃咖喱的样子很可爱……

  　あぐあぐと美味しそうにカレーをむさぼる姿は可愛いんだけど……

  　虽然她和真白姐在不同的意义上都很嚣张，但比起一个人吃饭，这样更开心，所以也无所谓。

  　真白姉とは別の意味で生意気な美姫だが、一人で食うよりは楽しいからいいか。

  「那么，兄长加入了什么社团？」

  「で、兄上はなんの部活に入ったのだ？」

  「电脑社」

  「電脳部」

  「哦哦，真有意思」

  「ほほう、興味深い」

  「嗯，就是个玩游戏的社团，你明年要是来我们学校的话，也可以加入」

  「まあ、ゲームする部活みたいなもんだし、お前も来年うち来るなら入ればいいよ」

  「嗯，到时候我会的！」

  「うむ、そうするとしよう！」

  　虽然我有点担心自己能不能和美音同学好好相处，不过到时候再说吧。

  　そう言ってから、ミオンさんと果たしてやっていけるのか気になったが、まあその時はその時か。

  　现在就先别去想那些烦恼也没用的问题了。

  　今悩んでもしょうがない問題は先送りにするに限る。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　距离魔女贝露的直播还有五分钟。

  　魔女ベルのライブ開始まであと五分。

  　我慌忙戴上VRHMD，进入虚拟的活动室，一个常见的冒险者酒馆。

  　慌ててＶＲＨＭＤを被るとバーチャル上での部室、よくある冒険者の酒場に入る。

  　雅塔老师和美音同学已经在那里了。

  　そこには既にヤタ先生とミオンさんの姿があった。

  「赶上了……」

  「間に合った……」

  『翔君，你很忙吗？』

  『ショウ君、忙しいんですか？』

  「啊，嗯。我父母都在外地工作……虽然不是一个人，但都不在家，所以晚饭要连妹妹的份一起做。不过今天是吃昨天剩下的咖喱，所以还挺轻松的」

  「あ、うん。うちって両親が単身赴任……じゃないけど揃って行っちゃってていないから、妹の分も含めて夕食作らないとなんだよ。今日は昨日のカレーの残りだったから楽だったけど」

  『好厉害』

  『すごいです』

  　美音同学很惊讶，不过我觉得这种家庭还挺多的。

  　ミオンさんが驚いてるが、こういう家って結構あると思うけど。

  　不对，不是因为有姐姐或者妹妹，而是我来做晚饭很奇怪吗？

  　いや、姉や妹じゃなくて、俺が夕飯作ってるのはおかしいか？

  「和美音同学一起开直播的时候，是不是稍微晚一点开始比较好呢？」

  「ミオンさんとの配信を始める時はー、もう少し遅くスタートの方がいいですかねー」

  「可以的话，希望你能这么做……」

  「できれば、そうしてもらえると……」

  　话说，雅塔老师穿的是刚才给美音同学穿的偶像服装。果然是自己的兴趣吧。

  　って、ヤタ先生の衣装がさっきミオンさんに着せてたアイドル衣装だった。やっぱり自分の趣味なんじゃん。

  　我们聊着聊着，显示在桌子边缘的视窗上「直播即将开始！」的字样消失了。

  　そんなやりとりをしていると、テーブルの端にあったウィンドウに表示されていた「もうすぐ配信開始！」という表示がワイプアウトした。

  『耶伊——！魔女贝露的实况直播，开、始、咯——！』

  『いえーい！　魔女ベルのＩＲＯ実況プレイ、はっじまっるっよー！』

  「贝露部长，真是个女演员啊……」

  「ベル部長、女優っすね……」

  　开场白是在画面中央进行的，但很快就移动到了左下角，开始玩起了游戏。

  　タイトルコールは画面中央で話していたが、早々に左下に収まってＩＲＯプレイが開始される。

  　这里是王国？还是帝国？周围挤满了想要参加队伍的观众。

  　この場所は王国？　帝国？　その周りにはパーティー参加を狙う視聴者たちであふれている。

  『首先进行的是序盘任务之一，扫荡哥布林聚落的任务！』

  『まずは序盤クエの一つ、ゴブリン集落の掃討クエに行きます！』

  　这句话让聊天栏沸腾了。话说，和我遇到的那个很像吗？真在意……这时，美音同学发来了私聊。

  　その言葉にチャット欄が沸く。てか、俺が遭遇したアレに近いのか？　気になる……と、ミオンさんからのウィスパーが。

  〈和翔君岛上的哥布林聚落很像吗？〉

  〈ショウ君の島のゴブリンの集落と似てるんでしょうか？〉

  〈嗯，我也很在意〉

  〈うん、俺もそれ気になった〉

  〈看完直播后要玩吗？〉

  〈この配信の後にプレイしますか？〉

  〈不，今天就算了。这场直播应该会持续到十点之前〉

  〈いや、今日はなしで。この配信、一〇時前まで続くだろうし〉

  〈明白了〉

  〈わかりました〉

  　嗯，私聊的声音让我浑身发抖，对身体不好……

  　うん、ウィスパーボイスはゾクッとするので体に良くないです……

 
  04　星期三

  04　水曜日

  　我到达车站，穿过检票口，跑上站台的时候，发现了美音……出云同学。

  　駅に着いて改札を抜け、ホームに駆け上がったところでミオンさん……出雲さんに気づいた。

  「早啊。」

  「おは」

  「早……」

  「ぉはよぅ……」

  　我大致环顾了一下，发现了一列昨天那个臭大叔不在的队伍，让出云同学先排在了那里。

  　ざっと見回して昨日の臭いおっさんがいない列を見つけたので、そこに出雲さんを先にして並ぶ。

  　这种时候还是从后面保护她比较好。话说……

  　こういうの後ろからガードしといた方がいいし。というか……

  「要是有个上下学一起的朋友就好了啊」

  「登下校が一緒になる友だちがいるといいんだけどなあ」

  「……」

  「……」

  「嗯？啊，我吗？我完全没问题」

  「ん？　ああ、俺か。俺は全然いいんだけど」

  　我这样回答后，她点了点头。看来我成功解读了她的意思。不对，我就可以吗？

  　俺がそう答えるとうんうんと頷いてくれた。どうやら解読に成功したらしい。いや、俺でいいの？

  　没过多久电车就到了，我们两人一起坐了上去，今天人没有那么挤。

  　ほどなく電車が到着したので二人して乗り込むわけだが、今日はそんなに混んでない。

  　虽然我觉得这个拥挤程度应该没问题，但姑且还是站在了出云同学的旁边。

  　この混み具合なら大丈夫だろうとは思うが、一応、出雲さんの隣に陣取ってはおく。

  　突然，我感觉到了视线，稍微环顾了一下……发现贝露部长在隔壁车厢看着这边，一脸坏笑……

  　ふと、視線を感じて軽く見回すと……隣の車両でベル部長がこっちを見てニヤニヤしていた……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「早啊」

  「おは」

  「翔啊。你果然……」

  「ショウよ。お前やっぱり……」

  「好好好，Flag Flag」

  「はいはい、フラグフラグ」

  　我随便应付了一下奈特，坐到座位上，这次轮到一脸严肃的班长过来了。

  　ナットを軽くあしらって席につくと、今度は神妙な顔をしたいいんちょがやってきた。

  「伊势同学，你……」

  「伊勢君、あなた……」

  「喂喂，怎么连班长都误会了啊」

  「おいおい、何を勘違いしてるんだ、いいんちょまで」

  　总之，要是被误会了让出云同学感到不自在的话就太对不住了。

  　ともかく、変な勘違いをされて出雲さんの居心地が悪くなったら申し訳ない。

  　我简单地说明了昨天发生的事情，解开了班长的误会。正好是个好机会，把班长和出云同学凑一对吧……

  　昨日あった出来事を軽く話して、いいんちょの誤解を解いておく。ちょうどいい機会だし、いいんちょと出雲さんをくっつけとくか……

  　我这样想着看向教室的前面，发现出云同学正凝视着这边。

  　そう思って教室の前の方を見ると、出雲さんがこっちを凝視してた。

  　嗯，抱歉，感觉都是我的错……

  　うん、ごめん、なんか俺のせいで申し訳ない……

  　我轻轻招了招手，她立刻站起身来，小跑着向这边走来。

  　軽く手招きすると、スッと席を立ってこちらにトテトテと小走りで来てくれる。

  「出云同学。嗯，我想你应该知道，这位是班长」

  「出雲さん。まあ、知ってると思うけど、委員長してるいいんちょ」

  「伊势同学，你这根本算不上说明。那个，我叫鹿岛恭子。那个……我是班长，有什么困难的话可以随时找我商量哦？」

  「伊勢君、説明になってない。えーっと、鹿島
    
     恭
    きょう
    
     子
    こです。その……クラス委員長をしてるので、困ったことがあったら気軽に話しかけてね？」

  　班长，你能不能再……坦率一点说「我们做朋友吧」？

  　いいんちょ、なんかもうちょっとこう……素直に「友達になりましょ」とかでいいんじゃない？

  　出云同学来回看着我和班长的脸。

  　言われた出雲さんは、俺といいんちょの顔を交互に見ている。

  　嗯？你们是什么关系？

  　ん？　どういう関係なのかって？

  「我和奈特……柏原和鹿岛同学从小学到初中都同班。然后，因为班长一直当班长，所以就叫她班长了」

  「俺とナット……柏原と鹿島さんは小中と同じだったんだよ。で、いいんちょはずーっと委員長してるからいいんちょって呼んでる」

  「不如说不是班长的班长就不是班长了」

  「むしろ委員長でないいいんちょはいいんちょではないな」

  　奈特好像说了一句真理，但还是无视吧。

  　ナットが何か真理を言った気がするがスルーしておこう。

  　出云同学听了之后好像理解了，

  　それを聞いて納得したのか、出雲さんは、

  「请多指教……」

  「ょろしく……」

  　她小声地说道。

  　と小さく
    
     呟
    つぶやいた。

  　班长松了一口气，我也放心了。

  　いいんちょはホッとしたご様子。俺もまあ一安心。

  「好了，班会要开始了」

  「はいー、ホームルーム始めますよー」

  　铃声响起的同时，雅塔……熊野老师出现了。

  　チャイムとともにヤタ……熊野先生が現れる。

  　她瞥了我和出云同学一眼，看到奈特和班长也在，似乎有点高兴。

  　俺と出雲さんの方をチラッと見て、ナットやいいんちょがいたのを見て少し嬉しそうだ。

  　嗯，老师应该也很在意吧……

  　うん、まあ、先生としても気になってたんだろうな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「那我去社团活动了。明天见，翔！」

  「じゃ、俺は部活だ。また明日な、ショウ！」

  　奈特一上完课就跑出去了。那家伙真的很喜欢跑步啊。

  　ナットは帰りのホームルームが終わった途端に駆け出していった。ホントに走るの大好きだな、あいつ。

  　好了，我也去社团活动吧……

  　さて、俺も部活に行くか……

  　我收拾好东西，出云同学突然出现在我面前。

  　荷物をまとめていると、スッと出雲さんが目の前に現れる。

  「嗯，走吧」

  「ん、行こっか」

  　出云同学点了点头，紧紧地贴着我……果然被误会了吧？

  　コクコクと頷く出雲さんが俺にぴったりとくっついて……やっぱり誤解されてないか？

  　总觉得留在教室里的同学的视线很温暖。话虽如此，我也不好做出奇怪的反应。

  　なんだか残ってたクラスメイトの視線が
    
     生
    なま
    
     温
    ぬるく感じる。とはいえ、ここで変な反応すんのもなあ。

  　算了，过几天班长应该会好好解释的……

  　まあ、そのうち、いいんちょがちゃんと説明してくれるはず……

  「伊势同学，出云同学，你们接下来要去社团活动吧」

  「伊勢君ー、出雲さんー、これから部活ですよねー」

  「嗯，是的」

  「はあ、そうですけど」

  　刚走出教室，刚才应该已经离开的熊野老师就等在那里。

  　教室を出たところで、さっき出ていったはずの熊野先生が待ち構えていた。

  　呃，有事的话在教室里说不就好了吗？

  　えーっと、用事があったんなら教室で良かったのでは？

  「我本来想把活动室的钥匙交给你们的，结果忘了。平时都是香取同学来办公室拿的，不过从今天开始就交给你们了」

  「部室の鍵を渡そうと思って忘れてましたー。いつもは職員室に香取さんが取りに来るんですがー、今日からはお二人に渡すことにしますねー」

  　原来如此，我接过活动室的钥匙。

  　なるほど、そういうことならと、俺が部室のカードキーを受け取る。

  「我来活动室的时候可以收回来，如果我没来的话就请你们还回办公室」

  「私が部活に顔を出した日は回収できますがー、そうでない場合は職員室に返しに来てくださいー」

  「明白了，不过您在开教职员会议的时候来打扰您不会不方便吗？」

  「了解なんですけど、職員会議とかしてるとお邪魔なんじゃ？」

  「没事的，你们来的话我只会觉得原来已经到这个时间了」

  「いいんですよー。もうそんな時間かって思ってもらえるのでー」

  　……好的。

  　……はい。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「嗯，钥匙在这里，还没有人来吗」

  「まあ、鍵がここにあるんだし、まだ誰も来てないか」

  　我打开文化部活动室楼二楼最里面的电脑部活动室的门，走了进去。

  　文化部部室棟の二階奥、電脳部の部室の鍵を開けて中に入る。

  　出云同学迅速坐到自己的位置上，戴上VRHMD，用眼神示意我也快点戴上。

  　出雲さんはそそくさと自分の席へ座ってＶＲＨＭＤを被ると、俺にも早くそうしろと目で訴えかけてくる。

  　因为也没必要慢慢来，我也戴上VRHMD，启动了现实视野。

  　ゆっくりする必要もないので、俺もそれを被り、リアルビューで起動した。

  〈翔君，谢谢你把鹿岛同学介绍给我〉

  〈ショウ君、鹿島さんを紹介してくれてありがとう〉

  　出云同学……美音突然用私聊对我说话，我吓了一跳。

  　いきなり出雲さん……ミオンさんからウィスパーで囁かれてぞくっとする。

  〈班长很会照顾人，她喜欢被人依赖，所以美音也不用客气〉

  〈いいんちょは面倒見いいし、頼られて喜ぶタイプだから、ミオンさんも遠慮しなくていいよ〉

  〈嗯……你和柏原同学一直在一起吗？〉

  〈うん……。柏原君と三人でずっと一緒だった？〉

  〈是啊。我们三个从小学开始就一直同班〉

  〈だね。クラスもずっと一緒なのはあの二人だけだったはず〉

  〈你们是什么关系呢？〉

  〈どんな関係ですか？〉

  〈什么关系啊。嗯……〉

  〈どんなって。うーん……〉

  　我和奈特还有班长，从小学开始就一直同班。

  　俺とナットといいんちょは、駅の南側の学区で小中とずっと同じクラスだった。

  　小学的时候，我和奈特每次做蠢事都会被班长骂，所以经常被当成一组。到了初中，我们多少也成熟了一些，但还是老样子？

  　小学校では、俺とナットがバカやるたびにいいんちょに怒られるというパターンのせいでセット扱いされ、さすがに中学では俺らが多少大人になったものの、相変わらず？

  　我们三个一起考上了这所美杜大附属高中，班长还被说「你又来照顾那两个笨蛋了？」……

  　この美杜大附属を三人揃って受けることになると、いいんちょは「またアホ二人の面倒を見にいくの？」とか言われたとかなんとか……

  　我大致讲了这些，

  　ざっくりとそんなことを話し、

  〈嗯，应该算是孽缘吧〉

  〈まあ、腐れ縁っていうやつじゃないかな〉

  　总结了一下，

  　とまとめると、

  〈……〉

  〈……〉

  　咦？她好像有点不高兴？

  　あれ？　微妙に機嫌が悪いような？

  〈翔君，请叫我美音〉

  〈ショウ君。私のことミオンって呼んでください〉

  〈哎，这不太好吧？〉

  〈え、いや、さすがにそれはまずいんじゃない？〉

  〈没什么不好的。你们都用昵称称呼对方，只有我叫出云同学，太见外了〉

  〈何もまずくないです。お二人はあだ名で呼んでるのに、私だけ出雲さんなのは他人行儀です〉

  　不，这和直接叫「美音」有点不一样吧？

  　いや、なんか、それと「ミオン」呼び捨てはちょっと違うんじゃね？

  　而且，出云同学的名字是澪，这不就是直接叫名字吗……我正想这么说，就从她的眼神中感受到了压力。

  　だいたい、出雲さんは澪って名前なんだから、一歩間違えなくても名前呼び捨てにしてるみたいな……って言おうと思ったら、彼女の目線から圧を感じた。

  〈那……美音〉

  〈じゃ……ミオン〉

  〈嗯，翔君〉

  〈ん、ショウ君〉

  　咦？出云同……美音在现实中几乎不怎么说话，也不会直接叫我名字，感觉这交易是不是有点亏？

  　あれ？　リアル肉声でほとんど喋らない出雲さ……ミオンは俺のこと呼ばないし、なんかこれは俺が損な取引だったのでは？

  　正当我这么想的时候，

  　そんなことを考えていると、

  「抱歉，我来晚了」

  「ごめんなさい。遅くなっちゃったわね」

  　贝露部长打断了我的思考，出现在了活动室里，然后深深地坐在了电竞椅上。

  　と、俺の思考を遮るようにベル部長が現れ、ゲーミングチェアに深く腰掛ける。

  「好了，今天我也不直播，就让我看看美音同学和翔君玩游戏吧」

  「さて、今日は私も配信はしないし、ミオンさんとショウ君のゲームプレイでも見させてもらおうかしら？」

  「那个，不邀请我加入社团吗？」

  「えーっと、部への勧誘とかしないんです？」

  「我们社团不会强迫别人加入。有兴趣的话自然会来吧？就像你们一样」

  「無理に誘ったりするような部じゃないわよ。興味があれば自然と来るでしょう？　あなたたちみたいに」

  　美音对贝露部长的话连连点头。我也是擅自跑来的。

  　ベル部長の言葉にこくこくと頷くミオン。俺も勝手にここに来たしなあ。

  　说到底，这个社团在做什么，不来到活动室里根本不知道。

  　だいたい、この部が何してるかなんて、結局この部室に来ないとわかんないんだけど、

  「社员多的话，社团经费也会多吧？」

  「部員多い方が部費も多いとかないんです？」

  「社团经费和社员数量无关，而是看实际成果。不过，我们社团有我在赚钱，所以没问题」

  「部費は部員の数よりも実績ね。ま、うちは私が稼いでるから問題ないわ」

  　是这样啊……

  　そうでした……

  　不过，包括VRHMD在内，剩下的座位只有一个，要是来太多人也会有问题。

  　まあ、ＶＲＨＭＤ含めて残りの席は一つしかないので、あんまりたくさん来られても、それはそれで問題か。

  　明年美姬应该会加入，这样就刚刚好了。

  　来年は美姫が入るだろうし、それでちょうどなんだよな。

  「说起来，雅塔老师今天不来吗？」

  「そういえば今日はヤタ先生は来ないんですか？」

  「今天是教职员会议拖得比较久的日子，应该不会来活动室吧」

  「今日は職員会議が長引く日だから、部室の方には来ないんじゃないかしら」

  　和刚才一样啊！

  　さっきのまんまかよ！

  　算了，还钱的时候再拜托贝露部长吧。

  　まあ、返す時はベル部長に頼もう。

  「那么，就来练习直播兼录音吧。我只要去ＩＲＯ就行了吗？」

  「じゃ、配信の練習兼収録かな。俺はＩＲＯに行けばいい？」

  『是的』

  『はい』

  「我就在现实视野里看美音同学的直播吧」

  「私はリアルビューでミオンさんの配信を見せてもらうわね」

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　睁开眼，熟悉的天花板……叶子映入眼帘。

  　目を開けると見慣れた天井……葉っぱだった。

  　继昨天之后，我又在这里待了一整天，不过帐篷和我都没事，看来这附近不会有怪物出没。

  　昨日に続き、丸一日ここにいたことになるが、テントも俺も大丈夫なので、このあたりにモンスターが出ることはなさそう。

  「总之，先去帐篷外面吧……」

  「とりあえず、テントの外に出るか……」

  〈翔君，还没好吗？〉

  〈ショウ君、まだですか？〉

  　抱歉，现在开始直播……

  　すいません、今配信開始します……

  　我确认过直播只对美音公开后，开始了直播。

  　俺はミオン限定公開になってることを確認し、配信を開始する。

  〈开始了哦〉

  〈開始したよ〉

  〈嗯〉

  〈ん〉

  　观众数立刻从0变成了1。

  　すぐに視聴者数が０から１になった。

  『你好』

  『こんにちは』

  「你好，美音同学」

  「はい、ミオンさん、こんにちは」

  『不用加同学。请再说一次“欢迎，美音”』

  『さんはいらないです。「ようこそ、ミオン」でもう一回お願いします』

  「好的……」

  「はい……」

  　被挑刺了。

  　ダメ出しもらいました。

  　感觉贝露部长在笑……

  　なんかベル部長が笑ってる気がする……

  『你好』

  『こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  『今天我想介绍ＩＲＯ第一位无人岛玩家。请多指教』

  『今日はＩＲＯ初の無人島プレイヤーを紹介したいと思います。よろしくお願いします』

  「请多指教」

  「よろしく」

  　我试着向摄像头挥了挥手，想做点什么。

  　何かした方がいいかなとカメラの方に手を振ってみる。

  『不错。接下来就正常地玩游戏吧。我偶尔会问你问题，你只要在不勉强的范围内回答我就好』

  『いいですね。あとは普通にプレイしててください。たまに話しかけるので、無理のない範囲で答えてくれれば』

  「好。总之，我先去看看之前看到的哥布林」

  「りょ。とりあえず前に見たゴブリンの様子でも見てくるよ」

  『嗯，路上小心』

  『はい、いってらっしゃい』

  　从长度上来说，第一支视频就从沙滩开始介绍东侧应该不错。

  　尺的にも最初の動画はスタートした砂浜から東側の紹介動画とかが良さそうかな。

  　我自由地玩着ＩＲＯ，美音有空的时候会问我问题，然后把回答剪辑成视频，大概就是这样吧。

  　俺は自由にＩＲＯして、合間合間にミオンから質問があれば答え、それを編集でうまく繫いで動画にするって感じなんだろう。

  　虽然可以自由地玩游戏，感觉很轻松，但剪辑工作应该会很辛苦吧。我一边想着，一边和上次一样开始探索东侧。

  　好きにプレイするだけだから楽でいいけど、編集作業が結構大変そうだよなー、とか考えながら、前回と同じ東側の探索を始めた。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『翔君，时间差不多了』

  『ショウ君、そろそろ時間です』

  「好。我登出」

  「りょ。上がるよ」

  　我急忙回到帐篷就寝登出。

  　急いでテントまで戻って就寝ログアウト。

  　我闭上眼睛，确认系统通知音，然后睁开眼，眼前当然是活动室。

  　目を閉じてシステムからの通知音を確認し、目を開けると当然そこは部室だった。

  「两位辛苦了。我姑且会在五点四十分发通知，所以不用那么紧张」

  「二人ともお疲れ様。一応、五時四〇分には通知が飛ぶようになってるから、ピリピリする必要はないわよ」

  　这种事希望你提前告诉我。

  　そういうことは先に言っておいて欲しかった。

  　ＩＲＯ不打开系统画面就看不到现实时间，所以美音说时间差不多的时候，我还以为已经四十五分了。

  　ＩＲＯはシステム画面を開かないとリアル時間がわからないから、ミオンが時間って言った時はもう四五分になってたかと思ったよ。

  『辛苦了』

  『お疲れ様でした』

  「辛苦了。素材应该都拍到了，我接下来该做什么呢？」

  「お疲れ。とりあえず素材は撮れたと思うけど、俺はどうすればいいの？」

  『我会负责编辑，翔君只要确认一下就可以了』

  『私が編集するので、ショウ君はそれを確認してくれればいいですよ』

  「哎？我什么都不用做吗？」

  「え？　俺、手伝わなくて平気？」

  『没问题的。我大概九点左右会把视频带到活动室，到时候你再看吧』

  『大丈夫です。九時ぐらいに部室に持っていくので見てください』

  「那我差不多九点去虚拟活动室」

  「じゃあ、そのくらいにバーチャル部室の方に行くよ」

  　既然美音说想自己做，那就交给她吧。而且刚才她也做得不错。

  　ミオンが自分でやりたいって言うなら任せちゃうかな。さっきの感じもあるし。

  　说实话，我根本就没有视频编辑的才能，既然要在她的频道上发布视频，那就应该让她做主。

  　正直、俺には動画編集の才能なんてないし、彼女のチャンネルで配信することになるなら、彼女が好きなようにするべきだろう。

  「我觉得让老师也看看比较好，我来联系她吧」

  「先生にも見てもらった方がいいと思うし、私から連絡しておくわね」

  「嗯，是啊。拜托了」

  「ああ、そうですね。お願いします」

  『拜托了』

  『お願いします』

  　与此同时，眼前出现了「现在是下午五点四十分。请登出」的通知。

  　同時に「午後五時四〇分になりました。ログアウトしましょう」という通知が目の前に流れる。

  　昨天有这种通知吗？不对，昨天在那之前我就摘掉VRHMD了。总之，我摘掉VRHMD，准备回家。

  　昨日はこんな通知来たっけ？　いや、その前にＶＲＨＭＤ外してたのか。ともかくＶＲＨＭＤを外して帰宅準備。

  　现在回去的话，大概六点半到家。如果还要吃晚饭，最快也要八点才能开始吧。

  　今から帰って六時半ぐらい。夕飯とかいろいろあると最速でも八時にはなっちゃうか。

  　美姬应该会买食材回来，晚饭她会让我做什么呢……

  　食材は美姫が買ってきてるとして、晩飯、何作れって言われるんだろ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　吃完炒饭这种速成的晚饭，写完作业，我赶在八点前进入了虚拟活动室。

  　チャーハンっていう即席夕飯も食って宿題も終えて、八時ぎりぎりにバーチャル部室にイン。

  　在那里等着我的不仅是美音和贝露部长，还有雅塔老师。

  　そこに待っていたのはミオンとベル部長だけでなくヤタ先生も。

  「我来晚了」

  「遅くなりました」

  『翔君』

  『ショウ君』

  「又不是体育系社团，迟到个五，十分钟也没关系的」

  「体育系の部活じゃないし、五分、一〇分の遅刻ぐらいなら気にしなくていいわよ」

  「就是啊」

  「ですよー」

  　虽然很感谢她们这么说，但社团活动结束和直播结束的时间好像很严格……

  　そう言ってくれるのはありがたいけど、部活終わりとかライブ終わりの時間に結構厳しかった気が……

  「那么，大家一起看美音同学编辑的视频吧」

  「じゃ、みんなでミオンさんが編集してくれた動画を見ましょうか」

  「好」

  「りょっす」

  　贝露部长从美音那里接过视频，弹了下手指开始播放。

  　ミオンから受け取った動画をパチンと指を鳴らして再生開始するベル部長。

  『看到了！奇迹般的ＩＲＯ！发现了唯一一个降落在人迹未至孤岛的玩家！』

  『ＩＲＯの奇跡を見た!!　人跡未踏の孤島に唯一降り立ったプレイヤーを発見した!!』

  　……标题感觉像是故意的？不过，实际上也确实如此。

  　……タイトルがすごく何かを意識したような感じなのはわざと？　いやまあ、実際タイトル通りなんだけどさ。

  　然后，美音登场了。探险家的打扮很适合她，真可爱。感觉就算没有我，她也会很受欢迎。

  　で、登場するミオン。探検家スタイルが似合ってて可愛い。これ、俺がいなくても人気出る気がするんだけど。

  『初次见面。我是游戏密探美音。请多关照』

  『初めまして。私はゲームミステリーハンターのミオンです。よろしくお願いします』

  　美音鞠了一躬。嗯嗯，对礼仪很讲究的人意外地多，所以很重要。

  　ペコリとお辞儀するミオン。うんうん、礼儀にうるさい人って意外と多いし重要だよな。

  『这次我想向大家介绍我偶然发现的，ＩＲＯ单人玩家的生态。觉得视频有趣，想看后续的人请务必订阅频道』

  『今回は私が偶然発見した、ＩＲＯソロプレイヤーの生態に迫りたいと思います。動画が面白かった方、続きを見たい方は是非、チャンネル登録をお願いします』

  　嗯嗯，很像样嘛。

  　うんうん、テンプレテンプレ。

  　之后她将已经存档的视频巧妙地编辑在一起，从无人岛的海岸开始，对东侧的各个要点进行解说。

  　そこから後はアーカイブ済みのプレイ動画をうまく編集して繫げ、無人島の海岸から東側を要所要所に解説していく。

  　打倒南方蛇和双角兔，解体后烤肉吃，为了不被发现而跟踪哥布林，找到哥布林的聚落。

  　サウスネーク、バイコビットを倒して解体し、その肉を焼いて食ったり、見つけたゴブリンに気取られないように追跡し、集落を見つけたあたりまで。

  　视频中还穿插了我和美音的对话，内容丰富，让人百看不厌，完全不像是回家后短时间内做出来的……

  　途中で俺とミオンのやりとりなんかも挟みつつ、いい感じにまとまってて、帰宅してからの短時間で作ったとは思えないできばえ……

  『这次的视频到此结束。意见和要求请在评论中告诉我。那么，我们下次视频再见！』

  『今回の動画は以上になります。ご意見ご要望はコメントにてお伝えください。それではまた次回の動画でお会いしましょう！』

  　美音微笑着挥手。

  　ニッコリ笑顔で手を振るミオン。

  　糟糕，这质量也太高了吧！？

  　やべえ、クオリティー高すぎじゃない、これ!?

  「真不错！我觉得播放量会暴涨！」

  「いいわね！　これは再生数跳ねると思うわ！」

  『翔君觉得怎么样？』

  『ショウ君はどうですか？』

  「我觉得很棒。内容丰富，不会让人觉得无聊，一直看到最后都很有趣」

  「すごく良かったと思う。盛りだくさんで飽きるタイミングもないし、最後までずっと面白く見られた」

  『太好了』

  『良かったぁ』

  　那软乎乎的笑容太可爱了，让人心跳加速，真希望她能饶了我。

  　そのふにゃっとした笑顔、可愛くてドキッとするので勘弁して欲しい。

  「雅塔老师觉得怎么样？」

  「ヤタ先生はどうです？」

  「嗯，做得很好，好过头了，所以有问题」

  「うーんー、素晴らしいできなんですけどー、素晴らしすぎて問題がありますねー」

  　雅塔老师用手指抵着下巴，歪着脑袋。我有点怀疑，这动作是不是超过二十岁的女性该做的……

  　顎に指をあてて小首を
    
     傾
    かしげる仕草。それは
    
     二十歳
    はたち過ぎた女性がやる仕草ではないと思ったり思わなかったり……

  　美音无视了雅塔老师的动作，向她抛出疑问。

  　と、仕草はスルーして、ミオンから疑問が投げられる。

  『老师，问题出在哪里？』

  『先生、どのあたりが問題ですか？』

  「首先，以第一次的视频来说，时间有点长。美音能好好地报告十五分钟的内容，确实很厉害，但怎么看都像是专业人士」

  「まずー、初めての動画にしては尺が長い気がしますねー。一五分ほどをしっかりレポートできるミオンさんはすごいんですがー、どう見てもプロっぽいですねー」

  「原，原来如此……」

  「な、なるほど……」

  　听她这么一说，视频的流程和编辑的质量都太高了，完全不像是“新人虚拟偶像”。

  　そう言われてみると、進行も編集もクオリティーが高すぎて『新人バーチャルアイドル』とは思えない。

  　直觉敏锐的观众可能会觉得“这是安排好的吧？”，这样一来，观众的猜测就会跑在前面，感觉不太好。

  　勘のいい視聴者なら「これ仕込みか？」って思いかねないし、そうなると勘ぐりだけが先走って良くない気がする。

  　而且，雅塔老师的话还没说完。

  　それに、ヤタ先生にはまだ続きがあるようだ。

  「视频里塞满了至今为止的信息，这样一来，下次就麻烦了。如果翔君的游戏没有进展，就没办法出视频了」

  「動画内に今までの情報を目一杯詰め込んでますがー、それだと次から大変ですよー。ショウ君のゲームプレイに進展がないと動画が出せないー、ってなっちゃいますしー」

  「呜……那可就难办了。说实话，我还在摸索，能不能推进游戏都不知道」

  「うっ……、それはキツいっすね。正直、手探りすぎてゲームが進むかどうかも怪しいし」

  　目前，我们还在思考如何处理在视频最后发现的哥布林聚落。

  　現状、動画の最後に見つけたゴブリン集落をどうするかって段階で止まってるし。

  『翔君，勉强自己可不好。老师，该怎么办才好呢？』

  『ショウ君、無理は良くないです。先生、どうしたらいいですか？』

  「再放慢一点，和翔君的无人岛慢生活节奏差不多怎么样？」

  「もっとゆるーくー、ショウ君の無人島スローライフのペースと同じくらいでどうでしょー？」

  　雅塔老师说，这次的视频从一开始降落到无人岛，到遇见美音后坠落为止，这样应该就可以了。

  　ヤタ先生曰く、今回の動画は最初に無人島に降り立ったところから、ミオンに出会って落ちるまでぐらいでいいんじゃないかとのこと。

  　特别是第一天的存档里，清楚地记录了获得特殊奖励SP的场景，光是这样就很有视频的价值了。

  　特に初日のアーカイブにはきっちりと特殊褒賞ＳＰを獲得しているところが映っているので、それだけで動画の価値があるだろうと。

  「确实，如果内容太紧凑，下次没有同样分量的内容的话，观众可能会感到不满……」

  「確かに詰め込みすぎると、次回も同じぐらい内容がないと不満に思われがちね……」

  　该说不愧是经验者吗，贝露部长似乎也想到了什么，点了点头。另一方面，美音好像有点不满？

  　さすが経験者というかベル部長も思い当たる節があるのか頷いている。一方のミオンはちょっと不満そうかな？

  　不过，明明做得这么完美，却因为太完美而被说不行，确实会让人沮丧啊。

  　まあ、これだけ完璧に作ってきたのに、完璧すぎてダメって言われたら
    
     凹
    へこむよなあ。

  「那些以为是攻略视频来看的人，如果没有新情报的话，很快就会离开的」

  「攻略動画だと思って見に来る人たちはー、新しい情報がないと早々に離れていきますからねー」

  　确实，这样的话，为了那些愿意继续看下去的人，就必须拼命努力，感觉好辛苦啊。根本不是什么慢生活。

  　確かにそれだと継続して見てくれる人のために必死にならないとって感じでつらいな。スローライフどころじゃなくなる。

  「美音小姐守护着翔君的慢生活，这种感觉怎么样？」

  「ミオンさんがショウ君のスローライフを見守ってるって感じの方がいいのかしら？」

  「是啊。动物园里饲养的动物的日常生活不是很可爱吗？朝着这个方向如何？」

  「そうですねー。動物園とかで飼っている動物の日常が可愛いーって感じのがあるじゃないですかー。そういう方向性でどうでしょー？」

  　感觉话题朝着很糟糕的方向发展了……我可以哭吗？

  　なんか
    
     酷
    ひどい方向に話が進んでる気がするんだけど……泣いていいかな？

  『翔君觉得这样可以吗？』

  『ショウ君はそれでいいですか？』

  「就是我和美音一边聊天一边玩游戏对吧？如果这样可以的话……」

  「俺がミオンとだべりながらプレイしてるだけってことですよね？　それでいいなら……」

  　请让我这么解释吧。被当成宠物视频也太难受了。

  　そういう解釈にさせてください。さすがにペット動画扱いはキツいっす。

  「无人岛开局相当特殊，可能会有人嫉妒，把辛苦的地方也拍进去比较好吧」

  「無人島スタートはかなり特殊でひがみとかも来そうだし、つらいところも映しておいた方がいいでしょうね」

  　啊，确实，奈特也想来，如果只拍好的地方，可能会招来嫉妒，给运营方添麻烦。这可不能让美音去。

  　あー、確かにナットも来たがってたし、おいしいところばっかり出すとやっかみがキツくて運営側に迷惑になる可能性もあるか。それがミオンに行くのはまずい。

  「了解。包括辛苦的地方在内，朝着无人岛生存日记的方向发展吧」

  「りょっす。泥くさいところも含めて無人島サバイバル日記的な方向で」

  『翔君，谢谢你』

  『ショウ君、ありがとう』

  　不过，实际上，让观众看到辛苦的游戏过程，也不会产生奇怪的憧憬和嫉妒。对我来说，只是正常地玩游戏而已。

  　ま、実際、キツいゲームプレイなのを見てもらう方が、変な憧れとか妬みとかもなくていいよな。俺としては普通に遊ぶだけだし。

  　结果，美音和雅塔老师发挥超强的编辑能力，一个小时左右就完成了第一次直播的重制版。

  　結局、その後、ミオンとヤタ先生がすごい編集能力を発揮して、一時間ほどで初回動画リテイク版が完成した。

  『那我上传了』

  『じゃ、アップします』

  「宣传怎么办？从我的频道引导……又会被认为是事先安排好的」

  「宣伝はどうしましょう。私のチャンネルから誘導……はまた仕込みと思われるわね」

  「是啊。给视频打上ＩＲＯ的标签就行了吧。这些也得看观众的反应」

  「そうですねー。動画のタグをＩＲＯにするぐらいでいいでしょうー。そのあたりも視聴者さんの反応を見ながらでー」

  　嗯，播放量慢慢增加，频道的订阅人数也增加，等到习惯了之后再直播就好了。

  　まあ、じわじわと再生数が増えて、チャンネル登録者数も増えて、慣れたところでライブってことになればいいよな。

  　我也有过这么想的时期……

  　そう考えてた時期が俺にもありました……

 
  05　星期四

  05　木曜日

  　第二天的课程也顺利结束了。接下来就是社团活动，玩玩ＩＲＯ吧。昨天因为要检查美音的首播视频和重录，所以没玩到。

  　翌日の授業もつつがなく終了。あとは部活でＩＲＯかな。昨日はミオンの初回動画チェック＆リテイクでＩＲＯできてないし。

  「……」

  「……」

  「嗯，走吧」

  「ん、行こっか」

  　班上女生的视线好温暖。男生的视线好刺人……

  　クラスの女子からの視線が生暖かい。そして男子からは痛い……

  「？」

  「？」

  「不，没什么。只是有点在意昨天上传的视频」

  「いや、なんでもないよ。昨日アップした動画が気になってるだけ」

  　虽然我搪塞了过去，但其实真的很在意。

  　誤魔化しつつも、本当に気になってる。

  　毕竟昨天上传的时间是晚上十一点前，从那之后到现在的放学时间，播放量要是有两位数，甚至三位数的话就太好了。

  　さすがにアップしたのが午後一一時前だったし、そこから今の放課後の時間までだから、二桁ぐらい、できれば三桁ぐらい再生されてると嬉しいんだけど。

  「啊！终于来了！」

  「ああ！　やっと来たわね！」

  「贝……香取部长，你来得好早啊」

  「ベ……香取部長、早いっすね」

  「事情变得有点不得了了！我想在社团活动室里详细说明，快点开门」

  「ちょっとすごいことになってるの！　詳しい話は中でしたいから、早く開けてちょうだい」

  　怎么回事？总之我打开活动室的门走了进去。要做的事情已经决定好了，那就是戴上VRHMD启动游戏。现实视野就保持原样吧？

  　なんだろ？　ともかく部室の扉の鍵を開けて中に入る。やることは決まってるっていうか、ＶＲＨＭＤを装着して起動。リアルビューのままでおけ？

  「你看这个」

  「これを見て」

  「这是昨天上传的视频吧……啊！？」

  「これって昨日アップした動画ですよね……は!?」

  　播放次数已经超过了一万，频道订阅数也超过三位数了。达到四位数也只是时间问题了吧。

  　再生回数がすでに一万を超えてて、チャンネル登録者数も三桁後半。四桁になるのも時間の問題だよな。ってか、

  「上午的时候还没有这么多，但过了中午之后就一口气增加了。接下来到明天这段时间，应该会以更快的速度增加吧」

  「午前中はそうでもなかったんだけど、昼を過ぎたあたりから一気に増え始めたの。これから明日にかけて、もっとすごいペースで増えるでしょうね」

  　真的假的……是因为内容太劲爆了吗？

  　マジか……ネタが強烈すぎた？

  　美音也惊讶地眨巴着眼睛……

  　ミオンも驚いてるのか目をパチクリさせてるんだけど……

  「没事吧？」

  「大丈夫？」

  『嗯，没事。那个，应该不是要我停更吧？』

  『は、はい、大丈夫です。えっと、別にやめろって言われてるわけじゃないんですよね？』

  「嗯，几乎都是善意的。有人期待翔君继续玩下去，也有人成为了美音的粉丝，大概是这两种人吧」

  「ええ、ほとんど全てが好意的よ。ショウ君のプレイの続きを期待している人と、ミオンさんのファンになった人、その両方って感じね」

  「太好了……」

  「良かった……」

  　听到这些我松了口气。虽然得到了很多特殊奖励SP，但游戏本身难度很高，而且还是不能找人帮忙，也不能和朋友一起玩的特殊玩法。

  　それを聞いてホッとする。まあ、特殊褒賞ＳＰかなりもらったとはいえ、プレイ自体がすげえ厳しいし、誰かに助けてもらうことも、友達とも遊べない特殊プレイだし。

  「Saezutter上也出现了“无人岛开局”的热搜」

  「サエズッターでも『無人島スタート』がトレンドに上がってきてるわ」

  「哇……」

  「うわぁ……」

  　SNS最大的Saezutter上出现了热搜，真的假的。

  　ＳＮＳ最大手のサエズッターでトレンドってマジか。

  『翔君，请告诉我你的Saezutter账号』

  『ショウ君、サエズッターのアカウント教えてください』

  「啊，我没有账号」

  「あ、俺やってないよ」

  「哎呀，现在很少见呢」

  「あら、今時珍しいわね」

  「因为我不想看到剧透。那种东西就算没有恶意也会传到自己眼前，所以认真玩游戏的时候我不会看网络」

  「ゲームのネタバレ見るの嫌なんすよ。ああいうのって悪気がなくても流れてきちゃうから、ゲームにマジになってる時はネット見ないようにしてます」

  　不过在通关一轮之后，或者实在卡关的时候，我也会查一下……

  　さすがに一周クリアした後とか、どうしても詰んだ時は調べるけど……

  『唔……』

  『むぅ……』

  　而且我也没那么多事可说。顶多就是今天晚饭做了什么。

  　あとそんなさえずることないんだよな。今日の晩ご飯は何作ったぐらいしかないし。

  　说起来，美姬有Saezutter账号吗？回去之后问问她平时都在说些什么吧。

  　そういや美姫はアカウント持ってたっけ？　帰ったら普段何をさえずってるのか聞いてみるか。

  「话说，就算我有Saezutter账号，也不能说视频的内容吧？」

  「ってか、俺がサエズッターのアカウント持ってたとしても、動画の内容話したりするのＮＧですよね？」

  「当然了」

  「当然よ」

  　我也没打算特地去暴露在Saezutter上玩无人岛开局的事。要是做了那种事，绝对会很麻烦。

  　俺だってわざわざそこでＩＲＯの無人島スタートのネタバラシをするつもりもない。そんなことしたら、絶対にめんどくさいことになるし。

  「我就算了……」

  「俺はなしでいいとして……」

  『我的账号是私密的』

  『私のアカウントは鍵してあります』

  「就算要玩，最好也另外开个账号」

  「やるとしても別にアカウントを作った方がいいわね」

  　这倒也是。工作和私生活分开是理所当然的。虽然说是工作，其实只是社团活动。

  　そりゃそうだよな。仕事とプライベートは分けて当然か。仕事ってか部活だけど。

  　我们聊着聊着，雅塔老师就开门进来了。她看起来像是跑过来的，果然是因为在意美音的首播视频的播放量吗？

  　そんな話をしていると、部室の扉が開いて現れたのはヤタ先生。走ってきた感じなのは、やっぱりミオンの初回動画が跳ねてることを気にして？

  「老师，您来得正好」

  「先生、ちょうどいいところに」

  「我可是急急忙忙赶过来的。你们还没有采取任何行动吧？」

  「急ぎましたよー。まだ何もアクションは起こしてませんよねー？」

  「是的。首播视频的播放量这么高，我觉得接下来的行动必须慎重」

  「はい。初回動画がこれだけ跳ねるとなると、次の一手はかなり慎重にならざるを得ないかと」

  　不愧是魔女贝露。不到一年就登上虚拟偶像前段班，果然考虑得很周到。

  　さすが魔女ベル。一年弱でバーチャルアイドルの上位勢に登りつめただけあって、いろいろと考えてくれてる感じ。

  「所以呢，你们刚才在聊什么？」

  「それでー、今はなんの話をしてたんですかー？」

  「聊SNS。因为“无人岛开局”在Saezutter上也上了热搜，所以我们在讨论要不要开个账号」

  「ＳＮＳ関連です。サエズッターでも『無人島スタート』がトレンドに上がってきているので、アカウントを作る方がいいのかという話を」

  　贝露部长向雅塔老师解释了我没有在用SNS，美音的账号是私密账号，所以不打算用来宣传这些事。

  　俺がＳＮＳやってない話とか、ミオンは鍵アカなのでそれを宣伝に使うつもりはないこととかを説明するベル部長。

  「这个嘛，我觉得暂时不用SNS也没关系」

  「そうですねー。当面はＳＮＳとかはやらなくていいんじゃないかとー」

  「意思是现在不应该一口气提高知名度？」

  「今一気に知名度を上げるべきではないと？」

  「是的。视频的方向是慢生活，我觉得不要急于求成，慢慢来更容易抓住粉丝」

  「はいー。動画の方向性がスローライフですしー、がっつかない方がゆるいファンを摑むにはいいかとー」

  　按照雅塔老师的设想，每周发布两次视频。包含通知在内，只在频道发布信息，以慢节奏吸引悠闲的观众。

  　ヤタ先生のイメージでは、週に二度ほどの動画投稿。お知らせ含め、情報はチャンネルのみだけにして、スローペースでまったり層狙いということに。

  「不过，照这个节奏下去，应该很快就能收益化了」

  「それにしても、このペースで行けばすぐに収益化できそうね」

  「要是突然收益化，贝露酱和美音酱同时成为明星，学校会盯上你们的哦？不过，美杜是私立学校，应该不会管得太严」

  「急に収益化できてー、ベルちゃんとミオンちゃん二人同時にスターになっちゃうとー、学校から変に目をつけられちゃいますよー？　まあ、美杜は私学ですしー、あまりうるさいことは言ってこないとは思いますがー」

  「去年给学校捐了五百万日元。不过，这些钱都用来买器材了，所以也没什么好抱怨的」

  「去年は学校への寄付が五〇〇万でしたね。まあ、そのお金でこの機材を整えてもらったので文句はありませんが」

  　五百万日元！？　捐了五百万日元，也就是说贝露部长赚得更多吧？

  　五〇〇万円!?　ってか寄付で五〇〇万円ってことは、ベル部長はもっと儲けてるってことだよな？

  　可能是看穿了我的表情，贝露部长反驳道。

  　そんな顔をしてるのがバレたのかベル部長が反論してくる。

  「我会在月底向各位社员说明“魔女贝露”有多少收入的。还有，美杜可以打工，所以没有任何问题哦？」

  「部員の皆には『魔女ベル』でどれくらいの収入があるかはちゃんと説明するわ。月末にでもね。あと美杜はバイトＯＫだからなんの問題もないのよ？」

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　贝露部长的收入好像几乎都存起来了。而且，雅塔老师说，税金什么的非常麻烦。

  　ベル部長、収入は、ほぼほぼ貯金してるらしい。というか、ヤタ先生曰く、税金とかがめちゃくちゃ大変だそうで。

  　理事长还介绍了税务师，为了今后也能和学校保持良好关系，捐款是必须的。

  　理事長から税理士を紹介してもらったりとかもしたので、今後も学校と仲良くやっていくために寄付金は必須っぽい。

  「要适可而止哦。二年级还有修学旅行，学业和学校活动也很重要」

  「ほどほどにですよー。二年生は修学旅行なんかもありますしー、学業や学校行事も大事ですからねー」

  「比起学校活动，我更想直播ＩＲＯ……」

  「学校行事なんかよりもＩＲＯのライブ配信してたいんですけど……」

  　雅塔老师瞪了一眼小声嘀咕的贝露部长。好可怕。

  　そうぼそっと呟いたベル部長をヤタ先生が睨む。怖い。

  　我倒是觉得，再怎么喜欢游戏，也不能翘掉修学旅行。

  　さすがに修学旅行をさぼってゲームは俺もないなとは思うけど。

  〈翔君。今天要玩ＩＲＯ吧？〉

  〈ショウ君。今日はＩＲＯやりますよね？〉

  　！？

  　!?

  〈嗯，要玩〉

  〈う、うん、やるよ〉

  　突然被私聊吓了一跳。

  　急にウィスパーされるとビクってなる。

  　就连妹妹美姬和真白姐都没有对我做过这种事……

  　妹の美姫や真白姉にだってそんなことされたことないし……

  〈大概几点能到？〉

  〈何時ぐらいになりそうです？〉

  〈八点半左右吧〉

  〈八時半ぐらいからかな〉

  〈明白了。那我在活动室等你〉

  〈わかりました。その前に部室で待ってますね〉

  　我开始搞不懂平时的出云同学和现在的美音哪个才是真正的她了。女孩子好可怕……

  　普段の出雲さんと今のミオンとどっちが本物なのかわからなくなってくる。女子怖い……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「我回来了——」

  「ただまー」

  「兄长欢迎回来！要先洗澡？先吃饭？还是说……」

  「兄上おかえり！　お風呂にするか？　ご飯にするか？　それとも……」

  「吃饭」

  「飯で」

  　这种老套的桥段就免了。

  　ありきたりなお約束はノーサンキュー。

  　结果在那之后，我一直在看视频的评论，没玩到ＩＲＯ，所以想快点吃完饭玩游戏。

  　結局あの後、動画についたコメントをチェックしたりでＩＲＯできなかったし、はよ飯食ってゲームしたい。

  「兄长真是不配合。我做了中华丼，就当晚饭吧」

  「連れない兄上よのう。中華丼を作っておいたので夕飯にしようぞ」

  「哦，谢了」

  「おう、サンキュ」

  　说是做了，其实也是速食食品吧。要是让美姬从头开始做中华丼，厨房可能会爆炸。

  　作っておいたってのも、レトルトだよな。美姫に一から中華丼を作らせたら、台所が爆発する可能性がある。

  「味噌汤和凉拌芝麻菠菜还是做一下吧……」

  「
    
     味
    み
    
     噌
    そ
    
     汁
    しるとほうれん草の
    
     胡
    ご
    
     麻
    ま
    
     和
    あえぐらいは作るか……」

  　为了健康，我简单做了些配菜。美姬虽然挑食，但不会剩下，所以还算好应付。如果是老姐的话，又会多出一些麻烦……

  　健康のために副菜をサクッと作って添える。好き嫌いがわりとあっても残さない分、美姫はまだ扱いやすい。これが姉貴ならさらに
    
     一
    ひと
    
     悶
    もん
    
     着
    ちゃくある……

  「我开动了」

  「いただきます」

  「我开动了！」

  「いただきます！」

  　美姬大口大口地吃着，突然抬起头看向我。

  　ガツガツと美味そうに食っていた美姫がふと顔を上げて俺を見る。

  「怎么了？要喝茶吗？」

  「どした？　茶か？」

  「不是，兄长最近很臭，是交了女朋友吗？」

  「いや、兄上は最近、乳くさいのだが女でもできたのか？」

  「咕噗！」

  「ぐふっ！」

  　好险，差点把中华丼喷出来了……

  　危ねえ、中華丼吹き出すところだった……

  「你这什么『乳臭味』啊」

  「なんだお前、その『乳くさい』ってのは」

  「制服上有一股既不是母亲大人也不是姐姐大人的味道」

  「制服に母上でも姉上でもない匂いがのう」

  　真的假的。要说可能性的话，绝对就是出云同学或者美音……

  　マジか。可能性があるとしたら、絶対に出雲さん、ミオンなんだが……

  　我应该没做过挽着胳膊这种羡煞人的事。不过偶尔会抓着她的西服下摆……

  　腕を組むとか、羨まけしからんことはしてないはずだけど。ブレザーの裾を摑んでたりすることがたまに……

  　我放下筷子，闻了闻挂在椅子上的西服下摆……闻不出来！

  　箸をいったん置いて、掛けてあるブレザーの裾を嗅いでみる……わからん！

  「嚯，看来你心里有数啊？」

  「ほう、身に覚えがあるようだのう？」

  「呃，你该不会！」

  「げぇっ、お前まさか！」

  「哼哼哼，姐姐大人发了条私信给我，说『翔太好像和社团里的女生关系很好，要是敢调情就处死』」

  「ふっふっふ、姉上から『翔太が部活の女の子と仲がいいらしいので、イチャコラしてたら処せ』と
    
     ＤＭ
    ダイレクトメッセージが来ておった」

  　真的假的……熊野老师居然泄露了个人隐私！个人隐私保护法！

  　マジかよ……ってか熊野先生から漏れてんじゃん！　個人情報保護法！

  「不过，兄长能交到女朋友，可喜可贺。我不会向姐姐大人告密的」

  「まあ、兄上に彼女ができるなら、めでたいことだ。我から姉上にチクったりなどせぬ」

  「噢噢！不对，不是女朋友！只是同班同学，社团也一样而已」

  「おお！　って彼女じゃねーよ！　同じクラスで部活も一緒なだけだって」

  「什么嘛，真没意思。要是叫到家里来的话，记得介绍给我哦？要是不介绍的话……」

  「なんだ、つまらんのう。家に呼ぶようなことがあったら、我にも紹介するのだぞ？　しなかった場合は……」

  「我会介绍的」

  「させていただきます」

  　不过，那么内向的美音应该不可能来我家吧。

  　まあ、あれだけ引っ込み思案なミオンがうちに来るなんてあり得ないと思うけど。

  「话说，你私信说的是Saezutter的吗？」

  「ところでお前、ＤＭってサエズッターの？」

  「是啊。我听说兄长不玩，难道改变主意了吗？」

  「そうだぞ。兄上はやらんと聞いていたが、心変わりしたのか？」

  「我讨厌剧透所以不玩。而且要是真白姐知道我的账号，肯定会叫我『去买红豆面包』。」

  「ネタバレ嫌だからやんねーって。それに真白姉にアカウントがバレようもんなら『あんぱん買ってこい』とか言われるに決まってる」

  　多一事不如少一事。还是不要接近SNS才是最好的……

  　触らぬ神に
    
     祟
    たたりなし。やっぱＳＮＳには近寄らないのが一番ってことで……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　吃完饭洗完碗做完作业，时间已经过了八点。差不多该开始了。

  　飯食って洗い物して宿題やって八時過ぎ。そろそろ始めるか。

  　我躺在床上，戴上VRHMD进入现实视野。打开好友列表，美音已经在线上，似乎已经在虚拟活动室了。

  　ベッドに寝転び、ＶＲＨＭＤを被ってリアルビューに。フレンドリストを見るとミオンはもうオンラインでバーチャル部室にいるっぽい。

  　贝露部长应该正在直播吧？她说过这周的直播是周四。

  　ベル部長はＩＲＯでライブ配信中かな？　今週は木曜にやるって話だったし。

  「晚好嘶。」

  「ばわっす」

  『翔君』

  『ショウ君』

  　美音高兴地挥着手迎接我。她好像正在编辑下一次要上传的视频？她把视频挪到旁边，向我挥手。

  　嬉しそうに手を振って迎えてくれるミオン。次にアップする動画を編集してたっぽい？　それをそばに避けて手を振ってくれる。

  「那是下次的？」

  「それは次の？」

  『是的。我打算剪辑到之前追赶哥布林的地方』

  『はい。この間のゴブリンを追いかけたあたりまでかなって』

  「不错啊。不过，要怎么打倒那些家伙呢……」

  「いいね。でもなあ、あいつらどうやって倒そう……」

  　目前的新手装备有点勉强，当然也没有商店。

  　現状の初心者装備でってのはちょっと無理そうだし、もちろん店はない。

  　这样的话，武器防具只能自己做了，但就算取得了锻造技能，也不知道哪里有素材……

  　そうなると武器防具を自分で作らないとなんだけど、
    
     鍛
    か
    
     治
    じスキルは取得できたとしても、元になる素材はどこに……

  『请不要勉强自己哦？』

  『あんまり無理しないでくださいね？』

  「啊，嗯。那就慢慢来吧。今天我打算去西边逛逛」

  「あ、うん。ま、のんびりやりますか。じゃ、今日は西側をぶらっとしてくるよ」

  『好的。路上小心』

  『はい。いってらっしゃい』

  　感觉……这样也不错……

  　なんかこう……、ちょっといいかも……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「很好很好，今天也好好地待在帐篷里了」

  「よしよし、今日もちゃんとテントの中だ」

  　我走出帐篷，今天要去西边……在那之前先打开美音限定直播。

  　表に出て、今日は西側……の前にミオン限定配信をオンっと。

  【美音开始观看】

  【ミオンが視聴を開始しました】

  『翔君，你好』

  『ショウ君、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  　我朝着摄像头的方向挥手打招呼。

  　カメラのある方に手を振ってご挨拶。

  『今天打算做什么呢？』

  『今日はどういう感じですか？』

  「今天打算去探索一下无人岛的西边」

  「今日は無人島の西側を探索してみようかなって」

  『要小心哦』

  『気をつけてくださいね』

  　嗯，感觉好久没有好好玩过ＩＲＯ了。我确认了一下装备和道具栏……没什么大不了的。

  　んー、久々にまともにＩＲＯプレイしてる気がする。装備を確認して、インベントリ確認して……大したものないな。

  　我快步走向西边，走过一小段草原，或者说草丛之后，看到了一片与东边不同的森林。好像是杉树和松树？

  　早速、西側の方へとてくてく歩いていくと、少し草原というか草むらが続いた後、東側とはまた違う感じの森が見えてきた。杉とか松っぽい？

  「东边是南国风，这边却是北欧风啊」

  「東側は南国風だったのに、こっちは北欧風かよ」

  『真有趣。这是游戏才有的吧』

  『面白いですね。ゲームならではでしょうか』

  「是啊。不过，这样或许就能找到制作木屋的木材了？」

  「かな。でも、これでログハウス作るための木材の
    
     目処
    めどはついたかも？」

  『木屋吗？』

  『ログハウスですか？』

  「不过，还有怎么砍树的问题」

  「まあ、どうやって木を切るかって問題があるけど」

  　就算取得了伐木技能，也没有斧头啊。哪里有斧头掉在地上呢。

  　伐採スキルを取っても斧がないんだよな。どっかに斧落ちてないかな。

  　不过，要是能拿到斧头进行伐木，接下来就是木匠技能的锯子，铁锤，钉子之类的……

  　でも、斧を手に入れて伐採できるようになったら、次は大工スキルに
    
     鋸
    のこぎりとか
    
     金
    かな
    
     槌
    づちとか
    
     釘
    くぎとか……

  「嗯？」

  「ん？」

  　感知气息技能捕捉到了微弱的动静。

  　気配感知に弱々しい何かが引っかかる。

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  　回答的话可能会被发现，所以轻轻举起手代替回答。算了，无所谓。

  　答えると気づかれるかもなんで、手を軽く上げて答えになるかな？　まあいいや。

  　我发动了遮蔽气息技能，慢慢地靠近那个动静……

  　気配遮断のスキルを発動して、そろそろと何かに近づいていくと……

  「呜……」

  「クゥン……」

  　哈？小狗？啊，对了，用鉴定就好了。

  　は？　
    
     仔
    こ
    
     犬
    いぬ？　ああ、そうだ、鑑定を使えばいいんだ。

  【狼？：轻伤】

  【
    
     狼
    おおかみ？：軽傷】

  　诶？狼？话说，后面带个『？』是因为鉴定等级不足吗？

  　え？　狼？　ってか『？』ってついてるのは鑑定のレベル不足か？

  『那孩子受伤了吗？』

  『その子、
    
     怪
    け
    
     我
    がしてませんか？』

  「好像是。嗯……」

  「っぽい。えっと……」

  　我打开技能列表进行搜索。轻伤就是受伤，所以要找治疗伤势的技能。

  　スキル一覧を出して検索。軽傷ってことは怪我だから、怪我を治すスキルを探す。

  　最好的选择是【神圣魔法】，但不知为何处于无法取得的状态，可能有什么取得限制吧。

  　一番良さそうなのは【神聖魔法】なんだけど、何か取得に制限があるのか取得不可の状態。

  「嗯，神圣魔法不能取得啊。元素魔法明明就没有条件……」

  「うーん、神聖魔法取れないな。元素魔法は条件なかったのに……」

  『那，急救或制药呢？』

  『じゃ、応急手当とか調薬とか？』

  「就是那个！」

  「それだ！」

  　不管哪个技能，对自己受伤或生病时都很有用，所以我想先取得。

  　どっちのスキルも自分が怪我や病気の時に有効っぽいし取っておきたい。

  　嗯，取得【急救】和【制药】。还有【采集】，这样就能更有效率地采集药草。剩余SP还有28，应该没问题。

  　えーっと【応急手当】【調薬】を取得。あと【採集】も取得して、薬草を効率的に採れるように。残りＳＰ28だし、まだまだ大丈夫。

  　然后，对小狼进行急救……

  　で、
    
     仔
    こ
    
     狼
    ろうに応急手当を……

  
   [image: ]
  

  【道具不足】

  【道具が不足しています】

  「呃，道具是指绷带之类的吧。在这里要怎么弄到手呢？」

  「うへ、道具って包帯とかだよな。ここでどうやって調達するんだ？」

  　话说回来，这本来就是个任务，应该可以用周围的东西来代替吧。

  　というか、そもそもこれクエストっぽいし、周りにある何かで代用できて
    
     然
    しかるべきだよな。

  　我环顾四周……

  　ぐるっと周りを見回して……

  【仙人笹】

  【
    
     仙
    せん
    
     人
    にん
    
     笹
    ざさ】

  「这个能用吗？」

  「これ使えるか？」

  　我拔下几根笹叶，进行急救……

  　ぶちぶちっとむしってからの応急手当……

  【急救大成功】

  【応急手当に大成功しました】

  「好！」

  「よっし！」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　这种时候要冷静，再鉴定一次。

  　こういう時は落ち着いてもう一回鑑定。

  【狼？：轻伤（距离痊愈还有约12小时）】

  【狼？：軽傷（完治まで約12時間）】

  　原来如此，是这样显示的啊。嗯，放在这里半天的话，再怎么说都不太妙吧……

  　なるほど、こういうふうに出るんだ。うーん、ここに半日放置しておくのは、さすがにまずいよな……

  「先带这孩子回去吧。」

  「いったん、この子連れて戻るよ」

  『好的！』

  『はい！』

  　道具栏里应该有兔肉，水可以用魔法弄出来。为了治疗它，首先得让它好好吃一顿。

  　インベに兎肉はあったはずだし、水は魔法で出せる。まずは治すために、しっかり食べさせないとだな。

  「呜……」

  「クゥ〜ン……」

  　捡到？救到？这只像狼的动物大概是小孩子。身体虽小，脚却很大。

  　拾った？　助けた？　狼らしき動物は多分まだ子供。体のわりに足が大きいし。

  　虽然把它带回了帐篷，但也不能让它睡在地板上。总之先收集漂流木，做个简易的床吧。

  　テントまで連れてきたはいいけど、地べたにってのもなあ。とりあえず流木を集めて、簡易の寝床でも作るか。

  「啊，在那之前，它能喝水吗？」

  「っと、その前に水飲めるかな？」

  　我用元素魔法的净水在自己用的粗糙木杯里倒了水，拿到它面前……它开始小口小口地喝了起来，我松了口气。

  　自分用に作った雑な木のコップに、元素魔法の浄水で水を注いで目の前に持っていくと……てちてちと飲み始めてホッとする。

  『幸好它喝了！』

  『ちゃんと飲んでくれて良かったです！』

  「ＩＲＯ好厉害啊。感觉就像捡到一只小狗一样，害我紧张死了」

  「ＩＲＯすごいね。本物の仔犬拾ったみたいで、めっちゃ焦った」

  『就是啊。我看着都捏了把冷汗』

  『ホントですね。見てる方もハラハラしました』

  　好了，接下来该喂它吃饭了……我从道具栏里取出兔肉，放在小狗……小狼面前。它闻了闻味道，然后从边上咬了一小口。

  　さて、お次は飯だが……インベントリから兎肉を取り出して、仔犬……仔狼の前に。スンスンと匂いを嗅いだ後、端っこにちょこっとだけかじりつく。

  『肉是不是太大了？』

  『肉が大きすぎるんじゃないでしょうか』

  「啊，对哦。谢啦」

  「ああ、そっか。さんきゅ」

  『不客气』

  『いえいえ』

  　呃，我想切块，可是没有砧板！

  　えーっと、どっかで切りたいけどまな板もない！

  「你等我一下」

  「ちょっと待ってろよ」

  　我冲到东边的海岸边，找了一块大小合适的平石，然后抱着它跑回来。

  　ダッシュして東側の海岸沿いを漁り、そこそこに大きい平べったい石をゲット。小脇に抱えてダッシュで戻る。

  「久等了。就用这个代替砧板吧……」

  「お待たせ。まな板がわりってことで……」

  　我先用净水魔法清洗了石头，然后把兔肉放上去。切成小块……还是剁成肉末比较好吧？

  　一応、浄水の魔法で水洗いしてから、兎肉を載せる。細かく……もうひき肉とかにした方がいいのか？

  　反正早晚都要学，我就先学了【料理】！希望这样至少能保证把兔肉剁成肉末……

  　どうせいつかはと思ってたし【料理】を取得！　これで兎肉をひき肉にするぐらいは失敗しないでくれよ……

  　我用新手短剑咚咚咚地剁着肉……这样可以吗？

  　初心者のダガーでトントンとぶつ切りにしていって……こんなもんかな？

  「能吃吗？」

  「食べられるか？」

  　我把肉盛在木盘里，拿到它面前，它便开始慢慢吃了起来，吃得津津有味。

  　木皿に盛って鼻先に持っていくと、ゆっくりだけど美味しそうに食べ始めてくれた。

  『好可爱～』

  『可愛いです〜』

  「小动物就是小的时候特别可爱」

  「小さい時は特に可愛いよね」

  　我们家因为真白姐被猫狗都怕，所以不能养宠物，不知道能不能在ＩＲＯ里养这孩子呢？驯服？调教？

  　うちは真白姉が犬にも猫にも恐れられるせいでペット飼えないし、ＩＲＯでこの子飼えたりしないかね？　テイム？　調教？

  「汪呼。」

  「ワフ」

  「哦，有精神了吗？」

  「お、元気出てきたか？」

  　我又拿出一块兔肉剁成肉末。虽然剁得有点粗，但应该不用剁得像盒装肉末那么细吧。

  　もう一つ兎肉を取り出してひき肉に。雑な
    
     粗
    あら
    
     挽
    びきって感じだが、パックで売ってるような綺麗なひき肉にしなくても大丈夫だろう。

  『翔君很会照顾人呢。还会帮妹妹做饭之类的。』

  『ショウ君ってすごく面倒見良いですよね。妹さんに夕飯作ったりとか』

  「咦？是吗？」

  「え？　そう？」

  　与其说会照顾人，不如说被迫照顾人，然后就习惯了……感觉有点悲伤。

  　面倒見が良いっていうよりは、面倒を見させられ続けて、それがもう普通になってるっていうか……なんか悲しくなってきた。

  『翔君？』

  『ショウ君？』

  「啊，没什么。好了，继续探索西侧吧。」

  「あ、なんでもないよ。さて、西側の探索の続きに行ってくるかな」

  『好的。』

  『はい』

  　顺便还要补充这家伙的兔肉呢。

  　ついでにこいつの分の兎肉、補充してこないとだな。

  　我在小狼出现的地方附近转了转，但没有出现让它受伤的怪物。

  　仔狼？　がいたあたりをうろうろしてみたものの、特にあの子を怪我させたようなモンスターは出ず。

  　我采集了很多可以用来当绷带的仙人笹。顺便去了东边，抓到了两只双角兔。

  　包帯として使えるっぽい仙人笹をたくさん採集。ついでに東側にも足を運んでバイコビットを二匹ゲット。

  　回到帐篷后，小狼似乎安心了，睡得很香。

  　テントに戻ってくると、仔狼は安心したのかすやすやと寝ていた。

  　看来只要让它安静休息就好，我松了口气。

  　どうやらこのまま安静にしてれば良さそうでホッとする。

  「今天就到此为止吧。」

  「今日はここまでにしとくよ」

  『好的。翔君，辛苦了。』

  『はい。ショウ君、お疲れ様でした』

  「明天见？」

  「また明日かな？」

  『好的，我在车站等你』

  『はい、駅で待ってますね』

  　啊，嗯……

  　あ、うん……

  　我本来是想说游戏里的，算了。

  　ゲームの方のつもりで言ったんだけど、まあいいか。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　登出游戏回到现实视野后，

  　ログアウトしてリアルビューに戻ってきたところで、

  「兄长！」

  「兄上！」

  「啊啊，等我一下」

  「ああ、ちょっと待て」

  　我摘下VRHMD从床上起身。真羡慕活动室里的电竞椅，坐那种椅子不会累。

  　ＶＲＨＭＤを外してベッドから起き上がる。部室にあったゲーミングチェアが羨ましい。ああいうのの方が疲れないよな。

  　我起身打开房门，美姬抱着自己的VRHMD一脸不可思议。

  　起き上がって部屋の扉を開けると、自分のＶＲＨＭＤを抱えた美姫が不思議そうな顔をしている。

  「怎么了？」

  「どした？」

  「贤者时间已经结束了吗？」

  「いや、賢者タイムはもう終わったのか？」

  「你啊……所以，有什么事？」

  「お前なあ……。で、なんの用だ？」

  　我这么一问，美姬坐到我的椅子上戴上VRHMD。她这是要我也戴上吧。

  　そう問うと、美姫が俺の椅子に座ってＶＲＨＭＤを被る。まあ、俺も被れってことなんだろうな。

  「这个视频里的人不是兄长吗？」

  「ここに映っているのは兄上ではないのか？」

  　确认我戴上VRHMD后，美姬取出一个视频开始播放。那个视频是……

  　俺が被ったのを確認して、動画を一つ取り出して再生する美姫。その動画は……

  「啊……你没跟别人说吧？没到处乱说吧？」

  「あー……、お前、これ誰にも言ってないよな？　さえずったりしてないよな？」

  「嗯，我觉得是兄长所以没说。而且我是来确认姐姐大人说的就是这个女生吗？」

  「うむ、兄上だろうと思ったので伏せておる。それに姉上が言っていたのはこの
    
     女
    おな
    
     子
    ごのことかと確認しにきたのだが？」

  「哈，得救了。差点就因为无聊的事情暴露身份了。不过，真亏你能看出来」

  「はー、助かった。しょうもないところから身バレするとこだった。しかし、よくわかったな」

  　虽然ＩＲＯ的角色名还是老样子叫翔，但游戏里的人物发型和发色都变了，我没想到光凭说话方式就能暴露身份。

  　ＩＲＯのキャラ名はいつも通りのショウだけど、髪型も髪色も変えたゲームキャラになってるし、喋りだけでバレると思ってなかったわ。

  「哼哼哼，别以为能瞒过我的眼睛」

  「くっくっく、我の目を誤魔化せると思うなよ」

  「你也开始玩了啊」

  「お前も始めたんだ」

  「虽然想和兄长一起玩，但有些烦恼啊」

  「兄上と遊びたかったところだが悩みどころよのう」

  　美姬用眼神向我示意。

  　チラチラと目線でアピールしてくる美姫。

  「那是社团活动，你能保密的话就帮大忙了……」

  「あれ部活だし、黙っててもらえると助かるんだけど……」

  「那得看报酬了？」

  「それは対価があればなのだが？」

  「……明天你想吃什么？」

  「……明日何が食いたい？」

  「沙朗牛排！」

  「サーロインステーキ！」

  　美姬坏笑着伸出手，我握住了她的手。

  　そう言ってニヤリとして手を差し出してくるので握手。

  　虽然预算大幅超支，但我会向老爸申请的。只要说是美姬的份应该就能通过。

  　大幅な予算超過になるけど、その分は親父に請求しておこう。美姫のためだって言えば通るだろうし。

  「不过，话说回来，播放量和频道订阅数都好厉害啊。虽然内容很稀奇，但视频让人期待下次的更新啊」

  「まあ、それは良いが、再生数もチャンネル登録者数もすごいことになっておるぞ。珍しい内容なのもあるが、次に期待させる動画よのう」

  　听她这么一说，我确认了一下。

  　そう言われて確認すると。

  「诶，播放量突破了10万！？订阅数也接近3000人了」

  「え、再生数一〇万突破してる!?　登録者数も三〇〇〇人近くまで来てるし」

  　从放学后确认的时候开始，增长速度就变得非常快。糟糕……

  　放課後に確認した時からの伸びがすごいことになってる。やべえ……

  「我也订阅了。下次什么时候更新视频？」

  「我も登録しておいたからの。それで次の動画投稿はいつになるのだ？」

  「嗯，不好说。今天我还在编辑视频，明天或者后天应该就能上传了……这件事也要保密哦？」

  「うーん、どうだろ。今日、編集作業してたし、明日か明後日にはあがると思うぞ。……このことも内緒だからな？」

  「我知道。没必要用我的Saezutter扩散吧？」

  「わかっておる。我のサエズッターで拡散する必要もないのだろう？」

  「嗯，说实话，我没想到第一个视频会这么火」

  「ああ、正直、最初の動画がこんなに跳ねるって思ってなかったんだよなあ」

  　我本来计划是慢慢来。

  　もうちょっとこう、徐々にって計画だったんだけどな。

  　我把今天社团活动发生的事告诉了美姬，告诉她我的游戏风格是以慢生活为主。

  　今日の部活であったことを美姫にも話し、俺のプレイがスローライフメインだと伝えておく。

  「嗯。不过，只要我去了兄长所在的岛上，你就会和我一起玩吧？」

  「ふむ。だが、我が兄上のいる島まで行けば遊んでくれるのだろう？」

  「之前也说过了，你要是能来的话？」

  「前も言ったが、来られたらな？」

  「嗯。虽然不能马上去，但我在玩ＩＲＯ上有了目标。虽然创好了角色，但找不到兄长，我正烦恼着该怎么玩呢」

  「ふむ。すぐには行けぬだろうが、ＩＲＯのプレイに目標ができた。キャラを作ったはいいものの兄上は見つからぬし、どう遊んだものか悩んでおったのでな」

  　她笑着说道。

  　そう言って笑う。

  「啊，抱歉。要是我没说奇怪的话就好了。话说，你不和朋友一起玩吗？」

  「あー、すまん。変なこと言わなきゃ良かったな。てか、お前、友達とかとやんないの？」

  「我可是考生啊？」

  「我は受験生なのだが？」

  「也是」

  「そうでした」

  　周围的人感觉接下来就要开始为中考而加速了，现在邀请她玩MMORPG，或者说游戏的话，有点不合适。

  　周りはこれから高校受験に向けてペース上げていく感じだし、今からＭＭＯＲＰＧっていうか、ゲームに誘うのはなあ。

  「所以，我还没听到重要的事呢？」

  「で、大事な話が聞けてないのだが？」

  「嗯？还有什么吗？」

  「ん？　まだなんかあったか？」

  「这个叫美音的女生就是那个女生吧？」

  「このミオンというのが
    
     件
    くだんの女子なのであろう？」

  「是的……」

  「はい……」

  　结果，美姬对美音的事情刨根问底，等她问完的时候，日期已经变了。

  　結局、美姫にミオンのことを根掘り葉掘り聞かれ、それが終わる頃には日付が変わってた。

  　洗个澡睡觉吧……

  　風呂入って寝よ……

 
  06　星期五

  06　金曜日

  　今天是和美音一起上学的第三天？还是第四天了？

  　ミオンと一緒に登校するのも三日目？　四日目だっけ？

  「呼啊……」

  「ふぁ……」

  「你看起来很困呢。」

  「眠そぅ」

  「啊，嗯。在那之后，视频被我妹妹发现了，我花了好长的时间跟她解释，应该说是封口。」

  「あー、うん。あのあと妹に動画がバレて、説明っていうか口止めに時間取られた」

  「？」

  「？」

  「啊，我有一个姐姐和一个妹妹，她们都像妈妈，非常任性……应该说很有个性。」

  「あー、うちは姉と妹が一人ずついるんだけど、両方とも母親似ですごいわがままっていうか……キャラが濃いんだよ」

  　姐姐真白是大姐头型的女生，妹妹美姬是中二型的女生。我过着被她们耍得团团转的人生。

  　姉の真白は姉御系女子だし、妹の美姫は中二系女子。振り回されるだけの人生を送ってきましたってやつだ。

  「真白姐上大学后住进宿舍，我终于有了自己的时间。」

  「真白姉が大学行って寮生活してくれるようになって、やっと自分の時間ができた感じかな」

  　我们聊着聊着，抵达了教室。不对，美音在现实中几乎不说话，感觉像是我单方面在说话。

  　そんな話をしながら教室に到着。いや、ミオンはリアルではほとんど喋らないし、俺が一方的に話してる感じになってる。

  　……抱怨时听人倾诉，一般来说应该是男女相反才对。

  　……愚痴をこぼして聞いてもらうってのは、普通は男女逆な気がするな。

  「那待会儿见。」

  「じゃ、また後で」

  「嗯。」

  「ぅん」

  　我目送她快步走向最前排的座位，没有人会想到她就是视频里的美音吧。

  　トテトテと一番前の席へと行く後ろ姿を見送るんだけど、彼女が動画のミオンだとは誰も思わないよな。

  「早。」

  「おは」

  「早。翔，我看了视频哦。」

  「おは。ショウ、動画見たぞ」

  　奈特似乎也看了无人岛开局的视频。也是，如果在追IRO的情报，应该会注意到吧。

  　ナットも無人島スタートの動画を見たらしい。まあ、ＩＲＯの情報追いかけてたら気づくか。

  「拜托你一定要保密哦。」

  「くれぐれも内緒で頼むぞ？」

  「当然。话说，那是出云同学吗？」

  「もちろん。で、アレって出雲さんか？」

  　奈特小声地问我，我点了点头，他露出非常不可思议的表情。

  　小声で聞いてくるナットに頷くと、すっごく不思議そうな表情に変わる。

  　我偷偷告诉他，那件事本身就是社团活动——不过没有提到贝露部长——他意外地轻易接受了。

  　こそこそとあれ自体が部の活動だということを─ベル部長のことは伏せて─伝えると、案外すんなり納得してくれたっぽい。

  「……毕竟女生是会变身的嘛。比起这个，我有件事想拜托你，如果你有得到攻略情报，可以先告诉我吗？」

  「……女の子は化けるっていうしな。それより頼みがあるんだが、お前の方で手に入れた攻略情報をできれば先に教えてくれ」

  「嗯嗯？你正常地在玩，会有对你有用的攻略情报吗？」

  「んん？　普通にプレイしてるお前に役に立つ攻略情報なんかあるのか？」

  「当然有吧。」

  「そりゃあるだろ」

  　奈特说，他希望玩家能自己做到在店里购物或与NPC交流。

  　ナット曰く、店での買い物やらＮＰＣで済ませてることを、プレイヤーが自力でできるようになればって話らしい。

  「生产系特别缺乏情报。药水和小刀之类的，玩家制作的才刚开始在卖。」

  「生産系は特に情報が足りてないんだよ。ポーションやナイフなんかはやっとプレイヤー製のが売られ始めたところだな」

  「哦——性能果然比较高吗？」

  「へー、やっぱ高性能だったりすんの？」

  「好像是。从封闭测试就开始玩的家伙掌握了情报，所以看不到详细内容，真难受……」

  「らしいぞ。クローズドベータからやってた連中が情報を握ってるせいで、詳しい話が見えてこないのがつらい……」

  　嗯——这就是所谓的先驱者利益吗？我记得贝露部长也是封闭测试的参加者。

  　ふーん、先行者利益ってやつか。確かベル部長もクローズドベータ参加組だったよな。

  　还是先确认一下比较好……

  　一応、確認してからの方がいいか……

  「我知道了。不过，这不是我一个人能决定的，让我和社团的大家商量一下。」

  「わかった。けど、俺一人で決められることでもないし、部のみんなと相談させてくれ」

  「好。」

  「おう」

  「好了——早上的班会要开始了——」

  「はーいー、朝のホームルーム始めますよー」

  　话说到一半，班主任雅塔……熊野老师来了，于是话题就此打住。

  　そこまで話したところで、担任のヤタ……熊野先生が来て、話はお開きになった。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「嗯……」

  「ん……」

  　美音从熊野老师那里拿到了活动室的钥匙，她把钥匙拿给我看了看。

  　ミオンが部室の鍵を熊野先生から受け取ったらしく、それをちょんと見せてくれる。

  「拜拜，奈特。明天见」

  「じゃあな、ナット。また明日」

  「哦，再见」

  「おう、またな」

  　美音向奈特鞠了一躬，然后跟在我身后，你不用对他这么礼貌啦。

  　ミオンがぺこりと頭を下げてから後ろをついてくるんだけど、奴にそんな律儀なことしなくていいよ？

  「？」

  「？」

  「不，没什么。总之先去活动室……要做的事情还挺多的」

  「ううん、なんでも。とりあえず部室行って……やること結構多いなって」

  　美音点了点头。

  　それにこくこくと頷き返してくれるミオン。

  　我最在意的是在ＩＲＯ里救下的小狼。昨天登出时把它留在了帐篷里，要是今天登入时发现它不见了，我会很沮丧的……

  　一番気になってるのはＩＲＯで助けた仔狼。昨日のログアウト時にテントの中に残してきたけど、ログインしたらいなくなってたりすると凹む……

  　还有就是视频的播放量和频道的订阅数增长了多少，我也很在意。

  　それに動画の再生数とチャンネル登録者数がどれくらい伸びてるかも気になる。

  　说起来，昨天美音在编辑下一部视频，什么时候会上传呢？

  　そういえば昨日、ミオンが次の動画を編集してたけど、いつアップするんだろ？

  　还有就是奈特拜托我的，我找到的情报。对我来说，还是希望他能尽快扩散出去。我也不想因为这种事情被怨恨。

  　あとはナットに頼まれた俺が見つけた情報のこと。俺的にはさっさと拡散してもらう方が助かる。そんなことで恨まれるのも嫌だし。

  　不过，还是先和社团的大家商量一下吧……

  　まあ、部のみんなで相談してからだよな……

  「嗯」

  「ん」

  　哎呀，想着想着就到活动室了。美音酱打开门锁，进入活动室后，她迅速坐到自己的座位上，戴上了VRHMD。

  　おっと、考えごとしてる間に部室に着いてしまった。鍵を開けて中に入ったミオンがそそくさと自分の席へと座ってＶＲＨＭＤを被る。

  　在贝露部长来之前，先用现实视野确认一下第一次的视频吧？

  　とりあえずベル部長が来るまではリアルビューで初回の動画の確認かな？

  「哇，播放数已经超过15万了」

  「うわ、一五万再生超えてるし」

  『频道订阅数也接近4000了』

  『チャンネル登録者数も四〇〇〇人に近づいてます』

  「评论的数量好可怕……」

  「コメントの数がやべえ……」

  　评论的数量虽然很多，但大部分都是“美音酱好可爱！”之类的内容，可以放心。

  　コメントもすごい数だけど、だいたいは「ミオンちゃんかわいい！」って感じなので一安心。

  　剩下的就是“怎么做到的？”“告诉我”之类的。虽然把无人岛开局的方法告诉别人也没关系，但要是有人来我所在的岛就麻烦了……

  　残りは「どうやって？」とか「教えてくれ」とかそういうのが多い。別に無人島スタートの方法は教えてもいいんだけど、俺のいる島に来られるのは困る……

  「呼，还好第一次直播的时候没暴露」

  「はー、最初の配信でバレなくて良かったわ」

  『我可是暴露了哦？』

  『私にはバレてましたよ？』

  「啊，对哦……」

  「はい、そうでした……」

  　我大致浏览了一下，好像没有特别尖锐的批评。这果然还是因为有美音酱当缓冲吧……

  　ザーッと流し読みした感じ、強烈にディスってくるコメントはないっぽい。やっぱりミオンっていうクッションがあるからだよな、これ……

  『翔君，这是下一次要上传的视频。能帮我看看吗？』

  『ショウ君、これ次の動画です。見てもらえますか？』

  「好」

  「りょ」

  　我们两个人一起看了下一次要上传的视频。

  　次にアップ予定の動画を二人で視聴。

  　内容主要是岛屿（大概？）东南侧的南国风丛林地带。发现哥布林，尾随哥布林找到哥布林的聚落，这部分应该是亮点。

  　内容は島の（多分？）南東側、南国風の密林地帯がメイン。ゴブリンを見つけ、尾行してゴブリンの集落を見つけるあたりがハイライトかな。

  「不错啊。最后在那个微妙的帐篷里结束，我觉得也挺搞笑的」

  「いいね。最後、あの微妙なテントで終わってるのも笑えていいと思う」

  『嗯』

  『はい』

  　我们聊着聊着，贝露部长开门走了进来。

  　そんな話をしてると、扉が開いて入ってきたのはベル部長。

  「你们两个来得真早啊」

  「二人とも早いわね」

  　她这么说着，急忙坐到座位上戴上了VRHMD。

  　そう言って急いで席に着いてＶＲＨＭＤを被る。

  「是下一次要上传的视频吗？」

  「次の動画かしら？」

  『是的。部长也请确认一下』

  『はい。部長も確認してください』

  「嗯，让我看看。你们两个可以先去玩一下。要是有人想入社的话，我会负责接待的」

  「ええ、見せてもらうわ。二人はＩＲＯしてきていいわよ。入部希望者が来たら私が対応するから」

  「啊，在那之前我有个问题想问一下……」

  「ああ、その前にちょっと質問というか相談が……」

  　我把奈特拜托我的事情告诉了她，

  　ナットから頼まれていた件を話しておくと、

  「啊，那个啊。关于翔君在无人岛上得到的情报，你想怎么处理都可以」

  「あー、それね。ショウ君が無人島で手に入れた情報に関しては、好きにしてもらっていいわよ」

  　她很干脆地这么说道。

  　とあっさり。

  「不会被封闭测试组的人怨恨吗？」

  「クローズドベータ組から恨まれたりしません？」

  「翔君的话，就算被怨恨，他们也来不了无人岛，所以没关系吧。我和我熟识的生产组的人也都是在不独占太多利益的前提下公开情报的」

  「ショウ君の場合は恨まれても無人島に来られなければ大丈夫でしょ。私も私の懇意にしてる生産組も先行者利益は取りすぎない程度にしてオープンにしてるわ」

  　贝露部长说，只要能获得与投资的成本相匹配的回报，那么把情报提供给观众，也能培养出一批忠实的观众。

  　ベル部長曰く、投資したコストに見合うリターンが得られれば、視聴者にその情報を提供した方が固定客もつくとのこと。

  「啊，就是说，会增加一些想了解攻略情报而订阅频道的人吗？」

  「あー、攻略情報を知りたくて、チャンネル登録してくれる人が増えるってやつですか」

  「就是这么回事。翔君在那之前先跟朋友奈特君说说倒是无所谓，但希望你也能让他理解这一点」

  「そういうことね。ショウ君がその前に友人のナット君に話すのはいいけど、彼にもそのことは理解しておいて欲しいかしら」

  「了解」

  「りょっす」

  　不过，就算我玩游戏的视频泄露了独占情报，也没人能来，所以无所谓吧。

  　まあ、俺のゲームプレイの動画から独占情報が漏れても誰も来られないからいいか。

  　相反，要是奈特先扩散出去的话，麻烦的家伙们可能会聚集到奈特那边。

  　逆に先にナットがそれを拡散しちゃうと、ナットの方にめんどくさい連中が集まりかねないんだよな。

  『翔君，已经可以了吗？』

  『ショウ君、もういいですか？』

  「啊，抱歉。那我们直接去ＩＲＯ吧」

  「ああ、ごめん。じゃ、ＩＲＯ直接行くよ」

  『好的』

  『はい』

  　那只小狼，希望它没有消失……

  　あの仔狼、いなくなってないといいんだけどな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「呼，今天帐篷也平安无事啊……」

  「ふう、今日もテントは無事か……」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「哇！？」

  「おわっ!?」

  　我刚坐起身，昨天救的小狼就突然扑了过来，然后直接舔我的脸。

  　上体を起こしたところに急に飛びついてきたのは、昨日助けた仔狼。そのまま顔を
    
     舐
    なめまくられる。

  『翔君，还没好吗？』

  『ショウ君、まだですか？』

  『啊，抱歉。稍等一下』

  『ああ、ごめん。ちょっと待って』

  　虽然想赶紧打开直播，但小狼在我面前……

  　急いで配信をオンしたいんだけど、顔の前に仔狼ががが……

  「看得见吗？」

  「見える？」

  『翔君，你好。咦，那孩子是昨天的吗！？』

  『ショウ君、こんにちは。って、その子は昨日の子ですか!?』

  「嗯。突然就扑过来了……喂喂，我知道了」

  「うん。いきなり飛びつかれて……おいおい、もうわかったから」

  　我抱起小狼——嗯，是男孩子——然后把它放在盘腿而坐的双腿中间。

  　仔狼を持ち上げて─うん、男の子だな─あぐらを組んだ足の真ん中へ下ろす。

  『看起来伤已经好了呢』

  『怪我は治ってそうですね』

  「大概吧」

  「かな」

  　我看了看小狼……

  　仔狼を見てみると……

  【狼？】

  【狼？】

  　头上还是带着“？”的符号。轻伤的显示已经消失了，不过显示框从白色变成了绿色。

  　相変わらず「？」がついたまま。軽傷って表示が消えてるのはいいんだけど、表示の枠が白から緑に変わってる。

  「这个框框变成绿色是什么意思？我记得红色是敌人，白色是非活动物体，蓝色是玩家，黄色是NPC。美音知道吗？」

  「この枠が緑なのなんだろ？　確か赤は敵、白はノンアク、青がプレイヤー、黄色はＮＰＣだったとおもうけど。ミオンは何か知ってる？」

  『我也不清楚』

  『私もわからないです』

  　嗯，有可能是表示友好吧？如果是这样的话……

  　うーん、可能性としては友好的って感じかな？　だとしたら……

  　我打开技能一览寻找驯服技能。如果能取得的话，应该会变亮才对！

  　スキル一覧を開いて探すのはもちろん調教スキル。取れるなら明るくなってるはず！

  「来了！驯服技能！需要SP9！？」

  「来た！　調教スキル！　必要ＳＰ９!?」

  　普通技能只需要SP1，这居然是九倍！这就是所谓的稀有技能吧。普通，罕见，稀有，感觉是1，4，9的规律。

  　普通のスキルがＳＰ１だから九倍かよ！　これレアスキルってやつだよな。コモン、アンコモン、レアで、１、４、９って感じなのかな。

  『翔君，你要取得吗？』

  『ショウ君、取るんですか？』

  「那当然……要取得啊。我想养这孩子！」

  「そりゃ……取るでしょ。この子、飼いたいし！」

  　我下定决心取得！OK！剩余的SP一口气减少到了18。

  　覚悟を決めて取得！　オッケ！　残りＳＰが一気に18まで減ったなー。

  「呃，这个要怎么用？」

  「えーっと、どうやるんだこれ？」

  　总之我先看了看小狼，

  　とりあえず仔狼を見てみると、

  【狼：无名：友好（可驯服）】

  【狼：ＮＯＮＡＭＥ：友好（テイム可能）】

  　哦哦！那赶紧来驯服吧。

  　おお！　じゃ、さっそくテイムしてみるか。

  　……不对，要怎么做？嗯，总之先试试？

  　……いや、どうすりゃいいんだ？　うーん、とりあえず？

  「呃，你愿意成为我的伙伴吗？」

  「えっと、俺の相棒になってくれる？」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  【驯服成功。请决定名字】

  【テイムに成功しました。名前を決めてください】

  「咦，名字？糟糕，我完全没想过！」

  「え、名前？　やばい、全然考えてなかった！」

  　虽然我有想过这个可能性，但没想到会突然要我在这里决定名字。

  　ひょっとしたらとは思ってたけど、いきなりここで名前を決めないといけないとは思わなかった。

  『那个……我有想过名字，可以吗？』

  『あの……名前考えてきるんですけどダメですか？』

  「咦，你有想过吗？」

  「え、考えてくれてたの？」

  『是的。叫露比怎么样？』

  『はい。ルピはどうでしょう？』

  「嗯，决定了。」

  「うん、決定」

  　该说不愧是美音吗？这名字可爱又有点帅气。

  　さすがっていうか、可愛いしちょっと強い感じもするいい名前。

  　要是按照我的命名品味，大概会直接取名叫『波奇』之类的吧……

  　俺のネーミングセンスだとなんの
    
     捻
    ひねりもなく『ポチ』とかつけそうだったし……

  「那么，你的名字就叫『露比』。」

  「じゃ、お前の名前は『ルピ』だ」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  【狼？：露比：亲密】

  【狼？：ルピ：親密】

  　哦哦，虽然还是带着『？』，不过确实设定好名字了。糟糕，我好开心。正当我这么想的时候……

  　おお、相変わらず『？』ってついたままだけど、ちゃんと名前設定されてる。やばい、すげえ嬉しい。とか思ってたら……

  【调教的先驱者：获得10SP】

  【調教の先駆者：10ＳＰを獲得しました】

  「咦！？」

  「えっ!?」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  　取得调教技能后减少的SP恢复到28了。而且比取得之前还多1点，这样平衡性没问题吗？

  　調教スキルを取って減ったＳＰが28に戻った。ってか、取る前より１増えてるんだけど、バランス的にいいのかこれ？

  　而且，感觉应该有人在正常的游戏过程中，会调教马之类的吧……

  　それに、誰か普通のゲームプレイしてる人が馬とか調教してそうな気がしてたんだけどなあ……

  「汪呼？」

  「ワフ？」

  「嗯？没事。」

  「ん？　なんでもないぞ」

  　我缓缓地温柔抚摸它，它舒服地眯起眼睛，摇着尾巴。糟糕，好想一直这样摸下去……

  　ゆっくり優しく撫でてやると、気持ち良さそうに目を細めて尻尾を振る。やばい。もうずっとこうしてたい……

  『好可爱～』

  『かわいいです〜』

  「唔唔，虽然想一直这样摸下去，不过今天要怎么办呢……」

  「うう、ずっとこうしてたいけど、今日はどうしたもんかな……」

  　我一边摸着露比一边思考。

  　ルピを撫でつつ考える。

  　虽然想往西侧更深处探索，不过现在出发的话，时间上有点微妙？

  　西側はもう少し奥まで探索を進めたいんだけど、今からだと時間的に微妙かな？

  『总之，为了露比酱，先去狩猎兔子怎么样？』

  『とりあえず、ルピちゃんのために兎狩りはどうでしょう？』

  「啊，对哦。话说，你肚子饿了吧？」

  「あ、そうだった。てか、お腹空いてるよな？」

  「汪呼！」

  「ワフン！」

  　也是啊。既然它一直待在里面，应该没吃东西吧。

  　だよなあ。この中にいたってことは食ってないんだろうし。

  「等我一下。」

  「ちょっと待ってろ」

  　我从道具栏取出兔肉，跟之前一样做成肉末。

  　インベから兎肉を取り出して、前と同じようにひき肉にしてやる。

  　在做这些的时候，露比一直坐着等待，看来调教技能确实有效。

  　作業してる間はずっとお座りで待っているあたり、ちゃんと調教スキルが効いてるっぽい。

  「好，可以吃了。」

  「よーし、食べていいぞ」

  　我话音刚落，露比就扑向肉，开始大快朵颐。也得给它准备水才行。

  　そう言うと、肉に飛びついて貪り始めるルピ。水も入れてやらないとな。

  「我不在线上的时候，露比都在做什么呢？」

  「俺がログインしてない時、ルピはどうしてるんだろう？」

  『我想应该是在翔君身边吧……』

  『ショウ君のそばにいるんだとは思いますけど……』

  　唔，是不是该把这段时间的兔肉先准备好？

  　うーん、その間の分の兎肉を置いといた方がいいのか？

  「不过毕竟是游戏，就算一整天不吃东西应该也没关系吧……」

  「まあゲームだし、丸一日ぐらい食べなくても大丈夫なんだろうけど……」

  『要是露比酱能自己狩猎兔子，应该就没问题了吧？』

  『ルピちゃんが自分で兎を狩れるようになれば大丈夫じゃないでしょうか？』

  「啊，对哦。」

  「ああ、そっか」

  　毕竟是狼，以后长大之后，应该能正常狩猎兔子……双角兔之类的吧。

  　狼なんだし、これから大きくなれば兎……バイコビットぐらいは普通に狩れるよな。

  「露比，吃完饭就去狩猎吧」

  「ルピ。飯食ったら狩りに行くぞ」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　哦？感觉它的表情变得精悍了一些。

  　お？　なんか顔つきがちょっと
    
     精
    せい
    
     悍
    かんになった感じがする。

  『毕竟伤才刚刚痊愈，可别太勉强它哦？』

  『怪我が治ったばかりなんですし、あんまり無理させないでくださいね？』

  「好啦好啦。我会在东侧的浅层地带看看情况的」

  「はいはい。東側の浅いところで様子見るよ」

  　是不是该由我先给予一定程度的伤害，再让露比给最后一击比较好？话说，露比有等级之类的吗……

  　俺がある程度ダメージ与えてから、ルピに止め刺させた方がいいのかな？　てか、ルピにレベルとかあるんだろうか……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　我们持续狩猎着兔子怪双角兔，差不多过了快一个小时。

  　ウサギモンスターのバイコビットを狩り続けること小一時間ほど。

  【角色等级提升了！】

  【キャラクターレベルが上がりました！】

  「哦，角色等级提升了」

  「お、キャラレベ上がった」

  『恭喜恭喜！』

  『おめでとうございます！』

  「谢谢。不过，这才到3级啊」

  「ありがと。でも、やっとレベル３だもんなあ」

  　贝露部长现在好像是7级来着？

  　ベル部長は今レベル７とかだっけ？

  　封闭测试有两周时间，等级上限好像是5级。虽然说现在的角色继承了当时的等级、能力值和技能，所以不能单纯地比较。

  　クローズドベータは二週間あって、レベル５が上限だったらしい。そのキャラとレベル・ステータス・スキルを引き継いでるって話なので単純比較はできないけど。

  　不过，从5级升到7级应该比从1级升到3级需要更多经验值，而她只用了六天就……她是不是废人级玩家啊？

  　それでも、５から７は１から３よりは経験値必要だろうし、それをオープンして六日でってことは……割と廃プレイしてるんじゃなかろうか？

  「这次也全部点能力值吧」

  「今回も全部ステータス行きでいいか」

  　毕竟取得技能用的SP还剩28点。

  　スキル取得用のＳＰは28も残ってるもんな。

  　然后，STR3、DEX・INT・VIT各2、AGI1、LUK则跳过。刚好整数，就到此为止吧。

  　また、ＳＴＲに３、ＤＥＸ・ＩＮＴ・ＶＩＴに２ずつ、ＡＧＩに１、ＬＵＫはスルー。キリもいいし、この辺で終わりにしとこう。

  「好了，回去吧。露比！」

  「さて、帰るか。ルピ！」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　这种时候，一开始应该要让宠物玩弄弱小的猎物吧，我试着用双角兔测试，结果露比轻松获胜。

  　こういうのって最初は弱らせた獲物で遊ばせる感じだったよなあと、バイコビットで試してみたら、ルピがあっさり勝ってしまった。

  　为什么，就算让它正常战斗，我也不需要特别支援就能获胜。它跟我差不多强吧……

  　なんで、普通に戦わせたら、特にフォローする必要もなく勝利するし。俺と同じくらい強いよな……

  『露比酱很强，也很聪明呢。』

  『ルピちゃん、強いですし、賢いですね』

  「好厉害呢。它能理解我说的话，果然是因为驯兽技能的关系吧。」

  「すごいよね。言ってること理解してくれるのは、やっぱり調教スキルのおかげなのかな」

  　就算我不登入，它好像也能自己狩猎，这下可以放心了。不过，那深处有哥布林的聚落啊。

  　俺がログインしてなくても、自力で狩りができそうで一安心。けど、あの奥にはゴブリンの集落があったからなあ。

  「露比，肚子饿了可以去狩猎，但不要去深处哦？」

  「ルピ、お腹空いたら狩りに行ってもいいけど、奥の方へは行くなよ？」

  「汪呜。」

  「ワフン」

  　嗯，好聪明。说不定比我聪明？

  　うん、賢い。俺より賢いかも？

  「时间差不多了吧？」

  「そろそろ時間だよね？」

  『是的。现在是五点半前。』

  『はい。今五時半前です』

  「那么，刚好告一段落，今天就到此为止吧。」

  「じゃ、キリもいいから上がるよ」

  『好的。』

  『はい』

  　我躺下来准备就寝登出，露比也躺到我身边。

  　就寝ログアウトにゴロンと横になると、隣に寝転ぶルピ。

  　唔嗯～果然还是想早点盖间小木屋，过着悠闲的生活啊……

  　うーん、やっぱ早めにログハウスぐらいは作って、そこでのんびりライフがしたいな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　登出ＩＲＯ回到现实视野后，不知何时雅塔老师已经来到了活动室。

  　ＩＲＯをログアウトしてリアルビューに戻ってくると、いつの間にかヤタ先生が部室にいた。

  　不过，与其说不知何时，不如说在我玩ＩＲＯ的时候就来了吧。

  　まあ、いつの間にっていうか、俺がＩＲＯしてる間になんだろうけど。

  「你们两个都回来了啊。正好ー」

  「お二人とも戻ってきましたねー。ちょうど良かったですー」

  「……有什么事吗？」

  「……何かありました？」

  「在上传下个视频之前，希望你们能在频道上发个通知ー」

  「次の動画を上げる前にー、チャンネルの方でお知らせを出して欲しいんですー」

  　通知？什么啊？正当我这么想的时候，

  　お知らせ？　何それ？　と思ったら、

  『在社区里发帖就可以了吗？』

  『コミュニティーに投稿でいいんでしょうか？』

  「是的ー，内容我已经想好了，能麻烦你们过目一下吗ー」

  「はいー、文面はこちらで考えておきましたのでー、目を通してもらえますかー」

  　我浏览了一下雅塔老师发过来的文字。嗯，我看看……

  　と、ヤタ先生から送られてきたテキストに目を通す。えーっと、なになに……

  『感谢各位订阅了我们的频道。

  『チャンネル登録をしてくださった皆さま、ありがとうございます。

  　在下次上传视频之前，有件事想通知大家。

  　次の動画投稿をする前に、皆さまにお伝えしておきたいことがあります。

  　我从熟人那里听说，有人冒充我和翔君以及他的朋友，在游戏内和各种ＳＮＳ上散布错误的信息。

  　知人より、ゲーム内や各種ＳＮＳなどで、私やショウ君やその友人を
    
     騙
    かたり、誤った情報を流布している人がいると聞きました。

  　现在，我和玩家翔君除了这个频道以外，没有在其他地方发布信息。请大家注意不要被错误的信息所欺骗。

  　現在、私ミオンとプレイヤーのショウ君は、このチャンネル以外での情報発信はしておりません。誤った情報に
    
     騙
    だまされることのないようご注意ください。

  　今后也请多多关照我们的频道。　美音』

  　今後とも、本チャンネルをよろしくお願いします。　ミオン』

  　……真的假的啊。

  　……マジかよ。

  「已经发展到这种地步了吗……」

  「そんなことにまでなってるんすね……」

  『好惊讶』

  『ビックリです』

  「真是个愉快的罪犯呢。比如捏造角色创建时的名字很重要之类的，好像有不少人被这种毫无根据的谣言给骗了」

  「愉快犯ですねー。キャラクリ時の名前が重要だとかー、そういう全然根拠のない話に踊らされた人がそれなりにいるようですー」

  　虽然被骗的人很快就会发现，而且角色也可以重做，但还是很让人火大。

  　まあ騙されたってのはすぐわかるだろうし、キャラの作り直しはできるけど、それでもムカつくよな。

  『老师，我修改了一个地方』

  『先生、一点だけ修正しました』

  　我听美音这么说，又看了一遍文字，发现最后变成了“翔＆美音”。这个有必要吗？

  　ミオンの言葉で改めてテキストを読み直すと、最後が『ショウ＆ミオン』って変更されてた。それいる？

  「翔君有什么在意的地方吗？」

  「ショウ君は気になる点はありませんかー？」

  「没有」

  「大丈夫す」

  「那就请把文章发到社区里吧。啊，视频也可以现在上传了。我已经确认过了」

  「じゃー、コミュニティーに記事として投稿しておいてくださいー。あ、動画も今あげてしまって大丈夫ですよー。私も確認しましたからー」

  　于是，美音开始上传通知和下个视频。

  　というわけで、お知らせと次の動画をアップし始めるミオン。

  　嗯，我个人是想避免游戏外的影响。我可不想听到有人用现实中的钱来买攻略情报。

  　うーん、個人的にゲームの外にまで影響が出るようなことは避けたいんだよな。攻略情報がリアルマネーでなんて話は本当に聞きたくないし。

  「无人岛开局的方法是不是公开比较好？」

  「無人島スタートの方法は公開した方がいいんですかね？」

  「公开是不错，不过在那之前我想先确认一件事」

  「それもいいけど、その前に確認しておきたいことがあるわ」

  「就是新玩家能不能进入翔君所在的岛吧」

  「ショウ君がいる島に新規プレイヤーが入れるかどうかですねー」

  　贝露部长从ＩＲＯ回来了，加入了我们的对话。说起来，现在已经是社团活动结束的时间了。

  　ベル部長がＩＲＯから戻ってきたのか会話に参加。そういやもう部活終わりの時間だから上がったんだった。

  「是啊，从制作方的意图来看，无人岛开局很有可能是每人仅限一次。毕竟要是不限制人数，玩家肯定会蜂拥而至」

  「ええ、製作側の意図として、無人島スタートはお一人さま限定の可能性が高いわ。何人も入れるようなら、プレイヤーが殺到しかねないもの」

  「从游戏平衡的角度来看，也有可能只允许一个人开局吧」

  「ゲームバランスの観点から考えてもー、一人しか入れなくしてある可能性が高いでしょー」

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　我完全没考虑过这些。这么说来，一开始的特殊奖励之所以会给我那么多ＳＰ，也是考虑到这一点吗？

  　そんなこと
    
     微
    み
    
     塵
    じんも考えてなかった。ということは、最初に特殊褒賞でＳＰをガッツリもらえたのも、その辺を考慮してなのかな。

  『可是，要怎么调查呢？』

  『でも、どうやって調べるんでしょう？』

  　美音似乎已经发完通知和视频，提出了疑问。

  　お知らせと動画の投稿が終わったっぽいミオンが質問する。

  　问题就在这里。ＩＲＯ目前是１玩家１角色的设定，没有副角色。

  　それなんだよな。ＩＲＯは今のところ、１プレイヤー１キャラクター固定。サブキャラなしというガチ設定。

  　虽然可以重做角色，但重做时必须删除之前的角色……

  　キャラクターの作り直しはできるけど、もちろんその時は前のキャラを消さないとダメっていう……

  　咦？刚才说有人被假情报骗到，删除了角色？如果是真的，那还真是令人同情……

  　あれ？　さっきの話、
    
     噓
    うそ情報を摑まされてキャラ削除までした人がいたのか？　だとしたら御愁傷様って感じだけど……

  　这样一来，贝露部长就绝对不会删除角色，难道是雅塔老师来吗？

  　そうなるとベル部長はキャラ削除は絶対にしないだろうし、ヤタ先生がやるとか？

  「美音同学还没有玩过ＩＲＯ吧？」

  「ミオンさんはまだＩＲＯプレイしていないでしょー？」

  『是的。不过我没有游戏软件』

  『はい。でも、ソフトを持っていないんですが』

  　现在只有封闭测试和首发玩家合计六万人，应该没有开放新玩家注册。

  　今はクローズドベータと初期リリース限定プレイヤーの合計六万人に制限されてて、新規は受け付けてないはずなんだけど。

  「我已经准备好了一个限定开放的游戏软件，给新入社员用。等翔君从无人岛出来的时候，美音同学也一起玩比较好吧？」

  「新入部員用に限定オープンに参加できるソフトを一つ調達済みよ。ショウ君が無人島から出てきた時に、ミオンさんも一緒にプレイできる方がいいでしょう？」

  『好的！』

  『はい！』

  　不是，就算我能从无人岛出来，也不一定会出来啊……

  　いや、俺、無人島から出られるようになっても、出るとは限らないんですけど……

  　先不说这个。

  　それはそれとして、

  「那个，无人岛开局还挺麻烦的，要怎么告诉她呢？」

  「えっと、無人島スタートって結構めんどくさいんですが、どうやって伝えれば？」

  「请美音同学把ＩＲＯ设为群组直播，然后翔君再教她从创建角色开始到无人岛开局的方法」

  「ミオンさんにＩＲＯをグループ配信にしてもらってー、その場でショウ君がキャラクリエイトから無人島スタートする方法を教えてあげてくださいー」

  「原来如此。这样的话应该没问题……吧」

  「なるほど。それなら多分大丈夫……かな」

  　只需要放大选择起始点的地图，从众多岛屿中找到起始点就行了。不过，我可是花了超多时间啊……

  　スタート場所を選ぶマップを拡大して、たくさんある島からスタート地点を探すだけ。なんだけど、俺、めちゃくちゃ時間使ったからなあ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「那我就到这里了」

  「じゃ、私はここでね」

  「咦？」

  「え？」

  「？」

  「？」

  　社团活动结束后，我们把雅塔老师送到办公室，然后贝露部长、美音和我一起放学回家。至少到昨天为止是这样的。

  　部活終わりの後は、ヤタ先生を職員室に見送って、ベル部長、ミオン、俺で下校って感じだった。少なくとも昨日までは。

  　我们三个都是坐电车上学。我和美音在同一站下车，贝露部长还要再坐两站，所以自然而然就变成这样了。

  　三人とも電車通学。俺とミオンは同じ駅で、ベル部長はさらにもう二つ向こうなので、自然とそうなる感じだったんだけど。

  「烹饪部的同学邀请我去试吃。他们说我们社团活动结束的时候正好。啊，你们俩也要来吗？」

  「調理部の子に試食に誘われてるのよ。うちの部が終わった頃がちょうどいいって。ああ、二人も来る？」

  「啊，不用了，我也得回家做晚饭。而且回去的路上还要去趟超市」

  「あ、いえ、俺も帰って夕飯作らないとなんで。帰りにスーパー寄らないとだし」

  　如果美姬有好好买沙朗回来，那只要煎个牛排就行了，但总不能只吃肉。得让她吃点蔬菜……

  　美姫がちゃんとサーロインを買ってきてるなら、ステーキ焼くだけだろうけど、さすがに肉だけってわけにもいかない。野菜を食わさねば……

  「……要是说了这些，翔君会被烹饪部抢走的」

  「……そんなこと話したら、調理部にショウ君を取られるわね」

  「饶了我吧。我回家做就行了」

  「勘弁してください。家で作るので間に合ってます」

  　虽然我并不讨厌做饭，但也不想连社团活动的时候都做。

  　料理するのが嫌いってわけじゃないけど、部活でまでやろうとは思わないかな。

  　啊，不过，如果在社团活动的时候做好带回家，晚饭不就多了一道菜吗？感觉这样也不太对……

  　あ、でも、部活で作って持って帰れば、夕飯のおかずが一品増えたりするか？　それもなんか違う気がするな……

  「……」

  「……」

  「哇，抱歉」

  「うわっ、ごめん」

  　美音似乎看穿了我在想无聊的事情，她从下面盯着我看，把我吓了一跳。

  　しょうもないことを考えてたのがミオンにバレたのか、下からじっと
    
     覗
    のぞき込まれてびっくりする。

  「那我就先告辞了。你们慢慢聊～」

  「じゃ、おじゃま虫はこの辺で。ごゆっくり〜」

  　贝露部长一边笑一边离开了。

  　そう言ってニヤニヤしつつ去っていくベル部長。

  　她那是什么意思啊……

  　どういう意味だよ、それ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「晚饭？」

  「ゅぅはん？」

  「今天妹妹想吃牛排，不过，发生了一些事情……」

  「今日は妹の要望でステーキなんだけど、まあ、ちょっといろいろあって……」

  「？」

  「？」

  　从学校到车站的回家路上。我把和美音的无人岛视频被妹妹发现，为了让她保密，今天晚饭要吃沙朗牛排的事情告诉了美音。

  　学校から駅までの通学路。ミオンとの無人島動画が妹にバレて、それを黙っててもらう代わりに、今日の夕飯がサーロインステーキな件を話す。

  「啊……」

  「ぁ……」

  「啊，你不用在意」

  「ああ、別に気にする必要ないから」

  　我也没想到无人岛开局会成功，所以也觉得没告诉美姬有点对不起她。

  　俺もまさか無人島スタートが成功すると思ってなかったから、美姫に何も話してなくて悪いなって気もしてるし。

  　我们穿过检票口，走向站台。

  　駅の改札を抜けてホームへ。

  　正好到站的电车里还有不少空位……

  　ちょうど来た電車はそれなりに空いてて……

  「美音，坐吧」

  「ミオン、座って」

  　美音点了点头，坐了下来，然后向我伸出手，我把包递给了她。

  　こくりと頷いて座ったミオンが手を差し出すのでかばんを預ける。

  　包里主要是放了胸垫，所以并不是很重。

  　主に
    
     スクールパッド
    学習用端末が入っているだけなので、そうそう重いものでもないんだけど。

  「买东西……」

  「買い物……」

  「嗯。车站旁边有超市，就在那里买」

  「うん。駅のそばにスーパーあるからそこで」

  「一起……」

  「っぃてく……」

  「哎？」

  「え？」

  　要跟我一起去买东西吗？

  　買い物についてくるってこと？

  　那里又不是什么有想要的东西的地方……是介意我让她保密视频的事情吗？

  　何か欲しいものとかって場所じゃないし……動画を口止めしてる件を気にして？

  「不用，我一个人就行了」

  「いや、一人で大丈夫だけど」

  　虽然我这么说，但美音却摇了摇头。

  　そう言ってはみたものの、ぶんぶんと首を横に振るミオン。

  　然后就这样抬头看着我……

  　そのままじっと見上げられ……

  「啊，嗯，可以是可以，不过没什么好玩的哦？」

  「あ、うん、いいけど、別に楽しいものでもないよ？」

  「嗯」

  「ぅん」

  　算了，如果这样能让美音满意的话。

  　まあ、それでミオンの気が済むならいいか。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「生菜，卷心菜，胡萝卜……还有花椰菜啊」

  「レタス、キャベツ、にんじん……、あとブロッコリーか」

  　因为是买我和美姬的份，所以没有买很多，但美音推着放了篮子的购物车，看起来很开心。

  　俺と美姫の分だから、大量に買うわけでもないんだけど、かごを乗せたカートを押してるミオンがちょっと楽しそう。

  　如果不是放学回家，我还想买周末的食材……明天再买吧。早上就吃米饭，煎鸡蛋和味增汤吧。

  　学校帰りでなければ、土日の分の食材も買い込んでおきたいけど……明日でいいか。朝はご飯とたまご焼きに味噌汁ぐらいで済まそう。

  「接下来就只剩结账了」

  「あとは会計だけだから」

  「嗯」

  「ぅん」

  　虽然我的意思是已经没事了，但她好像要陪我到最后。

  　もう大丈夫って意味なんだけど、最後まで付き合ってくれるっぽい。

  　不过，也就过个收银台，用卡付个款，把东西装进袋子里而已。

  　まあ、レジを通過して、カードで払って、袋に詰めるぐらいしかないんだけど。

  「啊，抱歉。帮我拿一下包」

  「あ、ごめん。ちょっと俺のかばん取って」

  「好」

  「はぃ」

  　我从美音那里接过包，拿出里面的环保袋。

  　預けてあったかばんをミオンから受け取り、中のエコバッグを取り出す。

  　会随身带着这种东西的男高中生应该只有我了吧……

  　こんなの持ち歩いてる男子高校生って俺ぐらいだよな……

  　哔哔

  　ピピッ

  　收银台前的显示器上显示着购买物品的清单。我确认没有错误后，从钱包里拿出卡插了进去。

  　レジを通った先にあるディスプレイに、買った物一覧が表示されるのでチェック。誤認識がないのを確認して、財布から取り出したカードを挿す。

  『感谢您的使用』

  『ご利用ありがとうございました』

  　语音响起，付款完成。收据可以从卡的使用记录中详细查看，所以我选择了不需要。接下来只要把东西装进去，拿回家就行了。

  　音声が流れて支払い完了。レシートはカードの利用記録で詳細チェックできるから不要を選択。あとは詰めて持って帰るだけ。

  「嗯」

  「ん」

  「啊，不不不，这种东西要放在最下面，不然会压坏的」

  「あ、いやいや、こういうのは型崩れしないものを底にしないと」

  　美音从篮子里把东西拿出来递给我，但装袋也是有顺序的。如果把生菜放在最下面，压坏了就太可怜了。

  　ミオンがかごから取り出して渡してくれるんだけど、袋詰めにも順番というものが。レタスを底に入れると、重みで割れて
    
     可哀想
    かわいそうなことになる。

  　美音一脸恍然大悟地点了点头，她没有在超市买过食材吗？

  　なるほどという顔で頷いてるミオンだけど、スーパーで食材買ったりしたことないのかな？

  　不对，现在用网购的人比较多吧。美音家应该也是用网购的。

  　いや、ネットで買う家の方が多いか。ミオンちはそっちなんだろうな。

  「嗯？怎么了？」

  「ん？　どうかした？」

  　我正准备把买好的东西递给她，却突然停了下来。我正想着怎么回事，就发现美音的视线看向我的右后方……怎么回事？

  　買ったものを渡す手が止まって、どうしたのかなと思ったら、ミオンの目線が俺の右後ろに……なんだろ？

  「这是怎么回事？」

  「これはどういうことかしら？」

  「咦，班长？不，怎么回事是指……」

  「え、いいんちょ？　いや、どういうって……」

  　我看了看美音，她正微笑着。

  　ミオンを見るとにっこり笑顔。

  　之后，我拼命地找借口解释……

  　この後、無茶苦茶言い訳しました……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「我回来了——」

  「ただまー」

  「兄长，欢迎回来！肉已经买好了哦！」

  「兄上おかえり！　肉はちゃんと買ってきておいたぞ！」

  「OK。那我们赶紧准备晚饭吧」

  「おっけ。じゃ、さっそく夕飯の支度と行きますか」

  　我换下校服，穿上平时的衣服，再套上围裙。

  　制服から普段着に着替え、その上にエプロンを。

  　打开冰箱，里面放着昂贵的沙朗牛排……两片？

  　冷蔵庫を開けると、そこにはお高いサーロインが……二枚？

  「嗯？你连我的份都买了吗？感觉这些钱都可以买更高级的肉了」

  「ん？　お前、俺の分も買ってきてくれたの？　その分でもう一段上の肉買えた気がするんだけど」

  「兄长在眼前露出羡慕的眼神，难得的A5牛肉都要变味了」

  「目の前で兄上に羨ましそうな目で見られては、せっかくのＡ５牛が台なしゆえのう」

  「……谢谢」

  「……ありがとな」

  　是在关心我吗。反正只是让老爸的零花钱减少而已。

  　気をつかってくれたってことか。どうせ親父の小遣いが減るだけなんだけどな。

  「别，别误会了！我可不是因为被感谢了才高兴的！」

  「か、勘違いしないでよね！　感謝されて嬉しいわけじゃないんだからね！」

  「别装傲娇了」

  「安っぽいツンデレやめろ」

  　我这么一说，她便开心地笑了起来。真是个让人没办法的妹妹君啊。

  　そう返してやるとケタケタと楽しそうに笑っている。ったく、しょうがない妹君だな。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「呼，吃饱了吃饱了。果然贵的肉就是好吃啊」

  「ふう、食った食った。やっぱ高い肉はうめーな」

  　听说人类只有在吃牛肉的时候，大脑才会分泌出幸福物质，感觉今天分泌的量也特别多。

  　人間って牛肉食べた時だけ、脳内に幸せ物質が出るとか聞いたことがあるけど、今日はそいつも特上だった気がする。

  「对了兄长，我看了你新上传的视频」

  「ときに兄上、新しくあがっていた動画を見たぞ」

  「哦，怎么样？」

  「お、どうよ？」

  「发现哥布林后没有打倒而是跟踪，真不愧是你。虽然接下来的发展让人在意」

  「ゴブリンを見つけても倒さず、後をつけたのはさすがであった。次が気になる展開ではあるが」

  　如果只有一两只哥布林的话，角色等级1也能轻松取胜。但是，那里应该有20只左右。

  　ゴブリンの一匹や二匹なら、キャラレベ１でも普通に勝てるらしい。けど、あそこには二〇匹ぐらいいたはず。

  「一对二十还是有点吃力啊」

  「さすがに一対二〇は厳しいんだよな」

  「如果是聚落的话，说不定会有特殊的哥布林」

  「集落となると特殊なゴブリンもおるやもしれん」

  「应该是任务吧」

  「まあクエストなんだろうな」

  　贝露部长也做过扫荡哥布林的任务。打倒之后会不会有什么宝物呢。

  　ゴブリンを掃討せよ的なクエをベル部長もやってたし。倒せば何かしらお宝があったりしないかな。

  「嗯。我有一个方案……」

  「ふむ。我に一つ案があるのだが……」

  「哦，真的吗？」

  「お、マジか」

  　虽然妹妹很嚣张，但她的游戏技术明显比我好，而且比起一个人思考，还是两个人一起讨论更好。

  　生意気な妹だが、ゲームは明らかに俺よりうまいし、何より一人で考えるよりもよっぽどいい。

  　我们就这样聊了将近一个小时，时间已经过了八点。我想起今天要进行『无人岛开局验证』，于是急忙洗完碗，总算勉强赶上了。

  　そこから話し込むこと小一時間で八時過ぎ。『無人島スタート検証』をやる予定だったのを思い出し、慌てて洗い物をして、なんとかギリギリで間に合ったのだった。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「啊——再往左边一点。那附近再放大一点……」

  「あー、もうちょい左。その辺、もう少し拡大して……」

  『啊，是这座岛吗？』

  『あ、この島ですか？』

  「不，再往左边。呃——再往西南方一点。」

  「いや、その左。えーっと、西南西にもう少しスクロール」

  　现在美音已经创建好角色，来到了选择起始点的画面。

  　現在、ミオンがキャラを作り終えて、スタート地点選択画面。

  　一般来说，玩家会从地图上的大陆选择三个国家之一，分别是格兰尼亚帝国、沃鲁斯托王国和马西斯共和国。

  　普通にやると、マップの大陸にある三つの国、グラニア帝国、ウォルースト王国、マーシス共和国をポチッと選ぶことになる。

  　但是，如果放大地图，然后滚动地图……逐一检查位于大陆外海的孤岛，就可以选择无人岛开局……

  　が、そのマップを拡大し、スクロールし、拡大し……大陸から離れた海上にある孤島を一つずつチェックしていくことで無人島スタートが可能になるわけだが……

  「啊，嗯，就是那个。把那座岛的南端放大看看。」

  「あ、うん、それそれ。その島の南端をズームしてみて」

  『好的。啊！可以选……咦？』

  『はい。あっ！　選択でき……あれ？』

  「好像不能选了。这应该可以看作只有一个人能从岛上开始游戏吧？」

  「できなくなってるっぽいわね。これはやっぱり島からスタートできるのは一人だけにしてあると見るべきかしら？」

  「好像是呢。既然如此，这个情报可以公开吗？」

  「っぽいすね。それなら、この情報は公開しちゃっていい感じです？」

  　知道方法之后，也不用担心有人会重新创建角色来突击我，可以放心了。不过——

  　やり方を知ったところで、キャラを作り直して突撃される心配もなさそうで一安心。なんだけど、

  「能等我一下吗？翔君发现的无人岛开局点只有这里吗？」

  「少し待ってもらえますかー？　ショウ君が見つけた無人島スタートのポイントはここだけでしょうかー？」

  「啊，不是，还有十几个地方。我选了其中感觉最好的这里」

  「あ、いえ、もう十何箇所かはあります。その中で一番良さそうなここを選んだので」

  「能告诉我另一个地方吗？」

  「どこかもう一つ別の場所を教えてもらえますかー？」

  　于是，我把另一个候补地点告诉了美音。

  　という話になって、もう一つ、次点候補だった場所をミオンに教えると、

  『啊，这里可以选』

  『あ、ここは選択できます』

  「原来如此。这个还是先保密比较好」

  「なるほどー。これは伏せておいた方がいいかもですねー」

  「为什么？」

  「なぜでしょう？」

  　贝露部长问道。

  　とベル部長。

  「这种地方大概只有100个左右。现在公开的话，可能会引发无人岛开局热潮」

  「こういう場所は百箇所ぐらいしかないと思うんですよー。今、明かすと無人島スタートラッシュが始まってしまうんじゃないでしょうかー」

  　啊……只要知道方法，有耐心的话就能做到。

  　あー……、やり方がわかれば、根気さえあればできるもんなあ。

  「原来如此。要是有人跟风尝试无人岛开局，但玩不下去就放着不管，那可就麻烦了」

  「なるほど。流行りに乗って無人島スタートを始めてはみたものの、続かなくて放置されると困るのは運営側でしょうね」

  　贝露部长说道。好不容易准备的无人岛会浪费掉啊。不过，他们应该也做好了心理准备吧。

  　とベル部長。せっかく用意した無人島が無駄遣いされちゃうのか。まあ、それも覚悟の上なんだろうけど。

  「要是因此引发什么问题，我可不想被当成罪魁祸首」

  「それで何か問題が起きてー、ミオンさんのせいにされるのも嫌ですしねー」

  「是啊。还是不要公开吧。这种问题就无视掉，可以吗？」

  「そうですね。公開はなしにしましょ。そういう質問はスルーということでよろし？」

  「了解」

  「りょっす」

  『好的』

  『はい』

  　那么，验证就到此结束吧。贝露部长接下来应该会玩一玩ＩＲＯ，我也和露比一起玩吧。

  　じゃ、検証は終わりかな。この後、ベル部長はＩＲＯやるんだろうし、俺もルピと遊ぶか。

  「美音小姐要从沃鲁斯托王国开始吗？就算不擅长动作类游戏，也有生产类游戏，有很多享受游戏的方式哦」

  「ミオンさんはウォルースト王国でスタートしておく？　アクション系が苦手でも生産系とかもあるし、楽しみ方はいろいろあるわよ」

  『那个……这个可以中断吗？』

  『えーっと……これって中断できますか？』

  　中断？我刚这么想，就想起美音好像不太想玩ＩＲＯ。

  　中断？　と思ったけど、ミオンはＩＲＯをプレイする気はあんまりないんだっけ。

  「可以中断哦」

  「中断できますよー」

  『那我就中断了。说不定很快就能去翔君的岛了』

  『じゃ、中断しておきます。ショウ君の島にすぐ行けるようになるかもしれないので』

  　……好的。

  　……はい。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「哦，早上好，露比」

  「おっと、おはよう。ルピ」

  　我接住扑过来的露比，开始直播。

  　飛びついてくるのを受け止めつつ配信開始。

  『大家好』

  『こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪」

  「ワフン」

  　嗯？露比也能看到摄像头？不过，它都成了我的搭档，能看到也不奇怪吧。

  　ん？　ルピもカメラ見えてる？　まあ、俺の相棒になったから見えててもおかしくないのかな。

  『今天要做什么呢？』

  『今日はどういう感じですか？』

  「西侧的探索还只在浅层，今天打算去更深处看看。想带着露比，让它给我带路」

  「西側の探索はまだ浅い場所だけだし、今日は奥の方まで行ってみるつもり。ルピを連れてって案内してもらおうかなって」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  　之前调查过露比受伤倒下的地方，但没有发现怪物，时间也到了。

  　ルピが怪我して伏せってたあたりは前に調べたんだけど、特にモンスターがいたりもせず時間切れだった。

  　从那里再往深处走，森林就变得很茂密，要是有怪物出现，可能会有点不妙。

  　あそこから奥は結構森が深かったんで、モンスターが出るとちょっとやばいかもなんだよな。

  「露比，我们要去西侧，能带路吗？」

  「ルピ。西側行くから案内よろしくな？」

  「汪」

  「ワフ」

  　露比就像在说“交给我吧”一样，开始走在前面……没问题吧？

  　任せろと言わんばかりに先頭を歩き始めるけど……大丈夫かな？

  　肯定有让露比受伤的家伙在。不过，一边小心一边前进，要是有危险就抱着它逃走吧。

  　ルピを怪我させた相手がいるだろうことは間違いないんだよな。まあ、気をつけつつ進んで、危なくなったら抱えてでも逃げよう。

  　在西侧的森林里走了一会儿。

  　西側の森を進むことしばし。

  「就是这里吧，我找到露比的地方」

  「ここだったかな、ルピを見つけたのは」

  「汪」

  「ワフン」

  『里面很暗……感觉有点可怕呢』

  『奥の方、暗くて……なんだか怖いですね』

  　我点头同意美音的话。感觉比上次来的时候更有压迫感……

  　ミオンの言葉に頷く。この前に来た時よりもなんかこう威圧感があるような……

  「那我们往里面走一点看看」

  「じゃ、ちょっと奥へ行ってみるよ」

  『好的。请小心』

  『はい。気をつけてくださいね』

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　树木之间很狭窄，茂密的树叶遮住了阳光，光线昏暗。我发动了遮蔽气息技能，让露比跟在身后，开始慎重地探索……

  　樹々の間が狭く、生い茂る葉に日光が遮られていて暗い。気配遮断スキルを発動し、ルピを後ろに従えて慎重に探索を始める……

  　往北直走，没有发现什么特别的东西。只有【森林兔】这种长毛垂耳的兔子逃走了。是ＮＰＣ吗？

  　北へまっすぐ進むが特に変わったことはなし。一応【フォレビット】っていう長毛垂れ耳の兎がいて逃げていったぐらい。ノンアクなのかな？

  　然后，正面是陡峭的悬崖。往东西延伸的悬崖高度大约有20米。

  　で、正面には切り立った崖。東西に伸びるそれは高さ二〇ｍぐらいある。

  　我姑且尝试了一下能不能爬上去，但没有技能的话还是不行。如果有登山之类的技能，说不定还有机会。

  　一応、登れるか試してみたが、さすがにスキルなしでは無理そう。登山とかそういう系のスキルがあればワンチャンなのかもだけど。

  「这个悬崖，好像一直延伸到西海岸呢。」

  「この崖、西の海岸までは続いてそうだなあ」

  　左手边的悬崖一直延伸下去，感觉高度越来越高。

  　左手側は崖がそのまま続いて、崖の高さがどんどん高くなってる雰囲気。

  　相反的，右手边是往岛中央的上坡，所以悬崖相对比较低。

  　逆の右手側は島の中央に向かって上りなので、崖は相対的に低くなる感じだ。

  「果然还是应该往正中央走吗？……嗯？」

  「やっぱり真ん中の方に行くべきかな。……ん？」

  　在右手边，气息感知捕捉到了什么正在靠近。

  　その右手側、気配感知に何かが引っかかって近づいてくる。

  「呜呜呜……」

  「ウゥゥ……」

  　露比突然露出严肃的表情，发出低吼……

  　ルピが急に険しい顔で唸り出したその先に……

  「嘎噜啊啊！」

  「グルアァァ！」

  　熊！？太大了吧！身高有两米左右！？

  　熊!?　デカすぎ！　身長二ｍぐらいあるぞ!?

  　出现的红色名牌上写着【铠甲熊】。

  　ポップした赤いネームプレートには【アーマーベア】と書かれている。

  「糟糕！不行不行不行！！快逃，露比！」

  「まずっ！　無理無理無理!!　逃げるぞ、ルピ！」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　我原本担心露比会不会冲上去，但它听懂了我的话，而且还跑在前面引导我逃跑。

  　ルピが突っかかっていかないか心配だったが、ちゃんと聞き分けてくれ、しかも前を走って逃走経路に導いてくれる。

  　我们穿过树木之间，跳过倒下的树木，拼命往南边跑，气息感知的反应消失了，可能是放弃了吧。

  　樹々の間をすり抜け、倒木を飛び越えて南側に必死に走っていると、どうやら諦めたのか気配感知から反応が消えた。

  　我告诫自己不能大意，回到安全区域的沙滩，这才终于停下脚步坐了下来。因为被追赶的关系，气息感知和气息遮蔽的等级都提升了……

  　油断は禁物ってことでセーフゾーンの砂浜まで戻ってきたところで、ようやっと足を止めて腰を下ろす。追いかけられたせいで気配感知と気配遮断のレベル上がってるし……

  「呼～得救了。刚才真的好可怕……」

  「はー、助かった。めっちゃ怖かった……」

  『没事吧！？』

  『大丈夫ですか!?』

  「没事没事。不过，要是没有露比，我可能已经选错路被抓住了。谢谢你，露比。」

  「大丈夫大丈夫。でも、ルピがいなかったら道を選び間違えて捕まってたかな。ありがとな、ルピ」

  「汪呼～」

  「ワフー」

  　嗯～被这只熊追赶也是任务的一部分吗？真的是偶然吗？

  　んー、この熊に追いかけられるのもクエストの一部なんだろうか？　本当に偶然なのかな？

  『那只熊就是让露比受伤的吗？』

  『あの熊がルピちゃんを怪我させたんでしょうか？』

  「啊，对哦。露比，你是被那家伙打伤的吗？」

  「あ、そうか。ルピ、あいつにやられたのか？」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　看来是猜对了。

  　どうやら当たってるっぽい。

  「那么，总有一天得向它报仇才行呢。」

  「じゃ、あいつにはいつかリベンジしないとダメだな」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　以现在的等级和装备，要打倒它应该很困难，不知道要等到什么时候。不过，要是不打倒它，我就连去砍树都没办法。

  　今のレベルとか装備じゃ、かなりキツそうだし、いつのことになるやら。でも、あいつ倒さないと木を切りにも行けないよな。

  「那只熊到底有多强啊？虽然等级提升应该就能打倒，不过我这边是单打独斗……」

  「あの熊ってどれくらいの強さなんだろ？　レベル上がったら倒せるんだろうけど、こっちはソロだしなあ……」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  『露比说还有它在哦。』

  『ルピちゃんが僕もいるよって言ってますよ』

  「啊，对哦。我们变得更强吧。」

  「ああ、そうだった。もっと強くなろうな」

  　我一边说一边摸它，刚才的严肃表情已经消失无踪。

  　そう言いつつ撫でてやると、さっき見せた険しい顔はどこへやら。

  　嘛，先扫荡哥布林吧。

  　まあ、まずはゴブリンを一掃してからかな。

 
  ■ＩＲＯ官方论坛1

  ■ＩＲＯ公式フォーラム１

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ闲聊综合讨论串【大家好好相处】

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ雑談総合【みんな仲良く】

  　这是闲聊串。

  　雑談スレッドです。

  　不管是谁一开始都是新手。别忘了互相帮助的精神。

  　誰でも始めたばかりは初心者です。助け合いの心を忘れずに。

  ☆各国的特征

  ☆各国の特徴

  ・格兰尼亚帝国

  ・グラニア帝国

  　血气方刚的国家。讨伐任务丰富。总之想战斗的家伙就来这里！

  　血の気の多い国。討伐クエストが豊富。とにかく戦いたい奴はここ！

  　不过治安不太好，NPC也让人火大。

  　けど、あまり治安が良くないし、ＮＰＣもなんかむかつく。

  ・沃鲁斯托王国

  ・ウォルースト王国

  　温和的防卫大国。探索与防卫任务丰富。喜欢慢步调RPG的就来这里！

  　穏和な防衛大国。探索や防衛のクエストが豊富。まったりＲＰＧ好きはここ！

  　因为太和平，人也太多了。

  　平和すぎて人が多すぎ。

  ・马西斯共和国

  ・マーシス共和国

  　商人的国家。调度与护卫任务丰富。各种生产系就来这里！

  　商人の国。調達や護衛のクエストが豊富。各種生産系はここ！

  　虽然想这么说，但竞争对手也很多，所以要注意。

  　と言いたいが、ライバルも多いので注意。

  【一般的帝国人】

  【一般的な帝国民】

  　随便战斗一下，等级就升得很快呢。

  　適当に戦闘してるとレベル結構すぐ上がるね。

  　目前的等级上限是20吗？感觉很快就会到。

  　現状のキャップって20だっけ？　すぐ到達しそうな気がする。

  【一般的王国人】

  【一般的な王国民】

  　到等级5为止很快，但之后就很难升了……

  　レベル５までは早いんですが、そこから先がなかなか……

  　技能等级最高是10吗？

  　スキルレベルって10が最大なんでしたっけ？

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　战斗系还好，但生产系不管怎样都会变成作业游戏。

  　戦闘系はまだいいけど、生産系はどうしても作業ゲーに。

  　就是不断重复买素材、生产。

  　素材買って、生産しての繰り返し。

  　虽然钱有增加，所以没什么好抱怨的。

  　お金は増えてるから文句はないんだけど。

  【一般的王国人】

  【一般的な王国民】

  　封测组的人是这么说的。

  　クローズドベータ組の話だとそうらしい。

  　不过实际上封测期间也没有人把技能等级升到10级。

  　実際にクローズド期間中にスキルレベル10まで上げた人はいなかったって話だけど。

  　反正游戏才刚开始，没必要着急。

  　まあ、始まったばっかりだし、焦る必要もないだろ。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　现在新玩家被限制了，实际上只是封测玩家的人数增加了而已。

  　新規に制限がかかってるし、実質クローズドベータの人数増やしただけだよな。

  　不过也是为了不让新玩家和封测玩家的差距拉得太大吧。

  　あとから来る連中との差がつきすぎないようにってのもあるんだろうけど。

  　希望新玩家的限制能早点解除。

  　新規制限は早めに解除して欲しいね。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　希望生产组能加把劲。

  　生産組には頑張って欲しいところ。

  　别光做消耗品，也做些武器防具吧……

  　そろそろ消耗品だけでなく、武器防具頼む……

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　虽然我也很想做，但考虑到失败的风险和效率的话。

  　作ってやりたいのはやまやまなんだが、失敗した時のリスクと効率を考えるとな。

  　不会失败，高质量的小刀才是最赚钱的。而且还有交货任务。

  　失敗しない、高品質になるナイフが一番儲けも出るんだよ。納品クエあるし。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　新玩家的限制什么时候会解除呢。

  　新規の制限解除っていつぐらいになるんだろ。

  　主线剧情也是从那开始的，真希望快点啊。

  　メインシナリオもそこからなんだろうし、はよってなるよな。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　诶？到底是什么……有人知道吗？

  　へ？　何が一体……誰かわかります？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　发现无人岛是什么？

  　無人島発見ってなんだ？

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　这里是帝国。广场上一片骚动，但没人知道发生了什么。求情报。

  　こちら帝国。広場がざわついてるが誰もわからず。情報求む。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　共和国这边也是一片混乱。无人岛是有人出海了吗？

  　共和国も混乱中です。無人島って誰か沖に出たとかでしょうか？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　王国也一样～无人岛是什么啊……

  　王国も同じく〜。無人島ってなんやねん……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  ☆讨论参战的虚拟偶像☆

  ☆参戦バーチャルアイドルについて語らう☆

  　这是讨论在直播或投稿视频中游玩ＩＲＯ的虚拟偶像的串。

  　ＩＲＯをプレイ配信・動画投稿しているバーチャルアイドルについてのスレッドです。

  〈参战一览〉

  〈参戦中一覧〉

  ［独立系］

  ［独立系］

  　雷帝蕾欧娜

  　雷帝レオナ

  　四天王最强的美少女大姐。即使游戏本身完美，她本身也是作弊般的存在。

  　四天王最強の美少女姉御。ゲームが完璧でも彼女自体がチート的存在。

  　使用双剑，角色等级似乎已经接近10级。

  　双剣使いで既にキャラレベ10近くあるらしい。

  　魔女贝露

  　魔女ベル

  　仅仅一年就被称为前段班的美少女游戏宅。哦……呼。

  　わずか一年で上位勢と呼ばれるようになったゲーオタ美少女。おっ……ふぅ。

  　如同名字所示，似乎正在用纯魔提升技能。

  　名前にふさわしく純魔でスキルを伸ばしている模様。

  ［企业系］

  ［企業系］

  　北条哈尔奈＠Game Dolls

  　北条ハルネ＠ゲームドールズ

  　游戏攻略网站『Game Dolls』的虚拟偶像首席。

  　ゲーム攻略サイト『ゲームドールズ』のバーチャルアイドル筆頭。

  　因为是以攻略为主，所以以相当废人的步调在游玩＆直播。

  　攻略がメインなのでかなりな廃ペースでプレイ＆ライブしている。

  　新田萝露＠Game Dolls

  　新田ロール＠ゲームドールズ

  　游戏攻略网站『Game Dolls』的虚拟偶像新人。

  　ゲーム攻略サイト『ゲームドールズ』のバーチャルアイドル新人。

  　以生产系为主在游玩中。用粉丝进贡的素材在大赚特赚中。

  　生産系メインでプレイ中。ファンから貢がれた素材で荒稼ぎ中。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　不过Ｖ的参战还是有点少呢。

  　しかし、いまいちＶの参戦が少ないね。

  　目前四天王只有蕾欧娜大人，真令人悲伤……

  　今のところ四天王がレオナ様しかいないのは悲しい……

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　毕竟专心玩ＭＭＯＲＰＧ的话，就没时间玩其他游戏了。

  　まあＭＭＯＲＰＧに専念すると他のゲームやる暇がなくなるしな。

  　其他三人应该是在新玩家限制解除之前先观望一下吧。

  　他の三人は新規制限が解除されるまでは様子見なんだろ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　实际上，现在感觉就像是公开测试或者抢先体验。

  　実際、オープンベータかアーリーアクセスって感じだもんな。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　希望贝露碳能再多直播一下。

  　ベルたそはもう少しこっちのライブして欲しい。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　不不不，她本人好像是高中生。

  　いやいや、本人、高校生らしいぞ。

  　总不能一直玩游戏吧。

  　あんまりゲームばっかりしてるわけにもいかんだろ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　有那种老……呼……女高中生吗？

  　あんなおっ……ふぅ……女子高生がいるのか？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　真希望她能分给我……

  　分けて欲しい……

  　不行的话，至少让我当她的妹妹。

  　それがダメなら妹にしたい。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　好帅！

  　キマシ！

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　Game Dolls的攻略情况如何？

  　ゲームドールズ勢の攻略具合ってどんな感じ？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　哈尔奈酱是顶尖组。

  　ハルネちゃんはトップ組。

  　队友也都是Galls，所以几乎没有交流。

  　チムメンもゲールズで固めてるから、交流はほとんどないのがね。

  　不过她看起来很开心，所以没关系。

  　まあ、楽しそうだからいいんだけど。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　那里似乎连攻略情报都有报酬，所以没办法。

  　あそこは攻略情報でも出来高があるらしいからしょうがない。

  　就当作是欣赏帅气塔的直播吧。

  　キマシタワーを
    
     愛
    めでるライブだと思って見よう。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　哈尔奈酱的消耗品都是萝露酱做的吗？

  　ハルネちゃんの消耗品は全部ロールちゃんが作ってるの？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　不，她们没有联系。

  　いや、そこは繫がりがない。

  　看起来就像是前辈在敲诈新人一样。

  　筆頭が新人にたかってるみたいに見えるだろうしな。

  　不过，要是将来玩家公会之类的上线了，就不知道会变成什么样了。

  　将来的にプレイヤーギルドとかが実装されたら、どうなるかわからんが。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　喂，无人岛的视频上传了！

  　おい、無人島の動画上がってるぞ！

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　冷静点。这里是V串。

  　おちつけ。ここはＶスレ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　不，所以说有可爱的女孩子在解说啊！

  　いや、だから可愛い子が解説してるんだって！

  　看这个！≫［链接］

  　これ見ろ！≫［リンク］

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　哇！？

  　ふぁ!?

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　喂喂喂！

  　おいおいおい！

  　喂喂喂喂……这不是超可爱的吗！

  　おいおいおいおい……可愛いじゃねーか！

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　之前成为话题的无人岛就是这个啊。

  　話題になってた無人島ってこれか。

  　……看起来超辛苦的啊，这个。

  　……めっちゃキツそうなんだけど、これ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　那是当然的。

  　そりゃなあ。

  　因为公会，商店，甚至连熟人都没有。

  　ギルドも店も知り合いすらいないわけで。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　都说了这里是V串啊！

  　Ｖスレだっつってんだろ！

  　好好欣赏美音炭！

  　ミオンたんを愛でろ！

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　不过，这个能说是V吗？

  　しかし、これはＶと言っていいのか？

  　看频道的感觉，既没有收益化，这个视频也是第一次投稿。

  　チャンネル見る感じ、収益化もしてないし、この動画が初投稿だし。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　那是因为收益化有频道订阅数，总播放数，总播放时间之类的门槛啊。

  　そりゃ収益化にはチャンネル登録者数とか総再生数・総再生時間とかハードルがあるからな。

  　这个无人岛开局的翔是现实中的熟人吧。爆炸吧。

  　この無人島スタートしたショウのリアル知り合いとかだろ。爆発しろ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　我订阅频道了。

  　チャンネル登録してきた。

  　姐姐我啊，喜欢男孩遇见女孩……

  　お姉さんはね。ボーイ・ミーツ・ガール好きなのよ……

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　我懂～♪　真想看直播啊～♪

  　わかる〜♪　ライブとかして欲しいな〜♪

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  【战斗・生产・其他】IRO技能考察・验证串【提问也OK】

  【戦闘・生産・その他】ＩＲＯスキル考察・検証スレッド【質問もＯＫ】

  　这是用来共享所有技能情报的串。

  　スキル全般について情報共有を行うスレッドです。

  　技能详情已经判明的会整理到维基上。≫[链接]

  　スキルの詳細について判明しているものはウィキにまとめてあります。≫[リンク]

  　技能相关的闲聊OK，但请不要离题太远……

  　スキル関連の雑談はＯＫですが、脱線しすぎないように……

  ［常见问题］

  ［よくある質問］

  
   Ｑ．想取得的技能在一览表里找不到。

   Ｑ．取ろうと思ったスキルが一覧に見つかりません。

   Ａ．因为技能太多，找起来很辛苦。

   Ａ．ＩＲＯはスキルが多すぎて探すのが大変です。

  

  比起用看的，建议用搜寻的。还能找到相关技能，非常优秀。

  眺めるよりも検索することをお勧めします。関連スキルも出る優れもの。

  
   Ｑ．想取得技能，但技能名称是灰色的，无法取得。

   Ｑ．スキルを取ろうと思ったらグレーアウトしていて取れません。

   Ａ．有些技能需要满足前提条件。

   Ａ．スキルには前提条件が必要なものがあったりします。

  

  比较有名的例子是【神圣魔法】，必须在教会或神殿的女神像前才能取得。

  有名なところでは【神聖魔法】は教会や神殿の女神像の前でないと取得できません。

  
   Ｑ．取得的技能无法使用，想变回SP。

   Ｑ．取ったスキルが使えないのでＳＰに戻したい。

   Ａ．放弃吧。不过，每个技能都有优点，不要放弃，试着培育看看吧？

   Ａ．諦めましょう。ですが、スキルにはどれも長所がありますので、諦めずに育ててみては？

  

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　也就是说，技能等级越高，辅助效果越强的感觉？

  　つまり、スキルレベルが上がるほど、アシストが強力になる感じ？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　简单来说是这样没错，但辅助效果会往不会失败的方向加强。

  　簡単に言えばそうなんだけど、失敗しない方への力が強くなる。

  　但是，准确度却会下降。

  　でも、正確さに対しては緩くなる感じ。

  　大概是因为这样，玩家可以发挥出各自的特色……

  　多分、プレイヤーごとの味を出せる余裕ができるって話なんだけど……

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　我也这么认为。

  　俺もその認識であってると思う。

  　制作小刀时，技能等级在5以下的话，做出来的小刀就像量产品一样。

  　ナイフ作る時に、スキルレベルが５以下だと量産品みたいになるんだ。

  　等级在6以上的话，就可以做出自己的特色。

  　これが６以上になるとこだわりを持たせられる。

  　比如说，让刀刃稍微有点波浪状。

  　例えば刃を少し波うたせるとか。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　诶，感觉好厉害啊。

  　へー、なんかすごいな。

  　有种刀匠的感觉，好帅。

  　刀匠って感じがしてかっこいい。

  　顺便问一下，可以刻上铭文吗？

  　ちなみに銘って打てたりするの？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　那是完全不同的技能。

  　それは完全に別。

  　我试着刻了一下，结果刻出来的铭文丑得要死，我哭出来了……

  　試しにやってみようと思ったら、へったくそな銘になって泣いた……

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　啊，刻铭文好像是工艺品技能，你去学那个吧。

  　あー、銘を刻むのは細工スキルっぽいので、そっち取ってどうぞ。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　原来是这样！

  　そういうことか！

  　难怪没有任何辅助……

  　どうりでアシスト何もないわけだ……

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　工艺品技能基本上是和其他技能组合起来才能发挥作用。

  　細工スキルは基本、他のスキルとの複合で
    
     活
    いきてくる感じだね。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　这可真有趣。

  　面白いな、それ。

  　料理也有工艺品技能吗？

  　料理に細工とかあるのかね？

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　比如糖艺和装饰切法之类的？

  　
    
     飴
    あめ細工とか飾り包丁とかじゃね？

  　点心师傅达到极致的话，不就是艺术家了吗。

  　お菓子職人なんて、極まると芸術家じゃん。

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　我去学一下工艺品技能。谢了。

  　俺ちょっと細工スキル取ってくるわ。サンキュー

  【一般的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　去吧。

  　行ってら。

  　……哼哼哼，我把他一个人推进了陷阱里……

  　……ふっふっふ、細工沼に一人落としたぜ……

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　你也很坏啊……

  　お主も悪よのう……

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　无人岛的那个家伙做的炉灶，有石工技能的辅助效果吗？

  　無人島の彼が作ってたかまど、石工スキルのアシスト効いてるか？

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　不，我觉得没有。

  　いや、あれは効いてない気がするんだよな。

  　他本身应该有露营之类的，做过炉灶吧？

  　彼自身、キャンプか何かでかまど作ったことあるんじゃないか？

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　也就是说，即使没有技能，本人有技术的话就能顺利做出来？

  　スキルがなくても、本人にその技術があれば問題なく作れるってこと？

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　YES。

  　イエス。

  　即使裁缝技能很低，本人在现实中擅长裁缝的话，似乎也能顺利做出来。

  　裁縫スキルが低くても、本人がリアルで裁縫が得意ならスイスイ作れるそうだ。

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　真的假的……难怪人家说一技在身。

  　マジか……。手に職とはよく言ったもんだな。

  　不过，就算有剑道经验，也不代表擅长使用长剑或大剑吧？

  　でも、剣道経験者だからって、長剣やら大剣の扱いがうまいとはならんよな？

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　那当然，毕竟剑本身就不一样。

  　そりゃまあ、剣がそもそも違うしな。

  　如果出现日本刀的话，或许会有好处。

  　日本刀とか出てくれば、恩恵があるのかもだけど。

  【普通的冒险者】

  【一般的な冒険者】

  　就算有剑道经验，也不会用真剑吧。

  　剣道やってても、真剣扱うことはないだろ。

  　高手？免许皆传？如果是那种人的话就另当别论，但连木刀都不是有段者吧？

  　達人？　免許皆伝？　そういう人ならともかくだが、木刀ですら有段者じゃなかったか？

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  ［防卫大国］沃鲁斯托王国・王都广场［先制自卫权］

  ［防衛大国］ウォルースト王国・王都広場［先制的自衛権］

  　沃鲁斯托王国是艾莉丝菲亚的日本，也是个和平的国家，这里是沃鲁斯托王国人民的闲聊串。

  　アイリスフィアの日本とも言える平和な国、ウォルースト王国民の雑談スレッドです。

  〈王国的历史〉

  〈王国の歴史〉

  　沃鲁斯托王国与邻国格兰尼亚帝国一样，都是拥有两百年历史的国家，人称防卫大国。

  　防衛大国と呼ばれるウォルーストは、お隣グラニア帝国と同じく二〇〇年の歴史を持つ王国です。

  　王城位于王都东北方，东侧的巨大城墙阻挡了帝国的侵略。

  　王都の北東に位置する王城、そして東側の巨大な城壁で帝国からの侵攻を阻んできました。

  　虽然目前维持着三十年前的停战协议，但未来会如何呢……

  　現在は三〇年前の停戦合意が維持されていますが果たして……

  〈王国的地理〉

  〈王国の地理〉

  　王都位于东侧，王都的南北与西侧有几块由王国贵族治理的领地。

  　東の端に王都、王都の南北と西側には王国貴族が治める領地がいくつかあります。

  　不过，更外侧是深邃的森林，再过去是怪物出没的未开发地区。

  　しかし、そのさらに外側は深い森と面していて、そこから先はモンスターのいる未開地です。

  〈关于王都沃尔凯尔〉

  〈王都ウォルケルについて〉

  　王都的起始点是位于北侧的大圣堂入口前广场。

  　王都の初期スタート地点は北側にある大聖堂入口前の広場。

  　王城位于东北方，其前方是贵族区，一般冒险者禁止进入。

  　王城は北東にあり、その手前は貴族街なので、一般的な冒険者は立ち入り禁止。

  　从东到东南方是大型商会林立的地区，是与帝国及共和国的贸易据点。

  　東から南東にかけては大きな商会が並んでいて、帝国および共和国との交易拠点。

  　西北是平民区，西边是冒险者公会与商店街，西南是工匠区。

  　北西は庶民街、西は冒険者ギルドや商店街、南西は職人街となっています。

  【一般王国国民】

  【一般的な王国民】

  　等级提升后手头也宽裕了，想稍微提升一下住宿的等级。

  　レベルも上がって懐具合も良くなったので、宿のランクを少し上げようと思ってます。

  　有什么推荐的旅馆吗？

  　おすすめの宿屋ってありますか？

  【一般王国国民】

  【一般的な王国民】

  　恭喜。不过，还是要看个人喜好。

  　おめっとさん。けど、好みによるんだよな。

  　如果是充满活力的旅馆，冒险者公会后方的巷子尽头有『宵之明星』。

  　活気のあるいかにもな宿なら、冒険者ギルドの裏手の通りの端っこにある『
    
     宵
    よいの
    
     明
    みょう
    
     星
    じょう』かな。

  　那里的饭菜和酒都很美味，很容易一不小心就点多了。

  　飯と酒が美味いので、ついついたくさん注文しがち。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　我也去过那里。

  　俺もそこだわー。

  　炖菜真的很好吃，葡萄酒也相当不错……

  　煮込みがマジ美味いし、ワインもなかなか……

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　炖菜和葡萄酒确实很吸引人，但我毕竟是女性，还是想找一家安静的旅馆。

  　煮込みとワインは気になりますが、女性なので落ち着いた宿の方が。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　那么，虽然价格有点贵，但我推荐东侧的商人经常光顾的旅馆“一角水晶亭”。

  　じゃ、ちょっとお高いけど東側の商人さんが使う宿屋『
    
     一
    いっ
    
     角
    かく
    
     水
    すい
    
     晶
    しょう
    
     亭
    てい』おすすめ。

  　那里的蔬菜很多，很健康，蜂蜜酒也很好喝哦。

  　野菜も多くてヘルシーだし、はちみつ酒が美味しいよ。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　谢谢。我会去看看的！

  　ありがとうございます。行ってみますね！

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　啊，她已经走了吗？

  　あ、行っちゃったかな？

  　那里不知为何会用“好的，乐意之至！”来打招呼，希望她不要被吓到。

  　あそこ、なぜか「はい、喜んで！」って挨拶するから、そこに驚かなきゃいいんだけど。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　那是什么居酒屋的吆喝声……

  　何その居酒屋な掛け声……

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　我有个有点不可思议的故事，你们愿意听吗？

  　ちょっと不思議な話があったんで聞いてくれるか？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　请讲。

  　言いたまへ。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　几天前，我看到一个穿着初期装备的可爱银发长发女孩，看起来像是新手。

  　数日前に、初期装備で新人さんっぽい、銀髪ロングの可愛い女の子を見かけたんだよ。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　警察叔叔，不对，游戏管理者，就是这家伙。

  　お巡りさん、もとい、ゲームマスター、こいつです。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　不要因为看到就报警啊！

  　見かけたってだけで通報するな！

  　然后，昨天我又看到了那个女孩，她穿着全身板甲。

  　で、昨日またその子を見かけたんだけど、そしたらフルプレート着てたんだよな。

  　武器防具也变成了大盾和长剑……这种事两三天就能做到吗？

  　武器防具も大盾＆長剣って装備に変わってるし……そんな二、三日でなれるもんなの？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　你没看错吗？

  　見間違いじゃないのか？

  　全身板甲只有顶尖组的人才会穿。

  　フルプレートなんてトップ組しか着てないし。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　你看到她把之前的装备全部卖掉换成钱了吧

  　前の装備を全部売り払って金に変えたところを見たんでしょ

  　下次看到的时候她已经换上了新装备，不就是这么回事吗？

  　次に見た時は新しい装備になってたってだけじゃないの？

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　你是那种先把旧装备卖掉换成钱，然后再买新装备的人吗。

  　古いの先に売って金にしてから、新しいのを買う派か。

  　我是那种先买新装备，然后再把旧装备卖掉的人。要是卖不掉就麻烦了。

  　俺は先に新しいの買って、後から古いのを売る派だな。売り切れてたら怖いし。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　不是在说这个……

  　そういう話じゃねーよ……

 
  07　星期六

  07　土曜日

  　因为是星期六，所以我睡了个懒觉。

  　土曜日ってことでゆっくりと寝坊してから起床。

  　嗯，快十点了。有点睡过头了……

  　んー、一〇時前か。ちょっと寝すぎたかな……

  「早上……」

  「おは……」

  「兄长，现在说早上已经晚了吧？」

  「兄上、おはようには遅いと思うのだが？」

  「你吃过早饭了吗？」

  「お前、朝飯は？」

  　美姬摇了摇头。

  　その問いに首を振る美姫。

  　饭我已经预约好了，马上就会煮好，虽然我觉得她可以随便做点什么，但现在说这个也没用。

  　ご飯は予約してあって炊けてるんだし、なんか適当に作れよと思うものの、今さらなんだよな。

  「你等一下。」

  「ちょっと待ってろ」

  　我准备了玉子烧、味噌汤和腌菜的和风早餐。

  　卵焼き、味噌汁、お漬物という和風な朝食を用意して食べる。

  「所以，你今天有什么事吗？」

  「で、お前は今日何か用事あんの？」

  「不，没什么特别的事。不过，白天和晚上都没有食材，我觉得必须去买东西吧？」

  「いや、特にはないのう。だが、昼も夜も食材がない。買い物に行かねばならんと思うが？」

  「你是想让我带你去吗？可以是可以。」

  「連れてけってか。まあいいけど」

  　我啜饮着味噌汤。

  　ずずずっと味噌汁を
    
     啜
    すする。

  　洗完碗，洗完衣服之后再去吧。打扫等回来再做吧。

  　この洗い物して、洗濯機回してからかな。掃除は戻ってきてからでいいか。

  「你有什么想要的东西吗？」

  「なんか欲しいもんでもあんの？」

  「没有，我只是想和兄长一起出门。」

  「いや？　兄上とお出かけしたいだけだぞ」

  　她这么说着，微微一笑。

  　そう言ってにっこり笑う。

  「……可以是可以。」

  「……まあいいけど」

  　不管怎么说，ＩＲＯ要到中午过后才会开始。我和美音说好下午一点开始，所以只要在中午前回来就没问题。

  　どっちにしてもＩＲＯは昼過ぎ。午後一時からって話をミオンとしてあるので、昼までに帰って来られれば大丈夫かな。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「你好——」

  「ちわー」

  『翔君』

  『ショウ君』

  　吃完午饭后，我先去虚拟活动室露了个脸。除了向我挥手的美音之外，贝露部长也在，她好像在拼命地看着什么？

  　昼飯も終わって、まずはバーチャル部室の方へ顔を出す。手を振ってくれてるミオンだけでなく、ベル部長もいて何かを必死に見ているっぽい？

  「你们在做什么？」

  「二人は何を？」

  『在检查昨天的视频和通知的评论』

  『昨日の動画とお知らせについたコメントをチェックしてもらってます』

  　我刚坐下，贝露部长就关掉了视频，似乎已经检查完毕。

  　俺が席に着くと、ベル部長がそれを終えたようで動画を閉じる。

  　播放量突然暴涨的视频，似乎会有人在下面留下奇怪的广告链接，或者诱导到钓鱼网站。

  　再生数が急に伸びた動画には、変な宣伝や怪しげなフィッシングサイトへの誘導とかが貼られるらしい。

  　虽然我打算和美音一起检查，但目前数量太多，所以请贝露部长帮忙。

  　俺とミオンとでやる予定なんだけど、今は量も多いしってことで手伝ってもらってると。

  「播放量大概有多少了？」

  「再生数とかどれくらいになってるんです？」

  「第一个视频播放量已经超过20万了，昨天的视频也超过了5万。频道订阅人数也达到了4000人，收益化的条件一下子就达成了呢」

  「最初の動画が二〇万再生を超えてるし、昨日の動画も五万再生を超えてるわ。チャンネル登録者数は四〇〇〇人に届いてるし、収益化の条件はあっという間にクリアね」

  「啊？」

  「は？」

  　根据贝露部长的说法，条件是最近半年的总播放时间超过4000小时，频道订阅人数超过1000人。

  　ベル部長の話だと、直近半年の総再生時間四〇〇〇時間以上、チャンネル登録者数が一〇〇〇人以上が条件らしい。

  　八分钟的视频播放量达到20万，总播放时间就轻松达标了，频道订阅人数当然也达标了。

  　八分の動画が二〇万再生ってだけで総再生時間の方は楽々クリア、チャンネル登録者数ももちろんクリア。

  「呃，已经开始办理收益化的手续了吗？」

  「えーっと、もう収益化の手続きとか始めるんです？」

  「再过一阵子吧。不过，最好还是向学校报告一下」

  「もう少し先でいいんじゃないかしら。まあ、学校へは報告した方がいいでしょうね」

  　因为是社团活动，同时也是打工，所以需要得到学校的认可。

  　部活だけどバイトでもあるっていう関係で、ちゃんと学校の承認が必要。

  　去年，贝露部长的时候好像发生过各种纠纷，但最后还是得到了认可。

  　去年、ベル部長の時にいろいろ
    
     揉
    もめたらしいけど、結局、認めて良かったって話になったそうだ。

  　毕竟收到了那么多捐款……

  　そりゃ、あんだけ寄付されりゃなあ……

  「目前只要正常地投稿视频就可以了吗？」

  「当面は普通に動画を投稿していけばいい感じですか？」

  「是啊。一周两次左右吧。就算没有特别的素材，也可以定期上传一些悠闲的内容」

  「そうね。週に二度ぐらいかしら。特にネタがなくてものんびりとした内容の動画をコンスタントにあげていくといいと思うわ」

  　嗯，实际上，我觉得光是美音可爱地说话就能让人满足了。

  　まあ、実際、ミオンが可愛く喋ってるだけで満足するような気がするもんな。

  『关于这个，翔君又……虽然还在编辑中，能请您看看吗？』

  『それなんですが、またショウ君が……。これはまだ編集途中なんですが、見てもらえますか？』

  　美音说着，把视频分享给我。

  　ミオンがそう言って動画を共有する。

  　又是什么意思？我随意地看了一遍……露比吗！

  　またって何かあったっけ？　って流し見してると……ルピか！

  「……我从没见过这种狼。这个带『？』的表示也是第一次见，是种族鉴定失败了吗？」

  「……こんな狼は見たことないのだけど？　この『？』がついた表示というのも初めてだし、種族の鑑定に失敗してるのかしら？」

  　视频是救了露比那天的事，所以直接进行了急救。

  　動画は助けた日の話なので、そのまま応急手当をするわけで。

  「等等等等。信息量太大了……」

  「待って待って。情報量が多すぎるわ……」

  「急救看起来很方便，但很少有人用吗？」

  「応急手当って便利そうですけど、あんまり使われてないんですか？」

  「嗯，因为能取得神圣魔法，所以急救被当成没用的技能。不过，即使没有MP也能使用，而且用这种代用的『仙人笹』取得了大成功，真是不可思议」

  「ええ、神聖魔法を取得できるせいで、応急手当ははずれスキル扱いよ。でも、ＭＰがなくても使える点や、この代用した『仙人笹』で大成功してるのも不思議ね」

  　贝露部长虽然很惊讶，但似乎已经开始考虑其他活用方法了。

  　ベル部長は
    
     呆
    あきれつつも、さっそく別の活用法を考えている風。

  　然后，美音又给我看了另一个视频，这个好像还没编辑过。

  　で、さらにミオンがもう一つの動画、こっちは未編集っぽいが、それを見せる。

  「……」

  「……」

  　啊，她又冻结了。

  　あー、フリーズしちゃったか。

  「没有玩家取得调教技能吗？」

  「調教スキル取ったプレイヤーとかっていないんですか？」

  「这个技能在封闭测试的时候还没有上线哦？」

  「クローズドベータでは未実装なんじゃないかって言われてたスキルよ？」

  『开放之后就没有人尝试过吗？』

  『オープンしてから試した人はいなかったんでしょうか？』

  「从这个视频来看，如果没有相当友好的对象，好像就无法取得这个技能。

  「これを見る感じだと、かなり友好的になった対象がいないと、そもそも取れない条件だったみたいね。

  　而且还是需要9SP的稀有技能。对于新手玩家来说，难度太高了」

  　しかも必要ＳＰが９のレアスキル。初期プレイヤーがいきなり取るにはハードルが高すぎるわ」

  　我也没有勇气在初期SP10的时候就用掉9SP啊……

  　初期ＳＰ10のうち９使う勇気は俺にもないな……

  「呃……怎么办？」

  「えーっと……どうしましょう？」

  「没什么怎么办，这个视频还是公开比较好。

  「どうしましょうも何も、これは公開した方がいいわ。

  　虽然有玩家以成为驯兽师为目标，但因为情报太少，他们还在观望。如果他们知道这个视频，应该会更容易找到具体的方法吧？」

  　いわゆるテイマーを目指しているプレイヤーがいるのだけど、情報がなさすぎて様子見という状態らしいのよね。彼らがこれを知れば、具体的なアプローチも取りやすくなるでしょ？」

  　原来如此……

  　なるほど……

  　我取得这个技能的时候也吓了一跳。然后，听到需要9SP的时候又吓了一跳。

  　俺の時もまず取れるっていう状態になったのが驚きだったもんなあ。で、そこでさらにＳＰ９って言われて引いた。

  　不过，那个时候也没有不取得的选择。

  　まあ、あそこで取らない選択肢はなかったけど。

  「这孩子，很轻松地就打倒了双角兔呢。考虑到今后的成长，调教是个相当强力的技能……」

  「この子、随分あっさりとバイコビットを倒してるわね。これから成長すると考えると、調教はかなり強いスキルね……」

  　露比和调教技能都得到了很高的评价，这倒是不错，不过要是因此到处都是驯兽师的话，那又会怎么样呢。

  　なんかルピも調教スキルも評価が高いのはいいけど、これでテイマーだらけになったら、それはそれでどうなんだろ。

  　不，反正跟我自己没关系，应该无所谓吧。他们也没办法来岛上抱怨。

  　いや、別に俺自身には関係ないからいいのか。島に苦情を言いには来られないし。

  『虽然感觉翔君的行动本身并没有那么特别，不过其他玩家们就没有遇到类似的状况吗？』

  『ショウ君の行動自体はそんなに特別な気がしないんですが、他のプレイヤーさんたちは似たような状況になったりしなかったんでしょうか？』

  「这我就不清楚了。毕竟我也没遇到过救助受伤动物的情况」

  「それはなんとも言えないわね。怪我してる動物を助けるなんてシチュエーションに、私はあったことないもの」

  　贝露部长说道。

  　とベル部長。

  「没有类似的任务吗？我倒是觉得这应该是任务」

  「そういうクエストはないんです？　俺のこれってクエストかなって思ってるんですけど」

  「啊，原来如此。不是在公会接受的任务，而是触发某种条件就会开始的任务吗……」

  「ああ、なるほど。ギルドで受けるようなものではなく、何かしらのトリガーで始まるクエストってことかしらね……」

  　贝露部长自顾自地理解，或者说是进入了考察的世界。

  　ふむふむと一人納得というか、考察の世界へと行ってしまうベル部長。

  　我倒是觉得，这游戏的制作理念就是「在无人岛上随便放些怪物，让玩家自由玩乐」。这样就足够了。

  　俺としては「無人島作ってモンスター適当に放り込んどいたから好きに遊んで」ってぐらいの作りだと思ってたんだけどなあ。それで十分だし。

  『翔君，熊的事情也要说一下』

  『ショウ君、熊のことも話しておかないと』

  「啊，对了。那个，昨天，我在森林深处探索的时候……」

  「あ、そうだった。えっと、昨日、その奥を探索してたらですね……」

  　我本以为她会很吃惊，但那个叫铠甲熊的熊似乎并不是那么稀奇的对手。贝露部长好像也打倒过。

  　また驚かれるだろうなと思ったら、あのアーマーベアとかいう熊はそんなに珍しい相手でもないとのこと。ベル部長は既に倒したことがあるらしい。

  「不是以战斗为主的等级3角色，而且还是单人，不管怎样都赢不了吧。我和周围的角色等级是7，而且还是五个人一起上」

  「戦闘メインじゃないレベル３のキャラ、しかもソロじゃ、どうやっても勝てないわね。私とまわりのキャラレベが７で、五人がかりだもの」

  　她这么说道……

  　って言われました……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「那么，开始直播」

  「さて、配信開始っと」

  　被叮嘱不要对铠甲熊发起无谋的战斗后，我登入了ＩＲＯ。和往常一样，只对美音直播。

  　アーマーベアには無謀な戦いを仕掛けないようにと念を押された後、ＩＲＯにログイン。いつものようにミオン限定にして配信開始。

  　露比坐在起床的我的腿上，看起来很高兴。

  　ルピは起き上がった俺のあぐらの中におすわりして嬉しそうだ。

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　露比的问候让气氛变得相当不错。也能展示露比的聪明。

  　ルピの挨拶が加わってなかなかいい感じ。ルピが賢いっていうアピールにもなるし。

  『今天要做什么？』

  『今日は何を？』

  「今天可能会是枯燥的作业？首先得取得技能吧」

  「今日は地味な作業になるかも？　まずはスキル取らないとかな」

  　我一边回答，一边打开技能一览。

  　そう答えつつ、スキル一覧を開く。

  　寻找的是美姬传授的策略中需要的技能。因为是失败了也不会浪费的技能，所以我想尝试一下。

  　探すのは美姫から授かった策に必要なスキル。失敗しても無駄にならないスキルだったので、試してみようという気になった。

  「有了。【制作陷阱】【设置·解除陷阱】【发现陷阱】，居然有三个……」

  「あった。【
    
     罠
    わな作成】【罠設置・解除】【罠発見】って三つもあるのか……」

  『陷阱吗？』

  『罠ですか？』

  「嗯。就算我的等级提升了，被包围的话肯定还是很危险，所以我想先做好准备。」

  「うん。俺のレベルが上がっても、囲まれるとやばいのは間違いないだろうし、そうならないように下準備しようかなって」

  　美姬提出的作战计划，是在哥布林聚落稍远处设置陷阱地带，把它们引诱到那里。

  　美姫が提案してくれた作戦は、ゴブリンの集落から少し離れた場所に罠地帯を設け、そこに誘い込んでって感じ。

  　嗯，考虑到今后，与陷阱相关的技能应该不会白费。问题在于不知道能制作多少陷阱……

  　でまあ、罠関連のスキルはこの先のことも考えると無駄にはならないだろう。問題はどれくらいの罠が作れるのか不明な点だけど……

  「制作陷阱和设置·解除陷阱需要SP4，发现陷阱需要SP1，合计SP9。虽然感觉不需要发现陷阱，不过我可能会设置之后就忘了……」

  「罠作成と罠設置・解除がＳＰ４、罠発見がＳＰ１、合計でＳＰ９。罠発見はいらない気もするけど、設置して忘れそうだもんな、俺……」

  　我下定决心取得技能。这样就剩下SP19了。完全没问题。之前的先驱者特殊奖励很大。

  　覚悟を決めてポチッと取得。これで残りＳＰ19か。まだ全然大丈夫。この間の先駆者って特殊褒賞がでかい。

  「那么，一边狩猎兔子一边调查陷阱技能的使用情况吧。」

  「さて、兎狩りしつつ罠スキルの使い勝手を調べてみるよ」

  『翔君，在那之前请先给露比酱喂饭。』

  『ショウ君、その前にルピちゃんにご飯あげてください』

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　好……

  　はい……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　我和露比在岛的东南方，丛林地带的浅层散步。

  　島の南東、密林地帯の浅い場所をルピと散策している。

  「哔哔哔——！」

  「ピスピスー！」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　露比轻松打倒双角兔，然后递给我，示意要我「解体」。

  　ルピがバイコビットを楽々倒して、俺に「解体して」と差し出してくる。

  「好乖好乖。」

  「よーしよし」

  　我好好地抚摸它，夸奖一番之后，迅速地解体双角兔。

  　しっかりと撫でて褒めてあげてから、サクッとバイコビットを解体。

  【解体技能的等级提升了！】

  【解体スキルのレベルが上がりました！】

  「哦，先提升了解体的等级啊。啊，是『双角兔的皮』。」

  「おっと、先に解体のレベル上がっちゃったか。って【バイコビットの皮】だって」

  『不错呢。感觉可以用来做皮绳之类的？』

  『いいですね。
    
     革
    かわ
    
     紐
    ひもとか作れそうじゃないですか？』

  「原来如此。感觉可以用来做陷阱之类的，有很多用途。」

  「なるほど。罠とかいろいろと使い道ありそうだよな」

  　嗯？要从皮变成皮革才行吧？看来需要那种技能，之后得调查一下。

  　ん？　皮から革にしないとなんだよな？　そういうスキルが必要なのか後で調べないとだよな。

  「哦，这个藤蔓感觉不错。」

  「お、この
    
     蔓
    つるとか良さそう」

  『用来做陷阱吗？』

  『罠にですか？』

  「嗯。我想圈套陷阱应该是最轻松的。」

  「うん。スネアトラップっていうのが一番楽かなって」

  　就是电影里常见的那种脚被圈套套住，整个人被吊起来的陷阱。虽然应该没办法做到那么极端，不过感觉跟用来捕捉鹿或野猪的圈套差不多。

  　映画とかでよくある足に輪っかが引っかかって
    
     吊
    つるし
    
     上
    あげるやつ。あそこまで極端なのは無理だろうし、鹿とか猪を捕るための
    
     括
    くくり罠と同じ感じ。

  　我找到结实的藤蔓，顺便也找了几根感觉很硬的树枝。这样应该没问题了吧？我发动陷阱设置技能，同时观察四周……

  　しっかりした蔓を確保し、ついでに硬そうな枝をいくつか確保。多分これで大丈夫？　罠設置を発動しながらあたりを見ると……

  【可以设置陷阱：圈套陷阱】

  【罠設置可能です：スネアトラップ】

  　它明确地告诉我可以设置什么陷阱。

  　ちゃんとどういう罠を設置できるか教えてくれた。

  「我试着在这棵树附近设置看看。」

  「試しにこの木のところに設置してみるよ」

  『好！』

  『はい！』

  　我一想到设置的地点，脑中就浮现了步骤，我按照步骤动手设置，很快就完成了。

  　設置したい場所を意識すると、頭の中に手順が浮かんでくるので、その通りに手を動かして設置完了。

  「露比，那里很危险，不要靠近哦。」

  「ルピ。危ないからあの辺には近づくなよ？」

  「汪。」

  「ワフ」

  　露比一脸得意，仿佛在说“我知道”。它比我聪明，应该没问题吧。

  　わかってますって感じのドヤ顔。俺より賢いし大丈夫だよな。

  　之后，我又在几个地方设置了同样的圈套陷阱，然后回到了帐篷。

  　その後も、数カ所に同様のスネアトラップを設置してからテントへと戻ってきた。

  『那个地方，感觉会有兔子怪掉进去吗？』

  『あの場所だと、ウサギモンスターがかかったりする感じですか？』

  「大概吧。除此之外可能还有别的东西，我有点期待。晚上登录之后，我打算去确认一下。」

  「多分ね。それ以外にも何かいるかもだし、ちょっと期待してるかな。夜にログインしたら、確認に行こうと思ってる」

  『好期待啊。在那之前要做什么？』

  『楽しみです。それまでは何を？』

  「嗯……我还没想好。削个漂流木做餐具……啊，先做露比用的飞盘吧。」

  「うーん……、特に考えてなかったんだよなあ。流木削って食器でも……あ、先にルピ用のフライングディスク作ろう」

  　毕竟是MMORPG，一般情况下应该都是狩猎怪物，赚取经验值和金钱，强化角色和装备。

  　ＭＭＯＲＰＧなんだし、モンスター狩って、経験値とお金貯めて、キャラも装備も強くしてってのが普通なんだろうけども。

  『露比酱，太好了呢』

  『ルピちゃん、良かったですね〜』

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　感觉露比好像能听到美音的声音。直播的时候露比也能听到吗？

  　なんかこう、ルピにミオンの声が届いてるっぽいんだよな。配信してるとルピにも聞こえてるとか？

  　我和露比在海岸边散步，顺便捡了些漂流木。话说回来，

  　ルピと海岸をぶらぶらと散歩しつつ、適当な流木を拾っていく。っていうか、

  「露比！那个！」

  「ルピ！　それっ！」

  「汪呼！」

  「ワフッ！」

  　我扔出一块形状像鞋子的漂流木，露比便朝着它冲了过去。嗯，我正想着“是这样吧”……

  　なんとなく靴っぽい形の流木を投げると、それに向かって駆け出すルピ。うん、まあそうだよなって思ってたら……

  【投掷技能的等级提升了！】

  【投擲スキルのレベルが上がりました！】

  「咦，这样也能提升啊……」

  「えっ、こんなことで上がるんだ……」

  『听说到5级为止很快就能升上去哦。』

  『レベル５まではすぐ上がるらしいですよ』

  「原来如此。不过一开始等级升得快，也比较有『好耶！』的感觉嘛。」

  「なるほど。まあ、最初の方はさくさくレベル上がる方が『やった！』って感じあるもんな」

  　要是从1级升到2级要花上一个月，大概在那之前就会放弃了。

  　レベル１から２になるのに一ヶ月もかかってたら、その間に辞めちゃうか。

  『翔君有好多技能，每种都得练起来才行呢。』

  『ショウ君、たくさんスキルあるから、どれも全部上げていかないとですね』

  「嗯，适可而止吧。为了一个人悠哉生活所需的技能，我想迟早会练起来的。」

  「まあ、ほどほどにかな。一人のんびりするために必要なスキルは、そのうち上がると思うし」

  「汪呼。」

  「ワフ」

  
   [image: ]
  

  　啊，嗯，再来一次。

  　あ、うん、もう一回ね。

  　总觉得投掷技能会一直升上去……

  　なんだか投擲スキルばっかり上がりそうな気がしてきたな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  【石工技能的等级提升了！】

  【石工スキルのレベルが上がりました！】

  　之后我一边跟露比玩，一边到处鉴定、采集，提升技能等级。回来之后又做了木工、石工、料理，这些技能的等级也升到了2。

  　そこからルピと遊びつつ、あっちこっちで鑑定、採集してスキルレベルを上げ、戻ってきてから木工、石工、料理もやってスキルレベルが２になった。

  　木工和料理还能用短剑做，不过石工就有点麻烦了。我敲打石头挑选坚硬的，然后用那些石头做了新的炉灶和砧板。

  　木工と料理はまだダガーを使ってできるけど、石工がちょっと大変だったかな。石同士を打ち合わせて硬いものを選別し、それを使ってかまどとまな板を新調したところ。

  『盘子和杯子增加之后，就会想要有房子呢。』

  『お皿やコップが増えると家が欲しくなりますね』

  「就是说啊～」

  「そうなんだよなー」

  『之前你说过要盖木屋，有什么计划吗？』

  『前にログハウスって言ってましたけど、予定とかあるんですか？』

  「姑且有啦。不过，现在还是秘密。」

  「一応はね。でも、まだ秘密」

  　目前我打算扫荡那些哥布林之后，就在那里盖房子。

  　今のところは、あのゴブリンたちを掃討してそこにって考えてる。

  　那些家伙在稍微开阔的地方生活，我想先将据点转移到那里，然后在那个地方建个小屋。

  　あいつらちょっと開けたところに生活してたし、いったんそこに拠点を移して、そのスペースに小屋でも建てたいところ。

  「好了，差不多该准备晚饭了，我先下线了」

  「さて、そろそろ夕飯の支度があるから落ちるよ」

  『好的。说起来，你今天在车站前买东西对吧？在你旁边的是你妹妹吗？』

  『はい。そういえば今日、駅前で買い物してましたよね？　隣にいたのは妹さんですか？』

  「咦，嗯，是啊。你要是看到了的话，打声招呼就好了啊」

  「え、うん、そうだけど。見かけたなら声かけてくれればいいのに」

  『我怎么可能在现实中跟你打招呼啊』

  『私がリアルで声かけれるわけないじゃないですか』

  　啊，嗯，也是……

  　あ、うん、そうでした……

  「不过，美姬她……啊，是我妹妹的名字。她会看我和美音的视频，也在玩ＩＲＯ，还说明年要来美杜，应该也会加入电脑社，我想你们很快就能见面了」

  「まあ、美姫も……あ、妹の名前ね。俺とミオンの動画見てるし、ＩＲＯもやってるし、来年は美杜来るって言ってたし、電脳部にも入るだろうから、そのうち会えると思うよ」

  『这、这样啊。好紧张……』

  『そ、そうなんですか。緊張します……』

  「没事的。那家伙虽然聪明，但还是个小孩子」

  「大丈夫だって。あいつ、頭いいけどお子様だし」

  　嗯，这话要是被她听到了，又要吃沙朗套餐了……

  　うん、これバレたらまたサーロインコースだな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　做好晚饭，吃完晚饭，洗完碗，做完作业后，已经过了八点半了。

  　夕飯を作って、食って、洗い物もして、宿題も終わらせたら八時半をまわってしまった。

  　我慌慌张张地戴上VRHMD，贝露部长、美音和老师好像都在活动室。

  　慌ててＶＲＨＭＤを被ると、ベル部長もミオンも先生も部室にいるっぽい。

  「晚上好」

  「ばんわー」

  『翔君』

  『ショウ君』

  「你来了啊」

  「来ましたねー」

  　咦？感觉她们在等我？

  　あれ？　待ってた感じっぽい？

  　今天应该没有贝露部长的直播啊……

  　今日はベル部長の配信もないと思うけど……

  「不好意思，发生什么事了吗？」

  「すいません、何かありました？」

  「不用在意。没什么特别的事，只是在讨论怎么让美音酱的频道收益化」

  「気にしなくていいわよ。特に何かあったわけじゃなくて、ミオンさんのチャンネルを収益化できるよう進めるって話ね」

  「没想到一周就突破条件了呢」

  「一週間で条件を突破するとは思いませんでしたねー」

  　雅塔老师边说边把一张纸递给美音。

  　そう言いつつ、ヤタ先生が一枚の書類をミオンに渡す。

  「这是给学校的打工许可申请书吗？」

  「学校へのバイト許可申請書ですか」

  「是的。我觉得尽早提交比较好。现在不用在这里写，回去好好跟父母说明，得到他们的同意之后再写吧」

  「はいー。早いうちに出しておいた方がいいかなと思いましてー。今ここで書く必要はありませんよー。ちゃんとご両親に説明してオッケーをもらってくださいねー」

  　原来还有申请书啊。不过，一般应该都是这样的吧。

  　ちゃんと申請書類とかあるんだ。いや、普通そうだよな。

  『翔君』

  『ショウ君』

  「嗯？怎么了？」

  「ん？　どうしたの？」

  『收益化之后的钱，怎么办？』

  『収益化した時のお金、どうしましょう？』

  「什么怎么办，不是美音的钱吗？」

  「どうって、ミオンのお金じゃないの？」

  『可是，我实况的是翔君的游戏啊？』

  『ショウ君のゲームプレイを実況してるんですよ？』

  「嗯……」

  「う、うーん……」

  　确实如此，不过编辑都是美音做的，而且频道也是美音的。

  　確かにそうなんだけど、編集は全部ミオンがやってるし、そもそもチャンネルがミオンのだしなあ。

  「话说，贝露部长是怎么做的？也是汇到父母的账户里吗？」

  「というか、ベル部長はどうしてるんです？　やっぱり親御さんの口座に？」

  「不，我有自己开账户。不然的话，可能会被当成父母的副收入」

  「いえ、ちゃんと自分の口座を作ったわよ。そうしておかないと、親の副収入みたいな扱いに取られかねないもの」

  「原，原来如此……」

  「な、なるほど……」

  　如果频道收益化了，当然需要一个收款账户，贝露部长的账户是以香取铃音的名义开的。

  　チャンネルを収益化したら、当然、振込先口座が必要になるそうで、それはベル部長─香取鈴音─名義の口座にしてあるらしい。

  　然后，她会从账户里向学校捐款，或者购买必要的游戏软件，作为必要经费。

  　で、そこから学校に寄付したり、必要なゲームソフトをガンガン買って、必要経費ってことにしてるんだとか。

  「开始玩ＩＲＯ之前，我玩过各种各样的游戏，然后进行实况直播。不过，游戏这种东西，不玩玩看的话，也不知道好不好玩吧？」

  「ＩＲＯを始める前はいろんなゲームに手を出して、それを実況配信してたのよ。でも、ゲームなんて当たり外れはやってみないとわからないでしょ？」

  「嗯，是啊。有的游戏在发售前评价很高，实际玩起来节奏却很差，让人很烦躁」

  「まあ、そっすね。前評判高かったのに、実際にプレイするとテンポが悪くてイラつくとかありますし」

  「虽然我事先做过一定程度的调查，但果然还是自己觉得有趣的游戏，直播起来气氛会更热烈」

  「事前にある程度のリサーチはしていたけど、やっぱり自分でやって面白いゲームの方がライブの盛り上がりも違うものね」

  　该说不愧是她吗，自我营销能力太强了……

  　さすがというかセルフプロデュース力が高すぎる……

  「不过，距离实际收益化还有一段时间。在这期间，美音同学和翔君请好好商量一下」

  「まー、実際に収益化するまではしばらくありますからー。その間にミオンさんとショウ君でしっかり話し合っておいてくださいー」

  『好的』

  『はい』

  「明白」

  「りょっす」

  「还有，下次的视频什么时候发布？」

  「あとー、次の動画の投稿はいつでしょー？」

  　中午已经编辑好了，我想下周应该就能发布了吧。

  　昼に編集してたし、週明けには投稿できるんだろうと思うけど。

  「预计在周二发布」

  「火曜日の予定です」

  「那周一请让我看看吧」

  「じゃー、月曜に見せてもらいますねー」

  　雅塔老师真是可靠啊。不过，要是不可靠的话，也没办法担任老姐的班主任吧。

  　結構しっかりしてるよなあ、ヤタ先生。まあ、そうでないと姉貴の担任なんて務まらなかったよな。

  「那个，那我就去ＩＲＯ了哦？」

  「えっと、じゃ、ＩＲＯ行っても？」

  「请吧。啊，作为直播的练习，我会以一个普通玩家的身份观看的」

  「どうぞー。あ、ライブの練習ということでー、私は一ユーザーとして見させてもらいますねー」

  「明白了」

  「わかりました」

  　贝露部长虽然也想看，但她今天好像和ＩＲＯ里的熟人有约。

  　ベル部長も見たそうな感じだったけど、今日はＩＲＯ内で懇意にしてるユーザーとの約束があるそうで。

  　MMORPG里的人际关系也很重要啊……虽然我不用在意。

  　ＭＭＯＲＰＧはゲーム内の人付き合いも重要だよな……俺はやらなくていいけど。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「哎呀，等一下，露比。我得先直播」

  「っとと、ちょっと待ってくれ、ルピ。配信しなきゃな」

  　我像往常一样开始了美音限定直播。观众数立刻变成了1。

  　いつものようにミオン限定配信を開始。すぐに視聴者数が１になる。

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪」

  「ワフ」

  　那么，先给露比喂饭吧。话说，帐篷里已经堆满了我做的木盘和杯子。

  　さて、まずはルピにご飯かな。てか、テントの中が作った木皿やらコップやらでいっぱいだ。

  〈好的，我看到了。啊，你不用回答我的问题哦〉

  〈はい、見られましたよー。あ、私からの質問に答える必要はないですからねー〉

  　在群组通话中听到了雅塔老师的声音，不过好像不用回答。毕竟，我只和美音说话。

  　グループ通話でヤタ先生の声が聞こえてきたけど、答える必要はないらしい。まあ、ミオンとしか話してないって前提だもんな。

  「露比，吃饭了」

  「ルピ、ご飯な」

  「汪」

  「ワフン」

  　我将惯例的兔肉绞肉递过去，露比便大口大口地吃了起来。

  　お約束となった兎肉をひき肉にしたものを渡すと、がつがつと美味しそうに食べてくれる。

  　我中午已经做了不少料理来提升技能，露比也吃饱了，接下来就去检查陷阱吧。

  　俺は昼に料理スキルを上げるのに作って食べた分で十分だし、ルピが食い終わったら罠の確認に行くかな。

  『要去检查中午设置的陷阱吗？』

  『お昼に仕掛けた罠の確認ですか？』

  「嗯，我是这么打算的。不过，应该不会那么快就有什么上钩吧」

  「うん、そのつもり。まあ、そんなすぐに何かがかかってるとは思えないけど」

  　露比吃完绞肉，也喝够了水，我们便出发了。

  　ルピがひき肉を平らげ、しっかりと水も飲んだところで、いざ出発。

  「露比，去巡逻咯」

  「ルピ、見回り行くぞー」

  「汪」

  「ワフン」

  〈露比酱好聪明啊。要是调教技能提升的话，会不会变得更聪明呢？〉

  〈ルピちゃんってかなり賢いですねー。調教スキルが上がればー、もっと賢くなるんでしょうかねー？〉

  　明明说了不用回答，结果还是被问了，这下该怎么办……就在我这么想的时候——

  　答えなくていいって話なのに質問されると困るんですけど……と思ってたら、

  『露比酱真的很聪明呢。要是调教技能提升的话，会不会变得更聪明呢？』

  『ルピちゃん、本当に賢いですね。調教のスキルレベルが上がるともっと賢くなったりするんでしょうか？』

  「啊，嗯，谁知道呢。现在这样已经够聪明了，而且也很可爱，所以我觉得这样就好」

  「あー、うん、どうだろ。今のままでも十分賢いし、可愛いからいいけどね」

  　原来如此，让美音代为提问就行了啊。不过，应该说是雅塔老师引导她这么做的吧。

  　なるほど、ミオンが代わりに質問すればいいのか。っていうか、ヤタ先生がそう持っていったって考えるべきかな。

  　感觉就像把直播时观众提出的问题抛给我一样。

  　ライブの時に出た質問を拾って俺に投げるって感じで。

  　走了一段路后，我们到达了最近的陷阱处。不过，完全没有启动的迹象。

  　しばらく歩いて一番近い罠の場所に到着。けど、作動した様子は全くなし。

  　这附近很少有双角兔出没，所以也在预料之中。

  　この辺はバイコビットも滅多にいないし予想通りかな。

  「那去下一个」

  「じゃ、次へ」

  『好的』

  『はい』

  「汪」

  「ワフ」

  　我们前往下一个陷阱设置点。

  　もう少し先にある次の罠設置場所へと向かう。

  「哦？」

  「お？」

  「哔嘶！哔嘶哔嘶！」

  「ピスッ！　ピスピスー！」

  　双角兔的后腿被吊了起来。虽然它一副充满敌意的样子……

  　見事に後ろ足を
    
     吊
    つられたバイコビット。敵意
    
     剝
    むき
    
     出
    だしなんだけど……

  「露比」

  「ルピ」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　露比跳起来咬住它的脖子。我中途切断了因露比的重量而垂下的藤蔓。

  　ジャンプして首筋をガブッと。ルピの重みで垂れ下がる蔓を途中で切ってやる。

  『确实中陷阱了呢！』

  『ちゃんと罠にかかってましたね！』

  「没想到还挺顺利的。不过，可能是因为这是游戏吧」

  「意外とうまくいくもんだなあ。いやまあ、ゲームだからなんだろうけど」

  　解体后得到肉和毛皮，然后回收剩下的陷阱。毕竟这只是个测试。

  　解体して肉と毛皮を手に入れた後は、罠の残りを回収しておく。ここはあくまで試しだし。

  〈好像陷阱猎人一样呢。真的越来越有慢生活的味道了〉

  〈罠猟師みたいですねー。本当にスローライフっぽくなってきましたー〉

  　虽然听到了雅塔老师的感想，但衣食住都只是最低限度而已。

  　ヤタ先生の感想が聞こえてくるけど、衣食住全部最低限できてるだけだからなあ。

  　真想在山间小屋的木制露台上悠闲地喝咖啡……

  　こう、山小屋作って、ウッドデッキでゆったりコーヒーとか飲みたい……

  「好，去下一个吧」

  「よし、次行くか」

  「汪」

  「ワフン」

  　我们慢慢往深处走。最深处设置在勉强能看到哥布林聚落的地方，所以有可能会中。

  　少しずつ奥の方へ。一番奥はゴブリンの集落がギリギリ見えるあたりに設置したので、ひょっとしたらって可能性がある。

  「说起来，那里的哥布林打倒之后还会刷新吗？」

  「そういえば、あそこにいるゴブリンって倒してもリポップするのかな？」

  『刷新？』

  『リポップ？』

  〈是指打倒的怪物会重新出现吧。这是个问题，就算一点一点打倒，数量也不会减少〉

  〈倒した分の新しいモンスターがわくことですねー。ちまちま倒しても数を減らせないっていう問題がありますよー〉

  　雅塔老师给出了很好的补充。话说，不愧是顾问，老师也相当有玩家的样子。

  　ヤタ先生のいいフォローが入る。ってか、顧問やってるだけあって、先生もかなりゲーマーっぽいよな。

  「如果打倒之后过了一天就会恢复到原来数量的话，那就必须一口气歼灭掉，然后立下通关Flag才行」

  「倒しても一日
    
     経
    たったら元の数に戻るってなると、一気に
    
     殲
    せん
    
     滅
    めつしてクリアフラグ立てないとなんだよな」

  『原来如此。不过，如果那座岛是单人专用的话，应该不会那么快就刷新吧』

  『なるほどです。でも、その島がお一人様専用なら、そんなにすぐにリポップしないんじゃないかと』

  「啊，对哦」

  「ああ、そっか」

  　即便如此，可以的话，我还是想在一小时之内，最晚两小时之内把它们全部消灭掉。如果超过这个时间，到了第二天，它们绝对会刷新的……

  　それでも、できれば一時間ぐらい、最悪二時間以内に全滅させたいところ。それオーバーすると翌日に持ち越しとかなって、絶対にリポップしそうだもんなあ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　第三个，第四个陷阱都扑空了。然后，第五个是……

  　三つ目、四つ目の罠は空振り。で、五つ目には……

  「哇，哥布林被吊起来了」

  「うわ、ゴブリンが吊られてる」

  　被绑住脚吊起来的哥布林瘫在那里，好像昏过去了。

  　足を括られ吊られたゴブリンがだらーんとしていて、失神してるっぽい。

  　因为是游戏画面所以还好，如果这是现实的话，我肯定会退避三舍的。

  　グラフィックが割とポップだからいいけど、リアルだったらドン引きだったろうな、これ。

  「啊，你不会觉得不舒服吧？」

  「あー、気分悪くなったりしてない？」

  『没事。毕竟是游戏』

  『はい。ゲームですし』

  　女孩子可能对这种事比较有抗性吧。总之，赶紧打倒它吧。

  　女の子の方がこういうの強かったりするかな。ともかく、サクッと倒しておこう。

  【短剑技能的等级提升了！】

  【短剣スキルのレベルが上がりました！】

  「啊……」

  「あっ……」

  　因为这种事而提升技能等级感觉有点微妙，不过就当是好事吧。

  　こんなのでスキルレベル上がるのも微妙なんだけど、それはそれということでいいか。

  『不肢解吗？』

  『解体しないんですか？』

  「啊，对哦。话说，能拿到什么？」

  「あ、そうだった。って、何が手に入るんだ？」

  　我切断藤蔓，试着解体……

  　蔓を切って下ろし、解体してみると……

  【魔石（极小）】

  【魔石（極小）】

  「魔石是什么？」

  「魔石って何？」

  『在城镇里，这是可以拿去冒险者公会或魔术士公会换钱的道具。』

  『街だと冒険者ギルドや魔術士ギルドで換金してくれるアイテムですね』

  〈你真的没看攻略网站呢～〉

  〈本当に攻略サイトとか見てないんですねー〉

  　是的，我害怕剧透所以没看。

  　はい、ネタバレが怖くて見てません。

  『翔君没看攻略网站吗？』

  『ショウ君は攻略サイトとか見てないんですか？』

  「嗯，完全没有。不过，要是有不懂的地方我会问你，拜托了。」

  「うん、全然。まあ、わからないことあったら聞くのでよろしく」

  『好的。交给我吧。』

  『はい。任せてください』

  　美音虽然不玩，但有在看吗？我从决定一个人玩的时候开始，就打算有不懂的地方就问奈特。

  　ミオンはプレイはしないけど見てるのかな？　俺は一人でやるって決めた時から、わからないことはナットにでも聞くかって思ってたけど。

  「那么，魔石有什么用途吗？」

  「で、魔石って使い道あるの？」

  『目前好像还没发现换钱以外的用途。』

  『今のところは換金以外の用途は見つかってないみたいですね』

  「那我就先拿着吧。反正这座岛上也不会有人来偷。」

  「じゃ、とりあえず持っとこうかな。この島だと誰かに
    
     盗
    とられることもないし」

  　放在帐篷里的东西也没有特别消失，真是厉害啊。因为姑且算是家吗？要是放在外面的话会消失吗……

  　テントの中に置きっぱにしてあるものも特に消えてなかったのすごいよなあ。一応、家だから？　外にほったらかしだったら消えんだろうか……

  「汪汪。」

  「ワフワフ」

  「嗯？怎么了？」

  「ん？　どうした？」

  　露比用前脚戳了戳树根附近……好像有什么？

  　ルピが木の根元のあたりを前足でちょいちょいと……何かあるっぽい？

  　我蹲下拨开草丛……

  　しゃがみ込んで草をかき分けると……

  「哦哦哦！锤子！？」

  「おおおっ！　カナヅチ!?」

  『掉在那里的吗？』

  『落ちてたんですか？』

  「嗯，与其说是掉在地上，更像是哥布林拿着的掉下来了」

  「うん、落ちてたっていうか、ゴブリンが持ってたのを落としたのかも」

  　说起来，我还没仔细确认过那个聚落。在执行作战前得去好好调查一下。

  　そういや、あの集落、あんまりちゃんと確認してなかった。作戦決行前にもっとちゃんと調べに行かないとだ。

  〈人型的成群怪会掉落武器和防具之类的，所以最好仔细确认战利品哦〉

  〈人型で群れるモンスターは武器や防具などを落とすこともあるのでー、戦利品はしっかり確認した方がいいですよー〉

  『说不定还会有其他掉落物呢』

  『もっと他に落としてる何かがあるかもですね』

  「确实。露比，还有其他东西掉在地上吗？」

  「確かに。ルピ、他に何か落ちてるか？」

  　我这么问之后，露比就高兴地跑向稍远处的草丛。

  　そう聞いてみると、嬉しそうに少し離れた草むらへと駆けていく。

  「汪～」

  「ワフ〜」

  「哦，小刀……不过这太破烂了。嗯……」

  「お、ナイフ……にしてはボロボロだな。うーん……」

  　呃，是【刃有缺口的小刀】吗。重新打磨一下还能用吗？不过也不知道哪里会有磨刀石。

  　えーっと、【刃こぼれしたナイフ】か。研ぎ直せば使えたりするのかな？　
    
     砥
    と
    
     石
    いしってどこかに落ちてる物なのかもわかんないけど。

  『与其修复，不如直接当成石匠的工具如何？』

  『直すよりはそのまま石工とかに使うのはどうでしょう？』

  「啊，对哦。既然有锤子，那就当凿子用吧」

  「ああ、そっか。カナヅチも入ったし、ノミだと思えばいいのか」

  　虽然目前没有制作复杂物品的计划，不过有也不会吃亏。

  　今のところそんな複雑なものを作る予定もないけど、あって損ってことはないし。

  　呃，还有其他东西掉在地上吗？

  　えーっと、他に何か落ちてたりは？

  「汪」

  「ワフン」

  「好。那就去下一个地方吧」

  「おけ。じゃ、次行くかな」

  『嗯』

  『はい』

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「嗯，先回去一趟吧。现在大概过了九点？」

  「んー、いったん戻ろうかな。今って九時過ぎぐらい？」

  『是的』

  『です』

  　我巡视了剩下的七个陷阱，打到了两只双角兔和一只哥布林。

  　残り七箇所の罠を見て回って、バイコビットが二匹にゴブリンが一匹。

  　收获是兔肉和毛皮，还有一颗哥布林的小魔石。感觉有点微妙。可能是因为得到了锤子之类的道具，所以才觉得收获不错。

  　兎肉と毛皮、ゴブリンの小さい魔石が一つで収穫としては微妙。カナヅチとか手に入ったのが良すぎただけかも。

  　比起这些，角色等级提升，以及气息感知、气息遮蔽、设置·解除陷阱的技能等级提升，更让我感到开心。

  　そっちよりも、キャラレベルが上がったのと、気配感知、気配遮断、罠設置・解除のスキルレベルが上がったことの方が嬉しかったかな。

  　BP再次全部分配给能力值。这次是DEX3、STR・INT・VIT各2、AGI1，LUK则是一如往常地无视。顺带一提，就算STR增加了，我好像也不会变得肌肉发达。

  　ＢＰはまた全てステータスへ。今回はＤＥＸに３、ＳＴＲ・ＩＮＴ・ＶＩＴに２ずつ、ＡＧＩに１、ＬＵＫはいつもどおりスルー。ちなみにＳＴＲが増えたからといって筋肉ムキムキになったりはしないっぽい。

  「露比，我们回去吧～」

  「ルピ、帰るぞー」

  「汪呼～」

  「ワフー」

  〈越来越搞不懂这到底算不算在玩MMO了～〉

  〈本当にＭＭＯをやってるのかわからなくなってきましたねー〉

  　雅塔老师好像很傻眼，不过我无视了。反正也不用回答。

  　なんかヤタ先生が呆れてるんだけどスルー。答えなくていいんだし。

  　无论是角色等级还是技能等级，我都想提升到在这座岛上独自悠闲过慢生活的程度，但我不打算勉强自己。

  　キャラレベルにしてもスキルレベルにしても、この島で一人のんびりスローライフを送るために必要な分は上げたいけど、それ以上に無理をするつもりはないかな。

  　回程路上，我悠闲地采集帕普果实等东西。这么说来，急救也就算了，制药应该可以事先做好药水吧……

  　帰り道もパプの実やらを採集しつつのんびりと。そういや、応急手当はともかく、調薬は薬の作り置きができるんじゃ……

  『放下行李，又要设置陷阱吗？』

  『荷物を置いて、また罠の設置ですか？』

  「不是，时间有点微妙，我想试试制药。可以制作治愈药水之类的吧？」

  「ううん、時間も微妙だし、調薬を試してみようかなって。ヒールポーションとか作れるんだよね？」

  『是的。不过，你有材料吗？』

  『はい。でも、材料はあるんでしょうか？』

  〈在贝露所在的王国，治愈药水的材料是科普提这种野草〉

  〈ベルさんがいる王国ではー、ヒールポーションはコプティという野草からですねー〉

  　啊，原来植被都不一样啊。虽然这座无人岛的纬度和正常游戏开始的国家差不多……

  　あー、そもそも植生が違ってるのか。一応、この無人島は通常プレイでスタートできる国と緯度的に同じなんだけどなあ……

  「那就只能试试看了……要怎么做呢？」

  「じゃ、やってみるしかない感じかな。……どうやるんだろ？」

  『好像有热衷于制药的玩家，他们说用科普提煮出治愈药水』

  『コプティからヒールポーションを煮出すそうです。調薬に熱心なプレイヤーさんがいるみたいですね』

  「嘿，这种讲究玩法也很有趣啊」

  「へー、そういうこだわりプレイも面白そうだなあ」

  　我本来想如果不能玩无人岛，就以生产为主，所以对这方面有点兴趣。

  　無人島プレイができなかったら、生産メインって考えてたし、そっちはちょっと興味あるんだよな。

  　不过，我已经无法和游戏内的玩家交流了。

  　まあ、もうゲーム内交流とかは無理なんだけど。

  「我回来了」

  「ただいまっと」

  「汪呼」

  「ワフ」

  　我回到帐篷，先把战利品倒出来再整理。

  　テントに戻ってきて、戦利品をとりあえずぶちまけてから整理。

  「糟糕。东西越来越多，睡觉的地方越来越小了……」

  「やばい。ものが増えすぎて寝る場所がだんだん狭くなってきた……」

  『放在外面的话会不会消失呢？』

  『外に置いておくと消えちゃうんでしょうか？』

  「啊，反正都要试试看」

  「あー、どうせなら試しとくかな」

  　我把随便做的木盘和石砧板放在外面，放在临时灶的旁边。

  　適当に作った木皿とか石のまな板なんかを外に出し、即席で作ったかまどの隣に置いておく。

  　虽然不可能被别人偷走，但这里离安全区很近，有可能不知不觉间就消失了。

  　誰かに盗られることはあり得ないんだけど、セーフエリアにも近いし、いつの間にか消えてるって可能性はありそうなんだよな。

  「还是把露比喜欢的留着吧。」

  「ルピのお気に入りだけは残しておくか」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　虽然做得有点丑，但为了方便露比进食，我决定把木盘留下来。

  　ちょっと恥ずかしいできだけど、ルピが食べやすいようにと作ったランチプレートだけは残しておく。

  「做得像小学生劳作一样啊……」

  「小学生の図工の作品みたいなできだよな……」

  〈技能辅助能不能把成品变漂亮呢？〉

  〈スキルアシストで綺麗になったりはしないんでしょうかねー？〉

  『可能因为跟普通的盘子不一样，所以技能辅助没有效果吧？』

  『普通のお皿みたいな一般的なものと違うとスキルアシストが効かないんでしょうか？』

  「算了，就当作是漂流木本来就歪了吧……」

  「まあ、そもそも流木が
    
     歪
    いびつだったせいってことにしとくよ……」

  　西侧森林是针叶树，要是能去那边伐木就好了。不过那样又会变成「锯子不够」或是「想要铇刀」之类的吧。

  　西側の森は針葉樹だったし、あっちで伐採ができればなあ。まあ、それはそれで「今度はノコギリが足りない」とか「カンナが欲しいなあ」とかになるんだろうけど。

  　……嗯？

  　……ん？

  「为什么哥布林会有铇刀？」

  「なんで、ゴブリンがカナヅチなんて持ってたんだろ？」

  『说起来确实如此。会不会是以前有人住在这里？』

  『そういえばそうですね。昔は誰か人がいて住んでいた、ということでしょうか？』

  「啊，原来如此。虽说是无人岛，但也不代表一直都没有人吧。」

  「ああ、なるほど。無人島っていっても、ずっと誰もいない島ってわけでもないのか」

  　不过我记得无人岛开局成功的时候，好像有【最初的登陆者】之类的称号。

  　でも、確か無人島スタートが成功した時に【最初の上陸者】とか言われた気がする。

  　那是指『玩家』吗？嗯，不然NPC也会擅自取得称号吧……

  　あれは『プレイヤーでは』ってことなのかな。まあ、そうじゃないとＮＰＣが勝手に称号取っちゃうよな……

 
  08　星期日

  08　日曜日

  　星期日。

  　日曜日。

  　我一如既往，上午忙于做饭、洗衣、打扫家务，到了下午才终于闲下来。

  　相変わらず、炊事・洗濯・掃除と午前中は家事に追われ、やっと落ち着いた午後。

  「好了，来玩ＩＲＯ吧。」

  「さて、ＩＲＯやるか」

  　昨天在那之后，我一边整理帐篷里的破烂，一边和美音、雅塔老师闲聊，不知不觉就过了十点，于是我们便解散了。

  　昨日はあの後、テントの中のガラクタとかを整理をしつつ、ミオンやヤタ先生と雑談してるうちに一〇時をまわったのでお開きになった。

  　我虽然只是在做盘子、杯子之类的生活必需品，但听说没有人在做这种东西。想想也是……

  　俺的には皿だったりコップだったりと生活に必要なものを作ってるだけなんだけど、そんなものを作ってる人がいないんだとか。そりゃそうだよなあ……

  　我戴上VRHMD，躺在床上。虹膜认证完成，上线后，我收到了一条通知。

  　ＶＲＨＭＤを被ってベッドにゴロンと横になる。虹彩認証が走ってオンラインになると、通知が一件入っている。

  「谁啊？啊，是美姬啊。」

  「誰だ？　って美姫かよ」

  　我打开隔壁房间的美姬发来的信息。

  　隣の部屋にいる美姫からメッセージが入っているのを開封する。

  『我打算从中午开始在ＩＲＯ进行「扫荡哥布林聚落」任务，兄长要是有兴趣的话，要不要看我直播？』

  『昼からＩＲＯで「ゴブリン集落の掃討」クエストをやろうと思っておるのだが、興味があれば兄上に向けて配信するがどうだ？』

  　唔，这确实让我有点兴趣。

  　む、確かにそれはちょっと興味がある。

  　虽然我想亲眼再确认一次岛上的哥布林聚落，但在那之前，我想先看看普通的任务。

  　島のゴブリン集落は自分の目でもう一度確かめたいところだけど、その前に普通のクエストも見ておきたい。

  　我看了看好友列表，只有贝露部长在玩ＩＲＯ。美音说她今天有事，晚上才能上线。

  　フレンドリストを見ると、ＩＲＯをやってるのはベル部長だけか。ミオンは今日は用事があって、夜にしかオンラインにならないとか言ってたっけ。

  　我本来打算在白天尝试一下朴素的制药，不过，我也挺在意美姬是怎么玩游戏的，正好可以看看。

  　昼のうちに地味な調薬を試しておこうかと思ったけど、まあ、美姫がどういうゲームプレイをしてるかも気になるし、ちょうどいいか。

  『我想看，邀请我吧』

  『見たいので招待よろ』

  　我这样回复后等了一会儿，美姬发来了限定直播的邀请。我接受邀请后，眼前出现了一个屏幕。

  　そう返信してしばらく待つと、美姫から限定ライブ配信への招待が飛んできた。それを受け入れると目の前に現れるスクリーン。

  「啊——啊——，听得到吗？」

  「あーあー、聞こえるか？」

  『嗯，听得到，兄长』

  『うむ、聞こえるぞ、兄上』

  　一个银色长发的女孩子对着摄像头竖起了大拇指。

  　カメラに向かってサムズアップする銀髪ロングの女の子。

  「你那长到腰间的头发，不觉得烦吗？」

  「その腰まである髪、鬱陶しくないのか？」

  『不，完全不会。不过也只是好看而已』

  『いや全く。まあ見栄えだけということなのであろう』

  「嗯……话说，你的装备看起来很厉害啊，是废人玩家吗？」

  「ふーん……。ところでお前、その装備とかすごそうなんだけど、廃プレイしてんの？」

  　全身金属铠甲，长剑和大盾，一看就是坦克的装备。感觉要花很多钱。

  　フルプレートの金属
    
     鎧
    よろいに長剣と大盾っていう、いかにもタンクっぽい装備。かなり金かかってそうな装備なんだけど。

  『啊，这是完成了一个任务的报酬。我碰巧帮助了一个身体不舒服的老人，结果好像是任务』

  『ああ、これはちょっとしたクエストをクリアした報酬なのだ。たまたま体調を悪くしたご老人を助けたのだが、どうやらクエストだったようでな』

  　据美姬所说，她创建角色后，漫无目的地在街上闲逛，结果在小巷里发现了一个蹲着的老人。

  　美姫曰く、キャラを作った後、あてもなくふらふらと街を歩いていたら、細い路地でうずくまっている老人を見つけたらしい。

  　美姬没有对明显像是急病的老人置之不理，而是带他去神殿治疗，还把身上的钱全部拿了出来……

  　明らかに急病人っぽいのを見過ごせず、治療にと神殿まで連れていき、手持ちの金を全部出して治療を受けさせたのだが……

  『那位老先生好像是共和国的知名商人。第二天，他把这东西交给我，说是感谢我救了他』

  『その御仁は、どうやら共和国では名のある商人だそうでな。翌日、助けてもらったお礼ということで渡された』

  「不不不，这会不会太多啦？我因为是无人岛开局，所以身上一毛钱都没有，但就算是正常开局，我也没那么多钱买一整套装备吧？」

  「いやいや、もらいすぎじゃね？　俺は無人島スタートのせいか一銭も持ってなかったんだが、通常スタートだからってそんな装備一式買えるほども持ってないよな？」

  『嗯。我本来也想拒绝，但那好像是任务报酬，所以被强制收下了』

  『うむ。我も断ろうとしたのだが、どうやらクエスト報酬らしく、強制的に受け取らされていたのだ』

  　什么啊……

  　なんだそれ……

  「不过真是个谜啊。如果是那种任务，应该会被第一天组的人通关吧」

  「しかし謎だな。そんなクエストなら、初日組にクリアされてそうなもんだけど」

  『嗯，一般来说，刚创建完角色，结束新手教程后，不会有人什么都不做，只是在街上闲逛吧。

  『まあ、作りたてのキャラでチュートリアルが終わった後に、何もせずに街をうろつくなど普通はせんだろう。

  　还有，因为对方要求我支付治疗费，或者说是布施，我一气之下就全部付清了，这可能也是触发条件之一』

  　あと、治療費というかお布施を要求されたので、頭にきて全額
    
     叩
    たたきつけたのも、何かのトリガーやもしれぬ』

  「原来如此。不过，那是特殊任务吧。你这家伙的运气还是一如既往地好啊」

  「なるほど。でもまあ、それユニーククエストだろ。相変わらず謎に運のいい奴め」

  　听到这句话，美姬露出了满意的笑容。这家伙的运气真的好得超乎寻常。

  　その言葉にニンマリとする美姫。こいつの運の良さは本当に規格外っぽいところがあるからな。

  「所以，你能使用那些装备吗？」

  「で、お前その装備使えてんの？」

  『是啊，我跟他说我拿了这些装备也用不了，他就给我介绍了战斗指导。直到前天，我都在重复着一上线就接受指导的过程』

  『ああ、こんなものをもらっても使いこなせんと言ったら、戦闘指南まで紹介されてな。一昨日までは、ログインしては指南を受けることを繰り返していたのだ』

  「真的假的」

  「マジかよ」

  　话虽如此，她似乎也只是把角色等级和长剑，大盾的技能等级练到了5级。

  　とはいえ、キャラレベルと長剣と大盾のスキルレベルがそれぞれ５になったところまでだそうだ。

  『和平时去打怪物没什么区别吧？』

  『普通にモブ狩りに行くのと大差なかろう？』

  「不，这也太无微不至了吧？和我完全相反啊……」

  「いや、至れり尽くせりじゃねーの？　俺と真逆かよ……」

  　话说，她等级比我高啊。虽然我也没怎么专心玩游戏就是了。

  　ってか、俺よりレベル高いじゃん。俺がいまいちゲームに専念できてなかったのもあるけどさあ。

  　仔细想想，是因为我选择了无人岛开局，所以才变成这样的吗？也就是说，我提升了美姬的运气……

  　よくよく考えたら、俺が無人島スタートなんかしたからこうなったのか？　つまり、俺が美姫の運気を上げているという……

  『好了，我们去组个野团，去哥布林聚落吧』

  『さて、ゴブリン集落狙いの野良パーティでも組もうかの』

  「说起来，直播时我的声音除了你以外，还有人能听到吗？」

  「そういや、配信の俺の声ってお前以外にも聞こえるの？」

  『这取决于我的设定。现在只有我能听到，但也可以设定成让队友听到』

  『そこはこちらの設定次第よの。今は我だけにしておるが、パーティメンバーにも聞こえるようにはできるぞ』

  「真的假的。我完全不知道」

  「マジか。全然知らなかった」

  『不过，兄长第一次组队，应该是在我到达那座岛的时候吧』

  『ま、兄上がパーティを組むのは、我がその島に着いた時が初めてだろうからのう』

  　美姬笑着说完，开始在街上走起来。话说，有件事我还没问呢。

  　そう言って笑いながら街中を歩き始める美姫。っていうか、その前に聞いてないことあったな。

  「角色名是平时那个？」

  「キャラ名はいつもの？」

  『嗯。我叫赛丝』

  『うむ。セスと名乗っておる』

  　赛丝这个名字是取自美姬＝Princess吧。

  　美姫＝プリンセスから取って『セス』ってのがいつものやつだな。

  　一直野团也挺辛苦的，还是联系一下奈特他们吧。反正也不是不认识。

  　ずっと野良も大変だろうし、ナットあたりに連絡を取っておくべきかな。知らない相手でもないし。

  　我记得他说过是在帝国开始玩的？话说，这里是哪里？

  　あいつは確か帝国で始めたとか言ってたっけ？　てか、ここどこなんだ？

  「抱歉。这里是帝国吗？」

  「すまん。ここって帝国か？」

  『啊，兄长你不知道啊。这里是沃鲁斯托王国的王都沃尔凯尔。是王国的起始点』

  『ああ、兄上にはわからんのだったな。ここはウォルースト王国の王都ウォルケル。王国でのスタート地点なのだ』

  「王国啊。人真多啊……」

  「王国か。人多いな……」

  　当然，不是所有人都玩家，其中也混杂着NPC，但看上去就像走在真正的中世纪街道上一样。

  　もちろん、全員がプレイヤーってわけでもなくてＮＰＣも混じってるんだけど、本物の中世の街を歩いてるみたいに見える。

  『这里是冒险者公会』

  『ここが冒険者ギルドだな』

  「好厉害……完全就是个政府机关啊」

  「すげえ……、完全に役所だな、これ」

  『从实务上来说，比起政府机关更像是职业介绍所吧？』

  『実務としては役所というよりはハロワではないか？』

  　职业介绍所的比喻很贴切，但还是别说了。不知道会击中哪个玩家的痛点……

  　ハロワのたとえは的確だけどやめろ。どこのプレイヤーにクリティカルヒットするかわからないんだぞ……

  「我差不多要闭嘴了，你正常点。不管我说什么你都别回答」

  「そろそろ黙っとくから普通にしとけ。何か言っても返事しなくていいからな」

  　我这么一说，她就竖起了大拇指代替回答。

  　そう伝えると、返事の代わりにサムズアップする。

  　赛丝走进建筑物，来到一个巨大的告示板前。

  　建物に入り、巨大な掲示板のようなものの前へと進むセス。

  　她从那里取下写着“扫荡哥布林聚落”的委托单，走向窗口。

  　そこから「ゴブリン集落の掃討」と書かれた依頼票を取って、窓口の方へと向かう。

  　一般情况下，就是像这样接任务，然后反复完成任务吗。虽然狩猎怪物也不错，但任务应该会有一些额外奖励吧。

  　普通はこうやってクエストを受けて、それをクリアするってのを繰り返すのか。まあ、モブ狩りとかでもいいんだろうけど、クエストならプラスアルファがあるんだろうな。

  　根据窗口职员的说明，这个任务推荐的人数是五人队伍，除了赛丝担任的坦以外，还需要招募两名近战和两名远距离攻击。似乎会自动匹配到接了相同任务的人。

  　窓口の職員の説明では、このクエストの推奨人数は五人パーティらしく、セスがやるタンクの他に、近接二名と遠距離攻撃二名を募集したそうだ。同じクエストを受ける人をマッチングしてくれるらしい。

  『他说要等一会儿才能凑齐』

  『揃うまでしばらく待てと言われるのだがな』

  　一般情况下，似乎会在附设的酒馆等待，但招募名额转眼间就满了。

  　併設されている酒場で待つのが一般的らしいが、あっという間に募集枠が埋まった。

  　虽然大家互相打了些“请多指教”之类的招呼，但听他们的话，似乎目前坦职很缺。

  　各々、当たり障りのない「よろしくお願いします」的な挨拶が交わされるのだが、その話を聞いていると、現状タンク役が不足しているらしい。

  　……因为坦职不足，所以才把闲着的赛丝安排成坦吗？

  　……タンク不足だから、ぶらぶらしてたセスをタンクに仕向けたのか、これ？

  　如果是这样的话，那他们可能非常仔细地观察着玩家的动向。话说，我的无人岛开局，绝对被运营监视着吧……

  　だとしたら、かなり細かくプレイヤーの動向を見てたりするのかもなあ。てか、俺の無人島スタートなんて、絶対、運営に監視されてるよな……

  　包括赛丝在内的五人队伍，坐上了位于王都西侧的马车。

  　セスを含めて五人のパーティは、王都の西側にある馬車に乗り込む。

  　在马车里闲聊的时候，似乎就到达了发出任务委托的村庄。

  　馬車の中で他愛もない雑談をしているうちに、クエストの依頼があった村に着いたようだ。

  　大概是从这里开始进入副本模式的吧。除了赛丝他们以外，完全没有其他玩家。

  　多分、ここからインスタンスに変わったんだろう。セスたち以外のプレイヤーが全然いない。

  　一行人与委托人村长交谈后，便朝着目的地前进。弓箭手玩家根据感知到的气息前进，发现落单的哥布林就将其解决，大概就是这种感觉。

  　依頼主の村長と会話し、目的の場所へと進む一行。弓使いのプレイヤーが気配感知に従って進み、はぐれゴブリンを見つけては始末するという感じ。

  　或许是因为在抵达哥布林的聚落之前已经打倒了八只，最终聚落里能看见的范围里只有十只左右。

  　ゴブリンの集落に着くまでに八体を倒したせいか、最終的に集落にいたのは見える範囲で一〇体ほど。

  　虽说是聚落，但也只是围着篝火，以及随意堆放着应该是它们猎到的兔子和鹿之类的动物。嗯——岛上的哥布林聚落也是这种感觉吗？

  　集落と言っても
    
     焚
    たき
    
     火
    びを囲んでるのと、狩ったと思われる兎やら鹿やらが無造作に積まれているだけか。うーん、島のゴブリンの集落もこんな感じだったっけ？

  　在我思考着这些事情的时候，所有成员都按照事先商量好的位置就位。

  　そんなことを考えているうちに、メンバー全員が打ち合わせ通りの位置につく。

  　第一击是魔法。魔术士用火球先发制人，弓箭手确实地解决敌人，然后赛丝冲进去吸引敌人的注意力。

  　初撃は魔法。魔術士の火球で先制し、弓使いが確実に仕留めたところで、セスが飛び込んでいってタゲを集める。

  　赛丝用大盾稳稳地挡开哥布林挥舞的棍棒和小刀，用长剑确实地给予伤害。

  　ゴブリンが振り回す
    
     棍
    こん
    
     棒
    ぼうやらナイフで攻撃してくるのを、ガッチリと大盾で受けて
    
     弾
    はじき
    
     返
    かえし、長剣でしっかりとダメージを与えていくセス。

  「你很会当坦嘛。」

  「お前、タンクうまいな」

  　我不禁喃喃自语，赛丝似乎心情很好，甚至使出了盾击。好像是大盾技能的绝技。

  　思わず呟いてしまうと、セスは気を良くしたのか、シールドバッシュまでやる始末。大盾スキルのアーツでできるっぽい。

  　之后持枪和持双剑的玩家也确实地解决哥布林，扫荡完毕。解体和搜刮战利品后回到村子，向村长领取达成委托的证明。

  　あとは
    
     槍
    やり持ちと双剣持ちが確実にゴブリンを仕留めていって掃討完了。解体やら戦利品を漁ってから村へ戻り、村長に依頼達成の一筆をもらう。

  『这样就立起任务完成的Flag了，所以直接在当地解散也可以。不过，因为移动很麻烦，所以还是坐马车回去』

  『これでクエストのクリアフラグは立ったので、現地解散でも良いらしい。まあ、移動が面倒になるので馬車で戻るがの』

  　她小声地告诉我。

  　そう小声で教えてくれる。

  　去程也是这样，因为是任务，所以可以走捷径的部分，好像也可以好好地用走的移动。

  　行きもそうだったが、クエストだからショートカットできてる部分を、ちゃんと歩きやらで移動してもいいらしい。

  　不过，虽说是VRMMO，但要是真的装上任务的移动时间，游戏就会变得很无聊……

  　まあ、ＶＲＭＭＯとはいえクエの移動時間をまともに実装したらプレイがダレるもんなあ……

  　回到公会后在窗口报告。卖掉魔石和战利品后就结束了。

  　ギルドに戻ってきて窓口で報告。魔石やら戦利品を売っぱらって終了。

  『那么，有缘再见！』

  『では、また縁があったらの！』

  　野团成员解散后就结束了。到这里为止花了一个多小时。原来如此，一般的游戏玩法是这样的啊。

  　野良メンバーを解散して終了。ここまで一時間ちょい。なるほど、普通はこういうゲームプレイなんだな。

  「这样感觉也挺有趣的。」

  「これはこれで楽しそうだな」

  『嗯。感觉像是把王道的MMORPG做成完全潜行VR，但有趣的部分很真实，压力大的部分则可以适度地跳过，设计得很好。』

  『うむ。王道のＭＭＯＲＰＧをフルダイブＶＲにした感じではあるが、楽しめる部分はリアルに、ストレスに感じる部分はほど良くスキップさせる良い作りだの』

  　跟这个比起来，无人岛开局感觉相当真实呢……

  　これに比べると無人島スタートは随分とリアルな気がするよな……

  　不对，不过在各个重要环节，一般做不到的事情——解体和设置陷阱之类的——都有确实地跳过。

  　いや、でも要所要所で普通は無理なこと─解体とか罠設置とか─はちゃんとスキップしてくれてるのか。

  「目前感觉就是消化任务吗？」

  「当面はクエストを消化していく感じなのか？」

  『是啊。根据官方的说法，等到服务器稳定运作，新玩家的注册限制解除后，主线剧情就会开始。

  『そうよの。運営の話では、安定した稼働が実現し、新規登録の制限がなくなったところで、メインストーリーが始まるらしいからの。

  　在那之前，任务就是用来教导玩家这个世界是什么样的地方。』

  　それまでの間に、この世界がどういうものなのかを教えてくれるのがクエストなのであろう』

  「原来如此。不过，这跟我好像没什么关系。」

  「なるほどなあ。まあ、俺には関係なさそうだけど」

  　赛丝离开公会后，直接在王都里闲逛。她应该是想让我看看街景吧。

  　ギルドを出たセスはそのまま王都をぶらついている。俺に街並みを見せてくれてるんだろう。

  『这里是王都最大的广场。』

  『ここが王都最大の広場なのだ』

  　我们一走出大街，就看到一座跟体育场差不多大的广场，广场上聚集了相当多的玩家。

  　通りを出たところに、スタジアムほどの大きさの広場がドーンと広がっていて、かなりの数のプレイヤーがいる。

  「还有露天摊贩呢。」

  「露店なんかもあるんだな」

  『这里已经开始出现质量比商店卖的更好的治愈药水了。虽然武器和防具还差得远，但总有一天会出现的。』

  『ヒールポーションなどは店売りよりも質の良いものが出始めておるのう。武具はまだまだのようだが、いずれは出てこよう』

  　赛丝逛了几家露天摊贩，物色着药水类的商品。她仔细地使用鉴定技能来品评商品，最后买了两瓶优质的治愈药水。

  　セスは露店を何店かまわって、ポーション類を物色していく。きっちり鑑定スキルを使って品定めし、良質なヒールポーションを二つほど購入する。

  「这里也有玻璃啊。」

  「ガラスはあるんだな」

  『不过好像没有平板玻璃。』

  『板ガラスはないようだがのう』

  　既然有铁器，那当然也会有玻璃。据说公元前就已经有吹制玻璃了。

  　まあ、鉄器があるんだからガラスはあるよな。吹きガラスって紀元前にはあったって話だし。

  　在岛上也得想办法制造玻璃才行。我想喝冰冰凉凉的姜汁汽水。不对，应该先尝试制作药水才对。

  　島でもいつかガラスを作れるようにならないとなあ。キンキンに冷えたジンジャーエールとか飲んでみたいし。いや、その前にポーション作ってみるって話だったな。

  　好，我也差不多该登入ＩＲＯ了……

  　よし、そろそろ俺もＩＲＯに……

  〖发现无人岛！〗

  〖無人島が発見されました！〗

  「啊？」

  「は？」

  『嗯？这就是传说中兄长在无人岛开局时出现的，世界公告吗？』

  『む？　これは兄上が無人島スタートをした時にあったと言われる、ワールドアナウンスというやつか？』

  「嗯，应该是吧。」

  「ああ、多分そうだと思う」

  　也就是说，除了我以外还有人选择了无人岛开局？虽然自己说有点奇怪，但真亏他能找到这个方法。

  　俺以外に無人島スタートをした奴がいるってことか？　自分で言うのもなんだけど、よくあの方法見つけたな。

  　虽然很在意不是我的某个人打算怎么玩，但也没办法确认……

  　俺じゃない誰かが、どういうゲームプレイをしようとしてるのか気になるんだけど、確認する方法もないし……

  　这时，我收到了通知。是谁啊……是贝尔部长啊。应该是为了刚才的公告吧。

  　と、通知が飛んできた。誰だろ……ってベル部長か。このアナウンスのことだろうなあ。

  「美姬，抱歉，部长找我。应该是为了刚才的公告吧。」

  「美姫、すまんが部長に呼ばれた。多分、このワールドアナウンスのことなんだろうと思うけど」

  『了解。那晚饭再见。』

  『了解した。ではまた夕飯にの』

  　我关掉美姬的直播，打开部长发来的通知，这次是部长的直播邀请。她似乎没办法立刻离开ＩＲＯ，所以想透过直播交谈。

  　美姫の配信を閉じて部長から来た通知を開くと、今度は部長の配信への招待。ＩＲＯをすぐ抜けるわけにも行かない状態らしく、配信経由で話がしたいらしい。

  「呃——听得到吗？」

  「えーっと、聞こえます？」

  『嗯，听得到。抱歉，我正在解任务，没办法离开。』

  『ええ、聞こえるわよ。ごめんなさいね、ちょっとクエスト中で抜けられないのよ』

  「原来如此。所以果然是为了刚才的公告？无人岛开局的那个」

  「なるほど。で、やっぱりさっきのワールドアナウンスの件です？　無人島の」

  『诶？你不是没在玩ＩＲＯ吗？』

  『え？　ＩＲＯしてなかったと思うんだけど？』

  「我正好在看我妹妹玩ＩＲＯ」

  「ちょうど妹のＩＲＯを見てたとこだったんで」

  『……』

  『……』

  　这微妙的停顿是什么意思？

  　その微妙な間はなに？

  『那个，看来那个无人岛开局的直播好像正在放送』

  『えっと、どうやらその無人島スタートがライブ配信されてるらしいのよ』

  「诶，真的假的。那我去看一下比较好吧？」

  「え、マジっすか。じゃ、見てきた方がいいですよね？」

  『嗯，能拜托你吗？也不知道会不会作为存档公开』

  『ええ、お願いできるかしら。アーカイブとして公開されるかどうかわからないし』

  　直播基本上都会保存下来，可以直接公开，但有些人会为了提高直播的价值而暂时不公开。

  　ライブは基本的に保存されてて、そのまま公開はできるんだけど、人によってはライブの価値を上げるために一定期間は公開しなかったりもする。

  　得赶紧去看一下。

  　さっさと見に行っておかないとだな。

  「那我去看看。感想之类的晚上在活动室说吧」

  「じゃ、見てきます。感想というかそれは夜にでも部室で」

  『嗯，拜托了。那个新开始无人岛开局的，好像是Game Dolls的人。找一下应该很快就能找到』

  『ええ、お願い。その新しく無人島スタートしたのは、ゲームドールズの子らしいわ。探せばすぐ見つかると思うけど』

  「了解。那我马上去看」

  「りょっす。じゃ、さっそく見てきます」

  『拜托了！』

  『お願いね！』

  　Game Dolls是那个企业运营的网站吧。我记得攻略网站好像雇了虚拟偶像。

  　ゲームドールズって企業がやってるとこだったっけ。攻略サイトがバーチャルアイドルを雇ってるとかそういうのだった気がする。

  　在攻略网站上公布情报之前，直播的存档都不会公开，得赶紧去看。

  　攻略サイトに情報が載るまで、ライブのアーカイブは公開しないとかだったし、早めに見に行かないとだな。

  　我搜了下『ＩＲＯ』『Game Dolls』……啊，就在最上面。

  　えーっと『ＩＲＯ』『ゲームドールズ』あたりで検索を……ってトップに出てるし。

  　今川纱绫＠Game Dolls「ＩＲＯ无人岛开局直播＃1」就是这个吧。趋势正在急速上升中。

  　今川さあや＠ゲームドールズ「ＩＲＯ無人島スタートライブ配信＃１」これだよな。トレンド急上昇中か。

  「在做什么有趣的事吗？　希望能在我的岛上找到一些可以参考的东西」

  「なんか面白いことしてるのかな？　うちの島でも参考にできることとか、なんかそういうのを期待したいところだけど」

  　我一边想着一边打开直播，发现直播的内容在另一种意义上好厉害……

  　そんなことを考えつつライブを開いてみると、なんだか別の意味ですごいことになっていた……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『感谢收看。直播到此结束，晚上还会继续直播，请大家一定要来看哦』

  『ご視聴ありがとうございました。このライブ配信はいったん終了し、夜また続きをやりますので見に来てくださいね』

  　诶，这就结束了？　我从美姬的直播看到公告也才过了十分钟吧？

  　えっ、もう終わり？　俺が美姫のライブでアナウンスを見てから一〇分も経ってないよな？

  　观众的评论也开始变得混乱。

  　視聴者のコメントもさすがに荒れ始めてる。

  【元帅】「好短！」

  【マーサル】「短っ！」

  【曼波】「晚上要工作，看不到啊！」

  【マンボー】「夜から仕事で見れねえよ！」

  【拉顿】「至少再探索一下岛屿啊」

  【ラッドゥン】「せめてもう少し島を探索してくれ〜」

  『晚上直播再见！　请订阅频道，不要错过哦』

  『続きは夜のライブで！　見逃さないよう、チャンネル登録お願いします〜』

  　原来如此，是这么回事啊。

  　なるほど、そういうことかあ。

  　Game Dolls是以攻略直播为主，所以玩游戏也是工作吧。好辛苦啊……

  　ゲームドールズって攻略配信がメインだから、ゲームプレイするのもお仕事なんだろうな。大変そうだ……

  　总之从头开始看，只确认无人岛开局的部分吧。

  　とりあえず最初から見直して、無人島スタートだけ確認しとくか。

  　直播从创建角色的最后一步，选择起始点开始，创建角色的方法和我一样，就是不断放大缩小和滚动画面来寻找。

  　配信はキャラメイクの最後、スタート地点の選択から始まっていて、やり方は俺と同じでひたすら拡縮＆スクロールで探すやつ。

  　但是，她并不是从几个无人岛的登陆点中选择，而是按照某人的指示进行。

  　ただ、いくつかある無人島の上陸地点から選んだわけではなく、誰かに言われた通りにやってるっぽい。

  　从位置上来说，比我所在的岛屿更东南。我记得那附近确实也有岛屿，作为候选地点应该能排进前十吧？

  　場所的には俺がいる島よりもずっと南東。確かにあのあたりにも
    
     島
    とう
    
     嶼
    しょがあったし、まあまあ候補地としてはトップテンに入るぐらい？

  　但是，那附近感觉可以从大陆坐船过来。我印象中一年左右就能找到，所以就跳过了。

  　ただ、あのあたりは大陸から船で来られそうな感じがするんだよな。一年ぐらいで見つかりそうなのでパスした記憶。

  　登陆地点是岛屿西侧的海岸。她和观众分享了获得特殊奖励SP等信息。在我开始看的时候，她正好再次说明了无人岛开局的方法。

  　上陸地点は島の西側の海岸。特殊褒賞ＳＰやらをもらったあたりを視聴者に共有。無人島スタートの方法をもう一度説明し終わったあたりで、ちょうど俺が視聴開始した感じかな。

  　说实话，光是这样也没什么可说的。

  　正直、これだけだとなんともなんだよなあ。

  　不过，无人岛开局的方法已经暴露了，大家都会去寻找无人岛吗？但是，这样就确实不能和朋友一起玩了……

  　ただ、無人島スタートの方法はこれでバレちゃったから、みんな無人島を探すのかな？　でも、確実に友達と遊べなくなるし……

  　算了。这种事情还是和雅塔老师或贝露部长商量吧。

  　まあいいや。この手のことはヤタ先生やベル部長に相談するに限る。

  　看看时间，已经过了三点。烤个松饼当点心吧……

  　時間を見ると三時すぎ。おやつにホットケーキでも焼くかな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「兄长也在吃点心吗？」

  「兄上もおやつか？」

  「咦？你ＩＲＯ呢？」

  「あれ？　お前、ＩＲＯは？」

  「我肚子有点饿，所以休息一下。我想兄长应该会烤松饼给我吃」

  「小腹が空いたので休憩なのだ。兄上がホットケーキでも焼いてくれるのではと思ってな」

  　感觉自己的想法被看穿了，有点不爽，不过我还是决定给美姬也烤一份。

  　なんだか思考が読まれてる気がして
    
     癪
    しゃくだが、美姫の分も焼いてやることにする。

  　从冰箱里拿出鸡蛋和牛奶，从橱柜里拿出松饼粉。

  　冷蔵庫から卵と牛乳を、戸棚からホットケーキミックスを。

  　在碗里打蛋加牛奶搅拌均匀。搅拌得差不多了之后，加入松饼粉，这次要轻轻搅拌。

  　ボウルに卵を割って牛乳を入れてよく混ぜる。いい感じに混ざったところで、ホットケーキミックスを投入し、今度はさくっと軽めに混ぜる。

  　把面糊倒入热好的平底锅。用小火煎三分钟左右翻面，再等一会儿就煎好了。

  　熱したフライパンに投入。弱火で三分ほどでひっくり返してしばらく待てば焼き上がり。

  「很好很好，感觉不错。来，端过去吧」

  「よしよし、いい感じだな。ほれ、運べ」

  「明白！」

  「了解した！」

  　三片中的两片给美姬。还附上了蜂蜜。

  　三枚のうち二枚を美姫に。はちみつを添えて。

  「所以怎么样了？」

  「それでどうだったのだ？」

  「啊，有个无人岛开局的玩家在直播。我看了他的直播……」

  「ああ、無人島スタートをしたプレイヤーがライブしててな。それ見てきたんだけど……」

  　他刚登陆无人岛就结束了，然后说晚上再继续，诱导观众订阅频道，这让我很不爽。我这么一说，美姬露出了不可思议的表情。

  　無人島に上陸してすぐ終わってしまい、続きは夜にとチャンネル登録を誘導してたのがモヤモヤしたって話をすると、美姫が不思議そうな顔をする。

  「怎么了？」

  「どうした？」

  「不管那家伙是业内人士还是什么，兄长想怎么做就怎么做吧」

  「そやつが業者だろうがなんだろうが、兄上は好きにすれば良かろう」

  「不，这个……也是啊」

  「いや、まあ……そうだよな」

  　我是不是想太多了。嗯，随心所欲就好。

  　なんか深く考えすぎか。うん、好きにやりゃいいんだよな。

  「嗯。谢谢你，美姬」

  「うん。ありがとな、美姫」

  「要谢我的话，下次再给我烤松饼就行了哦？」

  「お礼なら、またホットケーキを焼いてくれれば良いぞ？」

  　我摸了摸这么回答的美姬的头。

  　そう答える美姫の頭を撫でてやる。

  　虽然她一脸开心，但嘴角沾着蜂蜜的样子就像个小学生……

  　嬉しそうな顔はいいんだが、口元がはちみつでベタベタなのは小学生っぽいぞ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「早上好，露比」

  「おはよう、ルピ」

  　我摸了摸扑过来的露比，然后让它坐在我盘起的腿上。

  　飛びついてくるルピをひとしきり撫でてから、あぐらの中へとおすわりさせる。

  　姑且先设定成只对美音直播。这样一来，存档也会自动设定成只对美音公开。

  　一応、ミオンに向けての限定ライブ配信にはしておく。こうしておくことで、出来上がるアーカイブも自動的にミオン限定公開になるから。

  　顺带一提，我一开始公开的两个直播已经迅速变更为只对美音公开了。难不成，有人在直播限定之前就看过？不过，那里面没有选择无人岛的画面啊。

  　ちなみに、初期に公開してた二つはさっさとミオン限定に変更済み。ひょっとしたら、あれを限定にする前に見られてた可能性があるのか？　でも、あれには無人島を選ぶ画面は入ってなかったよな。

  　算了。先吃饭……在那之前，得先确认放在帐篷外的东西怎么样了。

  　まあいいや。まずはご飯……の前に、テントの外に置いた物どうなってるか確認しないと。

  「哦，还在。这可真厉害啊。这一带就像个道具栏一样」

  「お、残ってる。やべーな、これ。このあたり全体がインベントリみたいなもんじゃん」

  　嘛，我做的石灶也还在，只要不被偷或者破坏，好像就会留下来。

  　まあ、作った石かまども残ったまんまだし、誰かに盗られたり壊されたりしなきゃ残るっぽい。

  　嗯，开始想建个仓库了……

  　うーん、倉庫とかも作りたくなってきた……

  「汪」

  「ワフ」

  「哎呀，抱歉抱歉。吃饭是吧」

  「おっと、ごめんごめん。ご飯だな」

  　吃完自己和露比的饭，挑战今天的重点，制药。

  　自分とルピの飯を済ませて、今日のメイン、調薬にチャレンジ。

  　根据美音的说法，治愈药水的制作方法就是把原料放进干净的水里煮沸，然后冷却。

  　ミオンに聞いた話だと、ヒールポーションは原料を綺麗な水で煮込んで冷ますだけ。

  　不过，我还没找到以前听说过的科普提，所以想试试看能不能用仙人笹代替……

  　ただ、以前に聞いたコプティってのは見つけられてないし、仙人笹で代用できないか試してみようと思ってるんだけど……

  「没有锅子啊。」

  「鍋なんてなかった」

  「汪？」

  「ワフン？」

  「唔，怎么办呢……」

  「うーん、どうしよ……」

  　我一边摸着露比，一边看着技能列表。

  　ルピをモフりながらスキル一覧を眺める。

  　反正做菜也需要锅子，而且还有做好药水之后要怎么保存的问题。

  　どうせ料理には鍋が必要になるし、そもそも出来上がったポーションをどう保管するかっていう問題が出てくる。

  「嗯，这个吗？」

  「んー、これか？」

  　我的目光停留在【陶工】这个技能上。这是制作陶器的技能，没想到连这种技能都有。

  　目が止まったのは【陶工】ってスキル。陶器を作るスキルなんだけど、こんなのまで用意してあるんだな。

  　有了这个应该就能做出土锅之类的。先取得这个技能，然后去找土……好！我消耗1SP取得了【陶工】！

  　これがあれば土鍋なんかは作れそうな感じ。これを取って土を探して……よし！　ＳＰ１を消費して【陶工】を取得！

  「露比，我们去检查陷阱吧。」

  「ルピ、罠の確認に行くぞー」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　去找制作陶器的土时，顺便去检查陷阱吧。

  　焼き物用の土を探すついでに罠の確認にも行こう。

  　除了土锅之外，也试着做做看其他东西吧。药水容器也不一定非得用玻璃。虽然看不到内容物的颜色，不过到时候再想别的办法。

  　土鍋以外にもいろいろ作ってみるか。ポーション容器も別にガラスの必要性ないもんな。中身の色が見えないけど、それは別の方法を考えるってことで。

  「啊？」

  「は？」

  　察觉动静技能有了反应，我本来以为是有什么东西中了陷阱……

  　気配感知に反応があり、何かが罠にかかっているとは思ってたんだけど……

  「嘶呀呀呀呀！」

  「シャアアアアッ！」

  　那是一只体长近一米，加上尾巴的话应该更长的大蜥蜴。上半身被圈套陷阱紧紧缠住，正对我发出威吓。

  　体長が一ｍ近く、尻尾も合わせればもっとありそうな大きなトカゲ。上半身をガッチリとスネアトラップに締め上げられたまま威嚇してくる。

  　这只蜥蜴的名字是【沙龙蜥蜴】吗？

  　トカゲ君は【サローンリザード】っていう名前か。

  【鉴定技能的等级提升了！】

  【鑑定スキルのレベルが上がりました！】

  　哦？鉴定升级之后好像会显示背景信息。而且还会显示跟对方技能相关的情报。

  　お？　鑑定が上がってフレーバーテキストが出るようになったっぽい。さらに持ってるスキルに関連する情報も表示してくれるんだ。

  【沙龙蜥蜴】

  【サローンリザード】

  『栖息在潮湿土壤或腐烂树木下的大型蜥蜴。主要捕食南方蛇，但空腹时也会袭击家畜或人类。牙齿带有麻痹毒素。

  『湿った土や腐った木の下に生息する大きなトカゲ。主にサウスネークを捕食するが、空腹時は家畜や人に襲いかかることもある。牙に
    
     麻
    ま
    
     痺
    ひ毒を持つ。

  　料理：肉无毒，可食用。

  　料理：肉は無毒で食用可。

  　制药：毒腺可作为麻痹药水的原料』

  　調薬：毒腺はパラライズポーションの原料になる』

  　呃，有毒啊。之前都没遇到真是幸运……

  　げっ、毒持ちかよ。今まで遭遇しなかったのはラッキーだったのか……

  「呜呜——！」

  「ウウーッ！」

  　露比正低着身子发出低吼，不过面对有毒的对手很危险，我不想勉强它。所以就用锤子敲了它的脑袋。

  　ルピが前のめりになって唸ってるんだけど、毒持ち相手は危ないので無理はさせたくない。というわけで、カナヅチで頭をゴスッと。

  【角色等级提升了！】

  【キャラクターレベルが上がりました！】

  【调教技能的等级提升了！】

  【調教スキルのレベルが上がりました！】

  　哇！一口气提升太多了吧！

  　うわっ！　ちょっと一気にいろいろ上がりすぎだって！

  　角色等级和技能等级都提升了，让我有些吃惊，不过还是先冷静下来，把沙龙蜥蜴解体吧。

  　なんかキャラレベルもスキルレベルも上がってびっくりなんだけど、落ち着いてまずはサローンリザードを解体。

  【解体技能的等级提升了！】

  【解体スキルのレベルが上がりました！】

  　好好好，总之先确认一下得到的东西。

  　はいはい、とりあえず先にゲットしたものを確認だな。

  【沙龙蜥蜴的肉】

  【サローンリザードの肉】

  『沙龙蜥蜴的肉。肌肉质。

  『サローンリザードの肉。筋肉質。

  　料理：肉质过硬，难以食用，需要使用酵素等手段软化。另外，几乎没有味道，需要调味』

  　料理：硬くて食べづらいため、酵素などで身を柔らかくする必要がある。また、味がほとんどしないため、味付けが必要』

  【沙龙蜥蜴的毒腺】

  【サローンリザードの毒腺】

  『沙龙蜥蜴的毒腺。含有麻痹毒素。

  『サローンリザードの毒腺。麻痺毒が詰まっている。

  　制药：可作为麻痹药水的原料』

  　調薬：パラライズポーションの原料となる』

  【沙龙蜥蜴的皮】

  【サローンリザードの皮】

  『沙龙蜥蜴的皮。防水』

  『サローンリザードの皮。水をはじく』

  　皮的背景信息感觉有些随便，可能需要某种技能吧。这个之后再确认，接下来是分配角色升级得到的BP。

  　なんか皮のフレーバーテキストが雑なのは、これ何かのスキルが必要なんだろうな。これは後で確認するとして、次はキャラレベ上がってもらったＢＰを振ろう。

  　反正我原本就打算把BP用在能力值上，这次是STR和DEX各3，AGI2，INT和VIT各1，LUK还是无视。

  　まあキャラレベ５まではステータスに振るつもりだったし、今回はＳＴＲとＤＥＸに３ずつ、ＡＧＩに２、ＩＮＴとＶＩＴに１ずつ、ＬＵＫはやっぱりスルー。

  　然后，确认一下调教技能升级之后……总之先看看露比。

  　で、次は調教スキルのレベルが上がったのを確認なんだけど……とりあえずルピを見てみる。

  【狼？：露比：亲爱：自由行动】

  【狼？：ルピ：親愛：自由行動】

  　种族变成『狼？』，即使鉴定技能升级了也还是这样。然后，『自由行动』是什么意思？啊，难道说……

  　種族が『狼？』ってなってるのは、鑑定スキルのレベル上がってもそのまま。で、『自由行動』ってなんだこれ？　あー、ひょっとして……

  「露比，待命」

  「ルピ。ステイ」

  「汪」

  「ワフ」

  【狼？：露比：亲爱：待机】

  【狼？：ルピ：親愛：待機】

  　原来如此……虽然至今为止它好像也没有无视过命令，不过这应该和关系好坏有关吧。

  　なるほど……。今までも命令無視とかはしなかった気がするけど、仲の良さとか関係あるんだろうな。

  「好棒好棒，真了不起」

  「よしよし、偉いぞ」

  　我毫无意义地让它『待命』，而且沙龙蜥蜴也干劲十足，所以得夸夸它。

  　意味なく『待て』をしちゃったし、サローンリザードにもやる気まんまんだったので、褒めてあげないと。

  　我拿出兔肉，切了一点给露比，它吃得津津有味。这副模样和美姬有几分相似……

  　兎肉を取り出し、少し切って与えてやると美味しそうに食べるルピ。その姿が微妙に美姫に似てなくも……

  【美音开始观看】

  【ミオンが視聴を開始しました】

  『翔君，露比酱，你们好！』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは！』

  「欢迎，美音。你今天不是说家里有事吗，已经好了吗？」

  「ようこそ、ミオン。今日は家の用事があるって言ってたけど、もういいの？」

  『是的。然后，贝露部长联系了我，翔君你知道详细情况吗？』

  『はい。それで、ベル部長から連絡があったんですけど、詳しい話ってショウ君わかりますか？』

  　啊，原来那条消息不是只发给我一个人啊。也就是说雅塔老师也收到了吗？不过，如果要商量的话，应该是在晚上吧

  　あー、例の連絡行ったのは俺だけじゃなかったのか。ってことはヤタ先生にも連絡行ってるのかな？　ま、なんか話し合いがあるなら夜だよな

  「总之，我先大致说一下发生了什么。一边巡视陷阱一边说可以吗？」

  「とりあえず、何があったかざっくり話すよ。罠の見回りしながらでいい？」

  『好的』

  『はい』

  　为了不把事情搞复杂，我从白天美姬……赛丝开始直播的时候说起。

  　ややこしくならないよう、昼に美姫……セスのライブを見始めたあたりから。

  　发现了无人岛的全球公告，贝露部长叫我确认无人岛开局的直播，登陆后直播很快就结束了……差不多就这些吧？

  　無人島発見のワールドアナウンスがあったこと、ベル部長に言われて無人島スタートのライブを確認に行ったこと、ライブは上陸してすぐ終わっちゃった……ってぐらいかな？

  『原来如此……』

  『なるほど……』

  「他们说晚上会继续直播」

  「夜に続きをライブでやるとか言ってたよ」

  『要去看看吗？』

  『見に行きます？』

  「不，我觉得不去看也没关系。如果雅塔老师和贝露部长说一定要看的话，我就会去看，但我觉得没必要在意」

  「いや、別に見なくていいかなって。ヤタ先生やベル部長がどうしても見とけっていうなら見るけど、気にする必要もないかなって」

  　就像美姬说的那样，不管对方是业内人士还是什么，我觉得我只要做自己喜欢的事情就行了。

  　美姫が言ったように、向こうが業者だろうがなんだろうが、こっちは俺が好きなようにすればいいと思うんだよな。

  『也是呢。那这边就交给贝露部长……』

  『そうですね。じゃ、そっちはベル部長に……』

  「不不不，贝露部长今天要直播吧。而且，不管对方做什么，我们也不会有什么困扰」

  「いやいや、ベル部長、今日はライブする日でしょ。それに、向こうが何をやっても別にこっちが困るわけじゃないなって」

  『我们这边的播放量可能会减少哦？』

  『こちらの動画の再生回数が減るかもですよ？』

  「嗯，我只要能和美音边聊天边玩游戏就行了。

  「うーん、俺はミオンとだべりながらプレイができればそれでいいし。

  　老师对收益化也不是那么执着，所以暂时观望一下情况就行了吧」

  　先生も収益化にはそんなにこだわってなかったから、しばらく様子見してればいいんじゃないかな」

  　我这么回答后，陷入了沉默……好尴尬。惹她生气了吗？

  　そう答えると沈黙が……つらい。怒らせちゃったかな？

  　果然还是去看一下那场直播比较好吗……哦？这个土的颜色好像有点不一样？

  　やっぱり例のライブは見に行った方がいいのか……お？　この土、なんかちょっと色が違う？

  　我盯着看了一下，就出现了标记，这应该就是粘土了！

  　じっと見つめるとマーカーが出てきたので、多分、これは粘土になるやつ！

  【红粘土】

  【赤粘土】

  『红色的粘土。

  『赤い色の粘土。

  　陶工：可作为陶器的原料』

  　陶工：陶器の原料となる』

  「粘土来了！」

  「粘土来た！」

  　很好很好，总之先用这个做做看土锅吧。

  　よしよし、とりあえずこれで土鍋でも作ってみるかな。

  『咦？那是什么？』

  『えっ？　それって一体？』

  「啊——这个嘛……」

  「あー、えーっとね……」

  　说起来我还没解释过呢。

  　そういや説明してなかった。

  　我想要制药，但没有锅子，所以就想自己做锅子。铁锅怎么想都不可能，石锅又很难削……土锅的话应该做得出来吧？

  　調薬しようとして鍋がなくて、じゃあ鍋自体を作ろうって考えて、鉄鍋はどう考えても無理だし、石鍋は削るのが大変だよなってなって……土鍋なら作れるんじゃね？　っていう。

  「所以我就学了陶工技能，然后来找粘土，顺便巡视陷阱……」

  「そういうわけで、陶工ってスキルを取って、粘土を探すついでに罠の見回りに来てて……」

  『我去看一下回放！』

  『ちょっと追っかけ再生して見てきます！』

  「好，慢走——」

  「りょ、いってらー」

  　她好像没有生气？美音也不怎么在意播放数和收益化呢。

  　別に怒ってなかったっぽい？　ミオンも再生数とか収益化とかあんまり気にしてなかったよな。

  「露比，去下一个地方吧——」

  「ルピ、次行くぞー」

  「汪呼——」

  「ワフー」

  　如果能用沙龙蜥蜴的毒腺制作麻痹药水，那我想准备一些来对付哥布林。

  　サローンリザードの毒腺からパラライズポーションが作れるんなら、ゴブリンたちを相手にするのに用意したいところ。

  　做个圆形的陶器瓶子，然后『扔出去砸晕对手』或许是个好办法。说不定对铠甲熊也有效。

  　丸い陶器ビンを作って『投げてぶつけて相手を無力化』はありかもしれない。ひょっとしたらアーマーベアにもワンチャンあるかも。

  「不过，事情应该不会那么顺利吧。」

  「ま、そうそう、うまくはいかないか」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　第二个点也是扑空。上次也是扑空，是不是位置不好？

  　二箇所目は空振り。前回も空振りだったし場所が悪い？

  「唔……啊！」

  「うーん……ああっ！」

  　道具栏里应该有……有了！南方蛇的肉。这玩意儿也不怎么好吃，就当诱饵用了吧。

  　インベントリに確か……あった！　サウスネークの肉。これ特に美味くもないし、餌にしちゃっていいよな。

  　我用陷阱设置技能把蛇肉设置在了感觉不错的地点。希望蜥蜴君能来。

  　罠設置スキルでいい感じの場所に蛇肉を設置。これでトカゲ君が来てくれるといいんだけど。

  「那么，下一个点」

  「じゃ、次ー」

  「汪呼」

  「ワフー」

  『之前是抓到了大蜥蜴呢！』

  『大きいトカゲがかかってたんですね！』

  「对对，大概有一米长吧。然后，它的皮感觉还挺不错的……」

  「そうそう、一ｍぐらいあったと思う。で、皮が結構良さそうだったんだけど……」

  　说明里写着它能防水，如果加工后的皮革也能防水的话，感觉会有很多用处。

  　水をはじくってフレーバーに書いてあったし、加工した革が防水となると、いろいろ重宝しそうなんだよな。

  『皮革的加工吗？有什么技能吗？』

  『皮の加工ですか？　何かスキルがあるんでしょうか？』

  「大概？回帐篷之后我找找。要是不把屋顶的叶子换成防水皮革的话，下雨就麻烦了」

  「多分？　テントに戻ったら探してみるよ。屋根を葉っぱから防水の革に変えないと、雨降るとやばいし」

  『啊哈哈』

  『あはは』

  　游戏里还没下过雨呢。也不知道是不是有这个功能。

  　ゲーム内で雨降ったことまだ無いんだよな。実装されてるのかどうかもわかんないんだけど。

  『啊，不好意思。又有人叫我了……』

  『あ、すいません。ちょっとまた呼ばれたので……』

  「嗯，别在意。我巡逻完之后也会下线的」

  「うん、気にせずー。俺も見回り終わったら落ちるから」

  『好的。晚上见！』

  『はい。夜にまた！』

  　我确认观众数变成了0，然后呼地叹了口气……在心里。

  　視聴者数が０になったのを確認し、ふうっとため息を……心の中でついておく。

  「汪呼」

  「ワフン」

  「嗯，是啊。先回去玩吧」

  「ん、そうだな。いったん戻って遊ぶか」

  「汪呼！」

  「ワフッ！」

  　角色等级和技能等级都出乎意料地提升了，接下来就等晚上再玩吧……

  　予想外にキャラレベルもスキルレベルも上がったし、続きは夜にするかな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「晚好嘶」

  「ばわっす」

  「晚上好。虽然比平时早，但作业都做完了吧？」

  「こんばんはー。いつもより早いですが、ちゃんと宿題は終わってますよねー？」

  「都做完了啦」

  「終わってますって」

  　晚上八点前。贝露部长也说了晚上再聊，我便提前登录了活动室，结果只有雅塔老师在。

  　午後八時前。ベル部長がまた夜にって言ってたし、早めに部室にログインすると、いるのはヤタ先生だけ。

  「老师也收到消息了吗？」

  「先生にも連絡行ってたんです？」

  「是的。我收到了，刚刚也看了视频」

  「はいー。来てましたしー、さっき動画も見てきましたよー」

  　原来如此。那，嗯，应该可以认为大家都知道了吧。

  　なるほど。じゃあ、まあ、もうみんな知ってるってことでいいのかな。

  「晚上好」

  「こんばんは」

  「晚好嘶」

  「ばわっす」

  「好的，晚上好」

  「はいー、こんばんはー」

  　贝露部长登录后坐了下来，然后长叹了一口气。

  　ベル部長がログインして着席すると「はぁ」と一つ大きなため息を。

  「怎么了？」

  「どうしました？」

  「事情变得不妙了。啊，不是翔君和美音的错哦」

  「良くないことになってるわね。ああ、ショウ君やミオンさんのせいじゃないわよ」

  　果然无人岛开局的人越来越多了吗？要是看了那个视频后知道了方法，应该有不少人会把现在的角色删掉吧。

  　やっぱり無人島スタートが増えまくってるのかな？　あれ見てやり方がわかったら、今のキャラを削除してやろうって人もそれなりにいそうだもんな。

  「反正迟早会有人公开的，虽然觉得只是早晚的问题，但没想到这么快。该说不愧是Game Dolls吗」

  「いずれ誰かが公開したでしょうしー、遅かれ早かれとは思ってましたがー、意外と早かったですねー。さすがゲームドールズというところでしょうかー」

  「话是这么说没错，但Game Dolls的人好像没调查到一个人只能在一座无人岛上开局。

  「それはそうなんですが、無人島一つにつき一人しかスタートできないことを、ゲームドールズの人たちは調べてなかったみたいで。

  　那个叫今川纱绫酱的孩子搞了个“共同开拓者招募！”」

  　例の今川さあやちゃんって子が『共同開拓者募集！』ってやっちゃったんですよ」

  「哎……」

  「え……」

  　呃，这应该不行吧……

  　いや、それはダメっていうか無理っていうか……

  「在Saezutter上发的吗？」

  「サエズッターでですかー？」

  「是的。然后想加入的人进不去……现在正火上浇油呢。希望美音小姐不要受到牵连……」

  「ええ。それで行こうとした人が入れなくて……絶賛大炎上中ですね。ミオンさんに火の粉が飛んでこないといいんだけど……」

  　哇啊……

  　うわあ……

  『晚上好』

  『こんばんはです』

  　美音正好在这时上线了。

  　ちょうどそこにミオンが登場。

  　她高兴地向我挥了挥手，然后坐了下来，缓缓开口道：

  　ミオンが俺に向かって嬉しそうに手を振ってくれる。で、着席しておもむろに、

  『贝露部长，今天没法直播了』

  『ベル部長。今日、ライブできなくなります』

  「哎？」

  「へ？」

  　贝露部长端正的脸上瞬间露出呆滞的表情。

  　ベル部長の端正な顔立ちが一瞬にして間抜……
    
     呆
    ぼう
    
     然
    ぜんって感じに。

  「怎么回事？」

  「どういうことですかー？」

  『九点开始紧急维护。结束时间未定』

  『九時から緊急メンテナンスに入るそうです。終了時間は未定になっています』

  「「「啊……」」」

  「「「あー……」」」

  　我，贝露部长，雅塔老师都表示理解。

  　思わず納得してしまう、俺、ベル部長、ヤタ先生。

  　今川小姐说晚上要直播后续，估计是不想再引发更多问题吧。

  　今川さんが夜にライブで続きをって言ってたけど、それでさらにってのを避けたいのか。

  『这是刚刚发布的官方公告』

  『ついさっき出た公式の告知です』

  　美音打开官网，放大给我们看。我看看……

  　ミオンが公式サイトを開いて大きく見せてくれる。えーっと……

  【紧急维护通知】

  【緊急メンテナンスのお知らせ】

  　本日午夜九点开始进行紧急维护。结束时间未定。

  　本日午後九時より緊急メンテナンスを行います。終了時間は未定となります。

  　本次维护将处理以下事项。

  　本メンテナンスにより、以下の件について対応いたします。

  　・暂停游戏开始初期位置选择无人岛的功能

  　・ゲーム開始初期位置に無人島を選べる機能の一時停止

  　・处理本日午间三点至晚间九点期间“误删”角色的玩家（请通过以下方式联系我们）

  　・本日午後三時から午後九時までに『誤って』キャラクター削除をしたプレイヤーへの対応（問い合わせはこちらよりお願いします）

  　此外，关于“游戏开始初期位置选择无人岛的功能”恢复时间，将另行通知。

  　なお『ゲーム開始初期位置に無人島を選択できる機能』の再開については、別途アナウンスいたします。

  「哎呀，看来有很多人来咨询呢」

  「あらー、随分と問い合わせが殺到したようですねー」

  「因为那个诱导而删掉角色的人，可以选择恢复角色，或者重新创建角色」

  「例の誘導があって勢いでキャラ削除した人は、消したキャラを戻すか、そのままキャラ作り直すか選べるのね」

  　贝露部长打开咨询页面，确认内容。

  　ベル部長が問い合わせを開いて内容を確認している。

  『原来还能恢复删掉的角色啊』

  『消したキャラを復活させるとかできるんですね』

  「这种MMO好像会随时备份。不过，备份好像会有点旧……」

  「こういうＭＭＯならバックアップは随時取ってるらしいよ。まあ、そのバックアップはちょっと古いのだったりするらしいけど……」

  　今天是周日，运营的人们也很辛苦啊……

  　今日は日曜だし、運営の人たちも大変だろうなあ……

  「我这边得通知大家今天直播中止了」

  「私の方は今日はライブ中止を告知しないとダメね」

  　嗯，这样的话，美音也暂时不要上传视频比较好吧？

  　うーん、そうなるとミオンもしばらく動画上げるの控えた方がいいのか？

  『周二预定要上传的视频怎么办？』

  『火曜にあげる予定だった動画はどうしましょう？』

  「果然还是等事情平息下来比较好吧？」

  「やっぱり落ち着くまで待った方がいいです？」

  　贝露部长和雅塔老师听到这个问题后陷入了沉思。

  　その問いに考え込むベル部長とヤタ先生。

  「嗯，那就观察到周二为止吧。

  「うーん、火曜まで様子を見てからですねー。

  　虽然运营方的公告中强调了“误删”，但这就像是在说“被错误的信息误导了”一样，所以翔君他们并没有错」

  　運営さんからの発表に『誤って』と強調がありますがー、これは『誤った情報に乗せられて』と書いてあるようなものですしー、ショウ君たちは別に悪くないのでー」

  「就算他们没有错，但这样一来无人岛开局的就只有翔君一个人了，说不定会有人来找茬哦？」

  「二人が悪くなくても、これで無人島スタートはショウ君だけになっちゃったわけですし、変な言いがかりをつけてくる人もいるかもしれませんよ？」

  　是啊。这世上总是有人喜欢鸡蛋里挑骨头。

  　そうなんだよなあ。世の中、なんにでも難癖つける人ってのはいるし。

  「所以还是观察一下吧。而且我觉得无人岛开局的并不只有翔君哦？」

  「ですので様子見ですー。それに無人島スタートをしているのはショウ君だけではないと思いますよー？」

  『咦？』

  『え？』

  「因为Game Dolls的今川小姐是在下午三点之前创建角色的」

  「このゲームドールズの今川さんがキャラを作ったのは午後三時より前ですからー」

  「啊……」

  「あ……」

  　说起来，看完那个直播之后，我做了松饼当点心。

  　そういや、あのライブを見終わってからおやつにホットケーキを作ったな。

  「也就是说，那个孩子的角色是无人岛开局，然后直接继续玩了？」

  「つまり、あの子のキャラは無人島スタートでそのまま続行ですか？」

  「前提是她本人没有放弃游戏或者删除角色」

  「ご本人がプレイ放棄やキャラ削除しなければですけどねー」

  「那也……运营真是相当坏心眼呢」

  「それはそれで……運営もかなり意地が悪いわね」

  　也就是说，本人——应该说是Game Dolls——可以选择要怎么做吗？可以继续直播，也可以重新创建角色，或者放弃游戏。

  　つまり、本人─というかゲームドールズ─にどうするか選べっていうことなのかな？　続行してライブしてもいいし、キャラ作り直してもいいし、やめてもいいと。

  　话虽如此，重新创建角色正常地玩的话，周围的目光会很严厉吧。毕竟这次的维护是他们引起的……

  　とはいえ、キャラ作り直して普通にプレイは周りの目が厳しいよな。今回のメンテを引き起こしたわけだし……

  「还有，今天下午三点到九点之间，应该也有人在别的无人岛开始游戏哦。那个人好像也可以直接继续玩游戏。」

  「それとー、今日の午後三時から九時までの間に別の無人島でスタートした人もいると思いますよー。その人がそのままゲームプレイしてもいいみたいですしー」

  「原来如此。也就是说，可能还有其他像翔君一样想享受『孤独一人』的人吗？」

  「なるほど。ショウ君みたいな『ソロぼっち』を楽しみたい人が他にいるかもしれないということですか」

  　那个「孤独一人」的说法伤害太深了，请不要这样形容……

  　その『ソロぼっち』って言い方はダメージが深刻なのでやめてください……

  　不过，我也想和那些志同道合的人取得联系。可以的话，希望能在游戏里。把信放进瓶子里，然后丢到海里？不，还是驯服一只鸟让它送信比较好？

  　でもまあ、そういう志を同じくする人たちとは連絡取ってみたいな。できればゲーム内で。瓶に手紙入れて海へ流す？　いや、まだ鳥をテイムして運んでもらう方がマシ？

  「目前好像还没有人跑来美音大人的频道骂人呢。」

  「現時点でミオンさんのチャンネルに怒鳴り込んできた人はいないようですねー」

  　雅塔老师立刻确认频道的社群。

  　ヤタ先生がさっそくチャンネルのコミュニティーを確認してる様子。

  「先发布『不要被错误信息骗了』的公告，应该算是好事吧。」

  「先に『誤情報に騙されないように』ってお知らせを出したのが良かったのかしらね」

  「唔，感觉会被曲解成“都怪你们不说”。像是“都怪你们不说，我才会被骗”」

  「うーん、すげえ皮肉っぽく取られそうな気も。『お前らがやり方言わないのが悪い』みたいな」

  「要是有人这么说，就直接拉黑吧」

  「そういう人がいた場合は問答無用でブロックしましょうねー」

  　虽然我觉得没那么简单，但贝露部长那边好像也把“怪人”彻底拉黑了。

  　そんな簡単にって思ったけど、ベル部長のところでも『おかしな人』は徹底的にブロックしてるらしい。

  　她说和那种人交流只是浪费时间。这我也能理解。

  　わかり合おうなんて考えるのが時間の無駄なんだってさ。それはわかるけど。

  『既然维护结束时间未定，那今天就玩不了ＩＲＯ了吧？』

  『メンテナンスの終了時間が未定ということは、今日はもうＩＲＯは遊べないですよね？』

  「啊，是啊。好不容易挖到了粘土，陶艺游戏只能留到明天了……」

  「あー、そだね。せっかく粘土取ってきたのに、陶芸ごっこは明日までお預けか……」

  「……陶艺？」

  「……陶芸？」

  　啊，这下又得解释了……

  　あ、これはまた説明しないとダメなやつ……

 
  ■ＩＲＯ官方论坛2

  ■ＩＲＯ公式フォーラム２

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ闲聊综合讨论串【大家好好相处】

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ雑談総合【みんな仲良く】

  【一般王国民】

  【一般的な王国民】

  　维护结束，早安。

  　メンテあけ。おはよう。

  【一般帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　你……一直没睡吗？

  　お前……ずっと起きてたのか。

  【一般王国民】

  【一般的な王国民】

  　嗯，因为可以登入了，所以我要去睡了。

  　ああ、ログインできたから寝る。

  【一般共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　我被整惨了。虽然被钓的人是我自己不好……

  　ひどい目にあった。釣られた自分が悪いんだが……

  【一般王国民】

  【一般的な王国民】

  　辛苦了。是角色复活的人吗？

  　おつ。キャラ復活した人かな。

  　你是不是以为「在无人岛和虚拟偶像急速接近！」？很遗憾！

  　「無人島でバーチャルアイドルと急接近！」とか思った？　残念でした！

  【一般帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　先在无人岛开局，然后上传视频的家伙，要是能先说明一下就好了。

  　先に無人島スタートして動画出してる奴、説明してくれれば良かったのに。

  【一般王国民】

  【一般的な王国民】

  　就是因为会变成这样，所以才隐瞒的吧。真是明智的判断。

  　こういうことになるから伏せてたんだろ。賢明な判断だよ。

  　相比之下（以下略）

  　それに引き換え（以下略）

  【一般共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　Galls的那些孩子也是在工作啊。

  　ゲールズの子たちも仕事だからな。

  　虽然感觉是想尽可能增加粉丝，但还是太急了。

  　少しでもファンを増やしたかったって感じなんだろうが早まったな。

  【一般王国民】

  【一般的な王国民】

  　说起来，在没有NPC的地方能玩得起来吗？

  　そもそもＮＰＣいない場所でゲームになるのか？

  　这次的活动，从后面开始的人是进不去的，所以完全就是一个人被扔进去吧？

  　今回ので後から入れないのもわかったから、完全にソロで放り込まれるってことだよな？

  【一般帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　说不定之后会变成能坐船过去。

  　そのうち船で行けたりするようになるかもな。

  　不过在那之前，我能不能继续玩下去就不好说了。

  　それまでプレイ続けてるか微妙だが。

  【一般王国民】

  【一般的な王国民】

  　我就不行了。既没有接任务的地方，好像也没有看过新手教学。

  　俺は無理だわ。クエも受ける場所ないし、チュートリアルもやってないっぽいしな。

  　话说，不能和朋友一起玩的话，MMO就没有意义了。

  　てか、フレと遊べねえならＭＭＯの意味がない。

  【普通的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　美音酱要是能实况的话，我就能努力了！

  　ミオンちゃんが実況してくれるなら頑張れる！

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　去V串。

  　Ｖスレ行け。

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　更新和新玩家限制要来了！≫［链接］

  　アプデと新規制限解除くるぞ！≫［リンク］

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　意外地快啊！

  　意外と早かった！

  　话说，主线剧情的标题是《第一章　帝国动乱篇》也太让人在意了吧！

  　てか、メインストーリーのタイトル『第一章　帝国動乱編』って気になりすぎる！

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　这是要爆发国家间战争吗？

  　これは国家間戦争勃発か？

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　呃，真的假的……

  　うえ、マジか……

  　趁现在去王国避难吧？

  　今のうちに王国に移動しとくかな？

  【普通的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　量产感觉能赚钱的消耗品吧！

  　儲かりそうな消耗品を量産だな！

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　没有序章吗？

  　これプロローグとかないの？

  【普通的王国民】

  【一般的な王国民】

  　之后可能会发表，说不定游戏里就能知道哦？

  　そのうち発表があるか、ひょっとしたらゲーム内でわかるのかもよ？

  　有点羡慕帝国的人。

  　帝国の人らがちょっとうらやま。

  【普通的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　你这么一说，我开始烦恼要不要逃跑了……

  　そんなこと言われると、逃げとくか悩むじゃん……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  ♪关于参战的虚拟偶像♪

  ♪参戦バーチャルアイドルについて語らう♪

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　结果纱绫酱怎么样了？

  　結局、さあやちゃんはどうなったん？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　她在Saezutter上道歉了，说要在IRO无限期休止活动。

  　サエズッターで謝罪してたけど、ＩＲＯは無期限休止だってさ。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　真的假的。都好好道歉了，正常玩不就好了。

  　マジか。ちゃんと謝ったんだし、普通にプレイすりゃいいのに。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　不不，她不可能一个人在无人岛上玩吧。

  　いやー、あのまま無人島でソロは無理でしょ。

  　粉丝和公会成员也没法帮她……

  　ファンもメンバーの知り合いも手伝えないし……

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　诶？重做一个角色不就行了。

  　え？　キャラ作り直せばいいじゃん。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　那也很痛苦啊。

  　それもつらいぞー。

  　肯定会被问“好不容易能无人岛开局，为什么不玩了”。

  　無人島スタートできたのにプレイしないのかって言われるだろうし。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　说这话的人肯定没玩过ＩＲＯ。

  　それ言う奴はＩＲＯやってないんだけどな。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　因为这些乱七八糟的事，美音炭会不会停止投稿视频啊？

  　ごたごたがあったせいで、ミオンたんの動画投稿が止まったりしないかね？

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　那可就麻烦了。

  　それ困るよね。

  　我还想看无人岛的后续呢。

  　無人島の続きも見たいし。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　我也担心这个。

  　俺もそれが心配。

  　就算不是无人岛，也想看她实况。

  　無人島じゃなくても、誰かの実況して欲しいなー。

  【主推很尊的冒险者】

  【推しが尊い冒険者】

  　那可不行。

  　それはダメ。

  　那两个人不是挺好的吗。很青涩啊～

  　あの二人がいいんじゃん。初々しくてさ〜

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  ◆关于陶艺◆

  ◆陶芸について◆

  　关于陶工技能的情报交换串。

  　陶工スキルについての情報交換を行うスレッドです。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　虽然开了个串，但真的有其他同志吗……

  　立ててみたはいいものの、果たして他に同志はいるのだろうか……

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　算了，就算只有我一个人，也写点笔记吧。

  　まあ、私だけでもメモの代わりに書いておこうか。

  　要是有问题，运营会删掉的。

  　問題があるようなら、運営が削除するだろう。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　我为了陶艺而取得了陶工，鉴定，采集技能。

  　陶芸目的で取得したスキル。陶工、鑑定、採集。

  　我在沃鲁斯托王都的西边狩猎怪物并采集粘土。有红粘土和白粘土两种。

  　ウォルースト王都の西にてモブ狩りをしつつ粘土を採集。赤粘土、白粘土の二種。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　我在冒险者公会和职员聊了陶工的事，得知商业公会有陶器的交货委托。

  　冒険者ギルドで陶工のことを職員に話すと、商業ギルドで陶器の納品依頼があることを教えてもらえた。

  　我在商业公会接下了委托。好像是酒瓶的交货，不过就是类似水壶的东西。我还听说可以在工业区借到窑。

  　商業ギルドにて依頼を受ける。酒瓶の納品らしいが、まあピッチャーのようなものだ。工業区画にて窯を借りられることも聞いた。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　工业区有很多锻冶，木工，石工等玩家。因为这里有付五枚大铜币（五〇〇〇艾莉丝就能租用个人工房一整天的机制。

  　工業区画には鍛冶、木工、石工などのプレイヤーが多い。大銅貨五枚（五〇〇〇アイリス）を払うと個人向け工房を一日借りられる仕組みがあるからだ。

  　进入里面就会变成一个人，所以大概是副本吧。

  　中に入ると一人だけになるので、おそらくインスタンスなのだろう。

  　虽然租金感觉很高，但因为连柴火都准备好了，所以可以接受。我忘了这个世界没有瓦斯，灯油等燃料，也没有电。

  　レンタル料が高く感じたが、薪も用意されていたので納得。ガス、灯油という燃料がなく、電気も当然ない世界だということを失念していた。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　我揉着红粘土，按照委托书上的形状成形。是酒馆里水壶的形状。

  　赤粘土をこねて依頼書通りの形へと成形していく。酒場にあるピッチャーの形。

  　感觉上，有STR和DEX会比较好。因为形状不是太难，所以几分钟就成形了。这是游戏才有的吧。

  　感覚としてはＳＴＲとＤＥＸはあった方が良さそうだ。あまり難しい形状でもないので数分で成形できた。ゲームならではだろう。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　我把陶器放入预热好的窑里等待。如果这是现实，应该要花半天时间，但游戏里会怎么样呢？

  　温めてあった窯に入れて待つ。これが現実なら半日はかかるはずだが、ゲームだとどうなっているのか。

  　我本打算一边揉粘土一边慢慢等，但过了十五分钟左右就显示【陶工：烧制完成】。

  　粘土をこねつつゆっくり待つつもりだったが、一五分ほどで【陶工：焼き上がりました】と表示された。

  　这真是太好了。不过，应该还需要冷却时间。我暂且把陶器拿出来，让它自然冷却。

  　これはありがたい。だが、冷ます時間も必要なはずだ。ひとまず取り出して、自然冷却させる。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　素烧没有问题。自然冷却也过了十五分钟左右，陶工技能的等级就提升了。

  　素焼きは問題なし。自然冷却も一五分ほどで終了したところで、陶工スキルのレベルが上がった。

  　这表示就算这样也能使用吗？不过，作为交货品应该会被问到质量，所以应该要进行本烧吧。

  　一応、これでも使えるからということだろうか？　ただ、納品物としては質を問われそうなので本焼きをすべきだろう。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　那么，釉药就用白粘土。还需要追加灰和水吧。如果这是现实，应该会更复杂，但游戏里这样应该就足够了。

  　さて、
    
     釉
    うわ
    
     薬
    ぐすりは白粘土から。追加で灰と水が必要だろう。現実ならもっと複雑だろうが、ゲーム内ならこのぐらいで十分なはず。

  　我顺利地调合了釉药。这样也能赚到陶工的技能经验值吗？

  　特に困ることもなく釉薬の調合に成功。これでも陶工のスキル経験値が稼げるのだろうか？

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　本烧也和素烧一样时间就完成了。这样陶工技能又提升了。

  　本焼きも素焼きと同じ時間で完了。これでまた陶工スキルが上がった。

  　我鉴定完成品，发现是质量非常普通的酒瓶。这表示这是初学者用的任务吧。

  　完成品を鑑定すると、ごく普通の品質の酒瓶ということだった。初級者用のクエストだったということだろう。

  【仁培】

  【ジンベエ】

  　交货任务完成。

  　納品クエスト完了。

  　这个工业区的一角有交货地点，真是太好了。

  　この工業区画の一角に納品場所があるのがありがたい。

  　交货十个能拿到一枚银币，也就是一万艾莉丝，纯利润是五千。虽然利润很可观，但这个任务真的是常驻任务吗？

  　一〇個を納品して銀貨一枚、一万アイリスなので、純利は五〇〇〇。十分利益が出ているが、果たしてこのクエストは常在クエストなのだろうか。

 
  09　星期一

  09　月曜日

  「那待会儿见。」

  「じゃ、また後で」

  「嗯……」

  「ぅん……」

  　我目送美音快步走向自己的座位，然后坐到自己的座位上。

  　とてとてっと自分の席へと向かうミオンを見送りつつ、自分の席へと座る。

  「早。」

  「おは」

  「早啊。昨天的祭典真是壮观啊。」

  「おはおは。昨日の祭りはすごかったな」

  　祭典？啊……

  　祭り？　あー……

  「无人岛的火祭？」

  「無人島の火祭り的な？」

  「就是那个。」

  「それよ」

  　结果，那之后也没法玩，大家就一起看我的存档，开了一场挤爆会……

  　結局、あの後はＩＲＯもできないしで、俺のアーカイブをみんなで見て、詰められる会に……

  　不，其实并没有真的挤爆，只是被问了很多问题，我也有问题想问，所以正好。

  　いや、ホントに詰められたわけじゃないけど、質問はいろいろされたし、こっちも質問はあったしちょうど良かったけど。

  「说起来，我早上没确认，维护结束了吗？」

  「そういや、朝確認してないんだけど、メンテって終わったのか？」

  「今天早上六点好像结束了。被误导删除角色的玩家，申请的都复活了。」

  「今朝の六時にメンテ明けたっぽい。釣られてキャラ削除した奴も、申請があった分は復活したらしいぞ」

  「嘿，运营的人也真辛苦啊……奈特你认识的人里有谁删了角色吗？」

  「へー、運営の人たちも大変だな……。ナットはキャラ削除した奴が知り合いにいたの？」

  　这家伙是个社交达人，感觉游戏里应该也交到了不少朋友。

  　陽キャのこいつのことだし、ゲーム内にもう相当フレンドがいそうな気がする。

  「没有，我的朋友虽然对维护公告很生气，但可不会被那种东西误导。

  「いや、俺のフレはメンテ入るってアナウンスにはキレてたけど、さすがにあんなのに釣られたりはしないぞ。

  　角色复活的消息，我是早上看官方论坛才知道的。」

  　削除キャラが復活したってのは、朝、公式フォーラムを見たからな」

  「啊，官方论坛啊。我完全没看……」

  「あー、公式フォーラムか。全然見てないわ……」

  　因为怕看到剧透，所以一直没去看。而且，街上发生的事和任务什么的，好像都和我完全无关。

  　ネタバレ見ちゃいそうで避けてるんだよな。それに、街中のことだとかクエストだとか、俺と全く関係なさそうだし。

  　和我有关的，也就只有生产系技能的话题了吧？

  　関係がありそうなのって、生産系スキルの話題ぐらいか？

  「不过，如果你在意剧透的话，还是不要看比较好。我也完全没去看任务相关的消息」

  「まあ、ネタバレ気にしてるなら見ない方がいいな。俺もクエスト関連は全然見てないし」

  「有些任务不是不事先调查就无法通关吗？」

  「クエによっては『事前に調べてないとクリア不能』みたいなのあるんじゃないのか？」

  「游戏才开服两周，不会有那种任务的。而且官方也说了，只有故事任务是不能重来的」

  「まだオープンして二週間だし、そんなクエねえって。ＩＲＯは公式が『再チャレンジできないのはストーリークエストだけ』って言ってるしな」

  「这样啊」

  「へー」

  　说起来，美姬也说过类似的话。好像是说，等到服务器稳定，新玩家限制解除之后，主线故事才会开始。

  　そういや、美姫もそんなこと言ってたっけ。安定稼働からの新規の制限解除があってからメインストーリーが始まるとか。

  　不过，这和无人岛生活的我好像没什么关系……

  　まあ、無人島生活の俺には関係なさそうだけどな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　休息时间，我从奈特那里听说，我和美音好像没有被当成坏人。至少在官方论坛上是这样的。

  　休憩時間にナットからいろいろと聞いた感じ、俺とミオンが悪いって話にはなってないらしい。少なくとも公式フォーラムでは。

  「话说，游戏攻略网站的虚拟偶像不验证就煽动玩家重开角色，这也不太好吧，被煽动的人也有错」

  「つか、ゲーム攻略サイトのバーチャルアイドルが検証もせずに、キャラのリスタを
    
     煽
    あおるのもアウトだし、それに釣られる方も悪いって話だな」

  　看来是这样，我松了一口气。我在活动室里和大家聊着这些。

  　そんな感じらしくて一安心。という話を部室でしている。

  『是这样啊。我放心了』

  『そうなんですね。ホッとしました』

  「是啊。要是我们因为没说而被骂，那可真是躺着也中枪」

  「だね。黙ってた俺らが責められたら、ホントとばっちりだよ」

  『我也可以看官方论坛吗？』

  『公式フォーラムって私でも見れるんでしょうか？』

  「我记得只有ＩＲＯ的玩家才能看……不过，美音已经创建了角色，应该可以看吧」

  「確かＩＲＯのプレイヤーだけが利用できるはず……って、ミオンはキャラは作ってあるから見れる気がするな」

  　就算没有开始游戏，只要有账号就行了吧？反正角色名也决定是美音了。

  　別にスタートしてなくても、アカウントあればいいんだよな？　キャラネームはミオンって決めてたし。

  『我可以去看看吗？』

  『見てきてもいいでしょうか？』

  「可以是可以，不过我们已经宣布只会在频道里发布消息，所以应该不能发帖吧？」

  「いいと思うけど、告知はチャンネルだけって宣言しちゃってるから、書き込みはダメじゃないかな？」

  『嗯，我只看』

  『はい。見るだけです』

  「还有，可能会有人在上面说我们的坏话……」

  「あと、悪口とか書かれてるかもだけど……」

  『没关系的』

  『大丈夫ですから』

  　美音说完，就从官方网站进入了论坛。

  　そう言って公式サイトからフォーラムを見に行くミオン。

  　我并不想看，而且在贝露部长来之前也没事做。说起来，美音投稿的视频播放数有多少了……

  　俺は見る気はないし、ベル部長が来るまで暇だ。そういや、ミオンが投稿した動画の再生数ってどれくらいに……

  「哇，真的假的」

  「うわ、マジか」

  　第一段视频播放数超过了30万，第二段也超过了12万。频道订阅数也突破了5000人啊。

  　最初の動画は三〇万再生を超えてるし、その次のも一二万を超えてるし。チャンネル登録者数は五〇〇〇人突破かー。

  「你们两个来得真早啊」

  「二人とも早いわね」

  「因为我是班主任嘛」

  「私が担任ですからねー」

  　贝露部长和雅塔老师来了，各自坐到了座位上。

  　ベル部長とヤタ先生が来て、それぞれ席に着く。

  「关于昨天的紧急维护，目前好像还没有人来找你们麻烦」

  「昨日の緊急メンテの件だけど、今のところ、二人にとばっちりが来るようなことにはなってないみたいね」

  「不如说，大家好像都在担心呢」

  「むしろ心配されてるっぽいですねー」

  　两人看着频道聊了起来……在哪里？啊，是这边的通知栏的评论吗。

  　二人がチャンネルを見てそんな話を……どこだ？　あ、こっちのお知らせについたコメントの方か。

  　那边的评论从昨天维护的时候开始就增加了不少。

  　そっちの方に、昨日のメンテ時間あたりからコメントが増えている。

  　有很多人担心美音会不会不上传视频了。还有，因为看了视频，所以打消了无人岛开局念头的人也零星出现……

  　ミオンが動画をあげなくなるんじゃないかっていう心配が多いな。あと、動画を見ていたおかげで、無人島スタートを
    
     思
    おもい
    
     止
    とどまりました的なのもちらほら……

  「嗯，看了那个视频，应该不会有人想说『我也要！』吧」

  「まあ、あの動画見てたら『俺も！』ってならないよなあ」

  「因为这次的事情，大家也知道了之后是不能加入的」

  「今回のことで後から協力者が入ることもできないってわかりましたからねー」

  『下次的视频在周二上传可以吗？』

  『次の動画は火曜に投稿でいいですか？』

  「可以啊。明天的社团活动时间来拍吧」

  「いいんじゃないかしら。明日の部活の時間にやりましょ」

  　明天的视频是到帮助露比的部分吧。感觉动物爱好者会很兴奋呢……

  　明日の動画はルピを助けるところまでだっけ。それはそれで動物好きが盛り上がりそうな気がするな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「早上好，露比。等我一下」

  「おはよう、ルピ。ちょっと待ってくれ」

  　我像往常一样，只对美音开启了直播。没过多久，观众数就变成了1。

  　いつものようにライブ配信をミオン限定で開始。ほどなく視聴者数が１になる。

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪」

  「ワフン」

  　离社团活动结束还有一小时左右，就快点去巡视陷阱和采集粘土吧。

  　さて、部活終わりまで一時間ほどだし、さくっと罠の見回りの続きと粘土採集かな。

  『说起来，关于鞣皮的事情』

  『そういえば、皮をなめす話なんですけど』

  「啊，有什么眉目了吗？」

  「あ、なんかわかった？」

  『好像有个叫素材加工的技能。可以把怪物掉落的不能直接使用的物品加工成可以使用的物品』

  『素材加工っていうスキルがあるそうです。モンスターのドロップ品でそのまま使えないものを加工して、使えるものにしてくれるんだとか』

  「噢噢！」

  「おおー！」

  　咦，她刚才在官方论坛上找的？唔，感觉我为了防止剧透而让她费了不少功夫，有点过意不去。

  　って、さっき公式フォーラムで探してくれてた？　うーん、なんか俺のネタバレ回避へのこだわりで手間をかけてるっぽくてアレ。

  　总之先打开技能列表，素材加工在……找到了。SP1就能学会，那就学【素材加工】吧。

  　ともかくスキル一覧を開いて、素材加工はどこに……あった。ＳＰ１で済むし【素材加工】を取得っと。

  　我拿起放在帐篷里的皮，发现加工所需的药剂不够。药剂……制药能做出来吗？

  　テントに置いてあった皮を手に取ると、加工するための薬剤が足りないらしい。薬剤……調薬でなんとかなるのか？

  『不行吗？』

  『ダメですか？』

  「应该可以，不过皮的加工需要的药剂不够」

  「行けそうなんだけど、皮の加工に薬剤が足りないって言われてる」

  『皮的加工需要药剂……好像是用鞣剂来着』

  『皮の加工で薬剤っていうと……タンニンにつけたりするみたいですね』

  　美音似乎帮我查了，告诉我这些。鞣剂是柿子的涩汁来着？

  　ミオンが調べてくれたのかそんな話をしてくれる。タンニンっていうと柿渋とかだっけ？

  　柿子……好像在哪里见过……

  　柿……どっかで見たことがあるような……

  「啊！」

  「ああ！」

  　我拿出帕普果实进行鉴定……

  　パプの実を取り出して鑑定……

  【帕普果实】

  【パプの実】

  『帕普树的果实，涩味很重。

  『パプの木になる実。渋味が強い。

  　料理：干燥后去除涩味会变得美味。

  　料理：乾燥させるなどで渋味を抜くと美味。

  　制药：果汁可以解除麻痹状态。

  　調薬：果汁は麻痺状態を解除する。

  　素材加工：果汁可以作为皮革加工剂』

  　素材加工：果汁は皮革加工剤となる』

  「就是这个！这个就是柿子吧。感觉是配合游戏省略了麻烦的部分」

  「これだ！　これ要するに柿だよな。ゲームに合わせて手間のかかる部分はスキップしてる感じだけど」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「不不不，这都是多亏了美音。好！除了巡逻陷阱和寻找粘土，还要去采集帕普果实」

  「いやいや、ミオンのおかげだって。よし！　罠の見回り、粘土探しに加えて、パプの実を採集に行くか」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  『翔君，差不多快到五点半了』

  『ショウ君、そろそろ五時半です』

  「好，回去吧」

  「りょ、戻るよ」

  　巡逻设置好的陷阱，得到了一只沙龙蜥蜴和两只双角兔。途中遇到的一只南方蛇被露比轻松打倒了。

  　仕掛けた罠の見回りをやって、サローンリザード一匹、バイコビット二匹をゲット。途中で出会ったサウスネーク一匹はルピがあっさり倒した。

  　这样制作陷阱就升到2级，设置·解除陷阱升到3级。在巡逻途中采集到的红粘土、帕普果实、能用来制作陷阱的藤蔓也让我采集升到了3级。

  　これで罠作成が２に、罠設置・解除が３にレベルアップ。見回りの途中に赤粘土、パプの実、罠に使える蔓を探したりで採集も３に上がった。

  　道具栏也快满了，这样正好。

  　インベントリに空きがなくなってきたところだったし、ちょうどいいかな。

  「不容易腐烂的东西就放在外面吧」

  「腐りそうにないものは外でいいか」

  　粘土之类的东西就堆在帐篷周围。反正都是在外面作业。

  　粘土やらはテントの周りにどさっと置いておく。どうせ外で作業になるし。

  　藤蔓也是。为了防止被风吹走，姑且先用石头压住吧。

  　蔓もかな。一応、風で飛ばされないように石でも乗せとくか。

  『真想要个仓库啊』

  『倉庫が欲しいですね』

  「是啊。果然差不多该想办法解决哥布林的聚落了……」

  「なんだよなあ。やっぱ、そろそろゴブリンの集落をなんとかしたいな……」

  　要是能制作陶器瓶，就能准备麻痹药水，也想准备一些治愈药水以备不时之需。

  　陶器ビンが作れれば、パラライズポーションが用意できるし、ピンチの時用にヒールポーションも用意しておきたいんだよな。

  　接下来只要能顺利引诱它们上钩，再用陷阱各个击破，应该就能解决掉它们了。毕竟我的等级也提升了不少。

  　あとは、うまく釣って罠にはめていけば、各個撃破でなんとかなりそうな気がしてる。レベルも上がってきたし。

  「那我先下线了。」

  「じゃ、落ちるんで」

  『好的。』

  『はい』

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　回到现实视野后，贝露部长似乎还在玩着ＩＲＯ。

  　リアルビューに戻ってくると、ベル部長はまだＩＲＯをやってるっぽい。

  『辛苦了。』

  『お疲れ様でした』

  「嗯，辛苦了。加工素材的技能，果然有写在官方论坛上吗？」

  「うん、お疲れ。素材加工のスキルって、やっぱりフォーラムに載ってた？」

  『是的。那个，我是不是不该告诉你？』

  『はい。あの、伝えない方が良かったです？』

  「不会，帮大忙了。技能实在太多，要是把说明全部读完，都不知道要花多少时间。」

  「ううん、助かったよ。スキルありすぎて、説明全部読んでたら時間どれだけかかったやら」

  　游戏里有数量多到让人觉得“真亏他们能准备这么多”的技能，光是找起来就很费劲。

  　よくまあこれだけ用意したよなって数のスキルがあって、探すのも一苦労だったし。

  　如果不会剧透任务，那我也去看看官方论坛吧……

  　クエストのネタバレとか踏まないなら、俺も公式フォーラムは見ておくかなあ……

  『雅塔老师在看什么？』

  『ヤタ先生は何を見てるんですか？』

  「刚才官方发表了公告，说下周日会解除新玩家的限制。」

  「先程公式から発表がありましてー、次の日曜に新規の制限を解除するそうですー」

  「没想到这么快。我还以为会观察一个月左右呢。」

  「意外と早かったっすね。一ヶ月ぐらい様子見かと思ってましたけど」

  　这应该和无人岛开局的事无关吧？

  　無人島スタートがバレちゃったから、ってのは関係ないよな？

  「而且主线剧情好像也会在那前后开始哦。不过，这和翔君应该没什么关系就是了。」

  「それに前後してメインストーリーが始まるそうですよー。まー、ショウ君には関係なさそうですがー」

  　说完，她把官方的公告页面给我们看。

  　そう言って俺たちに公式の告知ページを見せてくれる。

  　呃，『第一章　帝国动乱篇』……

  　えーっと『第一章　帝国動乱編』と……

  『翔君，感觉你好像不属于任何国家呢』

  『ショウ君、どこの国にも属してない感じですよね』

  「是啊，其他玩家都是属于某个国家的吗？」

  「そうだけど、他の普通のプレイヤーって属してるものなの？」

  「在新手教学里，玩家会在各个起始点的冒险者公会进行注册，然后就决定所属国家了」

  「チュートリアルで各スタート地点の冒険者ギルドに登録するのでー、そこで所属が決まる感じですねー」

  　好的，我并没有什么新手教学……

  　はい。チュートリアルとかありませんでした……

  　如果不注册就拿不到公会卡，当然也就无法接任务，所以应该没有玩家会不注册。

  　その登録をしないとギルドカードがもらえず、当然クエストが受けられなくなるので、しないプレイヤーはいないらしい。

  　目前，只有我一个人是这样？虽然可能还有其他玩家也是无人岛开局。

  　現状、俺ぐらい？　他にも無人島スタートしてるプレイヤーがいるかもだけど。

  『玩家的行动会改变世界吗？』

  『プレイヤーの行動で世界が変わるんでしょうか？』

  「应该是的。这也是ＩＲＯ的卖点之一」

  「そのはずですよー。ＩＲＯはそれが売りでもありますしねー」

  　生活在动荡的世界里，很有王道奇幻故事的感觉。

  　動乱の世界に生きるってのは、いかにもな王道ファンタジーって感じ。

  　奈特是从帝国开始的，他应该很喜欢这种展开，感觉会很兴奋。

  　ナットは帝国でスタートしてるし、こういう展開が好きだろうから、燃えてそうだよな。

  　聊着聊着，到了五点四十分，社团活动结束的通知来了，贝露部长也很快回到了现实视野。

  　そんな話をしていると、五時四〇分になって部活終わり通知が来て、ほどなくしてベル部長もリアルビューへと戻ってくる。

  「呼，会用麻痹攻击的对手果然很麻烦」

  「ふう、やっぱり麻痺攻撃してくる相手は厄介ね」

  　嗯？麻痹？

  　ん？　麻痺？

  『有会用麻痹攻击的对手吗？』

  『麻痺攻撃を持つ相手が出てくるんですか？』

  「就是一种叫纳林蝎的蝎子。它们会从尾巴尖端喷出毒液，要是同时出现好几只就麻烦了」

  「ナリンスコーピオンっていう
    
     蠍
    さそりね。尻尾の先から毒液を浴びせてくるんだけど、複数匹出てくると大変なのよ」

  　一旦陷入麻痹状态，就无法使用塔盾技能的绝技〈挑衅〉，坦克角色就无法赚取仇恨值……大概就是这种感觉。

  　麻痺すると大盾スキルのアーツ〈挑発〉が使えなくなって、タンク役がヘイトを稼げなくなって……って感じらしい。

  　说起来，美姬也用过盾击这个绝技。我的短剑技能完全没有提升……应该说，我几乎没有经历过像样的战斗。

  　そういえば美姫もシールドバッシュってアーツ使ってたな。俺は短剣スキルが全く上がってないし……っていうか、まともな戦闘ほとんどしてないな。

  　不，比起这个……

  　いや、それよりも……

  「没有解除麻痹的药水或魔法吗？」

  「麻痺を解除するポーションとか魔法とかないんです？」

  「NPC商店里有卖抗麻痹药水，但价格相当昂贵。而能使用神圣魔法〈麻痹解除〉的玩家很少，而且MP消耗量很大」

  「アンチパラライズポーションはＮＰＣ店売りでかなり高いのよ。神聖魔法の〈麻痺解除〉はまだ使えるプレイヤーが少ない上にＭＰ消費が大きいわ」

  　这样啊……

  　そうなんだ……

  『翔君，刚才的』

  『ショウ君、さっきの』

  「啊，嗯。呃，帕普果实能弄到手吗？」

  「あ、うん。えっと、パプの実って手に入らないんですか？」

  「能啊。在去王都南边村庄的任务里应该能见到。而且晒干的帕普果实也会作为水果干出售」

  「入るわよ。王都の南の村に行くクエストで見かけたかしら。それに干した物がドライフルーツとして売られていたりするわね」

  　就是柿饼吧。我懂。

  　干し柿ですね。わかります。

  　虽然作为美味的携带食品很有价值，但由于饱腹度提升得不多，所以没有玩家会买。

  　美味しい携帯食料としての価値はあるんだけど、いまいち満腹度が上がらないせいで買うプレイヤーはいないんだとか。

  　话说回来，制作药水的玩家们没有注意到吗？

  　っていうか、ポーション作ってるプレイヤーたちが気づいてないのか？

  「所以，这怎么了吗？」

  「で、それがどうかしたのか？」

  「啊，不好意思。请看这个」

  「あ、すいません。ちょっとこれを」

  　我调出刚才的游戏存档，给她们看鉴定帕普果实的过程……

  　ついさっきまでのゲームプレイのアーカイブを取り出し、パプの実を鑑定したところを見せると……

  「……」

  「……」

  「嘿，真有意思」

  「へー、面白いですねー」

  　贝露部长僵住了，雅塔老师则笑嘻嘻的。

  　硬直するベル部長とニコニコしてるヤタ先生。

  「药水都是玩家制作的，然后在市场上流通。也就是说，还没有人注意到这个？」

  「ポーションはプレイヤーが作ったのが出回ってるみたいですけど、これには気づいてないってことです？」

  「是啊。王都卖的都是水果干。就算鉴定水果干，也不会出现“解除麻痹状态”这句话」

  「そうね。王都で売られているのはドライフルーツの状態だもの。それを鑑定しても、この『麻痺状態を解除する』っていう文言は出ないのでしょうね」

  　帕普果实没有以新鲜的状态流通。

  　パプの実は生のままでは流通してないそうで。

  　而且，目前治愈药水的需求量太大，大家都只顾着做那个。

  　あとやっぱり、今のところはヒールポーションの需要が多すぎて、そっちばっかりになってるらしい。

  「目前只有顶尖组在对付会麻痹的怪物。翔君，这个情报可以分享给和我们关系好的生产组吗？」

  「麻痺持ちを相手にしているのは、今のところ攻略トップ組だけね。ショウ君、この情報は私たちが懇意にしてる生産組に共有してもいいかしら？」

  「可以。而且我得先学会制作陶器才能制药，所以要是有人能帮我验证一下就太好了」

  「はい。というか、俺はまず陶器を作らないと調薬ができないので、誰かに検証してもらえると助かるなーっていう」

  　我今天晚上要尝试制作陶器，如果顺利的话，我终于能制药了。虽说学了技能，但我不觉得第一次就能成功……

  　今日の夜に陶器作りを試してみて、それがうまくいってやっとだからなあ。スキル取ったとはいえ、一発目でうまくいく気があまりしないし……

  「帮大忙了！当然，验证结果会提供给你。而且，这会成为重新审视帕普果实以外的加工品鉴定的契机」

  「助かるわ！　もちろん、検証した結果は提供するわよ。それに、パプの実以外にも加工品しか鑑定していないものを見直すきっかけになるわね」

  　她们肯定会比我验证得更加仔细。毕竟她们有齐全的器具。

  　俺が検証するよりもずっと丁寧にやってくれるに違いない。そもそも器具がちゃんとしてるだろうし。

  『刚才的部分是不是不要放进投稿视频里比较好？』

  『さっきの部分は投稿する動画に入れない方がいいですか？』

  「啊，对哦。要是有人怀疑情报来源是我，说不定会暴露我和部长她们的关系？」

  「あー、そっか。情報の出どころが俺って疑われて、部長たちと繫がってるのがバレるかも？」

  「我觉得暴露了也没关系……」

  「私としてはバレても別にいいんだけど……」

  　大家的视线都集中在雅塔老师身上。

  　ヤタ先生に視線が集まる。

  「毕竟昨天才发生过那种事，还是先瞒着比较好吧」

  「昨日の件もありますし、少し落ち着くまでは伏せた方がいいでしょうー」

  「等时机成熟了，我和美音酱再合作吧。之后大家都知道彼此的关系，就可以不用顾虑了」

  「時期を見て、ミオンさんと私でコラボしましょ。その後はお互い知り合いだということで気兼ねなくやれるようになるわ」

  　哦哦哦，有点想看……不过，我只会被她们俩观察吧？

  　おおお、それはちょっと見てみたい……けど、俺が二人に観察されるだけ？

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　就这样，我回到家做了晚饭，吃完后迅速写完作业，然后进入ＩＲＯ。

  　というわけで、帰宅して夕飯作って食べて、宿題もサクッと終わらせてＩＲＯに。

  　我姑且去了虚拟活动室，但贝露部长已经去ＩＲＯ了。

  　一応、バーチャル部室の方に寄ったんだけど、ベル部長は既にＩＲＯに行った後。

  　在那之后，我们说好「情报提供者要保密，但可以共享」，所以就交给她们处理了。

  　あの後「情報提供者は秘密ってことで共有しておくから」って話になったので、いいようにお任せしますで。

  　本来应该在游戏里收取情报费之类的报酬……不过这个就请部长收下吧。我也没办法收。

  　本来ならゲーム内で情報料としてお金か何か対価をもらうらしいけど……それはまあ部長が受け取っておいてくださいということに。俺、もらう方法ないし。

  　我先给露比喂了兔肉末和水，然后才吃自己的饭。嗯，差不多开始吃腻兔肉串了。想换个口味……

  　まずはルピに兎のひき肉と水を与えて、次に自分の飯を。うん、いい加減、兎肉の串焼きも飽きてきたな。味変したい……

  　我洗了杯子和盘子，然后把火生着。先做个烤制用的炉灶，预热一下吧。

  　コップと皿と洗って、火は起こしたままに。先に焼き物用に別のかまどを作って温めておくかな。

  「露比，你随便玩吧。啊，别跑到太里面去哦？」

  「ルピは好きにしてていいぞ。あ、奥の方までは行くなよ？」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　它回答了一声，然后就往东边的密林跑去。

  　そう答えると東の密林の方へと駆け出していく。

  　是去狩猎双角兔了吗。不过，要是猎到了应该会叼回来。

  　バイコビットでも狩りに行ったかな。まあ、狩れたら
    
     咥
    くわえて戻ってくるはず。

  「那，先做个窑吧。」

  「じゃ、まずは窯を作ってみるか」

  　说是这么说，其实也只是在海边捡来大石头，尽可能不留缝隙地堆起来而已。

  　とはいえ、浜辺で大きな石を拾ってきては、できるだけ隙間ができないように組んでいくだけ。

  　比起一开始就做土锅，先做几个杯子应该也能提升技能等级。

  　最初から土鍋を作るよりも、とりあえずコップを数作った方がスキルレベルも上がるんじゃないかなっていう。

  『制作窑的时候，技能辅助会有效果吗？』

  『窯を作るのにスキルアシストって効いてるんでしょうか？』

  「好像有效果。不过我也不太清楚是哪个技能……」

  「一応効いてるっぽい。どのスキルで効いてるのか、いまいちよくわかんないけど……」

  　要是有砖头的话，应该能堆得更像样一点。

  　せめてレンガとかあれば、もう少しマシな形に組めると思うんだけどなあ。

  　努力了差不多一个小时，我堆出了一个差不多有大纸箱大小的石窑。我突然想到可以鉴定一下……

  　小一時間ほど頑張って、大きなダンボールぐらいの石窯が完成。そういえばと思い当たって鑑定してみると……

  【简陋的石窑】

  【粗末な石窯】

  『只是能用来烧烤的石窑。

  『とりあえず焼けるという程度の石窯。

  　料理：质量负补正。

  　料理：品質にマイナス補正。

  　陶工：质量负补正』

  　陶工：品質にマイナス補正』

  「嗯……」

  「うん……」

  　质量差是没办法的事，不过居然还能用来做料理啊。不过，想想也是能用的。

  　できが悪いのはしょうがないとして、料理にも使えるのか。いや、そりゃまあ使えるか。

  　不过，没有面粉的话，就做不了面包、披萨和焗烤了。只用肉的话……烤兔肉之类的应该可以？

  　とはいえ、パンもピザもグラタンも小麦粉がないな。肉だけで何か……ローストラビット的なのならありかも？

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「露比，你回来啦。居然叼着两只双角兔，真厉害。」

  「ルピおかえり。って、バイコビット二匹咥えるって器用だな」

  　我迅速地把双角兔肢解，然后切了一点兔肉给它当奖励。

  　さくっと解体して、ご褒美がわりに兎肉を少し切って与えてやる。

  　露比津津有味地吃掉兔肉后，似乎有点困了，它躺在草丛里，进入了午睡模式。

  　美味しそうに食べた後は、眠くなったのか草むらにごろんと横になってお昼寝モードっぽい。

  「好，来捏粘土吧……」

  「さて、粘土こねるか……」

  　我采集到了两种粘土。红色粘土和之前一样，另外还发现了白色粘土。

  　採集してきたのは二種類の粘土。赤粘土は前と同じで、新しく白粘土を発見した。

  【白粘土】

  【白粘土】

  『白色的粘土。

  『白い色の粘土。

  　陶工：可作为陶器的原料』

  　陶工：陶器の原料となる』

  『感觉还有其他各种各样的粘土呢』

  『他にもいろんな粘土がありそうな感じですね』

  「之后也要找机会去西边看看才行。」

  「西側とかも折を見て探しに行かないとなあ」

  　不过，现在先试试看再说。

  　まあ、今はとりあえず試せればよし。

  　我用元素魔法〈净水〉混合水，先揉捏起量多的红粘土。

  　元素魔法の〈浄水〉で水を混ぜつつ、まずは量のある赤粘土をこねる。

  　如果混入空气的话，成品会容易裂开，所以要仔细揉捏，去除空气，总之先做没有把手的杯子。

  　空気が入ってると割れやすくなるはずなので、しっかりこねて空気を抜いてから、とりあえず取っ手なしのコップを。

  「果然很像小学生的劳作啊……」

  「やっぱ小学生の工作っぽいな……」

  『有手工的感觉，不是挺好的吗？』

  『手作り感があっていいじゃないですか』

  「呜呜，好羞耻……」

  「うう、恥ずかしい……」

  　这会变成视频发布出去吧。不过，木盘之类的也歪七扭八的，事到如今也无所谓了……

  　これが動画になって配信されるんだよな。まあ、木皿とかもいびつだったし、今さらか……

  　总之，我做了能放进石窑的量，开始烧制。

  　とりあえず石窯に収まる分だけ作って焼き開始。

  　温度必须相当高才行，所以我不断地把捡来的枯枝和枯木扔进去。

  　結構な温度にしないといけないはずなので、拾ってきた枯れ枝や枯れ木をがんがん放り込む。

  「……在现实中要花上几个小时，这个游戏里要花多久呢？」

  「……リアルだと数時間かかると思うんだけど、このゲームだとどうなんだろ？」

  『我稍微去查一下吧？』

  『ちょっと調べてきましょうか？』

  「啊，嗯。拜托了」

  「あー、うん。お願いします」

  『好的！』

  『はい！』
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  　我想游戏里应该不会让我们等这么久。不然，锻造之类的会非常辛苦吧？

  　さすがにゲーム内でも同じだけ待てってことはないと思うんだけど。でないと、鍛冶とかめっちゃキツイよな？

  　不过，我开始怀疑还有没有其他玩家会学这种冷门技能了。就算去查也查不到吧……

  　でも、こんなマイナースキルを取ってるプレイヤー、他にいるのかって気もしてきた。調べてもわからなそう……

  　总之，我暂时维持着火势。

  　ともかく、火の勢いを落とさないようにすることしばし。

  『翔君，我查到了。大概十五分钟就可以了』

  『ショウ君、わかりました。一五分ほどでいいそうです』

  「真的假的！？」

  「マジか!?」

  『论坛上好像有个人一直在当陶工，他一个人在上面写笔记』

  『フォーラムに一人、ずっと陶工やってる人がいるみたいで、メモがわりに一人で書き込んでました』

  「好厉害……」

  「すげぇ……」

  　我都有点想拜他为师了。

  　ちょっと弟子入りしたくなってきたんだけど。

  　怎么回事呢。难道他在现实里也在做陶艺吗？毕竟陶艺算是男人的浪漫啊。

  　なんだろう。リアルでも陶芸してる人とかなのかな。わりと男のロマン的な部分あるもんなあ。

  　啊，不知道已经过了多久了！

  　あ、今どれくらい経ったかわかんねえ！

  『好像过一段时间就会有信息提示』

  『時間が経つとメッセージが出るそうです』

  「啊，这样啊。太好了」

  「あ、そうなんだ。良かった」

  　我好好洗了洗手，轻轻抚摸着睡着的露比……

  　手をちゃんと洗って、寝てるルピをそっと撫でてると……

  【陶工：烧制完成】

  【陶工：焼き上がりました】

  「哦，好像做好了」

  「お、できたっぽい」

  『请等一下。好像要自然冷却。这也要花15分钟左右』

  『待ってください。自然に冷まさないといけないそうです。これも一五分ぐらいだそうです』

  「原来如此」

  「なるほど」

  　要是有耐热手套和火钳就能取出来了。下次烧制的时候就准备一下吧……现在只能先关火放着了。

  　耐熱手袋とか火箸があれば取り出すんだけどな。次に焼く時は引き出せるようにするとして……火を消して放置しかないか。

  「我去巡视一下陷阱，转换下心情」

  「気分転換に罠の見回りにでも行くよ」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　我站起身来，露比好像以为要去散步，醒了过来，和我嬉闹起来。

  　腰を上げると散歩だと思ったのか、ルピが目を覚ましてじゃれついてくる。

  　虽然最近已经成了日常，但差不多也该提升一下陷阱相关的等级了。

  　最近のルーチンになってる感じだけど、そろそろ罠関連のレベルが上って欲しいところ。

  「这个周末，我想攻陷哥布林的聚落」

  「今週末ぐらいには、ゴブリン集落を落としたいかな」

  『终于要来了！』

  『いよいよですね！』

  「我打算周六或者周日去，美音觉得哪天比较好？」

  「土曜か日曜にしようと思ってるけど、ミオンはどっちの方がいい？」

  『除了周六白天以外都可以』

  『土曜の昼以外は大丈夫ですよ』

  「OK。那就周六晚上吧」

  「オッケー。じゃ、土曜の夜かな」

  　要是不行的话，就周日再挑战一次。

  　それでダメだったら日曜に再チャレンジって感じで。

  　社团活动时巡视了一下，发现陷阱中了不少猎物，让我吃了一惊。是不是应该更频繁地去确认一下呢。

  　部活で見回った後だけど、結構、罠にかかってて驚いた。もっと頻繁に確認に行ってもいいのかな。

  　而且，用南方蛇的肉稳定地捕获到沙龙蜥蜴真是太棒了。沙龙蜥蜴的皮肯定能成为有用的素材。

  　しかも、サウスネークの肉で安定してサローンリザード取れるのがおいしい。サローンリザードの皮はきっと使える素材になるはず。

  　然后，

  　そして、

  「感觉今天技能等级提升了不少啊」

  「なんか今日はスキルレベル結構上がったな」

  『太好了。因为被社团活动拖了后腿，感觉游戏没什么进展……』

  『良かったです。部活に引っ張られて、ゲームあんまり進んでない気がしたので……』

  「啊，不用在意这个啦。能加入限定开放组也是运气好」

  「あー、そこは別に気にしなくていいよ。限定オープン組に入れたのもラッキーだったし」

  　光是今天，短剑技能就升到了LV3，解体技能升到了LV4，鉴定技能升到了LV4，投掷技能升到了LV3，气息感知升到了LV4，气息遮断升到了LV5，采集升到了LV4，制作陷阱升到了LV3，设置·解除陷阱升到了LV4。

  　今日だけで、短剣スキルがＬＶ３、解体スキルがＬＶ４、鑑定スキルがＬＶ４、投擲スキルがＬＶ３、気配感知がＬＶ４、気配遮断がＬＶ５、採集がＬＶ４、罠作成がＬＶ３、罠設置・解除がＬＶ４に。

  　果然，用着用着等级就会上升啊。

  　やっぱり、使ってると上がるんだよなあ。

  「应该已经冷了吧？」

  「さすがにもう冷えてるかな？」

  　我用手遮着确认杯子是否已经冷却。话虽如此，但还是不想被烫到，所以还是慎重地拿了出来。

  　手をかざして冷めてるのを確認。とはいえ、
    
     火傷
    やけどは勘弁なので慎重に取り出す。

  「哦哦，做好了！」

  「おお、できてる！」

  　虽然造型有点那个，但确实做成了杯子。哎呀，虽然是游戏，但感觉很真实，让我非常开心。

  　造形はアレだけど、ちゃんとコップができてる。いやー、ゲームだけどリアルっぽくてめっちゃ嬉しい。

  【陶工技能的等级提升了！】

  【陶工スキルのレベルが上がりました！】

  「哦，陶工技能升级了！」

  「お、陶工スキル上がった！」

  『恭喜您。不过，那好像只是素烧而已哦。』

  『おめでとうございます。でも、それまだ素焼きだそうですよ』

  「咦……」

  「えっ……」

 
  10　星期二

  10　火曜日

  「早啊。」

  「おは」

  「早什么早啊，怎么连班长都来了？」

  「おはって、いいんちょまでどうしたん？」

  　早上，我像往常一样去上学，发现奈特身边连班长都出现了。

  　朝、いつものように登校すると、ナットのそばにいいんちょまでいる。

  「伊势同学，把出云同学叫过来。」

  「伊勢君、出雲さん呼んで」

  「嗯？可以是可以。」

  「ん？　いいけど」

  　我朝美音的方向看去，她正盯着这边。

  　とミオンの方を見ると、こっちをじっと見てる。

  　我向她招了招手，她便小跑着过来了。

  　ちょいちょいと手招きすると、とてとてと小走りでやってきた。

  「对不起啊，这是……」

  「ごめんなさいね。これって……」

  　班长用平板给我看的是……啊……

  　いいんちょがタブレットで見せてくれたのは、あー……

  「是奈特说出去的吗？」

  「ナットがばらしたの？」

  「不不，是班长发现的。」

  「いやいや、いいんちょが気づいたんだって」

  「你以为我不会发现吗？」

  「私が気づかないとでも？」

  　嗯，我还以为不会暴露呢。

  　うーん、バレないと思ってたんだけどなあ。

  　总之，在这里偷偷摸摸地说话也不太好，我答应她午饭的时候再谈。

  　ともかく、ここでコソコソ話し合ってるのもなんなので、昼飯の時に話すということで納得してもらう。

  　虽然班长感觉有点生气，但这应该不算违反校规吧？而且，这还是熊野老师的主意……

  　いいんちょはちょいおこって感じだったんだけど、校則違反ってわけでもないよな？　てか、熊野先生のアイデアだし……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「所以，那个是社团活动吗！？」

  「じゃあ、アレは部活だっていうの!?」

  「嗯。」

  「うん」

  　美音在我旁边点头。

  　隣でコクコクと頷くミオン。

  　到了中午，我们拿着从小卖部买来的三明治和果汁来到屋顶。

  　お昼になり、購買で買ったサンドイッチとジュースを持って屋上へ。

  　虽然屋顶被高高的栅栏围住，但相当宽敞，到处都有同样在吃午饭的团体。我们也是其中之一。

  　高いフェンスで囲まれた屋上だが、かなり広くて、あちこちに同じようにお昼をしている集団がある。俺たちもそのうちの一つ。

  「顺便说一下，我们的顾问是熊野老师，有什么意见请向他反映」

  「ちなみに、うちの顧問は熊野先生だから苦情があったらそっちへどうぞ」

  　「嗯……」班长一脸无法释然的表情。

  　うーん……と釈然としない表情のいいんちょ。

  　果然，她好像觉得是我把美音带上了歪路。

  　やっぱりというか、俺がミオンを悪い道に引きずり込んだみたいに思われてたっていうね。

  「出云同学也是同意的吗？」

  「出雲さんも納得してやってるの？」

  　美音也点了点头。

  　ミオンはその問いにもコクコクと頷く。

  「话说回来，真亏你能发现啊。说实话，我还以为只有家人和奈特知道呢」

  「それにしてもよくわかったな。ぶっちゃけ、家族とナットぐらいにしかバレないと思ってたんだけど」

  　我带来的平板上显示着美音的频道，正在播放新的视频。

  　持ってきたタブレットにはミオンのチャンネルが表示され、新しい方の動画が流れている。

  　我的角色只是全身映在画面上，几乎看不出长相，美音也只拍了上半身，应该不会有人注意到她就是现实中的“出云同学”。

  　俺のキャラは画面に全身が映っているだけで顔つきとかはほとんどわからないし、ミオンは確かにバストアップが映ってるけど、現実の『出雲さん』とは気がつかないはず。

  「话说，认真的班长为什么会知道这个视频？」

  「ってかさ、真面目ないいんちょがなんでこの動画のこと知ったの？」

  「说来话长……」

  「そういやそうだな……」

  　班长是个回家后也只会学习的人，完全符合班长的形象。

  　家に帰っても勉強してる姿しか想像できないような、まさに委員長と呼ぶにふさわしい委員長キャラなのに。

  「那是因为……我收到了VRHMD作为升上高中的礼物，想玩玩游戏，就看了下广告，然后就看到了这个」

  「それは……、高校進学祝にＶＲＨＭＤをもらったから、ちょっとゲームでもしてみようと思って、ＣＭでも見たゲームだったからどうなのかなって」

  「哦，班长也感兴趣吗！？」

  「お、いいんちょも興味ある!?」

  「下周日开始新玩家限制也会取消，要不要试试看？」

  「今度の日曜から新規制限も消えるし、やってみたら？」

  「好啊」

  「ぃぃょ」

  　美音也这么说了，班长好像有点心动了？

  　ミオンにもそう言われ、ぐらついてる感じ？

  「但是，游戏里也要和人打交道吧？」

  「でも、ゲームの中でも人付き合いしないとなんでしょ？」

  「毕竟是MMO嘛。这家伙是例外」

  「そりゃＭＭＯだしねえ。こいつは別として」

  　这个话题还是先别提了吧？

  　それはちょっと黙っとこうか？

  「只和认识的人一起玩不就行了。虽然不能来我的岛，但奈特的帝国也可以」

  「別に知り合いとだけプレイすればいいじゃん。俺の島には来られないけど、ナットがいる帝国スタートとかさ」

  「啊，那样的话王国可能更好……」

  「あー、それなら王国にした方がいいかもな……」

  「哎，为什么？」

  「え、なんで？」

  「不是，之前不是提到过主线剧情吗？从那个时候开始，街上就到处都是士兵，气氛非常紧张」

  「いや、メインストーリーの話が出ただろ？　あの頃ぐらいから、街の中に兵隊がうろうろしてて、すっげえピリピリしてんだよ」

  　奈特从NPC那里听说，皇帝的身体状况非常糟糕，如果驾崩的话国内可能会陷入混乱……

  　ナットがＮＰＣに聞き込みしたところ、皇帝の体調がかなり悪いらしく、崩御ということになると国内が荒れる可能性が高いらしい……

  「噢噢噢，很有主线剧情的感觉啊」

  「おおお、なんかメインストーリーって感じだな」

  「嗯，要开始玩的话，王国应该比较安全。我和朋友也说帝国要是出事了就去王国，我也可以去接班长」

  「まあ、始めるなら王国にしとくのが安全だろうな。俺もフレも帝国がヤバくなってきたら王国に向かうかって話してるし、いいんちょ迎えに行ってもいいぜ」

  　哦，已经发展成这样了啊。剧情还挺严肃的。

  　へえ、そんなことになってるのか。結構、ガチ目のストーリーなんだな。

  「等等等等。我还没决定要玩呢」

  「待って待って。まだゲームやるって決めたわけじゃないから」

  「就算你这么说？」

  「そうは言ってもなあ？」

  「你就是想把人拖下水吧」

  「沼には引きずり込むもんだよな」

  　奈特说得真过分。不过也没错就是了。

  　と、酷い言い方をするナット。間違ってはないけどさ。

  「啊，对了，美姬在王国创了个角色在玩」

  「あ、そういや、美姫が王国にキャラ作って遊んでるんだよ」

  「美姬酱啊。她看起来挺会玩游戏的，真想挖她过来」

  「美姫ちゃんか。ゲーム上手そうだし、スカウトしたいとこだな」

  「和伊势同学不一样，是个很能干的妹妹呢」

  「伊勢くんに似ず、しっかりした妹さんね」

  　……那家伙就是个坏胚子，但表面上还是能装得完美无缺的。

  　……タチの悪いことに外面は完璧にできるからな、あいつ。

  　不过，要说她能干倒也没错。

  　まあ、しっかりしてるといえばしてるんだろうけど。

  「嗯？」

  「ん？」

  　美音拉了拉我的校服下摆……

  　ミオンが制服の裾をちょいちょいと引っ張って……

  「啊，我们从小学开始就一直同班。奈特和班长也认识总是跟在我后面的美姬」

  「あー、俺ら小学校のころから同じクラスだったから。いつも俺の後ろにくっついてた美姫は、ナットもいいんちょも知ってるって話」

  　听我这么一说，她好像理解了。

  　そう言うと納得した風。

  「不过，我们已经三年多没说过话了。上了初中之后年级也不一样」

  「でも、話したのはもう三年以上前よ。中学になってからは学年が違うとね」

  「虽然没有疏远，但确实没怎么说过话了。话说，美姬酱是应考生吧。玩什么MMORPG没问题吗？」

  「疎遠ってわけでもないけど、まあ話さなくなるよな。てか、美姫ちゃんは受験生だろ。ＭＭＯＲＰＧなんてやってていいのか？」

  「她说要来我们这边」

  「ここに来るんだってさ」

  　听到这句话，两人都很吃惊。毕竟美姬在初中时也是个有名的天才，或者说是神童。

  　その言葉に二人とも驚いている。まあ、美姫が天才ってか神童なのは、中学の時も有名だったしな。

  　然后，美音又拉了拉我的校服，我告诉她美姬在全初中模拟考试中拿了第一名，她就非常吃惊。

  　で、またちょいちょいとされるので、美姫が全中模試一位なことを教えると、めちゃくちゃビックリしてる様子。

  　我也是，感觉就像『我的妹妹怎么可能这么聪明』……

  　俺としても『俺の妹がこんなに賢いわけがない』って感じだよ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『翔君，我也想见见你妹妹』

  『ショウ君、私も妹さんに会いたいです』

  「哎，见美姬？」

  「え、美姫に？」

  　美音点头。这是来参加社团活动，戴上VRHMD之后的第一句话吗？

  　その答えに頷くミオン。それ、部活に来てＶＲＨＭＤを被って第一声で言うことかな？

  「可以是可以，不过那家伙有点怪……」

  「いいけど、あいつ癖があるからなあ……」

  　奈特和班长都已经习惯美姬奇怪的说话方式了，但怎么想都不正常吧。

  　ナットもいいんちょも美姫の喋り方がおかしいのに慣れてるけど、どう考えても普通じゃないよな。

  　因为头脑太好，所以营造出了一种「那就没办法了」的氛围，这也很麻烦。

  　めちゃくちゃ頭がいいってことで「じゃ、しょうがないね」みたいな雰囲気を勝ち取ってるあたりが厄介というか。

  「不过，有见面的机会吗？如果像上次那样一起买东西的时候碰巧遇到就好了」

  「でも、会うタイミングってある？　この間みたいに一緒に買い物してるところに出くわせばいいんだろうけど」

  『我做不到』

  『それは私が無理です』

  「嗯……」

  「はい……」

  『我不能和你妹妹一起看直播吗？』

  『妹さんのライブ、私も一緒に見るとかダメですか？』

  　啊，像上次那样看那家伙玩的直播吗？那样的话也不用担心聊天内容，或许不错。

  　ああ、この間みたいにあいつが遊んでる放送をか。それなら話す内容にも困らないしいいかも。

  「那，下次她想看直播的时候我问问她」

  「じゃ、あいつが次にライブ見せる気になった時に聞いてみるよ」

  『希望是最近』

  『近いうちがいいです』

  「啊，嗯，了解」

  「あ、うん、了解」

  　回家之后再问吧。听说有更新，我也想看看王国的情况。

  　まあ、帰ってから聞くか。アプデ来るって話で王国がどうなのかも見てみたいし。

  　这时贝露部长正好来了。

  　ちょうどそこにベル部長がやってくる。

  「让你们久等了」

  「二人とも待たせたわね」

  「早好嘶」

  「ちわっす」

  『你好』

  『こんにちは』

  　说起来，贝露部长也是王国的居民。

  　そういや、ベル部長も王国だったよな。

  「王国在更新公告之后是什么样的感觉？我问过奈特，他说帝国的街上都是一触即发的气氛」

  「王国ってアプデ発表後ってどういう感じです？　ナットに聞いたら、帝国は街中もピリピリしてるとか聞きましたけど」

  「嗯，王国这边也是一片混乱。情况变得相当有趣呢」

  「ええ、王国もバタバタしてるわね。なかなか楽しいことになってるわよ」

  　根据贝露部长的说法，国家会收购药水，所以治愈药水的价格整体都在上涨。

  　ベル部長の話だと、ポーションの
    
     類
    たぐいを国が買い取るという話で、全体的にヒールポーションの値段が高騰しているらしい。

  　然后，

  　そして、

  「国家会以治愈药水三倍的价格收购你告诉我的抗麻痹药水，所以我的熟人都在忙着制作这个」

  「教えてもらったアンチパラライズポーション、ヒールポーションの三倍の値段で買い取ってくれるから、うちの知り合いはそっちにかかりっきりよ」

  　就是这样。

  　とのこと。

  　治愈药水只要储备充足，价格就会一下子跌下来，但抗麻痹药水的制作方法只有部长的熟人知道。

  　ヒールポーションは備蓄が整えば一気に値下がりするだろうけど、アンチパラライズポーションは製法を知ってるのは部長の知り合いの一部だけ。

  　那当然能赚钱了……

  　そりゃまあ、儲かるよな……

  「先不说这个，今天不是要上传视频吗？」

  「それはそれとして、今日は動画を投稿する日じゃなかったかしら？」

  『是的。现在就上传』

  『はい。今からアップします』

  　对哦。我完全忘了……

  　そうだった。すっかり忘れてた……

  　今天的视频是沿着海岸往西走，找到露比并帮它急救。

  　今日の動画は海岸を西側に進み、ルピを見つけて助けて応急手当するところまで。

  　这时熊野老师……雅塔老师出现了。

  　と、そこに熊野先生……ヤタ先生が現れる。

  「你好。现在要上传美音同学的视频吗？」

  「こんにちはー。ミオンさんの動画を上げるところですかー？」

  『是的』

  『はい』

  「那么，今天就由我和美音同学、翔君来观察视频发布后的动态吧」

  「では、今日は私とミオンさん、ショウ君で投稿後の動きをリアルタイムで見ましょうかー」

  　因为频道的订阅人数增加了，视频发布后播放数应该会立刻增加，也会有评论，所以决定实时观察。

  　チャンネル登録者数も増えたので、投稿したらすぐに再生数も増え、コメントもつくだろうということで、それをリアルタイムで観察することに。

  「我可以去一下ＩＲＯ吗？」

  「私はＩＲＯへ行っちゃって大丈夫かしら？」

  「请便」

  「どうぞー」

  「那我先走了」

  「じゃ、お先にね」

  　贝露部长得到许可后就去了ＩＲＯ。

  　返事を聞いてＩＲＯへと行ってしまうベル部長。

  　在这期间美音似乎完成了发布，接下来就只剩公开了。

  　その間にミオンが投稿を終わらせたようで、あとは公開するだけかな。

  『公开』

  『公開します』

  「OK」

  「おけ」

  「请吧」

  「どうぞー」

  　美音公开视频后不久……

  　ミオンが公開してしばらくすると……

  「哇，好厉害……」

  「うわっ、すごいな……」

  　过了一分钟左右，播放数开始迅速增加。应该是频道的订阅者收到了通知，大概有十分之一的人已经开始看了。

  　一分ほどすると、再生数がガンガン上がっていく。チャンネル登録メンバーに通知が飛んだんだろうけど、十分の一ぐらいはもう見始めてるのか。

  　然后，视频播放时间过去后，播放数的增加速度又开始加快。

  　で、動画の再生時間が過ぎたあたりから、また再生数の増加が加速し始める。

  「又加速了……」

  「加速してるんですけど……」

  「应该是有人在论坛或者ＳＮＳ上分享扩散了」

  「誰かがフォーラムかＳＮＳに共有して拡散し始めたんだと思いますよー」

  『我的Saezutter时间轴上也出现了』

  『私のサエズッターのタイムラインにも流れてきました』

  　真的假的。话说，真想知道是谁在扩散。

  　マジか。ってか、どういう人が拡散してるのか気になるんだけど。

  　然后，评论开始零星出现。露比——当时还没有名字，所以是狼（？）——的话题比较多吧？还有就是，没有因为那件事而停更真是太好了之类的。

  　そして、ぼちぼちとつき始めるコメント。ルピ──まだ名前はついてない時なので狼（？）だけど──の話が多いかな？　あとは例の件で休止とかにならなくて良かった的なのも。

  　总之，没有出现奇怪的评论，应该算不错吧？

  　とりあえず変なコメントは湧いてないみたいだし、良かった良かった、かな？

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　投稿视频的氛围也没有变差，于是我来到了ＩＲＯ。

  　投稿動画も荒れそうな雰囲気が全くないしってことでＩＲＯへ。

  　今天雅塔老师也在看美音的群组限定直播。

  　今日もヤタ先生がミオンのグループ限定配信を視聴中。

  『今天是陶工的后续吗？』

  『今日は陶工の続きですか？』

  「嗯，我打算做一个稍微大一点的壶。大概能用来处理蜥蜴皮的大小」

  「うん、ちょっと大きめの
    
     壺
    つぼの予定。トカゲの皮の処理ができるぐらいのやつ」

  　听说把皮泡在帕普果汁里就能变成皮革，所以我想做一个尽可能大的开口壶。而且，再做杯子也没什么意义了。

  　パプの果汁に漬け込めば、皮が革になるらしいので、それをできるだけ突っ込める広口の壺を作りたい。てか、これ以上コップ作ってもしょうがないし。

  「汪」

  「ワフ」

  「嗯，先来做饭吧」

  「ん、ご飯先に作るよ」

  　露比的饭是平时的兔肉末。我本来想试试烤兔肉，但是没有盐啊。

  　ルピにはいつもの兎のひき肉を。自分にはローストラビットを試してみたいところだけど塩がないからなあ。

  　虽然也可以去西侧找，不过今天就先忍耐一下，吃普通的串烧吧。

  　西側に探しに行くものいいけど、今日のところはタダの串焼きで我慢。

  「好，开始吧……」

  「さて、始めますか……」

  　话虽如此，因为不能做比石窑大的东西，所以我做了一个小水桶大小的壶。

  　とはいえ、石窯に入るサイズ以上のものは作れないわけで、小さいバケツぐらいの壺を成形。

  　可能是因为技能等级提升了，做形状简单的大型物品更轻松了。

  　スキルレベル上がってるからか、かんたんな形の大きいものの方が作るの楽だな。

  　把壶放进窑里等待的期间，我开始制作釉料。要不是有官方论坛的情报，我可能就卡在这里了。

  　窯に入れて待っている間は釉薬を作る。これ、公式フォーラムの情報なかったら詰んでたかもなあ。

  　在心中认定美音告诉我的仁培先生是陶工师父吧。

  　ミオンが教えてくれたジンベエさんは心の中で陶工の師匠と認定しておこう。

  〈真有意思。这个能不能成为初中的课程呢〉

  〈面白いですねー。これ中学の授業とかになりませんかねー〉

  　雅塔老师很佩服。嗯，虽然我觉得很有趣，但毕竟有技能辅助，烧制也只需要十五分钟……

  　と、ヤタ先生が感心してる。まあ、楽しいとは思うけど、スキルアシストあるし、焼きも一五分とかで終わるからなあ……

  　素烧结束，冷却期间我跟露比玩来打发时间，然后给壶涂上釉料，开始烧制。

  　素焼きが終わって冷却中はルピと遊んだりして時間を潰し、今度は釉薬をまんべんなくつけてから本焼き。

  〈穿着工作服工作，看起来是不是就像真正的陶艺家呢〉

  〈
    
     作
    さ
    
     務
    む
    
     衣
    えを着て作業すると本物の陶芸家に見えませんかねー〉

  『越来越熟练了呢。很有陶艺家的风范』

  『手慣れてきましたね。陶芸家っぽいです』

  「要是有像样的窑就好了……」

  「せめてまともな窯だったらなあ……」

  　现在用的简陋石窑，真的比学校的体验学习……还要差。

  　今の粗末な石窯だと本当に学校の体験学習……以下だよな。

  『要不等摧毁哥布林聚落后重做？』

  『ゴブリン集落を潰した後に作り直します？』

  「嗯。至少想做个大一点的。不对，先要有个睡觉的地方」

  「うん。せめて、もう少し大きいサイズのを作りたいかな？　いや、その前に寝る場所が先だよな」

  〈你们打算去打倒那些哥布林吗？〉

  〈あのゴブリンたちを倒す予定があるんですかー？〉

  『真期待周六呢』

  『土曜日が楽しみですね』

  「希望能顺利」

  「うまく行くといいんだけど」

  　如果能夺回那个地方，今后的活动范围就会大很多。

  　あの場所を奪い取れれば、今後の活動にかなり幅が出ると思うんだよな。

  　还有，希望能从哥布林那里得到什么战利品。斧头之类的……

  　あと、ゴブリンたちから何かしら戦利品を期待したいところ。斧とか……

  〈周六吗？难得有这个机会，你们要不要试着直播一下呢？〉

  〈土曜ですかー。その様子ー、せっかくなのでライブしてみても良いかもしれませんねー〉

  　哎……

  　えっ……

  『直播吗？』

  『ライブですか？』

  　美音也忍不住回复了。

  　思わずミオンも返事してしまう。

  〈是的。我觉得你们差不多可以试着直播一次了。

  〈はいー。そろそろ一度ぐらいライブ配信してみてもいいんじゃないかなーとー。

  　在收益化之前多练习几次比较好哦〉

  　収益化する前に何度か練習した方がいいかなーと思いますよー〉

  「嗯，我是没问题……美音呢？」

  「うーん、俺はいいけど……ミオンはどう？」

  『我想试试！』

  『やりたいです！』

  　哎，没想到她这么积极……

  　え、かなり前向きなのは意外なんだけど……

  「呃，可以问一下美音这么想做的理由吗？」

  「えーっと、ミオンが乗り気な理由聞いて良い？」

  『本周五要投稿的视频是给露比酱取名和在东边狩猎兔子。

  『今週金曜に投稿する動画って、ルピちゃんの名付けと東側での兎狩りなんです。

  　我打算下次讲讲陷阱，所以我觉得在那之前直播一下会更有惊喜感』

  　その次は罠の話にしようかと思ってるので、その前にライブした方がサプライズがあると思うんです』

  〈原来如此。先让大家想“那么多哥布林要怎么打倒？”然后才告诉大家是用陷阱打倒的，这个展开不错呢〉

  〈なるほどー。あの数のゴブリンをどうやって？　って思わせておいてからー、罠にかけて倒していくっていう展開は良さそうですねー〉

  　哇，她考虑得还挺周到……

  　うわ、なんかちゃんと考えてる……

  「不过，一想到万一失败了……」

  「でも、それで失敗したらって考えると……」

  『没问题！绝对会顺利的！』

  『大丈夫です！　絶対にうまく行きますよ！』

  〈嗯，我觉得失败了也挺有趣的，没关系〉

  〈まー、失敗したらしたで面白いのでいいかとー〉

  　雅塔老师……

  　ヤタ先生……

  『不行吗？』

  『ダメですか？』

  「不，那就试试看吧。原本就打算在周六进行，我会鼓起干劲，一次搞定的。」

  「いや、やってみるか。もともと土曜にやるつもりだったし、気合い入れて一発で決めるつもりで行くよ」

  　既然要做，就希望能一次搞定，而且我打算在周日把根据地转移到那个地方。

  　やるからには一発で決めたいし、日曜はあの場所に本拠地を移したいところ。

  『一起加油吧！』

  『頑張りましょう！』

  「嗯，当天可能没什么反应，还请见谅……」

  「うん、当日はあんまり反応できないかもだけど、それは勘弁して……」

  〈我也会帮忙的，翔君只要专心玩游戏就好了哦〉

  〈私もフォローしますのでー、ショウ君はゲームに集中すればいいですよー〉

  「了解」

  「りょっす」

  「汪」

  「ワフ」

  　我接住扑过来的露比，摸了摸它。

  　飛び込んできたルピを受け止めて撫でる。

  「露比也要帮忙做各种事，拜托了」

  「ルピにもいろいろ手伝ってもらうからよろしくな」

  「汪」

  「ワフン」

  　把哥布林引过来的任务，基本上打算拜托露比。

  　ゴブリンを釣ってくる役目は、基本的にルピにお願いするつもりだし。

  　差不多该正式掌握地形，决定引诱敌人的方向和设置陷阱的场所了。

  　そろそろ本格的に地形を把握して、敵の釣り方向と罠を設置する場所を決めていかないとだよな。

  【陶工：烧制完成】

  【陶工：焼き上がりました】

  『翔君，差不多五点半了』

  『ショウ君、そろそろ五時半です』

  「那，把这东西拿出来就收工吧。接下来只要等它自然冷却就行了」

  「じゃ、これ取り出したら上がるよ。あとは自然冷却待ちだし」

  〈你们两个都很认真呢。贝露小姐还说「再五分钟就好！」，真是死不认输呢〉

  〈二人とも真面目ですねー。ベルさんなんて「あと五分だけ！」とか往生際が悪いですよー〉

  　贝露部长，你在干什么啊……

  　ベル部長、何やってんすか……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「哦！那么，那只狼现在是兄长的宠物了啊」

  「ほう！　では、あの狼は今は兄上のペットなのだな」

  「与其说是宠物，感觉更像是搭档吧。如果是杂鱼的话，它能轻松取胜，说不定比我还强呢」

  「ペットってよりは相棒って感じかな。雑魚なら余裕で勝てるっぽいし、俺より強いかもな」

  　吃完晚饭，我收拾好餐具，给美姬拿来了冰淇淋。

  　夕飯が終わり、とりあえず食器を片して美姫にアイスを出してやる。

  「嗯，真羡慕啊。我也想要个搭档。果然还是驯服一条龙，成为龙骑士……」

  「ふーむ、羨ましいのう。我も相棒が欲しいところよのう。やはりドラゴンを従えて竜騎士に……」

  　她好像在妄想些什么，不过游戏里的话倒也无所谓。

  　なんか妄想が膨らんでるようだけど、ゲームならいいか。

  　比起这个，我得趁自己还没忘记的时候问她一件事。

  　それよりも忘れないうちに聞いとかないといけないことがあった。

  「美姬，你还会给我直播吗？」

  「美姫、また俺に配信してくれたりする？」

  「嗯？可以啊，你想看什么？」

  「ん？　別に構わんが何を見たいのだ？」

  「不，我不是想看什么……」

  「いや、何かを見たいっていう話じゃないんだけどさ……」

  　我向她说明了美音想和美姬聊聊，但首先得从观看美姬的直播开始的复杂情况。

  　ミオンが美姫と話してみたいんだけど、まずは美姫のライブ観戦からっていう、ややこしい話を説明する。

  「我觉得她来我家玩不就行了？」

  「うちに遊びに来ればいいだけな気がするのだが？」

  「话是这么说，但她本人在现实中非常怕生，或者说很害羞」

  「そうなんだけど、本人、リアルだとすごい人見知りっていうか恥ずかしがり屋なんだよな」

  　我告诉她美音平时几乎不说话，说话的时候声音也很小，她便停下吃冰淇淋的手，歪了歪头。

  　普段はほぼほぼ喋らないし、喋る時の声もすごい小さいことを伝えると、アイスを食べる手を止めて首をかしげる。

  「嗯，虽说是合成音，但她在视频里明明能那么流利地说话，真是不可思议……」

  「ふーむ、合成音声とはいえ、動画ではあれだけ達者に喋れておるのに不思議よのう……」

  　在我看来，你含着勺子晃来晃去吃冰淇淋才是不可思议的天才行为。

  　俺的には、アイスのスプーンを咥えてプラプラさせてるお前が天才のことの方が不思議なんだけどな。

  「那今天开始就可以了吗？」

  「で、今日にでもやれば良いのか？」

  「啊，不，下周再麻烦你。我这周末要直播，这周要准备，所以不行」

  「あ、いや、来週で頼む。今週末にライブやるって話になってな。その準備で今週は無理」

  「终于要直播了吗！」

  「ついにライブをやるのか！」

  　我知道你很期待，但别站在椅子上啊……

  　楽しみなのはわかったから、椅子の上に立つのはやめろ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「好好好，等一下」

  「はいはい、ちょっと待ってくれ」

  　我像往常一样开始美音限定直播。观众数立刻变成了1。

  　いつものようにミオン限定配信を開始。すぐに視聴者数が１になる。

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪」

  「ワフン」

  　结束问候后，我开始思考社团活动时放着不管的壶做好了没有？

  　いつものも終わって、さて、部活で放置してきた壺はでき上がってるかな？

  　我走出帐篷，走向稍远处的石窑。

  　テントを出て、少し離れたところにある石窯へと向かう。

  「哦哦，做好了！」

  「おおー、できてる！」

  【陶工技能的等级提升了！】

  【陶工スキルのレベルが上がりました！】

  　原来如此。就算放着不管，只要确认完成品就能提升等级啊。

  　なるほど。放置してても出来上がりを確認したところでレベル上がるのか。

  　不过，放着不管的话，狩猎中收到通知也会吓一跳。

  　まあ、放置してて狩りの最中に通知来てもびっくりするしな。

  『感觉不错呢！』

  『いい感じですね！』

  「从小学生的手工作品变成了初中生的手工作品吧」

  「小学生の工作から、中学生の工作ぐらいにはなったかなあ」

  　话虽如此，这真的只是个坐起来舒服的壶。因为之后才要盖盖子，所以还没做。

  　とはいえ、本当にただの座りの良い広口の壺。蓋は後からってことで作ってないし。

  「嗯，先从蜥蜴皮的加工开始吧」

  「えーっと、まずはトカゲの皮加工からやってみるか」

  　取出帕普果实，榨汁……要捏碎这个可真费劲！

  　パプの実を取り出して果汁を……握り潰すの大変だなこれ！

  『用两个木盘夹着压碎应该会更快』

  『木皿二枚で挟んで潰す方が早い気がしますよ』

  「啊，原来如此……」

  「あ、なるほど……」

  　我傻傻地想用手捏碎。话说，做个榨汁机不就行了……

  　バカ正直に手で握り潰そうとしてた。というか、ハンドジューサーみたいなものを作ればいいのか……

  　算了，今天就先这样吧。先确认一下皮的加工。

  　まあ、今日のところはいいか。皮加工の方を確認するのが先ってことで。

  　取出帕普果实榨汁，把果汁倒进壶里。然后把蜥蜴皮也尽可能地放进去。

  　パプの実を取り出しては絞り、果汁を壺へと溜めていく。と、トカゲの皮も入る分だけ放り込んでいくかな。

  　因为开始变得像在工作了，就趁现在把美姬同意的事告诉她吧。

  　作業っぽくなってきたので、今のうちに美姫のオッケーがもらえた件を話しておくかな。

  「关于看妹妹直播的事，下周可以吗？这周我想专心准备哥布林战」

  「妹のライブ見る話だけど来週でいい？　今週はゴブリン戦の準備に専念したいし」

  『好的！』

  『はい！』

  「……如果周末能战胜哥布林的话」

  「……土日でゴブリンに勝てたらね」

  『没问题的』

  『大丈夫ですよ』

  　在我们聊着这些的时候，壶里已经装满了蜥蜴皮和帕普果汁。

  　ぐだぐだとそんなことを話しているうちに、壺がトカゲの皮とパプの果汁で満たされる。

  　有盖子会更好吧？用刚才的木盘盖上吧……

  　蓋はあった方がいいのかな？　さっきの木皿で蓋しておくか……

  「这个要等多久？」

  「これってどれくらい待つんだろ？」

  『生产系的等待时间好像都是十五分钟』

  『生産系での待ち時間はだいたい一五分みたいです』

  「这样啊」

  「へえー」

  　根据美音在论坛上查到的信息，等待时间长的道具好像都是十五分钟。

  　ミオンがフォーラムで調べてくれた話だと、待ち時間が長いものはだいたい一五分ってことになってるらしい。

  　原本十五分钟以下的道具，好像都缩短到了稍微等一下的程度。不过，毕竟是游戏嘛。

  　もともと一五分以下で済むものは、ちょっと待てばってぐらいに短縮されてるんだとか。ま、そこはゲームだしな。

  「汪」

  「ワフ」

  「啊，抱歉！还没给你喂饭呢」

  「あ、ごめん！　ご飯まだだったな」

  　露比不知什么时候出去狩猎了，它叼着双角兔回来。它看起来有点寂寞，让我感到很抱歉……

  　いつの間にか狩りに行ってたらしいルピがバイコビットを咥えて戻ってきた。微妙に寂しそうな顔をしてて申し訳なさが……

  『露比酱，你可以再凶一点哦。』

  『ルピちゃん、もっと怒っていいですよ』

  「对不起。」

  「すいませんでした」

  　我将解体后得到的兔肉做成绞肉，装在露比的盘子里，它便津津有味地吃了起来。

  　解体して得た兎肉をひき肉にし、ルピの皿へと盛ると美味しそうに食べ始める。

  　我帮它准备了水，正松了口气的时候——

  　水も用意してやってホッとしたところで、

  【素材加工：皮处理完毕】

  【素材加工：皮処理が終わりました】

  【素材加工技能的等级提升了！】

  【素材加工スキルのレベルが上がりました！】

  　收到了这样的通知。接下来好像只要洗干净就行了。

  　と通知が来た。あとはこれを綺麗に洗えばいいらしい。

  　虽然这跟现实的鞣皮方法完全不同，但这就是游戏嘛。帕普果实看起来像柿子，鞣皮时用的鞣剂应该也是类似的东西吧。

  　現実の皮のなめし方とはまるで違うんだろうけど、そこはゲーム。一応、パプの実が柿っぽいし、タンニンでどうこうってぐらいは合わせてるのかな。

  「话说回来，真亏你知道这种方法。是官方论坛上写的吗？」

  「それにしても、よくこの方法わかったね。公式フォーラムに書いてあったの？」

  『有人实际尝试过鞣制名为兰吉野猪的魔物皮。

  『実際に自分でランジボアっていう猪の魔物の皮をなめそうとした人がいたんです。

  　听说在大城市里有生产设施，可以在那里学到，不过浸泡的药品包含在手续费里，所以不清楚是什么东西。』

  　大きな街には生産施設があって、そこで教えてもらえたそうですが、その漬け込む薬品は手数料に入っていて、何かはわからなかったようです』

  「哦～生产设施啊。就算有皮革加工技能，想用自己狩猎到的皮做铠甲，也不会连药品都自己准备吧。」

  「へー、生産施設か。革細工のスキルがあって、自分で狩ってきた皮で鎧作ろうってなっても、薬品まで自前で用意したりはしないよな」

  　为了做某件事，却需要各种各样的其他技能，感觉也挺麻烦的。

  　何かをするために、他のスキルがあれもこれもってありすぎるのもなあ。

  『生产设施的租赁费好像也包含了柴火之类的消耗品哦』

  『生産施設では薪なんかの消耗品も込みでレンタル料になってるみたいですよ』

  「也是啊。全部都自己准备的我才是怪人吧……」

  「だよなー。全部を自前で調達してる俺がおかしいって……」

  　我开始好奇自己到底在MMORPG里干什么了，但再想下去就危险了，还是算了吧。

  　俺は一体ＭＭＯＲＰＧで何をやってるんだって気になってきたが、これ以上考えるのは危険なのでやめとこう。

  　今天加工皮和制作容器也挺开心的。为了过上更加充实的生活，首先得把哥布林排除掉。

  　今日の皮の加工とか器作るのとかも楽しいし。さらに充実した生活を送るために、まずゴブリンを排除しないと。

  『翔君。榨完果汁的帕普果实，种子还在吗？』

  『ショウ君。果汁を絞ったパプの実ですが、種は残ってないですか？』

  「啊，应该还在。话说……」

  「あ、残ってるはず。っていうか……」

  『把种子种下去，能长成结果的树吗？』

  『種を植えて実がなる木にまで育つでしょうか？』

  「不知道啊。感觉是能种，但俗话说桃栗三年柿八年啊。总之先留着吧」

  「どうなんだろ。育てることはできそうだけど、
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    ねんっていうもんなあ。とりあえず持っとくよ」

  　八年是八个月的话太长了，应该是八周左右？如果能稳定收获帕普果实的话，感觉有种植的价值。

  　八年が八ヶ月は長すぎだろうし八週間ぐらい？　安定してパプの実を収穫できるようになるなら、育ててみる価値はありそう。

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「嗯，稍微去散个步吧」

  「ん、ちょっと散歩行くか」

  　去一下有一段时间没去的西侧吧。

  　しばらく見に行ってない西側へ行くかな。

  『去巡视陷阱吗？』

  『罠の見回りですか？』

  「不，去西侧看看。取得素材加工技能后还没去过呢」

  「ううん、西側行ってみるよ。素材加工のスキル取ってから行ってないし」

  『原来如此』

  『なるほどです』

  　仙人笹自从给露比治疗之后就一直没用过，应该能做成治愈药水之类的吧。

  　仙人笹もルピの手当てに使ってから全然使ってないし、多分ヒールポーションとかになってくれるはず。

  　咦？我好像在取得陷阱相关的技能之后也没去过？除了叶子以外，本体能不能也派上用场呢……

  　あれ？　罠関連のスキル取ってからも行ってないんだっけ？　笹の葉っぱだけじゃなくて、本体の方も何か使えないかな……

  　因为铠甲熊很可怕，所以我只在西边森林的浅层散步。

  　アーマーベアが怖いので、西の森の浅いところを散策。

  　鉴定、察觉气息、遮蔽气息、采集的技能等级升到了5。

  　鑑定、気配感知、気配遮断、採集のスキルレベルが５に。

  　虽然有森林兔这种一看到人就会逃跑的兔子，但露比在发现的瞬间就扑上去解决了。

  　フォレビットっていうすぐ逃げる兎がいたんだけど、見つけた瞬間にルピが襲いかかって仕留めてた。

  　虽然得到了肉和皮，但肉感觉比双角兔还要美味……

  　肉と皮が取れたんだけど、肉はバイコビットよりも美味そうな予感……

  「现在几点了？」

  「今何時ぐらい？」

  『马上就要两点了。』

  『もうすぐ二時です』

  「那正好，我今天就玩到这里。」

  「じゃ、キリもいいし終わるよ」

  『好的。啊，贝露部长说在下线之前有话想在活动室里说。』

  『はい。あ、ベル部長が落ちる前に部室で話があるそうです』

  「了解。那我先去活动室一趟。」

  「りょ。部室寄るよ」

  　到底有什么话要说呢？今天聊到了周末要直播，部长也赞成。

  　改めて話ってなんだろ。今日、週末にライブって話になったけど、部長も賛成してたしなあ。

  『翔君，辛苦了。』

  『ショウ君、お疲れ様です』

  「辛苦了。那么，晚好嘶。」

  「お疲れ。んで、ばわっす」

  「抱歉在你刚结束的时候打扰。」

  「終わったところに悪いわね」

  　美音和贝露部长在，雅塔老师不在吗？

  　ミオンとベル部長がいてヤタ先生はいないのか。

  　不过，学生在玩的时候，老师也没必要一直陪着吧。虽然说是社团活动，但也不是那种会受伤的活动。

  　まあ、生徒が遊んでるのにずっと付き合う義理はないよな。部活って言っても、怪我するような活動でもないし。

  「有什么事吗？」

  「話ってなんでしょ？」

  「周六的直播，可能还是取消比较好」

  「土曜のライブ、中止にした方がいいかもしれないのよ」

  　……哎？

  　……え？

  　我怀疑自己听错了，于是看向美音。

  　何か聞き間違えたかなとミオンの方を見ると、

  『要取消吗？』

  『中止ですか？』

  　啊，看来不是我听错了。

  　あ、聞き間違いじゃなかったっぽい。

  「呃，贝露部长在学校里不是也赞成的吗？」

  「えっと、学校ではベル部長も賛成だったような」

  「我当然记得。不过，现在情况已经不允许我们这么做了」

  「もちろん覚えてるわよ。でも、そうも言ってられなくなってきたのよ」

  　贝露部长打开美音的频道给我看。

  　ベル部長がミオンのチャンネルを開いて見せてくれる。

  　今天上传的视频里有露比，播放数应该会暴涨吧……

  　今日アップした動画はルピもいるし、再生数は跳ねるんだろうなと思うけど……

  「啊？频道订阅数已经超过一万五千人了！？」

  「は？　チャンネル登録者数が一万五〇〇〇人超えてるんですけど!?」

  『社团活动的时候才七千人左右……』

  『部活の時は七〇〇〇人ぐらいだったのに……』

  「接下来还会继续增加的。说不定一口气就能涨到五万人？」

  「これから、まだまだ増えるわよ。一気に五万まで行くんじゃないかしら？」

  　真的假的……

  　マジか……

  　不过，露比确实很可爱。可爱就是正义吧。

  　まあ、ルピ可愛いしなあ。可愛いは正義ってやつなのかな。

  『是因为露比酱吗？』

  『ルピちゃんのせいでしょうか？』

  「是的，不过，你们看这边」

  「そうなんだけど、こっちを見てもらえるかしら」

  　接着，贝露部长给我看了ＩＲＯ的官网首页，打开的瞬间就开始播放视频。是宣传新玩家限制解除和更新的PV吧。

  　続いて見せてくれたのはＩＲＯ公式のトップページなんだけど、開いた瞬間にムービーが流れ始める。新規制限解除とアプデの宣伝ＰＶかな。

  　在昏暗的房间里，以一句意味深长的「终于要开始了」开始。说话的是商人和贵族？感觉就像越后屋和恶代官一样……

  　やたら暗い一室で「いよいよだ」みたいな意味深なセリフから始まる。話してるのは商人と貴族？　なんか
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  　镜头切换到帝国？　是帝国士兵进军的样子。之前说的『帝国动乱篇』，难道要发生内乱了吗？

  　カメラが切り替わって帝国？　兵士たちが進軍する様子。『帝国動乱編』って話だったし、内乱でも起きるのか？

  　接着出现的是巨大的城门。这应该是王国的城门吧。也就是说帝国ｖｓ王国？　镜头就这样继续前进，来到了森林里。

  　次に映ったのは大きな城門。これは確か王国の城門だよな。ということは帝国ｖｓ王国？　そのままカメラが進んでいって森の中。

  「啊！贝露部长！话说，旁边这位是蕾欧娜大人吧？」

  「あ！　ベル部長！　っていうか、この隣にいるのってレオナ様なのでは？」

  「嗯，应该是之前偶然一起组队的时候拍的吧」

  「ええ、この間、たまたま一緒になってパーティ組んでた時だと思うわ」

  　嘿，顶尖组的话感觉会当场一起战斗吧。双剑战士和魔术师，是『非常』有模有样的美女组合。

  　へー、まあトップ組ならその場で共闘って感じだよな。双剣の戦士に魔術師っていう『いかにも』な美女の組み合わせ。

  　接下来，是把现在玩家们愉快的游戏画面巧妙地编辑连接起来的感觉。哦？刚才出现的像是奈特……

  　そこから先は、今いるプレイヤーたちの楽しそうなゲームプレイをうまく編集して繫げてる感じ。お？　今ちょっと映ったのナットっぽい……

  「哈啊！？」

  「はあっ!?」

  『是翔君和露比酱呢……』

  『ショウ君とルピちゃんですね……』

  　我被露比舔脸，还有在沙滩上玩取物游戏的样子……

  　俺がルピに顔をなめられたり、砂浜で取ってこいしてる様子ががが……

  「明白了吗？」

  「わかったかしら？」

  「这不是剧透了吗！」

  「めっちゃネタバレされてるじゃん！」

  　不过，大家肯定会想「那是什么？」，然后「啊，那个啊」地冲向今天上传的视频吧。

  　まあ、そりゃ「なんだあれ？」ってなって「ああ、あれは」って今日アップした動画に殺到するよな。

  『直播，感觉会比想象中更厉害呢……』

  『ライブ、思った以上にすごいことになりそうですね……』

  「嗯，如果觉得不安的话，这次就先不直播也可以。等下次视频发布，调教技能传播开来，玩家们应该也会冷静下来吧」

  「ええ、もし不安に思うなら今回は見送りでもいいと思うわ。次の動画を出して、調教スキルが伝われば、プレイヤーも落ち着くでしょうしね」

  　确实，下次视频里肯定会加入露比成为伙伴的场景。

  　確かに次の動画でルピが相棒になるあたりは確実に入る。

  　这样一来，调教技能就会一下子传播开来，之后大家就会讨论起如何找到对象了吧。

  　そうなれば、一気に調教スキルが伝搬していくんだろうし、その後はどうやって対象を見つけるのか？　って話になるだろうし。

  「啊，大家都到齐了呢。我还在想明天再直播也可以呢」

  「あー、ちゃんと皆さんいますねー。明日でもいいかと思いましたがー」

  「老师也辛苦了，这么晚了还麻烦你」

  「先生もすいません、遅くに」

  「没事没事，我也没想到会被官方公开呢」

  「いえいえー、まさか公式に
    
     晒
    さらされるとは思いませんでしたからねー」

  　公开……

  　晒されるって……

  　关于游戏中的视频，六元素软件公司作为开发＆运营方，可以自由使用，所以也没什么好抱怨的。

  　一応、ゲームプレイ中の映像に関しては、ＩＲＯの開発＆運営であるシックス・エレメンツ・ソフトウェアが自由に使っていいという話になっているので文句は言えない。

  　当然，本人和本人许可的人也可以自由使用，也可以用于营利目的。

  　もちろん、本人と本人が許諾した人なら、好きに使っていいし、営利目的の利用も可能でもある。

  「既然同意了游戏开始前的使用许可协议，那就是这么回事了」

  「プレイ前の利用許諾契約に同意したならそういうことよ」

  　以前贝露部长亲切地向我解释过。一般不会看吧？不，应该好好看的。

  　と以前、ベル部長に懇切丁寧に説明されました。普通読まないよね？　いや、ちゃんと読めよって話だけど。

  「周六的直播，我们也在考虑延期」

  「土曜のライブは延期も視野にって話をしてたんですが」

  「美音小姐想怎么做呢？」

  「ミオンさんはどうしたいですかー？」

  『我……想直播』

  『私は……やりたいです』

  　听到这句话，雅塔老师和贝露部长都看向我。

  　その言葉にヤタ先生とベル部長が俺を見る。

  「美音想做的话，我赞成」

  「ミオンがやりたいなら俺は賛成で」

  　毕竟是美音的频道，她想怎么做就怎么做。而且，难得她有了干劲。

  　ミオンのチャンネルなんだし、彼女がやりたいようにするのが一番。あと、俺的にもせっかくやる気になってたし。

  　虽然也可以不直播，直接歼灭哥布林……

  　まあ、ライブにせずにゴブリンたちを殲滅するってのもありだけど……

  「看来是我多管闲事了，对不起。当天我也会在后台支持你的」

  「おせっかいになっちゃったみたいで、ごめんなさいね。当日は私も裏方でサポートするから」

  『不，谢谢你的建议。然后……我有件事想拜托部长』

  『いえ、教えてくれて助かりました。それで……部長にお願いがあるんですが』

  「什么事？」

  「何かしら？」

  『周六直播的时候，能请你作为解说员一起出场吗？』

  『土曜のライブの時に、解説役として一緒に出てもらえませんか？』

  　啊？解说员？

  　はい？　解説役？

  「这个主意不错。要是翔君遇到无法回答的情况，有贝露小姐帮忙解说，也能撑住场面」

  「それいいですねー。ショウ君が返事ができない状況になると、ベルさんに解説してもらうと間も持ちますしー」

  「原来如此，是这么回事啊……」

  「なるほど。そういうことですか……」

  　贝露部长表示理解。美音也连连点头。

  　と納得するベル部長。ミオンもうんうんと頷いている。

  　大概就是类似体育实况解说吧。美音应该也不太了解普通的战斗，所以这部分就由贝露部长来解说。

  　スポーツ実況みたいなってことかな。ＩＲＯの普通の戦闘はミオンもあんまりわからないだろうし、その部分はベル部長に解説してもらう感じの。

  『不行吗？』

  『ダメですか？』

  「不，让我试试吧！我也想挑战新的风格！」

  「いえ、やらせてちょうだい！　新しいスタイルには挑戦してみたいもの！」

  　事情就这么定了，我正想着太好了太好了，结果——

  　ということで、良かった良かったって話かなと思ったら、

  「这样的话，贝露小姐这周四的直播就取消吧」

  「だとするとー、ベルさんは今週の木曜の配信はパスですねー」

  「哎？」

  「え？」

  「直播每周三次的限制啊。周一，周二，周四对吧。周六要当解说的话，周四就超了」

  「ライブ週三回制限ですよー。日、火、木ですよねー。土曜の解説で出るとするとー、木曜はオーバーですー」

  　啊，嗯，是啊。

  　あー、うん、そっすね。

  　虽说要帮后辈，但该遵守的规矩还是要遵守，该当老师的还是要当老师。

  　後輩のヘルプに出るとは言っても、そこはきっちりしてるっていうか、ちゃんと先生してるよな。

  「老，老师！上周日因为维护没有直播！」

  「せ、先生！　前の日曜はメンテでライブしてませんから！」

  「不行。你当时有这个打算」

  「ダメですー。やる気でしたしー」

  「那，下周日休息！周二，周四，周日的周日取消！」

  「じゃ、次の日曜を休みで！　火、木、日の日曜の方をなしで！」

  　贝露部长泪眼汪汪地求情。不，因为是虚拟形象，所以不知道是不是真的在哭。

  　涙目ですがるベル部長。いや、アバターだから本当に泣いてるのかわかんないけど。

  「真没办法。要是再打破规矩，下周就不让你进活动室了」

  「しょうがないですねー。それを破ったらー、来週は部室出禁にしますよー」

  「好，好的！」

  「は、はい！」

  　贝露部长平时，或者说在现实中是个很干练的美女啊……

  　ベル部長、普段っていうかリアルだとキリッとした美人なんだけどなあ……

 
  ■ＩＲＯ官方论坛3

  ■ＩＲＯ公式フォーラム３

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ闲聊综合讨论串【大家好好相处】

  【帝国・王国・共和国】ＩＲＯ雑談総合【みんな仲良く】

  【一般帝国人】

  【一般的な帝国民】

  　街上到处都是士兵，感觉很不舒服。

  　街中に兵士がウロウロしてて、なんか居心地悪い件。

  　还有药水价格涨得超凶，好痛苦。

  　あとポーションがめっちゃ値上がりしててつらい。

  【一般王国人】

  【一般的な王国民】

  　王国这边也乱成一团。

  　王国も結構バタバタしてるな。

  　药水涨价这点也一样。

  　ポーションの値上がりはこっちも同じ。

  　因为国家开始收购，原本因为有点供过于求而降价的露天摊贩也卖光了。

  　国が買い取り始めたせいで、ちょっとダブついて安くなってた露店からも消えたわ。

  【一般王国人】

  【一般的な王国民】

  　应该说，现在大家都在抢科普提。

  　というか、コプティの取り合いになっててもうね。

  　没有其他可以用来制作治愈药水的草吗？

  　他にヒールポーションの原材料になる草とかってないの？

  【一般共和人】

  【一般的な共和国民】

  　有的话早就全包了。

  　あったら買い占めてる。

  【一般王国人】

  【一般的な王国民】

  　就是你啊！

  　お前かー！

  【一般帝国人】

  【一般的な帝国民】

  　这种把东西从右到左转卖赚差价的事，拜托只在现实世界做就好……

  　右から左へ流してマージン取ってくのは現実だけにしてくれよ……

  【一般王国人】

  【一般的な王国民】

  　与其攻打我们，去攻打共和国不是比较好吗？

  　こっち攻めるより、共和国攻めた方が良くね？

  【一般帝国人】

  【一般的な帝国民】

  　就是说啊。共和国东边是魔王国吧。

  　だよなー。共和国の東って魔王国なんだろ。

  　那边不是更有发展性吗？

  　そっちの方が伸びしろもあるんじゃないの？

  【一般共和人】

  【一般的な共和国民】

  　等一下等一下。

  　待て待て待て。

  　魔王国可是重要的交易对象哦？

  　魔王国は大事な取引先だぞ？

  【一般帝国人】

  【一般的な帝国民】

  　重要的交易对象啊……

  　大事な取引先ねえ……

  【一般王国人】

  【一般的な王国民】

  　是那种被招待过之类的吗？

  　接待されたとかそういうやつ？

  【一般共和人】

  【一般的な共和国民】

  　不不不，共和国流通的治愈药水有一半都是魔王国制造的。

  　いやいや、共和国から流通してるヒールポーションの半分は魔王国製なんだよ。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　因为战争要开始了，所以他们来赚钱了。我知道的。

  　戦争始まるから儲けに来てるんでしょ。知ってる〜。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　新鲜的PV来了哦～！≫［链接］

  　新鮮なＰＶが来たぞ〜！≫［リンク］

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　这个啊。元凶果然是共和国吧？

  　これさ。元凶はやっぱり共和国じゃね？

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　我也这么觉得。

  　ワシもそう思う。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　没这回事哦。

  　ソンナコトナイヨー。

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　王都的城门好帅啊～

  　王都の城門かっこいいよな〜。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　王国看起来好和平啊。

  　すごく平和そうだな、王国。

  　我是不是该早点离开帝都呢……

  　早めに帝都脱出するかなー……

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　蕾欧娜大人和贝露碳！

  　レオナ様とベルたそ！

  　你们什么时候开始一起战斗的啊！视频呢！

  　いつの間に共闘してたんだよ！　動画はよ！

  【一般的王国民】

  【一般的な王国民】

  　啥？这是什么？

  　ファ？　ナニコレ？

  　狗狗好可爱……

  　ワンコ、カワイイ……

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　啊，这是美音炭的无人岛。

  　あー、これミオンたんとこの無人島だ。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　kwsk

  　ｋｗｓｋ

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　这是之前上传的视频。

  　ちょっと前に上がってた動画だな。

  　他们好像保护了一只受伤的狼。

  　なんか怪我した狼？を保護してた。

  　现在制药串上，仙人笹之类的话题正火热。

  　今、調薬スレ、仙人笹とかいうので盛り上がってるし。

  　调教串或许也能从守夜中解脱了。

  　調教スレもお通夜から抜け出せるかもな。

  【一般的共和国民】

  【一般的な共和国民】

  　狼是什么狼？

  　狼って何ウルフなん？

  　看起来不像是灰狼。

  　グレーウルフとかには見えないけど。

  【一般的帝国民】

  【一般的な帝国民】

  　不是，所以才说【狼？】啊。

  　いや、だから【狼？】って表示されてんだよ。

  　去看视频吧≫［链接］

  　動画見てくるといい≫［リンク］

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  【药】制药技能的情报交换串【处方笺】

  【お薬】調薬スキルの情報交換スレッド【処方箋】

  　这里是拥有制药技能的玩家的情报交换场所。

  　調薬スキルを持つプレイヤーの情報交換場所です。

  　各种药水的制作方法已经整理在维基上了，请参考≫［链接］

  　各種ポーションの作り方はウィキにまとめてありますので、そちらへどうぞ≫［リンク］

  ☆新手Q＆A☆

  ☆初心者Ｑ＆Ａ☆

  
   Q.制药能赚钱吗？

   Ｑ．調薬は儲かりますか？

   A.只要能获得原材料就能赚钱。

   Ａ．原材料さえ手に入れば儲かります。

   Q.治愈药水的原材料（科普提）在哪里能获得？

   Ｑ．ヒールポーションの原材料（コプティ）はどこで手に入りますか。

   A.帝国的话在帝都东边的森林。王国的话在王都西边的森林或任务。共和国的话在南部的山脚附近的森林。

   Ａ．帝国なら帝都東の森。王国なら王都西の森かクエスト。共和国なら南部の山の麓あたりの森。

   Q.我去采集治愈药水的原材料（科普提）了，但是没找到。

   Ｑ．ヒールポーションの原材料（コプティ）を採集に行ったのですが見つかりません。

   A.已经被别人采走了。要么去别的地方，要么等15分钟。

   Ａ．誰かが採集した後です。他の場所を探すか、一五分待つかしましょう。

  

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　糟了。

  　やべーな。

  　已经有几乎所有的拥有采集的玩家都来采科普提了。

  　もう、採集持ってるプレイヤーほとんどコプティ採りに来てるってレベル。

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　我暂时先去练别的技能了。

  　俺はしばらく別のスキル上げに切り替えたよ。

  　一动不动地等15分钟也太难受了，我意识到还是去练战斗相关的技能，等能去深处采集的时候再练制药技能比较好。

  　一五分ぼーっと待ってるのもつらいし、戦闘関連のスキル上げて、奥地に行けるようになった方がマシだって気づいた。

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　话是这么说，但王国的西北和西南，帝国的东北和西南，共和国的南部的怪物都很难跨越啊。

  　それもそうなんだが、王国なら北西と南西、帝国なら北東と南西、共和国なら南のモンスターを超えられないんだよ。

  　顶尖组虽然很努力，但人手还是不够。大概是因为新玩家限制解除了吧。

  　トップ組が頑張ってるけど、やっぱり人手が足りてないんだと思う。新規制限がなくなってからだろうな。

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　我有个东西想让大家看看？≫［链接］

  　ちょっと見てもらいたい物があるんだが？≫［リンク］

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　哦，无人岛的最新消息来了。

  　お、無人島の最新来てたんだ。

  　……诶？这是什么？

  　……え？　なんだこれ？

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　有人见过这个用来代替绷带的竹叶吗！

  　この包帯代わりに使ってる笹の葉どこかで見かけた人！

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　共和国南部有个叫梅尔库的村子，我好像在那里见过……

  　共和国の南部にメルクーっていう村があって、そこで見た気がする……

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　药水化的验证结果如下。

  　ポーション化した検証結果は以下の通り。

  　・瞬间回复量比治愈药水少

  　・ヒールポーションよりは瞬間的な回復量は少ない

  　・但可以持续回复HP（大约三分钟）

  　・そのかわり継続的にＨＰ回復する（およそ三分）

  　・总回复量几乎相同

  　・総回復量としてはほぼ同じ

  　・用急救技能作为绷带使用时一定会成功

  　・応急手当スキルで包帯として使うと必ず大成功する

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　这不是超优秀的吗！

  　めちゃくちゃ優秀じゃん！

  　可以用来应对烧伤之类的持续伤害吧？

  　火傷とかのスリップダメ対策になるんじゃね？

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　啊，用法伊博在烧伤状态下喝吗。

  　あー、ファイボもらって火傷の状態の時に飲むのか。

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　烧伤的话，软膏不是更有效吗？

  　火傷なんだったら、
    
     軟
    なん
    
     膏
    こうの方が効くのでは？

  【一般的制药师】

  【一般的な調薬師】

  　对啊！

  　それだ！

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  【不幸】关于调教技能的情报征求【无法取得】

  【不遇】調教スキルについて情報求む【取得不可】

  　这里是调教技能的情报交换场所。

  　調教スキルの情報交換場所です。

  　没有情报……

  　情報がないけど……

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　人太少。

  　過疎。

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　连什么时候才能取得技能都不知道。

  　いつになったらスキル取れるのかすらわからん。

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　真的存在吗？

  　ホントに存在するの？

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　存在。在技能一览里。

  　存在はする。スキル一覧にある。

  　只是，是灰色的，完全没有可以点击的感觉。

  　ただ、グレーアウトしてて押せる雰囲気が一ミリもない。

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　加油……

  　頑張ってくれ……

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　有人养狗。

  　ワンコ飼ってる人おるやん。

  　官方PV里有哦？≫［链接］

  　公式ＰＶに出とるで？≫［リンク］

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　！！！！！

  　！！！！！

  　？？？？？

  　？？？？？

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　诶诶诶诶诶！？

  　えええええ!?

  　什么啊……什么啊！

  　なんやねん……、なんやねーん！

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　冷静，说不定只是关系好而已。

  　おちつけ、単に仲良いだけかもしれん。

  　不是说用调教技能驯服的吧。

  　別に調教スキルでテイムしたって話でもないだろ。

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　只是关系好也行。

  　仲良しなだけでもいいよ。

  　想把脸埋在这只狗的肚子里……

  　このワンコのお腹に顔をうずめたい……

  　话说，这里是哪里？有沙滩的，是王国的西边？

  　ってか、ここどこ？　砂浜がありそうなのって王国の西？

  【路过的一般人】

  【通りすがりの一般人】

  　这个人，是那个有名的无人岛开局的人。

  　この人、有名な無人島スタートした人やで。

  　今天傍晚上传的视频里，有救了这只狗的片段。

  　今日の夕方にあがった動画で、このワンコ助けたところ映っとるよ。

  　不过，与其说是狗，更像是狼。≫［链接］

  　ワンコってか狼らしいけどな。≫［リンク］

  【未成为调教师的一般人】

  【調教師未満の一般人】

  　谢谢！

  　サンクス！

 
  11　星期三

  11　水曜日

  　为了直播，我得做好各种准备才行。

  　ライブに向けて、いろいろ準備をしないとなあと。

  　住在那个洞窟的哥布林大约有二十只。一对二十当然没有胜算，所以我打算分散它们，各个击破，但我没有足够的手段恢复伤害。

  　あの洞窟に住んでるゴブリンたちは二〇匹前後。一対二〇は当然勝ち目がないので、分散させて各個撃破の予定なんだけど、俺にはダメージの回復手段が足りてない。

  　根据奈特的说法，受伤造成的HP减少，在安全区域静养就会慢慢恢复。

  　ナットの話だと、怪我でのＨＰ減少はセーフゾーンで安静にしてれば徐々に回復するらしい。

  　可是，要在一小时的直播内打倒所有哥布林，可不能那么悠哉……

  　けど、一時間のライブでゴブリンを全て倒すには、そんな悠長なことはしてられないわけで……

  「早。」

  「おは」

  「哦，早。怎么了？」

  「おう、おは。どした？」

  　不愧是挚友，真敏锐……

  　さすが親友、鋭いな……

  「我有点事想问你，希望你不要剧透。」

  「ちょっと聞きたいことがあるんだが、ネタバレしない程度に教えてくれ」

  「喂，你这要求也太强人所难了。」

  「無茶振りだなおい」

  　挚友奈特嘴上这么说，却还是笑了。

  　そう言いながらも笑う親友ナット。

  　这家伙应该没有取得制药技能，感觉可以问到恰到好处的情报。

  　こいつ自身は調薬スキルなんて取ってないだろうし、ちょうどいいぐらいの情報が聞けそうな気がする。

  「我打算在周末扫荡哥布林的聚落。」

  「週末にゴブリンの集落を一掃しようと思っててな」

  「哦，终于要动手了吗？」

  「お、ついにやるのか」

  　我向探出身子的奈特询问治愈药水的事。

  　身を乗り出してくるナットにヒールポーションについての話を聞く。

  　之前听说只要用一种叫科普提的药草熬煮就好，但还有其他原料或制法吗？使用方法是喝还是洒……

  　前にコプティっていう薬草を煮出せばいいと聞いたけど、それ以外の原材料とか製法があるのか？　使い方は飲むのかかけるのか……

  「使用方法两种都对。」

  「使い方はどっちも正解だな」

  「两种？」

  「どっちも？」

  「可以洒在受伤的地方，也可以喝下去。不过一直喝的话肚子会胀起来，如果伤在显眼的地方，洒在上面应该比较好吧？」

  「攻撃食らった場所にかけるのでもいいし飲んでもいいぜ。まあ、飲み続けてると腹がふくれるし、わかりやすい場所ならかける方がいいんじゃね？」

  「原来如此。」

  「なるほど」

  　根据奈特的说法，效果在患部洒上药水会更好，但两者效果差不多的话，喝下去会比较快。

  　ナットの話だと、患部にかける方が効き目あるって話と、どっちも対して変わらないから飲む方が早いって話と半々ぐらいなんだとか。

  「做法完全不一样吗？」

  「作り方は全然？」

  「我是不知道啦。不过我朋友看了你的视频，做了新的药水哦。」

  「俺はな。ただ、フレがお前の動画見て新しいやつ作ってたぞ」

  「啊？」

  「は？」

  　奈特的朋友看了我用仙人笹帮露比急救的视频，就试着用仙人笹做了药水。

  　ナットのフレさん、俺が仙人笹でルピに応急手当した動画を見て、そこから仙人笹でポーション作ってみたんだとか。

  　那种药水好像被称作笹药水，性能跟至今的科普提治愈药水差不多。不过效果好像有点不一样。

  　そのポーション、笹ポと呼ばれてるらしいけど、今までのコプティのヒールポーションと同程度の性能があるらしい。ただ、微妙に効き方が違うんだとか。

  「哪里不一样？」

  「どう違うんだ？」

  「科普提的治愈药水是立刻恢复HP，笹药水则是慢慢恢复。所以可以用来对付持续伤害，他很高兴哦。」

  「コプティのヒールポーションはすぐにＨＰ回復するんだけど、笹ポはじわじわ回復する感じだな。なんで、スリップダメ対策になるって喜んでたぞ」

  「真的假的……」

  「マジか……」

  　该说是在奇怪的地方有了进展吗？总之这应该算是好事吧。

  　妙なところで進展があるのが不思議っていうか、これは良かったってことだよな。

  　记得主线剧情里好像有提到国家的治愈药水缺货之类的事。

  　なんかメインストーリー絡みで国がヒールポーションが品薄でどうこうみたいな話あったし。

  「怎么了？」

  「どした？」

  「不，没什么。虽然算不上谢礼……」

  「いや、なんでもない。お礼と言っちゃなんだが……」

  　贝露部长也说了可以随意使用，就把帕普的果实可以制作抗麻痹药水这件事告诉她吧。

  　ベル部長にも好きにしていいって言われてるし、パプの実からアンチパラライズポーションが作れること話しとこう。

  　情报来源就说是赛丝，之后那家伙应该会帮我处理好……

  　情報元はまあセスってことにしとけば、あとはあいつがうまくやってくれるはず……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　治愈药水可以用仙人笹的再生药水代替，这下子问题就解决了。接下来的问题就是药水瓶了。

  　ヒールポーションは仙人笹のリジェネポーションで代用の目処がついた。となると、次の問題はポーション瓶だよな。

  　在赛丝的直播里看到的治愈药水是装在玻璃小瓶里，但要在这座岛上从头开始制作玻璃是不可能的。

  　セスの配信で見たヒールポーションはガラスの小瓶だったけど、この島でガラス作りを今からやるのは無理がある。

  　总之先用陶工技能制作小瓶是最妥当的吧？笹药和抗麻痹药水的瓶子只要改变形状就不会搞混了。

  　とりあえずは陶工スキルで小瓶を作るのが一番かな？　笹ポの瓶、アンチパラライズポーションの瓶は形を変えておけば間違えることもないか。

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「啊，抱歉，我在想事情。」

  「あ、ごめん、ちょっと考え事してた」

  　戴上VRHMD之后，我好像有点发呆了。

  　ＶＲＨＭＤを被ってから、ちょっとぼーっとしてたっぽい。

  　美音一脸不可思议地盯着我的脸，距离有点近……

  　ミオンが不思議そうに俺の顔を覗き込んでるんだけど、ちょっと距離が近くて……

  「大家好。」

  「こんにちは」

  『你好。』

  『こんにちは』

  「你好。」

  「どもっす」

  　贝露部长以精神抖擞的姿势走进活动室，但在关上门的瞬间，她就懒洋洋地坐在电竞椅上，从冰箱里拿出能量饮料，打开来喝。

  　シャキッとした姿勢で部室に入ってくるベル部長だけど、扉が閉まった瞬間、だらしない感じでゲーミングチェアに座り、冷蔵庫からエナドリを取り出してプシュっと。

  　怎么说呢，就像是下班后喝啤酒的大叔……

  　なんというか、仕事が終わってビール飲むおっさん……

  「下个视频是驯服露比酱的场面吧？能不能明天就发布？」

  「次の動画って、ルピちゃんをテイムした場面よね？　それって明日出せたりしないかしら？」

  「咦？明天吗？」

  「え？　明日ですか？」

  　我本来打算周五发布的，我看向美音。

  　金曜日の予定だったはずだけど、とミオンを見ると、

  『没问题，可以发布』

  『大丈夫です。出せます』

  　她这样说道。

  　とのこと。

  「呃，可以问一下理由吗？」

  「えっと、理由聞いても？」

  「有很多人期待着调教技能，我觉得尽早发布这个消息比较好。你也不希望别人觉得你在隐瞒吧？」

  「調教スキルを待ち望んでる人が多くって、その情報はできるだけ早く出した方がいいと思うのよ。隠してるみたいに思われるのも嫌でしょ？」

  「啊，这倒也是……」

  「あー、それはそうっすね……」

  　虽然他们来不了岛上，也不能直接来找我抱怨，但感觉他们会去美音的频道找茬。

  　島に来られないし、俺に直接文句を言いに来ることはできないけど、そうなるとミオンのチャンネルの方に突撃してきそうな気がする。

  『虽然只是中间的部分，能稍微看一下吗？』

  『途中のものですが、少し見てもらえますか？』

  「嗯，让我看看」

  「ええ、確認させてちょうだい」

  『开始播放』

  『再生しますね』

  　开头是美音简单地说明了上次的概要。从帮助露比，进行急救，让它在帐篷里休息开始。

  　冒頭はミオンが前回のあらすじを軽く説明。ルピを助けて、応急手当して、テントの中で休ませたところまで。

  　切换到我让露比坐在腿上的场景。

  　切り替わった場面は俺がルピをあぐらの中に座らせたところ。

  　确认露比的伤已经痊愈，获得调教技能，驯服成功。突然被要求给它起名字，我用了美音想好的名字……

  　怪我が治ってるのを確認し、調教スキルを獲得してテイムが成功。急に名前をつけるように言われて、ミオンが考えてくれてた名前を……

  『那么，你的名字就是“露比”』

  『じゃ、お前の名前は「ルピ」だ』

  『汪呼～』

  『ワフ〜』

  『恢复精神的露比酱成为了翔君的伙伴』

  『元気になったルピちゃんはショウ君の相棒になりました』

  　到这里为止是获得驯服技能和驯服露比的部分。

  　とここまでが調教スキル獲得とテイムのくだりかな。

  「啊，把【驯服的先驱者】那段剪掉了啊」

  「あ、【調教の先駆者】の話はカットしてくれたんだ」

  『是的。要放进去吗？』

  『はい。入れた方が良かったですか？』

  「不用，我觉得不放也行，这样就好」

  「いや、なくてもいいかなって思ってたし、これでいいと思うけど」

  　我瞥了一眼贝尔部长。

  　ちらっとベル部長に目をやると、

  「先驱者的奖励SP应该只有第一个获得的人才有，我觉得不放也行」

  「先駆者の褒賞ＳＰは最初の一人だけでしょうし、出さなくてもいいと思うわ」

  『好的。接下来只是露比酱和翔君的互动』

  『はい。続きはまだ繫いだだけです』

  　之后是我喂露比吃肉末，一起去狩猎双角兔，大概五分钟。

  　その後は、俺がルピにひき肉をあげたり、一緒に狩りに行ってバイコビットを倒したりとかで五分ほど。

  　在切换场景的时候，美音会稍微解说一下，这样就完成了。

  　場面が変わる時に、ミオンのちょっとした解説が入ったりすれば完成かなって感じ。

  「接下来就是最后的润色了吧？」

  「あとは仕上げってぐらいだよね？」

  　我觉得这样明天应该来得及发布，

  　これなら明日に十分間に合うよなと思ったんだけど、

  『不，我还打算增加露比酱的可爱镜头哦？』

  『いえ、まだルピちゃんの可愛いシーンを増やすつもりですよ？』

  　美音说道。

  　とミオン。そして、

  『翔君，今天社团活动的时候，请和露比酱一起玩各种游戏』

  『ショウ君、今日の部活でのＩＲＯはルピちゃんといろいろ遊んでください』

  「啊，嗯」

  「あ、うん」

  　我被干劲十足的美音压得只能点头。

  　なんだかやる気まんまんなミオンに押されて頷いてしまう。

  　我瞥了一眼贝尔部长。

  　ちらっとベル部長を見ると、

  「没有不支持她的道理吧？」

  「この子を推さない手はないわよ？」

  「好的」

  「りょっす」

  　露比确实很可爱，我也赞成全面展现这一点。

  　まあ、ルピが可愛いのは間違いないし、それを全面に出すのは賛成かな。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「嗯，帐篷没事……」

  「ん、テントは無事……」

  「汪呼！」

  「ワフ！」

  　在帐篷里醒来的一瞬间，露比就扑了过来，用脑袋蹭着我的脖子。

  　テントの中で目を覚ました瞬間、ルピが飛び込んできて首筋にぐりぐりと頭を押しつけてくる。

  「好乖好乖。等一下哦」

  「よしよし。ちょっと待って」

  　我抱起露比坐起身，让它坐在我的腿上，然后打开直播。观众数立刻变成了1。

  　だっこして起き上がり、あぐらの中にルピを座らせて配信をオンに。すぐに視聴者数が１になる。

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  「欢迎，美音」

  「ようこそ、ミオン」

  「汪呼！」

  「ワフン！」

  　看到露比能好好回应，我不禁摸了摸它。

  　しっかり返事ができるルピを思わず撫でる。

  『能听到吗？』

  『聞こえるかしら？』

  「嗯，听得到」

  「はい、聞こえてます」

  「汪！」

  「ワフ！」

  　下一次直播贝露部长会加入解说，所以也让她进入工作室，顺便测试一下。

  　次のライブはベル部長が解説で入るということで、その時のテストも兼ねてスタジオに入ってもらっている。

  　然后，露比好像也听到了她的声音。

  　で、その声もルピにはちゃんと聞こえてるみたいで、

  『咦？露比酱能听到我们的声音吗？』

  『え？　ルピちゃんって私たちの声が聞こえてるの？』

  「好像是这样。大概是因为它是我的搭档，所以被当成队友了吧」

  「そうみたいなんすよね。多分、俺の相棒ってことでパーティーメンバーと同じ扱いなのかなって」

  　目前只有我一个人取得了驯服技能，而且有驯服的搭档，所以很在意其他人的情况。

  　現状で調教スキルを取れてて、テイムした相棒がいるのは俺だけなので、他の人がどうなのかは気になるところ。

  　露比是特别的……感觉很有可能。毕竟它现在还是【狼？】……

  　ルピが特別ってことは……ありそうな気もするんだよな。未だに【狼？】のままだし……

  「那个，我想录下露比可爱的样子，我该怎么做呢？」

  「えっと、ルピが可愛いところを録画するんだと思うけど、俺はどうすればいいの？」

  『我觉得先去散步比较好』

  『まずはお散歩がいいかなって思います』

  　美音的要求是散步、狩猎双角兔、吃饭这三个场景。

  　ミオンの要望は、散歩してるところ、バイコビットを狩るところ、ご飯を食べてるところ、の三つ。

  　嗯，都是平时在做的事，没必要特别在意吧。不过，既然要散步的话

  　まあまあ、いつもやってることだし、特に意識する必要もないかな。ただ、せっかく散歩するんなら、

  「我想去取粘土，去丛林那边可以吗？」

  「ちょっと粘土を取りに行きたいから、密林の方でいい？」

  『好的』

  『はい』

  「那我们先去散步吧」

  「じゃ、まずは散歩行こうか」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　丛林那边不会出现铠甲熊，可以悠闲地散步。

  　密林側ならアーマーベアも出てこないし、気楽にお散歩かな。

  　能采集到粘土的地方也有沙龙蜥蜴，就让它当瓶子的盖子吧。

  　粘土が採集できるポイントにはサローンリザードもいるし、瓶の蓋になってもらおう。

  　我捡起掉在地上的树枝，一边和露比玩一边在丛林里前进。

  　落ちてた枝を拾って、ルピと遊びながら密林を進む。

  　感知气息技能有了微弱的反应，是双角兔吗？它正朝着这边过来，这里就交给露比吧。

  　気配感知に小さく反応したのはバイコビットかな？　こっちに向かってくるんだけど、ここはルピに任せよう。

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　露比迎击跳过来的双角兔，右脚一闪将其击倒。

  　ジャンプして突っ込んできたバイコビットを迎え撃ち、右足
    
     一
    いっ
    
     閃
    せんで倒すルピ。

  「哦哦！刚才那招很帅哦～」

  「おお！　今のはかっこ良かったぞ〜」

  『露比酱，干得好』

  『ルピちゃん、ナイスです』

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　我摸了摸露比，然后当场解体了它打倒的双角兔。

  　ひとしきりルピを撫でてあげてから、仕留めたバイコビットをその場で解体。

  　因为之后有正餐，所以只切了点肉当零食。

  　後でちゃんとしたご飯があるので、おやつ程度の肉を切り分ける。

  　皮就加工后用来做瓶盖的皮绳吧。

  　皮は加工してから瓶の蓋を締める革紐として使おう。

  「哦，有了有了」

  「お、あったあった」

  　我发现了红粘土的采集点，于是以不会占满道具栏的程度采集了一些。毕竟还得去采白粘土。

  　赤粘土の採集ポイントを発見したので、インベントリを圧迫しない程度に採集。白粘土も取ってこないとだし。

  『是为了增加陶器吗？』

  『粘土は陶器を増やすためかしら？』

  「是的。因为没有用来装药水的玻璃瓶，所以想用陶器瓶代替。」

  「です。ポーションを入れておくガラス瓶がないんで、陶器の瓶を代わりにしようかと」

  『啊，确实如此。这里没有商店呢。』

  『ああ、確かにそうね。ここにはお店もないんだったわ』

  　根据贝露部长的说法，药水的玻璃瓶似乎可以在杂货店或商业公会买到。

  　ベル部長に聞いたところ、ポーションのガラス瓶は雑貨屋か商業ギルドで仕入れることができるらしい。

  　虽然好像也有普通玩家在制作，但数量似乎不多。

  　一般プレイヤーでも作ってる人はいるらしいけど、あんまり数は多くないんだとか。

  「哦，感觉能赚不少钱呢。」

  「へー、結構儲かりそうな気がするんですけど」

  『玻璃的原料费似乎相当高，所以不划算。一般会从魔王国经由共和国或帝国进口玻璃瓶。』

  『ガラスの原材料費が結構高いらしくて、労力に見合わないって話ね。魔王国から共和国や帝国を経由して輸入されたガラス瓶が一般的ね』

  「真亏它们不会在运输途中碎掉呢。」

  「よく割らずに輸送できますね」

  『不是现实中的薄玻璃，而是相当厚且质量参差不齐的玻璃。』

  『現実にある薄いガラスじゃないもの。かなり厚みがあってできもまちまちね』

  　说得也是。

  　そりゃそうか。

  　毕竟这个世界没有平板玻璃，所以是用吹制玻璃之类的方法制作的吧。

  　板ガラスはない世界だから吹きガラスとかいうやつだよな。

  「汪。」

  「ワフ」

  「哦，是白粘土的采集点。谢谢你，露比。」

  「お、白粘土の採掘ポイント。ありがとな、ルピ」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　既然已经凑齐了需要的粘土，接下来就回去吃饭吧？

  　目的の粘土は揃ったし、あとは戻ってご飯にするかな？

  『翔，加工皮的时候不是需要帕普果实吗？』

  『ショウ君、皮の加工にパプの実を取らないとじゃないですか？』

  「啊，糟糕，差点忘了。谢啦。」

  「あ、やべ、忘れるところだった。さんきゅ」

  『看来真的只能靠这座岛自给自足了……』

  『本当にこの島だけでなんとかしないといけないのね……』

  　呃，嗯，毕竟这里就是这样的地方……

  　いや、まあ、そういう場所ですから……

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　我揉了揉躺下的露比的肚子，它便发出开心的叫声扭动身子。

  　ごろんと横になったルピのお腹をもしゃもしゃすると、嬉しそうな声で身をよじる。

  　实在太可爱了，除了可爱之外找不到其他形容词。

  　ちょっと可愛すぎて、可愛い以外の言葉が見当たらない。

  『好可爱～』

  『可愛いです〜』

  『真的好可爱～』

  『ホント可愛いわ〜』

  　她们两个也完全被露比的可爱迷倒了，这倒是无所谓……

  　二人もすっかりルピの可愛さにやられちゃってるのはいいんだけど……

  「时间差不多了吧？」

  「そろそろ時間じゃないすか？」

  『咦？』

  『え？』

  『啊！还有五分钟。』

  『あ！　あと五分です』

  「好。视频的素材没问题吗？」

  「りょ。動画の素材としては大丈夫？」

  『嗯。非常完美。』

  『はい。バッチリです』

  　虽然露比的可爱是加分要素，不过我个人希望它不只是可爱，还要变强变帅气。

  　ルピの可愛さをアピールするのはいいんだけど、個人的には可愛いだけじゃなくて、強くてかっこ良くなって欲しいところ。

  「汪？」

  「ワフ？」

  　露比露出「已经结束了吗？」的表情……

  　ルピの「もうおしまい？」みたいな顔が……

  「露比，你是男孩子，要变强变帅气哦。」

  「ルピ。男の子なんだし、強くかっこ良くなろうな」

  「汪！」

  「ワフ！」

  
   [image: ]
  

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　回家之后，我晚上用采集来的粘土制作装药水的小瓶子和瓶盖。

  　帰宅後。夜は採集してきた粘土でポーションを入れる小瓶とその蓋作り。

  　一边进行皮革加工，一边在等待的时间揉粘土。

  　皮を革に加工する作業をしつつ、その待ち時間に粘土をこねる。

  　这次在烧制粘土的等待时间里，我同时进行皮革干燥的作业，所以相当忙碌。

  　今度は焼いてる間の待ち時間に革を乾かしてと、並行作業してるせいで忙しい。

  「好，完成了。没有漏水。」

  「よし、できたかな。水漏れもなし」

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  「感觉都是多亏了技能辅助就是了。」

  「スキルアシストのおかげって感じだけどね」

  　该说ＩＲＯ的技能辅助很优秀吗？感觉就像是在引导玩家，避免玩家失败？

  　ＩＲＯのスキルアシストは優秀というか、失敗しないようにしないように誘導してくれる感じ？

  　当然，如果没注意到辅助就会失败，不过只要仔细留意，就能知道会在哪里失败，所以还是很方便。

  　もちそん、そのアシストに気づかないと失敗しちゃうけど、注意深くやればどこで失敗するかもわかるのでありがたい。

  　沙龙蜥蜴的皮革一如预料有防水效果，双角兔的皮革很柔软，很适合用来做皮绳。小瓶子的盖子应该这样就解决了。

  　サローンリザードの革は予想通り防水がついてたし、バイコビットの革は柔らかくて革紐として使いやすい。小瓶の蓋はとりあえずこれで解決かな。

  「汪！」

  「ワフ！」

  「欢迎回来。你去猎双角兔了啊。真了不起～」

  「おかえり。バイコビット狩ってきてくれたんだ。偉いぞ〜」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　露比把打倒的双角兔放到我面前，一脸得意的样子真可爱。

  　倒したバイコビットを俺の前に置いてドヤ顔が可愛い。

  　我立刻开始解体，把切好的肉拿给它，它也乖乖地把肉放到餐盘上才开始吃。真聪明。

  　さっそく解体して、スライスした肉をあげると、ちゃんとランチプレートに持っていってから食べ始める。賢い。

  「感觉明天的视频露比的粉丝会暴增啊……」

  「明日の動画でルピのファンがめちゃくちゃ増える気がするな……」

  『我刚才看了讨论串，调教技能的串上都在讨论露比酱。』

  『フォーラムを見てきましたけど、調教スキルのスレッドはルピちゃんの話でもちきりでした』

  　我想也是。不过，因为无人岛开局已经停止了，所以应该没办法再像露比一样驯服狼（？）……啊，不对，大陆那边可能也有。

  　だよな。でも、無人島スタートが休止になっちゃったから、ルピと同じ狼（？）をテイムすることって……あ、いや、大陸の方にもいるかもか。

  　如果调教技能的事情能传开，让去找狼的玩家变多就好了。

  　調教スキルのことが他のプレイヤーにも広まって、探しに行くプレイヤーが増えてくれると嬉しいんだけど。

  　这个【？】能不能想办法解决啊……

  　この【狼？】ってなってるの、どうにか解決できないかな……

 
  12　星期四

  12　木曜日

  『公开了』

  『公開します』

  　放学后。

  　放課後。

  　露比的可爱被追加到视频里，雅塔老师也检查过了，没问题，所以公开了。

  　ルピの可愛さが追加された動画は、ヤタ先生にも一応チェックしてもらって問題なしをもらったので公開。

  「播放数的上升速度好惊人……」

  「再生数の上がりがえぐいわね……」

  「小猫小狗的视频果然很厉害呢」

  「やっぱり仔犬や
    
     仔
    こ
    
     猫
    ねこの動画は強いですねー」

  　上次也很厉害，但这次更厉害。

  　前回もすごかったけど、今回は輪をかけてすごい。

  　点赞数一下子就达到了四位数……

  　高評価のカウント数があっという間に四桁に到達してるし……

  『周六的直播通知也公开了』

  『土曜にライブするお知らせも公開します』

  「了解」

  「りょ」

  　虽然没有说直播要中止，但比起我扫荡哥布林，感觉光是和露比玩就更好了……

  　ライブは中止って話にはならなかったけど、これ、俺がゴブリンたちを一掃するよりも、ルピと遊んでるだけでいいんじゃないかっていう……

  「主角被抢走了呢」

  「主役、取られちゃったわね？」

  「啊，嗯，露比确实很可爱」

  「あー、まあ、ルピが可愛いのは確かなんで」

  　我苦笑着回应贝露部长的玩笑话。

  　いたずらっぽく言うベル部長に苦笑いで返す。

  　在这种情况下，露比太可爱了，会引人注目也是没办法的事。

  　この状況に加え、可愛すぎるルピの方が目立つのは仕方ないよなと思うんだけど、

  「嗯？美音怎么了？」

  「ん？　ミオンどうしたの？」

  『翔君，直播加油吧』

  『ショウ君、ライブ頑張りましょう』

  「咦，嗯。我会加油的，怎么突然这么说？」

  「え、うん。そりゃ頑張るけど、急になんで？」

  　她平时不会这么用力，让我有点吃惊。

  　普段にない力の入りようでちょっとびっくりなんだけど？

  『因为频道的主角是翔君啊』

  『チャンネルの主役はショウ君ですからね？』

  「……是」

  「……はい」

  　虽然我觉得「露比不也挺好的吗」，但感觉有种不能这么说的压力。贝露部长和雅塔老师也都在笑眯眯地看着我……

  　俺としては「ルピでいいんじゃないかな」ってとこなんだけど、そうは言えない感じの圧が。ベル部長とヤタ先生はニヤニヤしてるし……

  「话说回来，翔君有好好战斗过吗？我看之前的视频，你好像都没有受过什么伤？」

  「ところで、ショウ君はまともな戦闘ってやったことあるのかしら？　今までの動画を見ても、ダメージらしいダメージは受けてない気がするのだけど？」

  「啊，没有呢。最近也经常用陷阱解决……」

  「あー、ないっすね。最近は罠で仕留めてることも多いし……」

  　咦？我真正战斗过的，好像只有最初狩猎双角兔的时候？

  　あれ？　本当にまともに戦ったのは、最初にバイコビットを狩った時ぐらいか？

  　之后都是给中陷阱的哥布林最后一击，或者给中陷阱的沙龙蜥蜴来上一拳，中陷阱的双角兔就交给露比……

  　その後は罠に掛かったゴブリンに止めを刺したり、罠に掛かったサローンリザードをゴスっとやったり、罠に掛かったバイコビットをルピが……

  「你确认过痛觉设定了吗？」

  「痛覚設定は確認しましたかー？」

  「没有……」

  「してないです……」

  「虽然默认值应该没问题，不过还是确认一下比较好哦？我觉得故意吃点攻击，习惯一下比较好」

  「デフォルトで問題ないとは思うけど、一応確認しておいた方がいいわよ？　わざと少し攻撃を食らって慣れておいた方がいいと思うわ」

  　原来如此。确实没错。

  　なるほど。確かにそうだよな。

  「那么，就顺便练习直播，马上来试试吧」

  「ではー、ライブの練習も兼ねてー、さっそくやってみましょうー」

  「好」

  「りょっす」

  『好的』

  『はい』

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　我一上线就确认了痛觉设定。

  　ログインしてさっそく痛覚設定の確認を。

  　保持默认的五％（上限屏蔽）好像基本没问题。

  　デフォルトの五％（上限カット）のままで基本問題ないらしい。

  『实际上会痛吗？』

  『実際に痛かったりするんですか？』

  『就是那种刺痛的感觉吧。当然，只是大脑这么认为而已，不过听说敏感的人，现实中的身体也会有反应哦。』

  『ピリピリする感じかしらね。もちろん、脳がそう思ってるだけだけど、敏感な人だと現実の体の方が反応するらしいわよ』

  　因为敏感的人会从椅子上摔下来受伤，所以完全潜行时，一般都是坐在牢固的游戏椅上，或者躺在床上。

  　敏感な人が椅子から転げ落ちて怪我をしたりするので、フルダイブ時はしっかりしたゲーミングチェアに座るか、ベッドに横になるのが定番だもんな。

  「啊，美音是看游戏的，所以不知道啊。」

  「ああ、ミオンはゲームは見る側だから知らないのか」

  『是的。就算是游戏，我也不喜欢痛。』

  『はい。ゲームでも痛いのは嫌です』

  『翔君在其他游戏里知道吗？』

  『ショウ君は他のゲームで知ってるんですかー？』

  「嗯，我跟奈特玩过完全潜行格斗游戏……」

  「まあ、ナットとフルダイブ格ゲーとかしてたりするんで……」

  　说到完全潜行游戏的亮点，果然还是格斗游戏。不过，我和奈特对战时，经常会陷入僵局。

  　フルダイブゲームの華といえばやっぱり格ゲー。なんだけど、俺とナットが対戦すると泥沼になりがち。

  　那家伙是用猛攻型角色，而我是用等待型角色，所以不管哪边赢了，都会说「我不服！再来一局！」。

  　あいつがぶっぱ系キャラでガンガン攻めてくるタイプで、俺は待ちキャラで
    
     咎
    とがめてくタイプだから、どっちが勝っても「納得いかねえ！　もう一戦！」ってなるんだよな。

  『奈特是说柏原同学吧？』

  『ナットと言うのはー、柏原くんですよねー？』

  「啊，是的。我和那家伙从小学到初中都一直同校。」

  「あ、そうっす。あいつとは小中とずっと一緒の学校だったんで」

  『我记得班长鹿岛同学也是吧？』

  『確か委員長の鹿島さんもですよねー』

  　不愧是班导，掌握得真清楚。

  　さすが担任、よく把握してらっしゃる。

  『咦？那么，翔同学和美音同学不是同一所初中吗？你们总是两个人一起搭车吧？』

  『え？　じゃ、ショウ君とミオンさんは同じ中学じゃなかったの？　いつも二人一緒に乗ってくるわよね？』

  「啊，虽然我们是同一个车站，但学区是隔站的」

  「あー、駅は同じですけど、その駅を挟んで学区が違うんで」

  　贝露部长很惊讶，说起来我们确实没聊过这些。

  　ベル部長が驚いてるんだけど、そういやそういう話は全然したことなかったなと。

  　这其中有各种原因……咦？我和美音认识才十天左右吧？

  　そこはそれ、いろいろあったんだけど……あれ？　ミオンと出会ってからまだ一〇日ほどだっけ？

  『可以问一下你们是怎么变要好的吗？』

  『どうやって仲良くなったか聞いてもいいですかー？』

  　哎？现在就要解释吗？

  　え？　それ説明するのって今やることだったっけ？

  『好的！一开始我们是值日生……』

  『はい！　最初は一緒に日直だったんですけど……』

  　我一边听着美音莫名开心地讲述，一边和露比往密林走去。随便找只双角兔袭击我们吧。

  　ミオンが謎に楽しそうに話し始めたのを聞きつつ、ルピと密林の方へ足を運ぶ。適当にバイコビットでも襲いかかってこないかな。

  　然后，美音讲到电车里有个危险大叔的时候，

  　で、ミオンの話が例の電車内にやばいおっさんがいた話になったところで、

  『伊势同学，出云同学，以后遇到这种事要马上告诉我哦。我会告诉教导主任，让全校都注意的』

  『伊勢くんー、出雲さんー、今後はそういうことはすぐ話してくださいねー。教頭先生にお伝えしてー、全校的に注意喚起しましょうー』

  「好……」

  「りょっす……」

  　雅塔老师的声音低了一截，感觉好可怕……

  　ヤタ先生の声のトーンが一段低く、なんだか怖い感じに……

  　真白姐说她很怕雅塔老师，这气氛我理解了。

  　真白姉が、頭が上がらない人だって言っていたのも納得の雰囲気。

  『不过，翔君来救你真是太好了』

  『でも、ショウ君が助けに来てくれて良かったわね』

  『是的！』

  『はい！』

  　……

  　……

  　感觉好难为情，双角兔能不能快点出来啊！

  　なんかめちゃくちゃ照れくさいので、早くバイコビット出てきてくれないかな！

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「我回来了」

  「ただまー」

  「兄长，欢迎回来！」

  「兄上おかえり！」

  　妹妹还是这么有精神。

  　相変わらず元気な妹だな。

  　啊，对了，问美姫不就好了。

  　ああ、そうか、美姫に聞けば良いのか。

  「你玩坦的时候，有调整痛觉设定吗？」

  「お前、タンクやってるけど、痛覚設定っていじってるか？」

  「嗯？你说ＩＲＯ吗？我没有调整过默认值哦。」

  「む？　ＩＲＯの話か。我は別段デフォルトからいじってなどおらんぞ」

  　结果，我让露比在原地等待，自己去挨了双角兔的头槌，但只是有点刺痛，感觉也就那样。

  　結局、あの後、ルピには待てをして、バイコビットの角頭突きを食らってみたんだけど、ピリッとしただけで「こんなもんか」ってぐらい。

  　不过双角兔本身就是杂鱼怪，伤害当然也很低，我开始觉得这不太能当作参考。

  　ただ、バイコビット自体が雑魚モンスターなので、当然ダメージも低く、あんまり参考にならない気がふつふつと。

  　啊，不对，初中生的默认值可能不一样？

  　あ、いや、中学生だと設定のデフォルト違ったり？

  「默认值的五％上限削减？」

  「デフォルトの五％上限カット？」

  「是啊。怎么了吗？」

  「そうよの。それがどうかしたのか？」

  「没有啦，我在直播里跟哥布林打，结果大家说我没有好好战斗过。」

  「いや、ライブでゴブリンとやり合うんだが、俺がまともな戦闘したことないって話になってな」

  　我放下包包，换上居家服。

  　かばんを置いて、部屋着に着替え。

  　今天的晚餐就吃炒乌冬面吧。配菜是凉拌菠菜，味噌汤用速食的解决。

  　今日の夕飯は焼きうどんでいいか。ほうれん草のおひたしにお味噌汁はインスタントで済まそう。

  「你当然有受过伤吧？感觉怎么样？」

  「お前自身、ダメージ受けたことは当然あるよな？　どんな感じだった？」

  「多少有点刺痛。啊，兄长你没有跑过新手教学吧？」

  「多少ピリッとする程度よの。ああ、兄上はチュートリアルを受けておらんのだったな」

  「嗯？新手教学里有那种东西吗？」

  「ん？　チュートリアルの途中にそういうのがあるのか？」

  「嗯。会在公会里进行简单的模拟战。」

  「うむ。ギルドで簡単な模擬戦をするのだがの」

  　美姫说，好像会通过模拟战让玩家体验伤害，然后进行调整。

  　美姫の話だと、その模擬戦でダメージを体感して調整するように言われるらしい。

  　不过，好像只能调整到刺痛的程度。

  　ただ、ピリッとがビリっとぐらいにしかいじれないんだとか。

  「你该不会调高了伤害吧？」

  「まさか上げて試してみたのか？」

  「因为不试试看怎么知道。虽然最多只能调到10％，不过因为感觉没什么差别，所以我就调回默认值了」

  「やってみなければわからんからの。一〇％までしか上げられんが、その程度の差しかなかったゆえ、デフォルトに戻したが」

  「你能不能表现得更像初中女生一点啊……」

  「もうちょっと女子中学生っぽい行動をしてくれ……」

  　美姫推测，因为完全潜行的意识敏感度因人而异，所以只能进行微调。

  　フルダイブでの意識感度に個人差があるから、それを少し調整できる程度だろうというのが、美姫の推察らしい。

  　完全潜行中体验到疼痛是被法律禁止的，格斗游戏的上限是接近疼痛的程度，所以有格斗游戏经验的我应该没问题。

  　フルダイブ中に痛い思いをするのは法律上でも禁止されてるし、格ゲーがその上限ギリギリぐらいだから、そっちの経験がある俺は大丈夫だろうと。

  「嗯，既然这样，那应该不用担心吧……」

  「まあ、そういうことなら気にしなくても大丈夫か……」

  「不过真少见啊。平时的兄长应该不会在意这种事吧」

  「しかし珍しいのう。普段の兄上ならそこまで気にせんことであろうに」

  「啊，这个嘛……因为要在直播里打怪，所以我不想出丑」

  「あー、まあ……ライブでやる以上、みっともないところは見せたくないんだよ」

  　从今天露比的视频反响来看，直播里应该能轻松吸引到一千人左右。

  　今日のルピの動画の反響とか見ると、ライブに一〇〇〇人ぐらいは余裕で来そうなんだよな。

  　在那之中，要是被哥布林打一下就发出“好痛！”的惨叫，感觉有点丢人……

  　そんな中、ゴブリンにぽこっと殴られて「
    
     痛
    いてぇ！」って悲鳴あげるとか、ちょっと恥ずかしい……

  「嗯。我当然也会观看直播。要加油哦！」

  「ふむ。ライブは我ももちろん生視聴するのでな。頑張るのだぞ！」

  「总之，我会尽力而为的……」

  「ま、やれるだけやってみるよ……」

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  【制药技能的等级提升了！】

  【調薬スキルのレベルが上がりました！】

  「呼，终于到3了。」

  「ふう、やっと３か」

  『恭喜您。』

  『おめでとうございます』

  「谢啦。」

  「さんきゅ」

  　我制作了十瓶仙人笹的治愈药水，以及三瓶抗麻痹药水，制药技能的等级升到了3。

  　仙人笹のヒールポーションを一〇本分、アンチパラライズポーションを三本分作って、調薬スキルのレベルが３に。

  　我用鉴定确认了成品。

  　出来上がりを鑑定で確認したんだけど、

  【治愈药水】

  【ヒールポーション】

  『回复HP的药水。每三秒＋1HP。持续时间120秒。』

  『ＨＰを回復するポーション。ＨＰ回復３秒ごとに＋１。持続時間１２０秒』

  　以结果来说，成品是两分钟可以回复四十HP的药水。

  　結果的に二分で四〇回復という品になった。

  　必须注意这不是即时回复，使用时不要吝啬。

  　即時回復じゃない点に注意しないとだし、出し惜しみせず使っていこう。

  「这样就姑且算是准备好了吧。」

  「これで一応、準備は整ったかな」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　露比跳进我盘腿而坐的双腿之间。

  　あぐらをかいて座ってる足の間にルピが飛び込んでくる。

  　大概是因为我长时间制药，让它觉得无聊了吧？我温柔地抚摸它蓬松的毛，它便舒服地眯起眼睛。

  　長いこと調薬であれこれやってたせいで退屈してたかな？　ふわふわの毛並みを優しく撫でてやると、気持ち良さそうに目を細める。

  『那个，翔，你可别勉强自己哦？』

  『あの、ショウ君、無理はしないでくださいね？』

  「嗯？我是没打算勉强啦。不过我会努力不辜负你的期待。」

  「ん？　まあ無理するつもりはないけど。期待を裏切らないよう頑張るつもりだよ」

  『不是，那个……我这样不负责任地叫你努力。明明可能只有你会受苦。』

  『いえ、その……無責任に頑張るよう言ってしまって。ショウ君だけが痛い思いをするかもしれないのに』

  　啊啊，所以她才突然说这种话。

  　ああ、それで急にそんなことを。

  「这点你不用担心。我已经确认过痛觉设定，而且也比格斗游戏要轻松多了。」

  「そこは気にしなくて大丈夫。痛覚設定の確認もしたし、格ゲーよりも全然っぽいし」

  『可是，我什么忙也帮不上……你有什么希望我帮忙的事吗？』

  『でも、私は何もお手伝いできないので……。何かして欲しいこととかありませんか？』

  「嗯——我想我一旦集中精神，就会听不见你们的对话。所以哥布林战开始后，就全交给你们了，如果你们能好好配合，那就帮大忙了。」

  「うーん、多分、俺、集中すると二人のやり取りとか聞こえなくなる思うんだよ。なんで、ゴブリン戦が始まった後は任せっきりになっちゃうから、そこはうまくやってくれると助かるかな？」

  　不只是我，美姬和真白姐也是，一旦进入集中模式，似乎就完全听不见周围的声音。

  　これは俺だけの話じゃなくて、美姫も真白姉もそうなんだけど、いったん集中モードに入っちゃうと、周りの声とか全然聞こえなくなるっぽい。

  『那个……』

  『あの……』

  「嗯？」

  「ん？」

  『不，我明白了。交给我吧！』

  『いえ、わかりました。任せてください！』

  「汪！」

  「ワフ！」

 
  13　星期五

  13　金曜日

  　社团活动时间。

  　部活の時間。

  　昨天露比的可爱视频，不出所料播放数相当惊人，评论也很多。

  　昨日のルピ可愛い動画は、案の定すごい再生数になってて、コメントもどっさり。

  　我打算姑且检查一下有没有奇怪的评论，于是开始看视频，

  　一応、変なのがないかチェックしようと思って見始めたところで、

  『翔君，频道订阅数突破10万了』

  『ショウ君、チャンネル登録者数が一〇万人を突破してます』

  「哎，真的吗……」

  「え、マジで……」

  　如果其中一成的人来看直播，就是1万人？

  　そのうち一割がライブ見に来たら一万人？

  　而且，贝露部长的频道『魔女之馆』也预定在当天发布参加解说的通知，直播观众可能会更多……

  　しかも、ベル部長のチャンネル『魔女の館』にも、当日に解説として参加するっていうお知らせが出る予定だし、ライブ視聴者はもっと増える可能性……

  「话说回来，好厉害啊。从官方PV发布的那天开始，订阅数就以倍数增长」

  「それにしてもスゴイわね。公式ＰＶが出た日から、倍々ペースで増えてるんじゃないかしら」

  「我觉得差不多该稳定下来了。毕竟，现在还限制着新玩家进入」

  「さすがにこのあたりで落ち着くとは思いますけどねー。ＩＲＯ自体、まだ新規の制限をしてますしー」

  　这是雅塔老师做出的预测。

  　というのがヤタ先生の予想。

  「我花了半年才超过10万订阅……」

  「私が一〇万人を超えるのに半年かかったのよ……」

  　贝露部长说着看向远方。

  　そう言って遠い目をするベル部長。

  「哎，就算你这么说」

  「いや、そんなこと言われても」

  「贝露小姐的半年也很厉害啊」

  「ベルさんの半年もかなりスゴイことですよー？」

  『是啊是啊』

  『ですです』

  　美音对雅塔老师的安慰（？）连连点头。

  　ヤタ先生の慰め（？）にうんうんと頷くミオン。

  　美音的频道仅仅10天就超过10万订阅，果然还是因为无人岛开局和官方PV的曝光，某种意义上是话题性，至于今后能不能继续……

  　ミオンのチャンネルがわずか一〇日で一〇万を超えたのは、やっぱり無人島スタートと公式ＰＶに晒されたっていう、ある意味話題性だけなので、今後も続くかというと……

  『而且部长的“魔女之馆”已经突破30万了。我觉得50万也不远了』

  『それに部長の「魔女の館」はもう三〇万を突破してます。五〇万も遠くないと思います』

  「嗯，不好说啊。最近一直在玩ＩＲＯ，对MMORPG没兴趣的人会怎么想呢，有点担心……」

  「うーん、どうかしらね。ここ最近はＩＲＯばかりやってるから、ＭＭＯＲＰＧに興味がない人たちにはどうなのかとか、ちょっとね……」

  　她似乎在烦恼。

  　と悩んでるご様子。

  「不用太在意这些，做自己觉得开心的事吧。社团活动又不是工作」

  「あまりそういうことは気にせずー、楽しいと思うことをやりましょうねー。部活は仕事じゃないんですしー」

  『啊，是啊』

  『あ、そうでした』

  「是啊」

  「そっすね」

  　当初的目标是改善电脑社的设备，已经达成了。如果开始在意这些，感觉会变得不开心。

  　電脳部の備品を良くするっていう当初の目標はもう達成してるわけだし、それを意識し始めると楽しくなくなる気がする。

  「对不起啊。我好像有点嫉妒了」

  「ごめんなさいね。なんかひがみっぽくなっちゃったわ」

  「没事没事，说实话，我们也在想为什么会变成这样……」

  「いえいえ、俺らも正直どうしてこんなことにって感じなんで……」

  　本来以为粉丝会慢慢增加，明年左右可以收益化……

  　もうちょっとこう、じわじわとファンが増えて、来年ぐらいに収益化できそう？　ぐらいに思ってたからなあ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  　结果，社团活动在检查大量评论和闲聊中度过了五点，活动结束。

  　結局、部活は大量のコメントをチェックしつつ、雑談してるうちに五時をまわったのでお開きになった。

  　对我来说，直播前必须做的事，感觉今天晚上和明天白天就能做完。

  　俺としても、ライブまでにやらないといけないことのうち、残りは今日の夜と明日の昼に済ませられる感じかな。

  「我再去料理社露个脸。今天好像在做蛋糕」

  「ちょっとまた調理部に顔を出してくるわ。今日はケーキ作ってるらしいから」

  「好」

  「りょっす」

  　贝露部长被蛋糕钓走了。

  　とベル部長がケーキに釣られて離脱。

  「那我们回去吧」

  「じゃ、帰ろうか」

  「嗯」

  「ん」

  　我们沿着操场的边缘走向校门，这时我注意到奈特正在跑道上跑步。

  　校門まで校庭の端を歩いていると、トラックを走っているナットに気づく。

  　我正想着他意外地认真参加社团活动，他似乎注意到了我们，朝我们挥了挥手。

  　意外と真面目に部活してるなと思ったら、こっちに気づいたのか手を振ってきやがる。

  　你这家伙，这么做的话……

  　お前、そんなことしたら……

  「喂！认真跑起来！」

  「こらー！　真面目に走れー！」

  「那家伙真是个笨蛋」

  「ホント、アホだなあいつ」

  「……」

  「……」

  　美音也忍不住捂住了嘴，看来她也觉得很好笑。

  　ミオンも思わず口元を押さえているので、多分ウケてるんだろう。

  　目送着慌慌张张认真跑起来的奈特，我们遇到了穿着弓道服的班长。

  　慌てて真面目に走り出したナットを見送ったところで、弓道着姿のいいんちょと遭遇。

  「哎呀？你们俩现在要回去了吗？」

  「あら？　二人は今帰りなの？」

  「哦，班长你刚结束吗？」

  「お、いいんちょは終わったとこ？」

  「嗯，今天顾问老师休息……那么，明天见，不对，下周见」

  「ええ、今日は顧問の先生がお休みしてらして……それじゃ、また明日、いえ来週ね」

  　说完，她就走向了社团活动楼。

  　そう言って部室棟の方へと行ってしまう。

  　嗯，在这里站着聊天也没什么意义。

  　まあ、ここで立ち話してる意味はあんまりないか。

  「美音，这样好吗？」

  「ミオンは良かったの？」

  「？」

  「？」

  「我是说，班长应该很快就能换好衣服，我们可以等她一下」

  「いや、いいんちょはすぐ着替え終わるだろうし、待っててもいいんだけど」

  　听到我的问题，她思考了一会儿，然后摇了摇头。

  　その問いにしばし考え込んでから、ふるふると首を横に。

  「啊，要是班长也玩起ＩＲＯ，我们就有更多话题可以聊了」

  「あー、いいんちょもＩＲＯ始めたら、もっと話せるネタもあるんだけどな」

  「嗯」

  「ん」

  　嗯，看来我的判断是正确的。

  　うん、正解だったっぽい。

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「好，去探路吧」

  「よし、下見に行くか」

  「汪」

  「ワフ」

  　我只带了最低限度的行李。因为要是带着多余的东西，可能会发出声响。

  　荷物は最低限。余計なものを持っていて、物音を立てたりしないように。

  　露比也跟来了，不过我得先拜托它，就算发现哥布林也不能战斗。

  　ルピもついてきてくれるけど、ゴブリンを見つけても戦闘はしないようにお願いしとかないと。

  『要先探路吗？』

  『下見ですか？』

  「嗯。首先得掌握这个时间哥布林的动向。确认之后，再来计划陷阱要设置在哪里。」

  「うん。まずはこの時間のゴブリンの動向を把握しとかないとね。で、それ確認したら、罠をどこにどう置くか計画を立てる感じ」

  　今天有多少只？哪里有哨兵？确认这些之后，还得构思要如何各个击破……

  　今日の時点で何匹いるのか？　どのあたりに見張りがいるのか？　それを確認した上で、どういう感じで各個撃破するかイメージを練っておかないと……

  『好厉害……』

  『すごいです……』

  「我只是那种事前准备不做到最好，就会觉得不放心的个性……」

  「事前に準備できることは、全部やっとかないと気が済まない性格なだけだから……」

  　虽然我也觉得自己是麻烦的类型，但只是因为讨厌事后才后悔「早知道就先做好了」。

  　我ながら面倒くさいタイプだよなと思うけど、後になって「あれ、ちゃんとやっとけばなー」ってなるのが嫌いなだけ。

  「露比，今天只是侦察，所以只能观察哦？要忍耐到明天。」

  「ルピ。今日は偵察だから様子見だけな？　明日までは我慢してくれな」

  「汪。」

  「ワフン」

  　我摸了摸乖乖回应的露比，让心情平静下来。

  　しっかりと返事するルピを撫で回し、心を落ち着ける。

  　要是在今天的侦察中搞砸，明天正式行动时，哥布林的警戒度有可能会提高，所以必须慎重行事……

  　今日の偵察でヘマをすると、明日の本番時に警戒度が上がってたりする可能性もあるし、慎重にいかないとな……

  　在前方约三十米处，有三只哨兵。再往里面约十米的广场上，有十只以上。

  　三〇ｍほど先に見える三匹が見張り。さらに一〇ｍほど奥の広場に一〇匹以上。

  　看上去都是杂鱼，分散开来应该没问题。嗯？那是弓？虽然看不到名牌，但应该是哥布林弓箭手吧。

  　どれも雑魚っぽいし、分散させれば大丈夫そう。ん？　あれは弓？　ネームプレートまでは見えないけど、ゴブリンアーチャーとかだろうな。

  　露比似乎也把哥布林认作敌人，正在忍耐着。

  　ルピもしっかりとゴブリンを敵と認識した上で我慢してくれてるっぽい。

  「好，回去吧」

  「よし、帰ろうか」

  「汪」

  「ワフ」

  　最坏的情况就是它们没有分散，追了过来，那就把它们引到海岸吧。

  　最悪、相手がバラけずに追ってきた場合は、海岸まで引っ張ってくる感じかな。

  　在途中一点点地用陷阱减少数量也不错……

  　その途中で少しずつ罠に掛けて減らしていくのも良さそうだし……

  『陷阱明天设置吗？』

  『罠の設置は明日ですか？』

  「嗯。今天设置的话，双角兔和沙龙蜥蜴之类的其他怪物也会中陷阱」

  「うん。今日設置すると、バイコビットとかサローンリザードとか別のモンスターが掛かっちゃうから」

  『对不起。我明天有课……』

  『ごめんなさい。私、明日は習い事があって……』

  「了解。反正只是设置陷阱这种单调的工作，你不在可能正好？」

  「りょ。まあ、地味な罠設置作業だし、ちょうど良かったかも？」

  　上了高中还在继续上课，好厉害啊。

  　高校になっても続けてる習い事ってすごいな。

  　果然是钢琴之类的？不，感觉小提琴也很适合她。

  　やっぱりピアノとか？　いや、バイオリンなんかも似合いそうな気がする。

  『要记得留下存档哦？回去之后直播开始之前我会好好看的』

  『アーカイブ残しておいてくださいね？　帰ってから、ライブが始まるまでにちゃんと見ますから』

  「啊，嗯。贝露部长也说要来看，我会把直播设成电脑社群组限定的」

  「あ、うん。ベル部長が見に来るとか言ってたし、電脳部グループ限定配信にしとくよ」

  　虽然我这么回答了，但美音的反应……咦？

  　そう答えたんだけど、ミオンからの反応が……あれ？

  「美音？」

  「ミオン？」

  『啊，好的。这样就可以了。我会在直播开始之前全部看完的』

  『あ、はい。それで大丈夫です。ライブまでにちゃんと全部見ておきますから』

  　不是，那会变成从白天到傍晚的存档，到晚上直播开始之前全部看完，就算是用两倍速播放也很辛苦吧……

  　いや、昼から夕方までのアーカイブになるだろうし、夜のライブまでに全部見るのは、倍速再生でもつらいんじゃないかな……

 
  14　星期六

  14　土曜日

  　因为要解说，所以贝露部长在看直播。美音因为有课所以不在。

  　解説に入るということで、ベル部長が配信を見てくれている。ミオンは習い事があるということで不在。

  「魔女贝露星期天的直播已经通知取消了吧？」

  「魔女ベルの日曜のライブ中止ってもう伝えてあるんですよね？」

  『嗯，星期四直播结束的时候已经通知了。星期天应该会有许多新玩家，我拜托了观众玩家去那边帮忙。』

  『ええ、木曜のライブの終わりに伝えたわよ。日曜は新規の人も多いだろうし、視聴者のプレイヤーにはそっちのフォローをお願いしたわ』

  「哦哦哦，好厉害……」

  「おおお、すげぇ……」

  　我一边和贝露部长闲聊，一边在东侧的森林确保仙人笹和仙人竹。

  　そんな雑談をしつつ、東側の森で仙人笹と仙人竹を確保していく俺。

  　虽然砍树很辛苦，但如果是手臂粗的竹子，用小刀还是能勉强砍倒，加工也用木工技能就能搞定。

  　木を切るのは大変だけど、腕の太さまでの竹ならまだナイフでなんとか切り倒すことができるし、加工も木工スキルでなんとかなっている。

  『那些竹子也要用在陷阱上吗？』

  『その竹も罠に使うの？』

  「嗯，是人对人用的诡雷陷阱。」

  「ええ、対人用のブービートラップですね」

  　虽说是人对人，但对象是哥布林，不过既然是用双足步行，应该会和人类一样上当。

  　対人っていってもゴブリンだけど、二足歩行なら人間と同じように引っかかってくれるはず。

  『你说得好像很简单，没问题吗？』

  『簡単そうに言うけど大丈夫なの？』

  「嗯，只是把几只引过来，再引诱到事先设置好的陷阱里而已。」

  「まあ、数匹ずつ釣って、あらかじめ仕掛けてある罠に誘い込むだけなんで」

  『翔君，你现在角色等级多少了？』

  『ショウ君、今、キャラレベはいくつ？』

  「7级。因为一直把点数分配给能力值，所以能力值提升了不少。SP也因为得到许多特别奖励而有剩。」

  「７っすね。ずっとステータスに振ってるので、そっちはかなり上がってます。ＳＰは特別褒賞をたくさんもらえたおかげで余ってますし」

  　我打开能力值视窗，让贝露部长也能看到。

  　ベル部長に見えるようにステータスウィンドウを開く。

  　水木金三天里玩得非常认真，角色等级和技能等级都提升了不少。

  　水木金とがっつりプレイしたので、キャラレベもスキルレベルも結構上がってる。

  ＮＡＭＥ：翔　ＬＶ7

  ＮＡＭＥ：ショウ　ＬＶ７

  ＨＰ：248　ＭＰ：248

  ＨＰ：２４８　ＭＰ：２４８

  ＳＴＲ：28　ＤＥＸ：28　ＡＧＩ：20

  ＳＴＲ：28　ＤＥＸ：28　ＡＧＩ：20

  ＩＮＴ：22　ＶＩＴ：22　ＬＵＫ：10

  ＩＮＴ：22　ＶＩＴ：22　ＬＵＫ：10

  元素魔法：1　短剑：4　解体：5

  元素魔法：１　短剣：４　解体：５

  鉴定：5　投掷：5　木工：5

  鑑定：５　投擲：５　木工：５

  石工：5　察觉气息：5　遮蔽气息：5

  石工：５　気配感知：５　気配遮断：５

  急救：1　制药：3　采集：5

  応急手当：１　調薬：３　採集：５

  料理：3　调教：3　制作陷阱：5

  料理：３　調教：３　罠作成：５

  设置·解除陷阱：5　发现陷阱：3

  罠設置・解除：５　罠発見：３

  陶工：5　素材加工：3　裁缝：1

  陶工：５　素材加工：３　裁縫：１

  （剩余ＳＰ：16　剩余ＢＰ：0）

  （残りＳＰ：16　残りＢＰ：０）

  　然后，刚刚用1ＳＰ取得了裁缝技能。

  　で、ついさっき、裁縫スキルをＳＰ１で取得した。

  　为了方便裁剪皮革，以及今后自己制作装备时应该会用到。

  　革を切ったりするのに楽なようにっていうのと、今後、自前で装備を作る際に必須になるだろうから。

  　要是能早点注意到的话，就能用皮革制作皮带小包了。

  　もう少し早く気づいてれば、革でベルトポーチとか作ったんだけどなあ。

  　虽然从道具栏里拿出东西会慢一拍，但如果是皮带小包的话应该能马上拿出来。

  　インベから出すとワンテンポ遅れるけど、ベルトポーチならすぐ取り出せそうだし。

  『都取得了这么多技能，还剩16ＳＰ啊。只看能力值的话，虽然不能说是顶尖，但至少是第二梯队了』

  『これだけスキル取ってても、まだ16もＳＰ余らせてるのね。ステータスだけ見れば、トップとは言えないけど、セカンド組ぐらいにはいるわよ』

  「不过，也没有人能比较就是了」

  「ま、比べる相手もいないですけどね」

  　根据贝露部长所说，现在的顶尖组角色等级好像是12级左右。

  　ベル部長の話だと、今のトップ組がキャラレベ12あたりらしい。

  　雷帝蕾欧娜大人角色等级15是顶尖组。然后是贝露部长他们，好像是13级。

  　雷帝レオナ様がキャラレベ15でトップ。その次がベル部長あたりの人たちで13らしい。

  「好，露比，先回去吧」

  「よし、ルピ。いったん帰るぞ」

  　我这么一喊，叼着森林兔的露比就来到了我脚边。

  　そう呼ぶと、フォレビットを咥えたルピが足元にやってくる。

  「哦哦，真棒真棒」

  「おお、えらいえらい」

  「汪呼～」

  「ワフ〜」

  　我把解体后的森林兔的皮和骨头放进道具栏，然后切了一点肉给露比当奖励。

  　解体したフォレビットの皮と骨をインベに入れ、肉は少し切ってルピにご褒美を。

  　骨头在解体技能等级5的时候就会出现了。削一下的话，说不定能做成针之类的。

  　骨は解体スキルのレベルが５になって現れるようになった。これ削り出して、針とかにできるかもなんだよな。

  　啊，说到针，差不多也该取得钓鱼技能了吧……

  　ああ、針といえば、釣りスキルもそろそろ取った方がいいのかな……

  『真聪明呢。我好像能理解那些热衷于取得驯兽技能的人的心情了』

  『賢いわねえ。調教スキルに躍起になってる人たちの気持ちもなんとなくわかるわ』

  　这世上讨厌毛茸茸的人可不多啊。

  　世の中にもふもふが嫌いな人はそうそういないよな。

  　虽然养过狗或者猫的人可能没什么感觉，但这里也有因为家庭原因不能养的人吧。

  　実際に犬とか猫を飼ってるなら今さらなんだろうけど、家の都合で飼えないって人もここならってのはあるだろうし。

  「贝露部长的周围没有要取得驯兽技能的人吗？」

  「ベル部長の周りには調教スキル取ろうって人はいないんです？」

  『嗯——没有人不惜用掉9ＳＰ也要取得吧。说到底，顶尖组的人也不多』

  『うーん、ＳＰを９使ってまでっていう人はいないかしら。そもそも、トップ組ってそんなにいないもの』

  「顶尖组很少吗？」

  「トップ組って少ないんすか？」

  『至少在同一个狩猎场的人很少。要是没有新玩家限制的话，主坦和补师也会增加，我想很多问题都能得到解决』

  『少なくとも同じ狩場にいる人は少ないわね。新規制限がなくなれば、もっとメイン盾やヒーラーも増えて、いろいろ解決するとは思うんだけど』

  　说起来，美姬也说过主坦很抢手。

  　そういや、美姫もメイン盾は引っ張りだこだって話してたもんな。

  「我知道主坦不够，不过补师也不够吗？」

  「メイン盾が足りてないのは知ってましたけど、ヒーラーも足りてないんです？」

  『学习神圣魔法需要4SP。如果学了采集、鉴定、解体的必备技能，剩下的SP只有3吧？

  『神聖魔法の習得に必要なＳＰが４なのよ。採集、鑑定、解体の必須セットを取ると残りＳＰが３でしょ？

  　如果再学武器和盾的技能，就只剩1SP了，超老套的配置，所以不受欢迎。

  　武器と盾のスキルを取ると１しか残らない超テンプレビルドになっちゃうせいで不人気なのよね。

  　而且，现在除了回复以外没有其他事可做，所以都是殴打型补师。』

  　それでいて、今は回復以外にすることがないものだから、殴りアコばかりなの』

  「原来如此……」

  「なるほど……」

  　话说回来，『殴打型补师』是什么？

  　ところで『殴りアコ』って何？

  『对了，直播是从晚上八点半开始吧？什么时候开始建造直播预定地？』

  『そうそう、ライブ開始って夜の八時半からよね？　ライブ予定地はいつ作るのかしら？』

  「啊，这个就交给美音了。」

  「あー、そのへんはミオン任せです」

  　反正直播开始后也不会马上去歼灭哥布林，八点集合的时候再开始建造也可以吧。

  　まあ、ライブ始まってすぐにゴブリンの殲滅に向かうわけじゃないと思うし、八時の集合の時にでもいいんじゃないかな。

  「露比，我们去设置陷阱吧。」

  「ルピ、罠の設置に行くぞー」

  「汪呼。」

  「ワフン」

  　时间是下午三点。预计花两个小时左右慢慢设置陷阱。

  　時間は午後三時。二時間ほどかけてじっくりと罠を仕掛けていく予定。

  　这次不光是圈套陷阱，还设置了相当狠毒的陷阱，必须让露比记住，以免它不小心触发。

  　今回はスネアトラップだけでなく、結構えぐい罠も設置するし、間違ってルピが作動させないように覚えてもらわないと。

  　之后我想到了一个绝招，必须先做好准备……

  　その後はちょっと奥の手を思いついたので、そっちの用意をしておかないとだな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「晚好嘶。」

  「ばわっす」

  『翔君。』

  『ショウ君』

  　我提前了一些，在八点前进入了虚拟活动室，美音已经在那里等着了。

  　ちょっと早め、八時前にバーチャル部室に入ると、すでにミオンがスタンバっていた。

  　她看起来没有因为第一次直播而紧张，应该没问题吧？

  　初ライブを前に緊張してる風でもないし大丈夫そう？

  「白天贝露部长说要准备直播预定地」

  「昼にベル部長がライブ予定地って話をしてたけど」

  『是的。已经准备好了，我打算让部长和老师来确认一下』

  『はい。用意はできてるので、部長と先生に確認してもらう予定です』

  　美音说着给我看了画面，上面显示着各种各样的设置。分辨率，比特率，延迟等细节设置，应该还是贝露部长和雅塔老师设定的值。

  　そう言って見せてくれる画面にはいろいろと設定が載っている。解像度、ビットレート、遅延といった細かい設定は、ベル部長とヤタ先生がやってくれた値のままだろう。

  　我能看懂的地方，大概就是八点半开始，只有频道订阅者才能留言，留言只能是文字。

  　俺が見てわかる場所というと、八時三〇分スタート、チャンネル登録者だけがコメントでき、そのコメントはテキストのみってぐらいかな。

  「你们两个来得真早啊」

  「二人とも早いわね」

  　贝露部长出现后坐了下来，看了看我们正在确认的直播设置。

  　ベル部長が現れて席に着くと、俺たちが確認していたライブ設定を見てくれる。

  　她点了点头，似乎没什么问题。

  　ふんふんと頷いて特に問題はなさそう。

  「我觉得这个设置就可以了。还有，你准备了片头片尾之类的东西吗？」

  「設定はこれでいいと思うわ。あと、タイトルバック的なものは用意してある？」

  　虽然我不是很懂，但好像是直播开始前常见的那种「准备中～」的显示。

  　何それって感じなんだけど、よくあるライブ始まる前の「準備中〜」みたいな表示らしい。

  『我想不出来，正准备找你们商量』

  『思いつかなくて、相談しようと思ってました』

  「嗯，这次可能不需要。也可以向观众征集」

  「まあ、今回はなしでいいのかもしれないわね。視聴者に募集するなんて手もあるし」

  　贝露部长说道。她自己的频道也是用粉丝送来的画作为片头片尾和头像。

  　とベル部長。自身のチャンネルも、タイトルバックやヘッダー画像はファンから送られた絵を使わせてもらってるんだとか。

  「久等了」

  「お待たせしましたー」

  「晚上好」

  「こんばんは」

  『晚上好。今天请多关照』

  『こんばんは。今日はよろしくお願いします』

  「晚好嘶」

  「ばわっす」

  　雅塔老师登场。虽然说是久等了，但其实也才刚过八点。

  　ヤタ先生が登場。お待たせといっても八時を少しまわったところ。

  　我们马上请她确认直播预定地的设置，然后告诉她直播前后片头片尾的安排。

  　さっそくライブ予定地の設定を確認してもらい、ライブ前後のタイトルバックについて話してたのを伝える。

  「我就知道会这样，所以准备了暂定的片头片尾哦」

  「そうだろうと思ってたのでー、暫定を用意してありますよー」

  　雅塔老师拿出的画，是从周四公开的视频里截取的露比特写。

  　ヤタ先生が取り出したのは、木曜に公開した動画からルピのアップを切り出した絵。

  『好可爱』

  『可愛いです』

  「破坏力太强了……」

  「破壊力やべぇ……」

  「犯规啊」

  「反則よねえ」

  　设置好之后，我们进行了最终确认，然后公开了直播预定地……

  　それをセットして最終確認も終わり、ライブ予定地を公開すると……

  「哎哎哎……已经有人在等了……」

  「えええ……、もう待ってる人いるよ……」

  「只要订阅了频道，打开通知的话马上就会知道。就是这样」

  「チャンネル登録して通知をオンにしておけばすぐわかるもの。そんなものよ」

  　贝露部长的情况，开始前好像有一万人左右。

  　ベル部長の場合、開始前に一万人ぐらいいるらしい。

  「美音同学，你紧张吗？」

  「ミオンさん、緊張してませんかー？」

  『有一点。不过，没问题』

  『少しだけ。でも、大丈夫です』

  「我倒是担心翔君。你可别不小心说出现实中的事哦？」

  「私はショウ君の方が心配だわ。ぽろっとリアルのことを言わないようにね？」

  「了解……」

  「りょっす……」

  　贝露部长向我搭话的时候得小心才行。不能随口说出“贝露部长”之类的话。

  　ベル部長に話しかけられた時に注意しないとなんだよな。普通に「ベル部長は〜」とか言わないようにしないと。

  「那么，差不多该准备了」

  「じゃー、そろそろ準備しましょうかー」

  『好的』

  『はい』

  「收到」

  「りょっす」

  　美音和贝露部长去了工作室。我则进入ＩＲＯ。

  　ミオンとベル部長はスタジオへ。俺はＩＲＯへ。

  　雅塔老师会在这里观看直播，同时用管理员权限管理整个直播。

  　ヤタ先生はここからライブを見つつ、モデレーター権限でライブ全体をマネージメントしてくれることになっている。

  　贝露部长说，观众们熟悉频道之后，也会明白频道的规矩，所以管理员只需要在一开始的时候盯紧一点。

  　ベル部長曰く、ライブ慣れしてくると視聴者側にもチャンネルのお作法がわかってくるので、モデレーターが目を光らせるのは最初のうちだけらしい。

  　这似乎也会成为频道的特色，美音的频道会变成什么样呢……

  　それがチャンネルの特色にもなるそうだけど、ミオンのチャンネルはどうなるんだろうな……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  〈大家都听得到吗〉

  〈全員聞こえてますかー〉

  「听得到」

  「はい」

  『『听得到』』

  『『はい』』

  　雅塔老师的声音只能通过群组通话听到。当然，我的游戏和美音的直播里都没有她的声音。

  　ヤタ先生の声はグループ通話で聞こえるだけ。当然、俺のゲームの方にもミオンのライブ放送の方にも乗らない。

  　我从ＩＲＯ向美音的限定直播已经开始了，观众数是1。

  　俺のＩＲＯからミオンへの限定配信はすでに開始されていて、視聴者数は１になっている。

  　影像和声音已经传到了美音的工作室，只是没有通过切换器显示在屏幕上。应该是这样……

  　その映像と音声はミオンのスタジオに届いているが、スイッチャーでスクリーンに映ってないだけの状態。のはず……

  〈一开始是美音小姐一个人开始直播，然后邀请贝露小姐来解说。介绍完之后，终于轮到翔君和露比酱出场了〉

  〈最初はミオンさん一人で始めてー、次にベルさんを解説として招きますよー。そこで紹介が終わったらー、いよいよショウ君とルピちゃんの出番ですー〉

  　老师再次确认流程。

  　先生から段取りの再確認が行われる。

  　美音的第一次直播问候之后，贝露部长会作为解说员被邀请到直播间，然后闲聊一会儿，最后才轮到我出场。

  　ミオンの初ライブの挨拶の後、ベル部長が解説として呼ばれて、そこでしばらく雑談してから、やっと俺の出番だ。

  「汪？」

  「ワフ？」

  「今天会很辛苦，拜托了」

  「今日は結構ハードだけどよろしくな」

  「汪～」

  「ワフ〜」

  　在出场之前摸摸露比，让心情平静下来吧。不对，先吃饭吧。饿着肚子可干不了活。

  　出番まではルピをモフって心を落ち着けよう。いや、その前にご飯かな。腹が減ってはってやつだ。

  〈距离直播还有五分钟。等待直播的人数已经接近三千人了〉

  〈本番まであと五分ですー。すでにライブ待ち人数は三〇〇〇人近いですねー〉

  　不妙啊……如果直播到一半的时候出现“魔女贝露出场了！”的评论，那肯定会超过一万人吧？

  　やべーな……。これで途中から「魔女ベルが出てる！」ってなると一万人は確実？

  　为了让自己平静下来，我开始制作兔肉绞肉，然后看着露比津津有味地吃着。

  　心を落ち着かせるように兎肉のひき肉を作り、ルピが美味しそうに食べるのを見守る。

  〈直播开始前一分钟〉

  〈本番開始一分前ですー〉

  　……

  　……

  〈十秒前……五，四……〉

  〈一〇秒前……、五、四、……〉

  『大家晚上好。在直播里和大家初次见面，我是游戏密探美音。请多指教！』

  『みなさん、こんばんは。そしてライブでは初めまして。ゲームミステリーハンターのミオンです。よろしくお願いします！』

  　美音的声音听起来很沉稳。不过好像还是有点紧张？

  　しっかりしたミオンの声が聞こえてくる。それでもちょっと緊張してるっぽい？

  　评论栏现在是什么情况呢？完全看不到，有点不安……

  　コメント欄どうなってるんだろう。全然見られないんで不安……

  〈评论都是善意的，可以挑一些在意的来回答哦〉

  〈どのコメントも好意的ですしー、気になるものを拾って大丈夫ですよー〉

  　听到雅塔老师的声音，我松了一口气。

  　ヤタ先生の声が聞こえてきてホッとする。

  『呃，有人问“你是怎么找到翔君的？”这个问题，真的只是偶然。

  『えーっと「どうやってショウ君を見つけたんですか？」ですけど、これは本当に偶然です。

  　在ＩＲＯ开放的时候，我看了很多人的直播。虽然每个直播都很有趣，但最后看到的翔君的直播真的和别的游戏看起来完全不一样，我忍不住问“这是ＩＲＯ吧？”』

  　ＩＲＯのオープン時にいろんな方のライブを見てました。どの配信も面白かったんですけど、最後に見たショウ君の配信は本当に同じゲームに見えなくて、思わず「これってＩＲＯですよね？」って聞いちゃいました』

  　啊，嗯，确实是这种感觉。

  　あー、うん、そんな感じだったなあ。

  　在看了其他ＩＲＯ的直播之后，再看我的直播，确实会怀疑“咦？这是同一个游戏？”。

  　他のＩＲＯのライブ見た後に俺のを見たら「え？　同じゲーム？」ってなるか。

  〈从这个问题“还有其他经常看的直播吗？”开始，把话题引到贝露小姐身上吧〉

  〈この「他によく見るライブありますか？」からベルさんに繫げてくださいー〉

  　原来如此。

  　なるほど。

  『其他经常看的直播是“魔女贝露的宅邸”。在开始玩ＩＲＯ之前就是她的粉丝，也订阅了她的频道』

  『他によく見るライブは「魔女ベルの館」ですね。ＩＲＯ始める前からファンでチャンネル登録もしてます』

  　这是真的。应该说，在加入电脑社之前，她看到没有表现出什么特别之处的“香取前辈”，听到声音之后才意识到“是本人？”。

  　これは本当のこと。というか、電脳部に入る前、特にそんなそぶりも見せない『香取先輩』を見て、声を聞いて『本人？』って気づいたらしい。

  　她反复确认了好几次，最后才把信交给了我。休息时间她经常不在，好像就是在做这件事。

  　何度も何度も確認して、最終的に手紙を渡したそうだ。なんか休憩時間にちょくちょくいなかったのは、それだったっぽい。

  『今天我也想直播得像魔女贝露小姐一样开心。不过，我有点担心能不能好好实况翔君的游戏……』

  『今日も魔女ベルさんみたいな楽しいライブになればと思います。けど、ショウ君のゲームプレイをちゃんと実況できるか不安で……』

  　嗯嗯，感觉联系起来了。话说，多亏了雅塔老师是语文老师，她引导话题的技巧很熟练啊。

  　うんうん、繫がった感じ。っていうか、国語教師のヤタ先生のおかげか、普通に話の持っていき方がうまいんだよな。

  『所以，今天我请到了一位特别嘉宾来解说！』

  『なので、今日はスペシャルゲストに解説に来てもらいました！』

  『耶伊——！魔女贝露的ＩＲＯ解说开始啦——！』

  『いえーい！　魔女ベルのＩＲＯ解説はっじまっるよー！』

  　这个人真是始终如一啊……

  　ホントブレねえな、この人……

  〈哎呀，气氛很热烈呢〉

  〈いやー、盛り上がってますねー〉

  　当然热烈了。

  　そりゃ盛り上がるよなあ。

  　不过，一到我玩游戏的时候，气氛就会变得很冷清了……

  　で、俺のゲームプレイに入ると、めっちゃ盛り下がりそうなんだけど……

  『那么，差不多该把直播连接到无人岛了』

  『では、そろそろ無人島に中継を繫ぎましょう』

  『去看看吧～！』

  『行ってみよ〜！』

  〈要连接了哦。五、四……〉

  〈繫ぎますよー。五、四、……〉

  『翔君，露比酱，你们好』

  『ショウ君、ルピちゃん、こんにちは』

  『我是魔女贝露。请多关照』

  『魔女ベルよ。よろしくね』
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  「欢迎，美音，贝露小姐」

  「ようこそ、ミオン、ベルさん」

  「汪！」

  「ワフン！」

  　我抱起露比，对着摄像头打招呼。

  　ルピを抱え上げ、カメラに向かって挨拶をする。

  　反正，只要露比出现在画面里，观众们应该也能接受，我就别在意了，集中精神玩游戏吧。

  　まあ、ルピが映ってれば見てる人たちも納得してくれるだろうし、気にせずゲームに集中しよう。

  『今天你打算怎么玩？』

  『今日はどういうゲームプレイを予定してますか？』

  「我想把东侧密林深处的哥布林们一扫而空」

  「東側の密林の奥にあるゴブリンたちを一掃しようかと」

  『一个人吗？』

  『一人でなの？』

  「嗯。为此我做了很多准备，而且露比也在」

  「はい。そのためにいろいろと準備はしたし、ルピもいるんで」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  　我把像是在说『交给我吧』的露比放下来，慢慢向东侧走去。

  　任せろと
    
     吠
    ほえるルピを下ろし、ゆっくりと東側へと向かう。

  『请不要勉强自己哦』

  『無理はしないでくださいね』

  「好。要是情况不妙，我会逃的」

  「りょ。まあ、やばくなったら逃げるよ」

  　最坏的情况，我也做好了逃跑的准备，不过说到底，还是得看情况。

  　最悪、逃げ出す時の準備もできてるけど、結局、出たとこ勝負なんだよな。

  「啊，接下来就算你们搭话，我可能也没法回应。抱歉」

  「あ、この先、話振られても返事できなくなるかも。ごめん」

  『好的。请加油！』

  『はい。頑張ってください！』

  『祝你武运昌隆』

  『健闘を祈るわ』

  　这些对话也是雅塔老师事先指示的。似乎是要好好地向观众们传达。

  　このやりとりも事前に言うようにヤタ先生から指示されてたこと。ちゃんと視聴者にも伝えておかないとってことらしい。

  〈工作室这边会把两位的声音调低哦——〉

  〈スタジオの二人の音声を下げますねー〉

  　我轻轻点头回应雅塔老师。

  　ヤタ先生の声に軽く頷く。

  『翔君的角色等级是多少呢？』

  『ショウ君のキャラレベルはいくつなのかしら？』

  『我听说现在是7级』

  『今、レベル７って聞いてます』

  　好，开始吧……

  　さて、やりますか……

  　视野范围内有三只哥布林在把风。广场中央附近有十只左右围着篝火。

  　見える範囲にいるゴブリンは見張りに三匹。広場の中央付近で焚き火を囲んでるのが一〇匹ほど。

  　更深处的悬崖上有洞窟，我之前也确认过它们多次进出那里。那里应该就是巢穴吧。

  　その奥に切り立つ崖には洞窟があって、今までも何度かそこに出入りしているのを確認している。巣穴っていうのが正しいのかな。

  　虽然无法分辨个体，不过应该和昨天侦察时没有太大变化，全部加起来大概有二十只……

  　個体の判別がつかないのでなんともだけど、昨日の偵察から大きく変わってないだろうし、全部で二〇匹ぐらいのはず……

  　多亏了遮蔽气息技能，它们似乎没有察觉到我。哨兵只是呆呆地站在原地。

  　気配遮断スキルのおかげで気づかれている様子はない。見張りはぼーっと突っ立ったままだ。

  　我朝着距离最近的哨兵哥布林，用力掷出右手的石头。

  　右手に握った石を、一番近い位置にいる見張りゴブリンに向けて思い切り投げる。

  　石头直接命中了距离约二十米的那家伙的侧头部。

  　石は二〇ｍほど先にいるそいつの側頭部に直撃した。

  「嘎！」

  「ギャッ！」

  　哥布林发出短促的惨叫声，直接倒地。

  　短い悲鳴らしき声をあげ、そのまま倒れるゴブリン。

  『投掷得漂亮！』

  『いい投擲でしたね！』

  『真有一套！是因为你平时就和露比酱一起训练的关系吗？』

  『やるわね！　普段からルピちゃんと訓練してるからかしら』

  　接着，其他哨兵哥布林和广场上的哥布林也察觉到异状。

  　そして、他の見張りゴブリンたちや、広場にいたゴブリンたちも異変に気づく。

  「嘎嘎！？」

  「ギャギャ!?」

  「嘎嘎嘎！」

  「ギャギャギャ！」

  　哥布林们跑向倒下的同胞。然后它们环顾四周，理所当然地注意到我，大声喊叫。

  　倒れた同胞に駆け寄るゴブリンたち。そして、あたりを見回し、当然のようにこちらに気づいて叫ぶ。

  「嘎嘎——！」

  「ギャギャー！」

  　我朝着指着我的哥布林用力掷出石头。我原本以为这下子会被躲开，结果却直接命中它的脸，让它昏倒了。

  　俺の方を指さしたゴブリンに思い切り石を投げつける。さすがに避けられるだろうと思っていたそれは、顔面に直撃してそいつを
    
     昏
    こん
    
     倒
    とうさせた。

  『干得好！』

  『ナイスです！』

  『投掷意外地能命中呢。这跟投射型的魔法有关吗？』

  『投擲、意外と当たるのね。投射型の魔法なんかも関係するのかしら？』

  「好，露比，我们走。」

  「よし、ルピ。行くぞ」

  「汪。」

  「ワフ」

  　我们故意发出声响，让它们看到我们的背影，然后开始逃跑。这当然是为了引诱它们，哥布林们也上钩地排成一列追了上来。

  　わざと物音をたて、背中が見えるようにして逃げに転じる俺たち。当然、釣りのための行為だが、ゴブリンは面白いように並んで追いかけてくる。

  『接下来要怎么办？』

  『ここからどうするんでしょう？』

  『虽然分散战力各个击破是经典套路，但追过来的数量有点多呢。』

  『戦力を分散させて各個撃破がお約束でしょうけど、ちょっと追いかけてきてる数が多いわね』

  　首先必须分散追过来的十几只哥布林。手段是……

  　まずは追いかけてくる十数匹を分散させる必要がある。その手段は……

  「嘎？」

  「ギャ？」

  「嘎——嘎——」

  「ギャーギャ」

  　我隐身并使用遮蔽气息，哥布林一下子就追丢了我。然后，它们大概开始争论「在那边，不，这边才对」。

  　姿を隠して気配遮断を使うと、ゴブリンはあっさりと俺を見失う。そして、おそらく「あっちだ、いや、こっちだ」って感じで揉め始めた。

  『看来顺利甩掉它们了。』

  『うまくまいたようです』

  『因为追过来的数量很多，所以要等它们分头搜索吗？』

  『追いかけてきた数が多かったから、捜索に分かれるのを待つのかしら？』

  　之前看赛丝的美姬直播时我就在想，怪物的AI真的很有生物的感觉呢。正当我感到佩服时，东南方的树丛对面传来沙沙的响亮声音。

  　美姫の、セスのライブを見せてもらった時も思ったが、モンスターのＡＩが本当に生物っぽいなと感心していると、南東にある茂みの向こうからガサガサという大きな音が聞こえる。

  「嘎！」

  「ギャッ！」

  　听到那个声音的哥布林们往那边走去。不过，那当然是陷阱。

  　その音を聞きつけたゴブリンたちはそちらへと向かう。が、当然、それは罠だ。

  「嘶——！」

  「シャー！」

  「叽嘎——！」

  「ギギャー！」

  　在树丛附近寻找的其中一只哥布林发出惨叫。

  　茂みのあたりを探していたゴブリンの一匹から悲鳴があがった。

  『咦？发生什么事了？』

  『え？　何が起こったんです？』

  『那里好像有其他怪物。这也是从一开始就计划好的吗？』

  『何かあそこに別のモンスターがいたみたいね。これも最初から狙ってた？』

  　它们应该是被沙龙蜥蜴袭击了。因为我事先用圈套陷阱抓到沙龙蜥蜴，然后把它绑在那附近放着。

  　サローンリザードに襲われたはずだ。スネアトラップにかけて捕まえてあったのを、あのあたりに繫いで放置してあったから。

  　从哥布林们的等级来看，它们必须好几只一起上才能战胜沙龙蜥蜴，被袭击的哥布林……被吃掉了吧？

  　ゴブリンたちは個々のレベルからして、サローンリザードには数体が協力して当たらないと勝てないだろうし、襲われたゴブリンは……食われたかな？

  【陷阱设置解除技能的等级提升了！】

  【罠設置解除スキルのレベルが上がりました！】

  　虽然觉得现在提升也没什么用，不过算了。没想到那个也算技能经验值。

  　今上がってもなとは思うけど、まあまあそれはいいや。あれもスキル経験値に入るのは予想外だったけど。

  　哥布林们四散逃窜。

  　
    
     蜘
    く
    
     蛛
    もの子を散らしたように、あちこちへと逃げていくゴブリン。

  　要是放任它们回到聚落，事情会变得很麻烦。

  　集落の方へと戻ろうとする奴を仕留めないと面倒くさいことになる。

  『哥布林们分散了。如果是贝露小姐，你会怎么做？』

  『ゴブリンたちがばらけました。ベルさんだとどうしますか？』

  『我想先打倒回到广场的家伙。要是它们叫来援军就麻烦了。』

  『広場に戻っていく連中を先に倒したいところね。増援を出されるのは厄介だもの』

  　其他家伙就之后再说。如果它们能中我在这附近设下的其他陷阱就好了。

  　他の連中は後回し。このあたりに仕掛けてある別の罠にかかってくれるのがベストだけど。

  　我绕到前面，确认设置在通往广场的兽径上的陷阱。为了在哥布林们离开时，让陷阱启动。

  　先回りして、広場へと戻る獣道に仕掛けてある罠を確認する。ゴブリンたちが離れていく時は使わなかった罠を作動させるために。

  「嘎，嘎嘎。」

  「ギャッ、ギャギャ」

  　我确认有三只哥布林跑过来，看准时机……切断藤蔓。

  　三匹のゴブリンが走ってくるのを確認し、タイミングを見計らって……蔓を切る。

  　咻！咚！！

  　ヒュンッ！　ゴッ!!

  　被拉到极限的仙人竹笔直地弹了回去，把位于轨道上的哥布林们撞飞。这比我想象的还要危险……

  　ギリギリまでたわませていた仙人竹がまっすぐに戻ろうとし、その軌道上にあるゴブリンたちを吹き飛ばした。想像以上にやばいなこれ……

  『好厉害！』

  『すごいです！』

  『好强大的威力……』

  『すごい威力ね……』

  　现在没时间发呆了，我趁哥布林们还没回神，迅速上前补刀。肢解和回收战利品就等之后再说。我只回收了掉在显眼处的小刀和棍棒，然后继续前进。

  　呆けてる暇もないので、立ち直る前にさっさと止めを刺していく。解体と戦利品の回収は後回し。一応、目立つところに落ちてたナイフと棍棒だけ回収して次へ。

  「汪。」

  「ワフ」

  「OK。」

  「オッケ」

  　露比似乎找到了下一个目标。毕竟狼的感知能力比人类强嘛。

  　ルピが次のターゲットを見つけたっぽい。そりゃまあ、狼の方が気配感知は上だよな。

  「吼吼～」

  「ヴヴゥ〜」

  　露比四肢用力，发出低吼。虽然它露出了平常难以想象的斗争心，但还是很可爱。

  　ルピが四肢を踏ん張って唸る。普段からは想像できない闘争心剝き出しの顔をしてるんだけど、それでも可愛いんだよな。

  『露比酱，加油！』

  『ルピちゃん、がんばれ！』

  『生气的表情也好可爱～』

  『怒った顔も可愛いのよね〜』

  「嘎……」

  「ギャ……」

  　我原本以为哥布林会扑向露比，但它却一步步往后退。看来露比已经比哥布林更强了。

  　ルピに襲いかかるかと思ってたんだが、ジリジリと後ろに下がっていく。もうルピの方がゴブリンよりも強いってことだよな、これ。

  「汪！」

  「バウッ！」

  　露比一吠，我便拉扯哥布林脚边的藤蔓，缠住它的双脚。

  　ルピが吠えた瞬間に、ゴブリンの足元に敷いてあった蔓を引っ張って両足をからめとる。

  「咕嘎！？」

  「グギャ!?」

  　哥布林仰天倒下，我用短剑刺进它的脖子，结束它的性命。

  　仰向けに倒れたゴブリンの首筋をダガーでぶっすりやって終了。

  『……这款游戏是MMORPG对吧？』

  『……このゲームってＭＭＯＲＰＧだったわよね？』

  『是的。』

  『はい』

  『不是躲在纸箱里的游戏对吧？』

  『ダンボールに隠れるゲームじゃないわよね？』

  『什么？』

  『はい？』

  　呼……这样一开始引出来的十六只哥布林就全部解决了。

  　ふう……、これで最初に釣り出した一六匹全部片付いたかな。

  　被沙龙蜥蜴干掉的有两只，被圈套陷阱吊起来的有五只，用仙人竹做的诡雷陷阱解决的有四只，和露比联手干掉的有五只。

  　サローンリザードにやられたのが二匹、スネアトラップに吊られたのが五匹、仙人竹を使ったブービートラップから止めを刺したのが四匹、ルピと連携してからめとったのが五匹。

  「呼，接下来就剩留在那个广场的家伙了」

  「ふう、あとはあの広場に残ってる奴らだけだよな」

  『干得漂亮！』

  『やりましたね！』

  　突然听到美音的声音，吓了我一跳。

  　急にミオンの声が聞こえてきて驚く。

  　我刚才太专注了，没听到吗？算了……

  　集中してて聞こえてたけど聞こえてなかった？　まあいいか……

  「啊，我钓到的哥布林。那个广场和里面的洞窟应该还剩几只」

  「あー、釣ってきたのはね。あの広場と奥の洞窟に何匹か残ってるはず」

  『剩下几只，可不能大意哦？』

  『残り、油断しちゃダメよ？』

  『翔君的话没问题的』

  『ショウ君なら大丈夫ですよ』

  　时间上大概过了30分钟吧？虽然应该还没重新刷新，但还是得尽快打倒洞窟里的哥布林，立起通关Flag。

  　時間的には三〇分ぐらい経ってるかな？　まだリポップはしてないと思うけど、早めに洞窟内のゴブリンを倒してクリアフラグを立てないとだよな。

  「还差一点，加油吧」

  「もうちょっとだし、頑張ろうな」

  「汪」

  「ワフン」

  　我给露比切了点兔肉，让它休息一下。

  　小休憩にルピに兎肉を切ってあげる。

  　我一边抚摸着吃得津津有味的露比，一边切换心情，接下来就要进入普通的战斗了。

  　美味しそうに食べるルピを撫でつつ、ここから先は普通の戦闘になるんだよなと気持ちを切り替える。

  　说起来，我如果HP耗尽的话，会重新出现在安全区域的沙滩上，那露比会怎么样呢？

  　そういえば、自分はＨＰが尽きたらセーフゾーンの砂浜にリスポーンするんだろうけど、ルピはどうなるんだろ？

  　虽然应该不会消失，但考虑到万一的情况，还是不能勉强它啊……

  　ロストは多分しないと思うけど、万一のことを考えると絶対に無理はさせられないよな……

  　我回到能观察广场的地方，看到两只哥布林正架着弓四处张望。

  　広場を
    
     窺
    うかがえる場所まで戻ってくると、弓矢を構えてキョロキョロしているゴブリンが二匹。

  　是昨天侦查时看到的哥布林弓箭手……

  　昨日の偵察でも見たゴブリンアーチャーだな……

  『还剩两只吗？』

  『残り二匹でしょうか？』

  『不，我想洞窟深处应该还有』

  『いえ、多分、洞窟の奥にもいるんじゃないかしら』

  「嘎嘎」

  「ギャギャ」

  　嗯？洞窟那边好像传来了声音，哥布林弓箭手朝那边点了点头。

  　ん？　洞窟の方から声がかかったのか、そちらへと向いて何か頷いているゴブリンアーチャー。

  　如果里面还有哥布林的话，那就麻烦了，不过也差不多该去收拾它们了。

  　あの中にまだいるってなると、めんどくさいんだけど、そろそろカタをつけに行かないとってのもあるし。

  「露比，拜托了」

  「ルピ、頼む」

  「汪」

  「ワフ」

  　我小声说完，露比就蹑手蹑脚地往东侧移动。

  　小声で話すと、ルピが東側へと忍び足でスルスルと移動する。

  『要和露比酱一起夹击吗？』

  『ルピちゃんと挟み撃ちにする感じですか？』

  『是啊。不过我觉得在那之前要先声东击西』

  『そうね。その前に陽動をかける気がするわ』

  　露比在拉开足够的距离后转向我这边，感觉像是在等我发出信号。

  　十分に距離が取れたところでこちらを向いて、合図を待ってくれてる感じかな。

  　好，上吧……

  　よし、やるか……

  「汪！汪汪！」

  「バウッ！　バウバウッ！」

  　哥布林弓箭手们架起弓，对准突然出现并吠叫的露比。

  　突然現れて吠えるルピに向けて弓を構えるゴブリンアーチャーたち。

  　我一边祈祷露比能躲开，一边等待它们放箭的瞬间。

  　ルピ、ちゃんと避けてくれよと願いつつ、それが放たれる瞬間を待つ。

  　咻！咻！

  　ヒュッ！　ヒュッ！

  　我一口气冲了上去，缩短距离。只要在它们装填第二支箭之前进入近战，应该就不会输。

  　一気に駆け出して距離を詰める。二の矢を装填される前に、接近戦になれば負けることはないはず。

  　射出的箭矢速度并不快，我看着露比轻松躲开，同时逼近哥布林弓箭手们。

  　放たれた矢は大した速度でもなく、ルピがきっちりとそれらを回避したのを見つつ、ゴブリンアーチャーたちの目の前まで詰め寄る。

  「嘎啊！」

  「ギャアッ！」

  　胸口被短剑刺中的哥布林弓箭手倒了下去，另一只转身背对我，试图逃进洞窟……

  　胸にダガーの一突きを食らった方が崩れ落ち、もう片方は洞窟へ逃げ込もうと背を向けて走り出したが……

  「汪呜！」

  「バウッ！」

  　跑过来的露比咬住它的右脚踝，将它拽倒在地。

  　走ってきたルピがその右足首に
    
     嚙
    かみついて引きずり倒す。

  「干得好！」

  「ナイス！」

  『成功了！』

  『やった！』

  『趁现在！』

  『今よ！』

  　我冲了过去，给拼命挣扎的哥布林弓箭手最后一击。

  　駆け寄って、必死にもがくゴブリンアーチャーに止めを刺す。

  【短剑技能的等级提升了！】

  【短剣スキルのレベルが上がりました！】

  【取得了短剑绝技〈要害攻击〉！】

  【短剣アーツ〈急所攻撃〉を取得しました！】

  【取得了短剑＆投掷绝技〈投掷小刀〉！】

  【短剣＆投擲アーツ〈ナイフ投げ〉を取得しました！】

  　咦？短剑技能的绝技是很好，不过原来还能跟投掷技能组合，获得绝技啊……

  　え？　短剣スキルのアーツはいいけど、投擲スキルとの複合でアーツを獲得するとかあるんだ……

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「糟糕！」

  「やべっ！」

  　露比的吠叫声将我拉回现实（？）的瞬间，我看见火球从洞窟的方向飞了过来。

  　ルピが吠え、現実（？）に引き戻された瞬間、洞窟の方から火球が飛んでくるのが見えた。

  「露比！」

  「ルピっ！」

  　在我护住露比的瞬间，击中右肩后方的火球爆炸，传来一阵刺痛。

  　ルピを
    
     庇
    かばうように抱え込んだ瞬間、右肩の裏に着弾した火球が
    
     爆
    はぜ、ピリピリとした刺激が走る。

  『翔！』

  『ショウ君！』

  『没事的。哥布法的火球不会让人立刻死亡。』

  『大丈夫よ。ゴブマジの火球で即死はないわ』

  　HP减少了两成左右。看来这不算什么大伤害。总之，我抱着露比跑向从洞窟看不见的地方。

  　ＨＰの減りは二割ほど。大したダメージでもないのか、これ。ともかく、洞窟から見えない場所までルピを抱えて走る。

  「咕～」

  「クゥ〜ン」

  　露比担心地叫着，大概是在意我为了保护它而受伤的事吧。

  　俺が庇って怪我したことを気にしているのか、ルピが心配そうに吠える。

  「我没事啦。」

  「大丈夫だって」

  　这点程度还在预料之内，而且我也做好了准备。

  　これくらいは想定内だし、ちゃんと準備もしてきてある。

  　我从道具栏取出用仙人笹制作的治愈药水，淋在中弹的肩口，烧伤的刺激完全消失，HP也开始慢慢恢复。

  　インベから仙人笹のヒールポーションを取り出して、被弾した肩口にかけると、火傷の刺激は完全に消えてＨＰも徐々に回復し始めた。

  『虽然你好像有准备治愈药水，不过回复的方式不太一样呢？』

  『ちゃんとヒールポーションを準備してたみたいだけど、回復の仕方が違うわね？』

  『那是用仙人笹制作的药水，听说HP会慢慢恢复。』

  『あれは仙人笹から作ったポーションですね。ＨＰが徐々に回復するそうです』

  　更重要的是新手皮甲的状况很不妙……

  　それよりも初心者の革鎧がヤバい……

  「好像要来了。虽然比我们先进洞窟要好一点……」

  「来るっぽいな。こっちが洞窟の中に入るよりはいいかもだけど……」

  　我用察觉气息技能发现的反应，正往洞窟入口靠近。

  　気配感知に引っかかったそれが洞窟の入口に近づいてくる。

  　可以确定有一只哥布林法师，不过还有另一只。

  　ゴブリンマジシャンが一匹いるのは確実だけど、もう一匹いる。

  　我原本打算暂时逃进树林，但露比突然从我怀中溜出去，瞪着洞窟入口。

  　いったん林の中へ逃げるって手もあるなと思っていたら、ルピがするりと腕から離れて洞窟の入口を睨む。

  「喂喂……」

  「おいおい……」

  『咦……』

  『え……』

  『不会吧……』

  『噓でしょ……』

  　现身的是比我还高一个头的哥布林，后面还跟着一个拿着类似魔导书的书本、披着长袍的家伙。

  　現れたのは俺よりも頭一つでかいゴブリン。そしてその後ろには魔導書っぽいものを持ってローブを羽織ってる奴。

  【哥布林队长】

  【ゴブリンリーダー】

  【哥布林法师】

  【ゴブリンマジシャン】

  　在赛丝的直播中看到哥布林聚落扫荡任务时，我有看到哥布林法师，不过哥布林队长是什么啊……

  　セスのライブでゴブリン集落の掃討クエを見せてもらった時に、ゴブリンマジシャンがいたのは知ってたけど、ゴブリンリーダーってなんだよ……

  「嘎嘎嘎～」

  「ギャッギャッギャ〜」

  　可恶，那个哥布林法师绝对是在笑。

  　くっそ、あのゴブリンマジシャン、絶対に笑ってやがるな。

  　要是没有那家伙碍事，我就可以用杀手锏赌一把了。

  　あいつの邪魔さえ入らなければ、奥の手を使ってなんとかワンチャンあるんだけど。

  「咕嘎！」

  「グガッ！」

  　哥布林队长举起手上的棍棒朝我袭来，我往后退开闪避。

  　手に持った棍棒を振り上げて襲いかかってくるゴブリンリーダーを下がって避ける。

  　然而就在这个瞬间，后方的哥布林法师施放了石块魔法。

  　が、その瞬間、後ろにいたゴブリンマジシャンから
    
     石
    いし
    
     礫
    つぶての魔法が放たれた。

  『危险！』

  『危ない！』

  「等一下！」

  「ちょっ！」

  　我再往左踏出一步，勉强躲开攻击。就在我心想「露比呢？」的瞬间，它已经确实躲开攻击，朝哥布林法师冲了过去。

  　さらに一歩左へとステップを踏んで、なんとかそれも避ける。「ルピは？」と思った瞬間、きっちりとそれを避けてゴブリンマジシャンの方へと走り出していた。

  『露比酱！？』

  『ルピちゃん!?』

  『瞄准后卫呢！』

  『後衛狙いね！』

  「咕嘎！」

  「グゴゥ！」

  　哥布林们被它的动作吸引，准备追上去。

  　その姿に釣られて追いかけようとするゴブリンたち。

  　要使用杀手锏就只能趁现在！

  　奥の手を使うなら今しかない！

  　我用〈投掷小刀〉对准夹在皮带上的小刀，发动〈要害攻击〉。

  　ベルトに挟んであったナイフを〈ナイフ投げ〉で〈急所攻撃〉する。

  　目标是……

  　ターゲットは……

  「嘎啊啊啊啊！」

  「ギャアァァァ！」

  　哥布林队长被刺中后颈，发出痛苦的叫声。

  　首の後に刺さったそれに
    
     苦
    く
    
     悶
    もんの声をあげるゴブリンリーダー。

  　它转头看向我……身体就这么僵住……像根棒子一样倒下。

  　こちらに振り向いて……、そのままの体が固まって……、棒のように倒れた。

  『好厉害！』

  『すごい！』

  『咦？刚才发生了什么事？』

  『え？　今、何が起きたの？』

  　我从开阔的视野中看到露比用爪子抓住了哥布林法师的脸。

  　開けた視界から見えたのは、ゴブリンマジシャンの顔面に爪を立てて張りついているルピ。

  「露比！」

  「ルピ！」

  　它似乎听懂了我的意思，立刻跳开。

  　その声の意図がわかるのか、
    
     飛
    とび
    
     退
    のいてくれる。

  　我再次用〈投掷小刀〉对准小刀，发动〈要害攻击〉，小刀刺中了哥布林法师的胸口。

  　もう一本、ナイフを〈ナイフ投げ〉で〈急所攻撃〉すると、それはゴブリンマジシャンの胸へと突き刺さる。

  「嘎！啊啊啊……」

  「ギャッ！　ァァァ……」

  　它试图拔出小刀，但手在中途停了下来，就这样往前倒下。

  　それを抜こうとした手は途中で止まり、そのまま前のめりに倒れた。

  「成功了……」

  「やった……」

  「汪！」

  「ワフッ！」

  「啊，抱歉抱歉。得给它最后一击才行。」

  「ああ、ごめんごめん。ちゃんと止め刺さないとな」

  　我看着倒下的哥布林队长，上面显示着【哥布林队长：麻痹（约4分钟解除）】。

  　倒れているゴブリンリーダーを見ると【ゴブリンリーダー：麻痺（解除まで約４分）】と出ている。

  　沙龙蜥蜴的麻痹毒似乎意外地强烈。可能是因为要害攻击命中了要害吧。

  　サローンリザードの麻痺毒、意外と強烈っぽいな。急所攻撃で当たりどころが良かったからかな。

  『麻痹生效了呢。』

  『麻痺が効いたんですね』

  『咦？麻痹？怎么做到的！？』

  『え？　麻痺？　どうやって!?』

  　算了，先不管这个，我再次从背后用〈要害攻击〉给它最后一击。

  　ま、それはともかく、背中からもう一度〈急所攻撃〉で止めを刺す。

  【角色等级提升了！】

  【キャラクターレベルが上がりました！】

  　啊～嗯。之后再说吧。

  　あー、うん。あとでいいや。

  　哥布林法师那边显示着【哥布林法师：麻痹（约29分钟解除）】。果然强度越高，效果就会越弱吗？

  　ゴブリンマジシャンの方は【ゴブリンマジシャン：麻痺（解除まで約29分）】ってなってる。やっぱり強さに応じて効きづらくなるって感じか。

  　我连绝技都没用，就轻松解决了它。

  　アーツ使うまでもなく、さくっと。

  【扫荡了哥布林的聚落】

  【ゴブリンの集落を掃討しました】

  【追加了安全区域】

  【セーフゾーンが追加されました】

  「咦？」

  「えっ？」

  『成功了！！』

  『やりました!!』

  『太好了！』

  『やったわね！』

  　我慌忙环顾四周，但没看到什么像是安全区域的东西。如果和海岸一样的话，应该是会发出微光的地方。

  　慌ててあたりを見回すが、特にセーフゾーンっぽいものが見当たらない。海岸と同じなら薄らと光ってる場所なはずなんだけど。

  〈翔君！翔君！我们两个可以跟你说话吗？〉

  〈ショウ君ー！　ショウ君ー！　二人が話しかけても大丈夫ですかー？〉

  　啊，糟糕！完全忘了还在直播……

  　あ、やべっ！　ライブ中だったの完全に頭から抜けてた……

  「啊，我想已经没问题了」

  「あー、もう大丈夫だと思うんで」

  　我对着摄像头轻轻挥手，

  　カメラに向かって軽く手を振ると、

  『翔君，好厉害！』

  『ショウ君、すごかったです！』

  　美音有些兴奋地说道。然后，

  　と興奮気味のミオン。そして、

  『真的好厉害！最后我都差点忘了还在直播！』

  『本当にすごかったわ！　最後、ライブ中なの忘れそうになってたもの！』

  　贝露部长也发来了声音。

  　とベル部長からも声がかかる。

  「感觉做了各种准备真是太好了。勉强算是解决了」

  「いろいろ準備しといて良かったって感じすね。ギリギリなんとかなりました」

  『那个，评论里有很多提问，没问题吗？』

  『えっと、コメントで質問がたくさん来てますが大丈夫です？』

  「嗯，只要是在我能回答的范围内」

  「うん、答えられる範囲なら」

  〈因为还要收拾翔君的残局，所以就十分钟左右吧〉

  〈ショウ君の後始末もあるので、一〇分ぐらいにしましょうね〉

  　雅塔老师也来帮忙了。确实，一直被哥布林的尸体包围着有点……

  　とヤタ先生がフォローを入れてくれる。確かにゴブリンの死体に囲まれたままはちょっと。

  　我坐在相对没那么乱的地方，让露比坐在我的腿上。嗯，应该也没那么多问题，应该很快就能结束吧？

  　比較的荒れてない場所に座り、ルピをあぐらの中に座らせる。ま、そんなに質問ってないだろうし、さくっと終わるかな？

  『首先从贝露同学开始提问』

  『まずはベルさんから質問です』

  「好」

  「りょっす」

  『呃，关于怎么打倒哥布林队长……』

  『えーっと、ゴブリンリーダーをどうやって倒したかなんだけど……』

  　直播没有在十分钟内结束，还延长了两次五分钟。没想到会持续到可以直播的晚上十点……

  　一〇分で終わらず、五分延長を二回。ライブしていい午後一〇時ぎりぎりまで続くとは思わなかったよ……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  『辛苦了』

  『お疲れ様でした』

  『辛苦了！直播非常成功呢！』

  『お疲れ様！　大成功だったわね！』

  〈辛苦了〉

  〈お疲れさまでしたー〉

  　已经快到晚上十点了。

  　もう午後一〇時前。

  　话虽如此，环顾四周，哥布林队长、哥布林法师、哥布林弓箭手的尸体还散落一地。森林里应该还有十几只……

  　なんだけど、あたりを見回すとゴブリンリーダー、ゴブリンマジシャン、ゴブリンアーチャーの死体が転がってるんだよな。森の中にも十数匹分あるはずだし……

  「那个，我可以去搜刮战利品吗？」

  「えーっと、戦利品漁っていいっすか？」

  『啊，好的！抱歉，提问拖了这么久……』

  『あ、はい！　質問長引いちゃってすいません……』

  〈拖时间的是贝露同学，美音同学不用道歉啦〉

  〈延びたのはベルさんのせいですしー、ミオンさんは謝らなくていいですよー〉

  『对不起……』

  『ごめんなさいね……』

  「没事没事」

  「いいっすいいっす」

  　延长提问时间是贝露部长的即兴发挥。不过，这也说明了评论区里有那么多问题吧。

  　質問タイムを延長したのはベル部長のアドリブ。まあ、それだけコメントに質問が殺到したんだろうなーと。

  　部长的魔女贝露直播重视评论，会认真地做出反应，我也赞成她的做法，所以只要雅塔老师不生气，我就会奉陪到底。

  　部長の魔女ベルの配信はコメント重視でマメに反応してるし、俺もそれには賛成なんで、ヤタ先生が怒らないなら付き合うつもりだったし。

  『我们会负责这边的善后工作』

  『私たちはこちらの後片付けをしますので』

  「好。那我们也来收拾吧」

  「りょ。じゃ、こっちも片付けしよっか」

  「汪」

  「ワフン」

  　解体哥布林队长后得到的是【魔石（小）】，比至今为止的极小要高一级。至于掉落的棍棒，该怎么说呢，有点微妙。

  　ゴブリンリーダーの解体で手に入ったのは【魔石（小）】で、今までの極小よりも一つ上かな。落ちてた棍棒はなんというか微妙。

  　哥布林法师掉落的是【魔石（极小）】，不过它穿的长袍和拿着的魔导书似乎很有价值。

  　ゴブリンマジシャンからは【魔石（極小）】だけど、着てたローブと持ってた魔導書は価値がありそう。

  【肮脏的长袍】

  【薄汚れたローブ】

  『长袍。防御力＋1』

  『ローブ。防御力＋１』

  　好的，没中奖～防御力＋1。新手的皮甲都有＋5了。

  　はい、ハズレ〜。防御力＋１って。初心者の革鎧でも＋５あるのに。

  【魔导书（初级）】

  【魔導書（初級）】

  『元素魔法的初级魔导书。

  『元素魔法の初級魔導書。

  　元素魔法：〈火球〉〈石砾〉〈土壁〉〈石壁〉……』

  　元素魔法：〈火球〉〈石礫〉〈土壁〉〈石壁〉……』

  「来了！」

  「来た！」

  『怎么了？』

  『どうしました？』

  「啊，抱歉。我终于能用攻击和防御魔法了。」

  「ああ、ごめん。やっと攻撃や防御の魔法使えるようになったから」

  『恭喜你！』

  『やりましたね！』

  　我不禁叫出声来，美音也回应了我。

  　思わず声を出してしまって、ミオンが反応してくれる。

  　就算拥有元素魔法技能，新手戒指能用的也只有净水和点火这种最低限度的生活魔法。

  　元素魔法スキルを持ってても、初心者の指輪で使えるのは、浄水とか着火っていう最低限の生活魔法だけ。

  　一般来说，要到魔术士公会购买初级魔导书，读过之后才能使用攻击和防御魔法……但岛上不可能有那种地方。

  　普通は魔術士ギルドに行って、初級の魔導書を買って読んで、攻撃や防御の魔法を使えるようにするんだけど……島にそんなものがあるわけもなく。

  　至今为止MP几乎都是浪费掉的。啊，不对，刚才的〈要害攻击〉和〈投掷小刀〉用到了。

  　今までＭＰがほぼ無駄だったもんな。あ、いや、さっきの〈急所攻撃〉〈ナイフ投げ〉で使ったか。

  　绝技也需要消耗MP，所以这个游戏里不是叫做魔法点数，而是玛那点数。毕竟要是能无限使用绝技，那也太强了。比如要害攻击之类的。

  　アーツにもＭＰを使うので、このゲームではマジックポイントじゃなくて、マナポイントっていうらしい。ま、アーツ無限に使えると強すぎだしな。急所攻撃とか。

  　哥布林弓箭手身上也有极小的魔石。从尺寸来看，除了队长以外的魔物好像都是极小的魔石。另外还有两组短弓和十五支箭，不过看起来很破旧，鉴定就之后再说吧。

  　ゴブリンアーチャーからも極小の魔石。サイズ的にもリーダー以外は全部極小っぽいな。あとは短弓が二組に矢が一五本だけど、なんかボロいし、鑑定は後回しでいいか。

  〈直播的存档设定成公开就可以了吧？〉

  〈ライブのアーカイブはそのまま公開設定でいいですよねー？〉

  　雅塔老师突然这么问。

  　と急にヤタ先生から振られる。

  『是的，我觉得公开就可以了。』

  『はい、公開でいいと思います』

  「OK。」

  「オッケーっす」

  　毕竟也没必要特别保密。

  　特に
    
     勿
    もっ
    
     体
    たいつける必要もないし。

  〈那么，这边已经整理好了。我要下线了，游戏要适可而止哦。〉

  〈ではー、こちらの片付けは終わりですねー。私は落ちますがー、ゲームはほどほどにー〉

  「辛苦了。」

  「お疲れ様でした」

  『『辛苦了。』』

  『『お疲れさまでした』』

  　雅塔老师也很辛苦呢。毕竟社团活动的时间不可能这么长。

  　ヤタ先生も大変だよな。普通の部活じゃありえない時間の活動なんだし。

  『我也要去一下ＩＲＯ。因为合作活动的事，生产组找我过去。』

  『私もちょっとＩＲＯへ行くわ。コラボした件で生産組からお呼びがかかってるのよ』

  「啊，好的。辛苦了。」

  「あー、はい。お疲れ様でした」

  『今天非常感谢你。』

  『今日はありがとうございました』

  　两人离开后，我再次深切地感受到「直播结束了呢」。

  　二人が退室して、改めて「ライブ終わったんだな」としみじみ思う。

  　虽然我无法确认观众的留言，但感觉应该还不错吧？

  　俺自身がコメントどうだったかとか確認できないけど、好評だったって感じでいいんだよな？

  『翔，要再继续一下吗？』

  『ショウ君、もう少し続けます？』

  「嗯……」

  「うーん……」

  　说实话，有点，不，相当累人。不是肉体上，而是精神上。

  　正直ちょっと、いや、結構疲れたかも。肉体的にじゃなく精神的に。

  　感觉好久没有这么集中精神了。比如把哥布林们引诱到陷阱里，应对预料之外的反应之类的。

  　久しぶりにめちゃくちゃ集中した気がする。ゴブリンたちを罠へと誘導するのとか、想定してない反応に対応したりとか。

  「汪呼」

  「ワフ」

  　露比也大显身手，感觉很累……

  　ルピも大活躍で疲れてる感じだし……

  「今天就回到帐篷结束吧」

  「今日のところはテントに戻って終わりにするよ」

  　至少把回程路上发现的哥布林尸体解体吧。

  　帰り道に見つけたゴブリンの死体ぐらいは解体しておこう。

  　有极小的魔石的话，总有一天会派上用场的，除此之外的掉落物也让人开心。

  　極小の魔石もあればいずれ役に立つだろうし、それ以外のドロップ品があれば嬉しいし。

  『那个，翔君。登出之后，希望你能来工作室。可以吗？』

  『あの、ショウ君。ログアウトしたら、スタジオに来て欲しいです。いいですか？』

  「哎？嗯，可以啊。再等我一下」

  「え？　うん、いいよ。もうちょっと待ってね」

  『好的！』

  『はい！』

  　不是虚拟活动室而是工作室？有什么想让我看的东西吗？

  　バーチャル部室じゃなくてスタジオ？　何か見せたいものがあるとか？

  　算了，去了就知道了……

  　ま、行ってみればわかるか……

  ◇◇◇

  ◇◇◇

  「那个……」

  「えーっと……」

  『欢迎回来』

  『おかえりなさい』

  「啊，嗯。我回来了」

  「あ、うん。ただいま」

  　我进入和之前一样的工作室角落，美音出来迎接我，然后就这样牵着我的手把我拉走。

  　前と同じスタジオの隅っこに入ると、ミオンが出迎えてくれ、そのまま手を取って引っ張られる。

  『翔君，请坐。我们两个人一起回顾刚才的直播吧』

  『ショウ君、座ってください。さっきのライブ、二人で見直しましょう』

  「啊，了解。不过，在活动室也可以吧？」

  「あー、了解。でも、それって部室でも良かったんじゃ？」

  『活动室的椅子重视氛围，很硬』

  『部室の椅子は雰囲気重視で硬いですし』

  　我被拉到等待出场的区域。

  　引っ張られて行った先は出番待ちスペース。

  　今天的直播也是，贝露部长登场之前，她就一直坐在这里……坐在这张双人沙发上。

  　今日のライブでも、ベル部長が登場するまではここにいて……この二人掛けのソファーに座ってたんだと思う。

  「这沙发看起来好贵啊」

  「なんか、すごく高そうなソファーなんだけど」

  『部长说可以用经费报销，就买下来了』

  『経費で落ちるからって、部長が買っておいてくれました』

  　完全支持完全潜行的舒适沙发，价格应该不菲吧。算了，不纠结了。

  　フルダイブ完全対応の座り心地のいいソファーとか、結構いいお値段すると思うんだけど。まあいいか。

  『请坐』

  『ここ、座ってください』

  「好」

  「りょ」

  　美音先坐了下来，然后拍了拍身旁的位置。感觉她有点兴奋……

  　先に座って、隣をポンポンと叩くミオン。なんかちょっとテンション高め……

  　是被直播的气氛感染了，还没完全恢复过来吗？

  　ライブの雰囲気に当てられて、それが抜けきってないのかな？

  『开始播放了哦』

  『再生しますね』

  「嗯」

  「うん」

  　沙发前的显示器上开始播放今天的直播。

  　ソファーの前に浮かんだモニターに、今日のライブが流れ始める。

  　右侧的观众评论以相当快的速度滚动着，贝露部长登场之后更是势头惊人。评论量已经和已经收益化的虚拟偶像差不多了。

  　右側の視聴者コメントが結構な勢いで流れてて、それがさらにベル部長の登場ですごい勢いに。すでに収益化したバーチャルアイドル並みのコメント量だよな。

  　不久后，画面中出现了小岛，我和露比打完招呼后，与哥布林们的战斗开始了……

  　やがて島が映り、俺とルピが挨拶したのち、ゴブリンたちとの戦いが始まる……

  『如果喜欢的话，请点赞，订阅频道。下次再见～』

  『良ければ高評価、チャンネル登録お願いします。それではまた〜』

  　美音在显示器中的美音说完这句话后，停止了播放。

  　モニターの中のミオンがそう言ったところで再生を止めるミオン。

  　明明是第一次直播，却能稳稳地实况转播到最后，真的好厉害。从平时的美音身上完全想象不到……

  　初めてのライブなのに、最後まで危なげなく、実況中継できたのは本当にすごい。普段のミオンからは絶対に想像できないよな……

  「直播感觉怎么样？」

  「ライブやってみてどうだった？」

  『非常开心。虽然开始之前很不安，但老师说“像平时那样就好”，就算有点卡顿，部长也会帮忙圆场』

  『すごく楽しかったです。始まる前は不安でしたけど、先生が「いつも通りでいいんですよ」って言ってくれて、ちょっと詰まりそうになっても部長がフォローしてくれて』

  
   [image: ]
  

  「那就好」

  「それなら良かった」

  「翔君，谢谢你……」

  「ショウ君、ありがとう……」

  　突然听到真声，吓了我一跳。

  　急に生声で言われてビックリする。

  　用正常的音量听，她的声音真的很好听……

  　ちゃんとした声量で聞くと、すごくいい声してるんだよな……

  「啊，别勉强自己」

  「あー、無理はしないで」

  『那个……翔君没关系吗？』

  『あの……ショウ君は平気ですか？』

  「哎？什么？」

  「え？　何が？」

  『你说过，玩ＩＲＯ的目的是一个人悠闲地玩……』

  『ＩＲＯ、一人のんびりするのが目的だって……』

  　确实如此。我就是为了这个才拼命选择无人岛开局的。

  　それは確かにそうなんだよな。そのために必死になって無人島スタートしたんだし。

  　但是，

  　でも、

  「虽然当时说一个人悠闲地玩……不过两个人悠闲地玩应该更开心吧」

  「あの時は一人のんびりって言ったけど……二人のんびりの方が楽しいかな」

  「太好了……」

  「良かった……」

  　如果一开始美音没有来看直播，我在电脑社可能也会一直隐瞒自己一个人玩。然后一直一个人玩下去，最后又开始想念别人……

  　最初にミオンがライブを見に来なかったら、電脳部でも俺のぼっちプレイは隠し通してたかもしれない。そのままずっとソロで遊び続けてるうちに、結局、人恋しくなって……

  「差不多该结束了，明天见」

  「そろそろ終わりにして、また明日にしよっか」

  「好的。明天见……」

  「はい。また明日……」

  　那么，明天要从哪里开始着手呢？

  　さて、明日は何から手をつけようかな？

 
  ■ IRO官方论坛4

  ■ＩＲＯ公式フォーラム４

  【独立系】V直播实况串【收益未达标】

  【独立系】Ｖライブ実況スレ【収益未満】

  　这里是直播中玩着ＩＲＯ的虚拟偶像的实况串。

  　ＩＲＯプレイライブ中のバーチャルアイドルの実況スレッドです。

  　主要以独立系（非企业）且未收益化的新人为主。

  　こちらでは独立系（非企業）で収益化していない、新人さんがメインです。

  　企业系请到那边的串。收益化的话请到专用串。

  　企業系はそちらのスレへ。収益化しているなら専用スレッドへお願いします。

  　对V的评论请发送到直播中支持她吧。

  　Ｖへのコメントはライブに送って応援しましょう。

  　这边是直播中无法进行的，观众们轻松对话的地方。

  　こちらはライブの勢いでは流れてしまうような、視聴者同士のまったり会話を楽しむ場所です。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　美音酱好厉害啊。

  　ミオンちゃん、すごいね。

  　才刚定好预定地，转眼间就有一千多人在等了。

  　予定地立てたら、あっという間に一〇〇〇人以上待ってる。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　这是她的第一次直播，我还以为会突然开始呢。

  　ライブは初めてだし、いきなり始まるかと思ってたが。

  　感觉有个人在好好地照顾她吗？

  　そのへんちゃんとフォローしてくれる人がいる感じか？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　我担心她会不会被奇怪的人骗了……

  　変なのに騙されたりしてないか心配だわ……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　就是啊～。哎呀，开始了。

  　それな〜。おっと、始まった。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哈？

  　は？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　咦？

  　ひ？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　呼？

  　ふ？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　突然就联动了，贝露碳登场也太厉害了吧！

  　いきなりコラボでベルたそ登場はヤバすぎだろ！

  　观众不会被抢走吗？

  　視聴者取られるんじゃないのか？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哦？……我对你失望了。

  　ほ？　……お前には失望した。

  　不过，应该不会被抢走吧。

  　まあ、取られるってことはないだろ。

  　观众人数开始增加了，频道订阅数也又开始增加了。

  　視聴者数増え始めてるし、チャンネル登録者数もまた増え始めたな。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　魔女之馆发了通知。

  　魔女の館に告知出たね。

  　说是“和美音酱联动直播中”。

  　「ミオンちゃんとコラボライブなう」だってさ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　那孩子真的是女高中生吗？

  　あの子、ほんとに女子高生なのか？

  　偶尔会说出大叔一样的发言……

  　たまに出てくる言動がおっさんくさいんだが……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　能好好地做出直播预定地，都是多亏了贝露碳吧。

  　ライブの予定地ちゃんと作れたりしたのはベルたそのおかげかね。

  　听她们的对话，感觉是前辈和后辈的关系。

  　会話を聞いてると先輩後輩って感じだが。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　作为直播主的前辈和后辈，很正常吧？

  　配信者として先輩後輩だから普通じゃね？

  　而且她也说过本来就在看魔女之馆。

  　もともと魔女の館も見てたって言ってたし。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　终于要开始实况和解说了吗。

  　いよいよ実況＆解説始まるか。

  　感觉像是足球或者棒球的转播一样。

  　なんか、サッカーとか野球の中継みたいだな。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　这种直播会比较轻松吧。

  　こういう配信の方がやりやすいのかな。

  　虽然有兴趣，但没有自信能一边玩游戏一边看评论回复……

  　興味あるけど、ゲームしながらコメント読んで返事してって、やりきれる自信ない……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　需要某种才能吧。

  　ある種の才能は必要だろうね。

  　我觉得贝露碳是能做到的稀有例子。

  　ベルたそはそれができてる
    
     稀
    け
    
     有
    うな例だとは思う。

  　像蕾欧娜大人那样，用压倒性的精彩操作，即使完全不回应评论也能吸引粉丝，这也是一种才能啊。

  　レオナ様みたいに圧倒的な魅せプレイで、コメント全然反応しなくてもファンがつくようなのも才能だしなー。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　啊，露比好可爱啊。

  　あー、ルピかわいいんじゃー。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　呀！翔君啊！

  　キャー！　ショウ君よー！

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　感觉有点违和感……

  　微妙な違和感を感じるんだが……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　吵死了！

  　うるさいわね！

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　好……

  　うっす……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　感觉露比酱比之前的视频里成长了不少？

  　なんかルピちゃん、この前の動画より成長してない？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　确实有这种感觉。

  　確かにそんな気がするな。

  　等级提升之后成长了之类的。

  　レベルが上がると成長するとかなんかね。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　一边单刷一边实况解说还是有点勉强吧。

  　さすがにソロ討伐しながら実況の相手は無理ですよね。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　叫贝露碳来是正确的。

  　ベルたそ呼んだのは正解だろうな。

  　总之有两个人对话的话，应该能满足很多观众。

  　とりあえず二人で会話してれば満足な視聴者も多そうだし。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　7级在限定组里算是没练起来的吧。

  　レベル７は限定組としては育ってない方よねえ。

  　一只哥布林的话3级就足够了，但同时面对10只以上的话……

  　ゴブリン一匹相手ならレベル３もあれば十分だけど、一〇匹以上を同時に相手は……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　虽然有消灭哥布林聚落的任务，但那是以多人为前提的。

  　ゴブリン集落を潰すクエがあったけど、あれ複数人前提だもんな。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　而且是三只三只地分开来各个击破，最后是四、五只。

  　それも三匹ぐらいずつ相手に各個撃破していって、最後に四、五匹とだよ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　果然还是用钓的啊。

  　やっぱり釣るっぽいな。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哦哦，相当快的球速。

  　おお、なかなかの速球。

  　投掷技能很强吗？

  　投擲スキルって結構強いのか？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　虽然要看STR和DEX，但STR全点然后投掷铁球是约定俗成的。

  　ＳＴＲ・ＤＥＸ依存だろうけど、ＳＴＲ極振りして鉄球投げるってお約束だしな。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　钓上来是很好，但钓上来太多了。

  　釣ったはいいけど大漁ね。

  　要怎么分散它们呢？

  　どうやって分散させるのかしら？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　诶？

  　えっ？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哈？

  　は？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　那里有什么东西吗？

  　あそこに何かいたのか？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　喂w　三只哥布林被全垒打了w

  　ちょっｗ　ゴブリン三匹ホームランされたぞｗ

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　我们到底在看什么啊……

  　俺たちはいったい何を見せられてるんだ……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　这什么啊，陷阱太强了吧。削弱点啊。

  　なんだこれ、罠強すぎだろ。ナーフしろ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　削弱你个头，设置陷阱除了这样用以外还能怎么用。

  　ナーフってお前、設置罠はこれ以外の使い方ないだろ。

  　而且对手是哥布林所以才管用。

  　相手がゴブリンだから通用してるようなもんだし。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　完全是游击战笑死w

  　完全にゲリラ戦してて笑うｗ

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　贝露碳，那个游戏太老了，感觉微妙地有点不一样啊。

  　ベルたそ、そのゲームは古すぎだし、微妙に違う気がするんだよなあ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　因为没有其他人所以才能这么做吧。

  　他に人がいないからできる話だよな。

  　我们要是去野外地带这么做的话，可能会变成PK。

  　俺らがフィールドでやったら、ＰＫになるかもしれん。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　反过来被PK用的话就麻烦了……

  　逆にＰＫに使われたら厄介よね……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　但是，不得不来确认的时候就已经有风险了。

  　けど、確認に来ないといけないって時点でリスクだからな。

  　要是能做即死陷阱的话还好，圈套陷阱这种程度的话还是能躲过去的。

  　即死罠とか作れりゃだけど、スネアトラップ程度なら抜けれるし。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　剩下的就是那两只弓箭手吗？

  　残りはあのアーチャー二匹か？

  　没看到哥布林法师，感觉应该在里面的洞窟里。

  　ゴブリンマジシャンとか見てないが、奥の洞窟にいそうだな。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　露比酱在和我对话，它能理解主人的意图吗？

  　ルピちゃんと話してるけど、主人の意図を理解してくれるのかしら？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　下次角色升级的时候把点数全部点到SP上吧……

  　次のキャラレベ上がったら全部ＳＰに回すかな……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　冷静，差不多要结束了。

  　もちつけ、そろそろラストやぞ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　真快啊。

  　あっさりだな。

  　不过，毕竟只有两只弓箭手。

  　まあ、アーチャー二匹だしな。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　有需要两个技能才能使用的绝技吗！？

  　二つのスキルが関連するアーツなんかあんの!?

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　比较有名的有盾技能和武器技能的〈反击〉。

  　有名どころだと盾スキルと武器スキルで〈カウンター〉なんてのがあるぞ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哥布林法师参战！！

  　ゴブリンマジシャン参戦!!

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哇，突然就保护了露比酱，好厉害。

  　うわ、とっさにルピちゃんを庇うとかすげーな。

  　就算知道伤害不大，但一般人也做不到。

  　大したダメじゃないってわかってても、なかなかできるもんじゃねーぞ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　那是笹PO吧。

  　あれ笹ポか。

  　感觉会看制药串。

  　調薬スレとか見てそう。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哥布林队长参战！！　不，这下不妙了吧？

  　ゴブリンリーダー参戦!!　いや、まずくね？

  　那应该是怪物等级9左右吧。

  　あれってモブレベ９ぐらいだよな。

  　如果哥布林法师不在的话或许还能一战……

  　ゴブマジいなきゃやれるかもだが……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　应该是8～10级。

  　８〜10のはずよ。

  　乍一看，好像是10级的个体……

  　ぱっと見、10の個体っぽいわね……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哈？发生什么事了！？

  　は？　何が起きた!?

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　应该是〈投掷小刀〉的〈要害攻击〉，但僵直了？

  　〈投げナイフ〉で〈急所攻撃〉なんだろうけど硬直したな？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　麻痹！？　为什么麻痹了！？

  　麻痺!?　ナンデ麻痺ナンデ!?

  　绝技应该没有麻痹效果吧？

  　アーツに麻痺の効果があるわけじゃないよな？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　可能涂了什么吧。

  　何か塗ってあったのかも。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　麻痹小刀吗！

  　麻痺投げナイフか！

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哦哦哦！通关了！！

  　おおお！　クリアした!!

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　呀！翔君抱抱！

  　キャー！　ショウ君抱いてー！

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　好可怕……

  　こわちか……

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　啊？我挖了哦？

  　あぁ？　掘るぞ？

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　不知不觉观众数接近三万了。

  　いつの間にか視聴者数が三万近いな。

  　如果收益化的话，感觉会飞来一笔不得了的打赏。

  　収益化してたら、やばい額の投げ銭飛んでそう。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哎呀，让我看到了好东西啊。

  　いやー、いいもの見せてもらったわー。

  　不能打赏有点难受。

  　投げ銭できないのつらいまである。

  　我也要多下点功夫玩游戏。

  　俺ももうちょっと工夫してゲームするわ。

  【轻松观众】

  【まったり視聴者】

  　哦，提问时间，不，英雄采访要开始了！

  　お、質問タイム、いや、ヒーローインタビュー始まるぞ！

 
  后　记

  あとがき

  　大家好，初次见面，我是纪美野猫。

  　みなさん初めまして。
    
     紀
    き
    
     美
    み
    
     野
    のねこです。

  　首先，非常感谢大家购买本书。

  　まず最初に、本書をお手に取っていただき、まことにありがとうございます。

  　本作在Web小说网站「カクヨム」上投稿，我想应该也有人已经知道了。多亏了从Web版开始支持我的各位，本作才能出版成书。真的只有感谢。

  　本作はＷｅｂ小説サイト「カクヨム」に投稿されており、既にご存知の方もおられるかと思います。Ｗｅｂ版から応援してくださっている皆様のおかげで書籍化という運びになりました。本当にもう感謝しかありません。

  　说实话，当我收到出版的邀请时，我在电脑前僵住了好几分钟。然后袭来了巨大的压力。

  　正直、書籍化の打診を頂いた時にパソコンの前で数分固まりました。そして襲ってくるプレッシャー。

  　一想到真的要出版成书，就想修改这里，想补充那里，想改的地方，想写的地方，有很多很多。

  　本当に書籍化しちゃうのかと思うと、あれやこれやと直したい場所、書き加えたい場所がたくさん出てきますね。

  　本作是我所想的“如果是这样的游戏的话，应该会很开心吧”的完全潜行型VRMMORPG，主人公们快乐地玩着游戏的故事。

  　本作は、私が考える「こんなゲームだったら楽しいだろうなあ」というフルダイブ型ＶＲＭＭＯＲＰＧを、主人公たちが楽しくプレイしているお話です。

  　但是，是个有点奇怪的故事。明明是MMO，主人公翔君的岛上却没有其他玩家。而且谁都来不了。虽然来不了，但还是联系在一起。

  　なんですが、ちょっと変なお話です。ＭＭＯなのに、主人公のショウ君の島には誰も他のプレイヤーがいません。そして来られません。来られませんが繫がっています。

  　在学校里的社团活动，美音酱的直播，官方论坛等等，即使不在同一个时间，同一个地方，如果能和大家共享同一个游戏的乐趣，我会很开心的。

  　学校での部活、ミオンちゃんによる配信、公式フォーラムなどなど、同じ時間・同じ場所にいなくても、同じゲームを楽しんでる感覚をみなさんと共有できれば嬉しいです。

  　翔君在岛上掀起的微风，乘着美音酱的直播逐渐变大，总有一天会以台风的形式出现在本土。

  　ショウ君が島で起こした小さな風は、ミオンちゃんの配信に乗って大きくなり、いずれは本土に台風となって現れます。

  　虽然在第二卷之后，会逐渐被观测到……但我不知道第二卷会不会出版。要是能出版就好了……

  　それは二巻以降、どんどんと観測されていくわけですが……二巻が出るかどうかは私にはわかりません。出るといいなあ……

  　最后，为本书画了精美插画的福きつね大人，捡到本作的责任编辑大人，以及引导着不成熟的我的两位，我由衷地表示感谢。

  　最後になりましたが、素晴らしいイラストをつけてくださった
    
     福
    ふくきつね様、本作を拾い上げてくださった担当様、未熟な私を導いてくださったお二人に心からの感謝を。

  　那么，希望还能与各位相见……

  　それでは、またお会いできることを願いつつ……

  纪美野猫

  紀美野ねこ
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  享受毛茸茸的悠闲无人岛开拓生活

  もふもふと
    
     楽
    たのしむ
    
     無
    む
    
     人
    じん
    
     島
    とうのんびり
    
     開
    かい
    
     拓
    たくライフ

  ～本应在VRMMO里享受孤身一人的生活，却似乎受到了全体玩家的注目～

  ～VRMMOでぼっちを
    
     満
    まん
    
     喫
    きつするはずが、
    
     全
    ぜんプレイヤーに
    
     注
    ちゅう
    
     目
    もくされているみたいです～

  
   作者／纪美野ねこ

   著者／
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      美
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      野
     のねこ

   插画／福狐

   イラスト／
     
      福
     ふくきつね

  

  
   电击的新文芸

   電撃の新文芸
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  2022年9月16日　発行
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  本电子书依据以下版本进行制作

  本電子書籍は下記にもとづいて制作しました

  电击的新文芸《享受毛茸茸的悠闲无人岛开拓生活　～本应在VRMMO里享受孤身一人的生活，却似乎受到了全体玩家的注目～》

  電撃の新文芸『もふもふと楽しむ無人島のんびり開拓ライフ　～VRMMOでぼっちを満喫するはずが、全プレイヤーに注目されているみたいです～』
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  【初出】

  【初出】

  本书是将刊载于カクヨム的《和毛茸茸一起享受悠闲的无人岛开拓生活～原本想在VRMMO里享受孤独，却似乎受到所有玩家的注目～》加以加笔、修正的作品。

  本書は、カクヨムに掲載された『もふもふと楽しむ無人島のんびり開拓ライフ～VRMMOでぼっちを満喫するはずが、全プレイヤーに注目されているみたいです～』を加筆・修正したものです。

  本故事纯属虚构，与现实中的人物、地区及团体等一律无关。

  この物語はフィクションです。実在の人物・団体等とは一切関係ありません。
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  本電子書籍購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本電子書籍を第三者に譲渡することはできません。

  本电子书内容基于底本发行时的取材及撰稿内容制作而成。

  本電子書籍の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。
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